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第 1 編林業品種の本質-

が[物工仏、は到ψjの 11 庁 I1ヲft はすべて遺伝子のιrどにより発現されるのであるが， ill伝子その物

がほ持作JF5'{T を発現するのではなく泣伝子はただその京n CAnlage) の:J IU\刑判乙すぎない。し

たがつてL或支る i迅l立;伝了-が或る 7形|υ予河ff?i ををr 発叫する i忌辿過d色品i止H科担に主沿Tいて戎る N:のI環i異2境l川}人勺、，1ド二干子了子-の門作工 )1川J刊l を受けれ iぱ~r , 

i終路九川IIに亡手ゐ去いて現わjれLる}形iμヲ河f

をみて iJ[l1刊F柿坑のづ分ト1主数数知!J'iリl乙囚刈矧l をを~1感ぷ}十よるのも j泣立伝f的l内り引{椛ι1えは l ， ïJーであるがp 第二;)((1'')或いは第三次的の

環境1'，1 了aの作)IJ により符しく異なったJI'bZ'tを叫わしている場介が多いからである。引に林木の

生長ilill1 'f，に点、いてはご f )i~I}，I-::r ， 気候|たI:::r~;そのjU124がたきく聞き，林木の終日の形態が全〈川

師:または )jlj ， :Mif.:の上うにみえるととがある。

わが同の主J14:L;!i林l'JÏ.f:[:rflであるアカマヴ，クロマツ.スギ"-.fj，の大部分は，長年月の川には1!lf;立

識のうちに多少の選抜が行われてむし地方的に異なった林J~，:MiJi:・が 1I主立している ω しかしな

がら航物学J-.D うdm或いは世作物等にゐける!日干'D 区分とは異なり，林:主r:M"1i:はその本f臼，/控11存

であるととが多い。 441にスギは林業1:7rfJ~: と ì可:せられながらもそれら，iMïr(11IJの Jr~tfの村Ii主がイIIII;:

rLl来するのであるか'1'I)!l;1rに苦しむととがしばしばである。叫{I:一般に芹いならわされている林

業11川市:は遺伝学または tfH:学の=\'，:JJ/)から見直せばし、かなるものであろうか。との liil悶について

一応検討してみる必要がある。r:，Hif[分受;'fの jμ礎が 111来てむらなければ今後I刊Rを行ううえに飯

めて不{史であ 1) ，また労多くして志ú少ないが;込となりやすいからである。との店I~I月二に沿いて P

まサコスギを英験材料とし，て林~'~，:，r，Hlのイ':1"Tの1I~，n~(~;:えみるとととした。

一般にtl{I物の生長には点る j岨WJttiJ乙({-:(Iヒするととがυ芯められている。けL-f亡は k~lÎ.H: 々あり

1 Ifまたは 1 1， 1:.}:X\，、は数年にわたるものがある(収村 1943)0 ~JとiとのiiMWJは生 l乏の辺IUtゐよぴ

時期lカヰII'L物の持行iこより或いは 1 ，� -(，!f'r':'でも部分により異なるために起るのでるる。一般に生

長は徐々にはじまってミえっちに辿やかとなり， 11Z寝耳JJに法ーして去える。しかして或る辿WJをもって

これを繰返すのである。との生長の:11之1占mJ を Sachs(l872) はJはた生以!tJJ (Grosse Wachstuillsｭ

periode) と称している (Pal1adin， W. 1911) 。 樹木のごとき寿命の長いものでは樹齢によ

り生以のjlli~が詐しいυ また捌相によりそれぞれ特有の :!/J机を岡〈。樹木の知J~JiI\l内にむける

生一五の経過を観察すれば樹極により特有の生長経過を示す。とのととは多くの学者によって明

らかにされている (Büsgen， M. 1927 , ~~)l 1 1925 , 1主多 1928) 。

林木が現に表わしている形態必よび生王fj[生態rl'W，\'r旬3 その1/I<lH三本来のものであるか，或いは

環境凶子の作月j による訪位変異 (Fluctuation) 或いは一時変異 (Modification) であるかを

決定するととはなかなか容易ではない。しかしながら?なるべく環境1"，1子を l ， iJ'~にして，換言す

れば、同一環境のもとに樹木を仕立てるととができるならばp 本来の形質すな ÎIコち;泣伝形質の異

同を比絞するととができる苦ーである。実際にはすべての環境目子乞全く同一ならしめるととは
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LklJ:，jfであるからそのうち作守二の I.q-r を I ，，-J ・，また i土 l'îJ-1こ;丘い ;I:ft!l~ として ìi:~ 込ずるほかない。

ますコスギの)?[木の形態~-.よぴ、生以の辿JtJJに関係する遺伝 Tーがいかなる状態で全国に分布して

いるか，またいかなる杭!支の多:ß'!'I''!: を示ずか.すなわちスギの/'，'j*の Jfj f'tーをと主配する遺伝了・の

車11介せゐよび、分布はいか様でふるかを探索するために， /rí]-条 flのもとに多数の系統のスギの

117木を仕立てて，お31 に“多W!'I"j: と遺伝子の分布に関する実験"を行った。

;f，a，変間或いは 1: ，'lf，f(等の術計千に対しては干'f(々の立11/Jから諸学Jfーにより主義が与えらJしている

が， ~.本誌jill加の木氏を把擬するととは，なかなかkl;l:)!Hである。村;;.{乏の外吉WJfbrL~は間々の条1'1'に

よって異なってくるととは存易に組1殺されるととろであるが，去而に現われた JI予ftのみをみ

て，遺伝子による本来の形態であるか或いは端境山子乃作JIJ による後χ(I/~変化で、あるかを決定

するととは不可能で、ある。われわれが汗jffil三林花ri ，'I :{J[として 11μ茂っている，i ，'IH(の1[ 1 にはとの両

:().を ìW ， îj して論じている場介が多いのではるるまいか。との}，I.Î~を検討するために p 佼IJ巴スギの

数1111i聞の外部形態を制杢して， tn~ 2 Iζ"_，f;本J~ ， i ，\，{rli:の|今1山に関する実験"を行った。

し由かミして i以以ゾス、 1: 2 つの三実寒験を泊じて1林本 1壮丸Eもll日r'rJ:仰何J市杭1]"[の一，本{伝ド壬どdyf町{

の{行fつた実験Iに乙ついて;述丞べる前に，従来行われているスギ':/IH:に閣する仰「フ『ピを略述する。

スギfi川'fu:: 関するú:l1!:の研究

従来スギについて試みられた!日IH:識lJUの方法は側めて多く，多く乃研究 fí'により記ii売された

スギの変間riMI]"(の数は実に 250 和.1.1.卜.に及ぶ (1;'11]本 1950) 0 -~li:IIL~f内寸 :1土形態区別の川fßj をま-r

/'1ミ愉の:~I， I'.生長rH!械にJ主いて研究して内7午1\1'I'，n丘が外tll(I!~芯 J~に対応するととをj'aiE L-, HJ'ßの

I lIl lÜ~なよぴ、樹皮の谷ーき jjによって分数!している(制I~Í 1923)。総íi1í]，尚楠}両氏(1918) はスギ

心材ー色県変について p 約三好Lí.: (1919) はスギよ十荒の所生状態について述べられている。 11:木氏

(1933) はスギを IIIH主性ri/ ， H: と非Ini.JJ1~'I'1: ':"I'N[ とに区分し またJ; 1.c-~~，校条，樹i(i. 樹州，生市f

-r'ijÎI予のタHiililヨ J1...~， t1@;lí[l'/Î, ，陥浮g，樹脂ill~の }f;:17とたさゐよびJ; I':~~ぅt:t"/r{jの内部形態について分-lJ'iさ

れている。[J IÆん Mll (1928) 而;j I í.;は樹JI予，位jJ_k:，付Aryl によって 11111 1'[けU.ji]1スギ 1: r'lt'T!:を外観 (I'，j

に識別しp 見)寸 lí.: (1919) も 1I 川スギの防士Jlにつし、て述べ， fLJ 内 L\: (1931) もまた H /1 1地万邦

スギについて陸民会よ'lFN(了':;)í~び、に針-A5 を f作ーだIj学的に ~.?JM査し針J\~11ril~ff(lj J.コ愉思I;，光Jilliの JI引えに

より分刻されている。林氏(1928) は九州に必ける抑スギの jill蛇を研究し~i~)JU拠点として冬季

に必ける針葉の変色程度，位打|ヲ，校の7(t生状jlE，校長り針葉ーの rll軸となすtrJJ芝 ， i乏さ沿よび、得

度，粒JJえの色，亀裂の有無，幅，剥離方法，心材ポ二色程度， 結実性，毛主民Jコ形状などを挙げて

3P られる。 tfUß尽(1936) は九州にたける押木スギの話相を樹.jfl，樹皮の色，亀裂の深浅，亀

裂の幅p 心材の着色. ..j:支の宵t度p 長さ，大きさ， 11iJ III 的，洛下位，釘で柴の若生状態，長葉の抽

出角度， ょとまミの毎 rt! f 度， 大きさ~~よび葉うiーφ形状， よ言葉の純度， 雄花およびv出身LJつ荒生乃遅

辿， tl\'生状況，ヰとよび、多少、 F 大いさ y 生kの遅lliI等によけ分・類された。 it1í: ij巴地方の持スギにつ

いては， i'寸の色によりアカスギ， クロスギにうる、け，さらにJ交のノヤト， idllP;J守jJ)主iíí:?，~，針う22の fujl
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軟p 樹皮の色， ':~~:flヲ， 材質， 生長状況により区別j されている(妖肥営林清 1936)。 また:!二日巴

氏 (1928) は p 樹形，佐i皮， ~:主主E よび:1'主主の才'1生状態p 主十五三の色，校の 1rll /l \f(j，結実性等につ

いて品開の区日Ijを行っている。さらにまたえ品1:\: (1931) は秋田スギの樹皮，})形状むよび古旨回

により， 1":jj事氏(1929) は釘葉の内部椛t!として針葉断商の形，去皮市111胞 p 気孔 p 下支l:t ， 葉

向p 内幹1，移入車I L織，対E官_1i~，間管ゐよび、JJ行'r'r; と材H'l;束との距離を拠}.'/，、として、片泊のスギと変

異スギについて比較研究されている。また， I山[1刊1山附|M向1苛f氏(ロ19田31) ;i;台子よぴ

型虫‘に対する J抗f立C古悲;'1性!陀生の強弱により 1耐1硲耐r首H.寒E吾則b性1宝の強号弱オをう失知知、1川11応るととがでで、きると称している。

以上のごとし多数の研究者により各町形民のHl)'i~により訂1種類日Ijがけわれているが，それ

らの♂\1'[[識別拠点を大別すれば失の 8 析に分けるととができる。すなわち1.生長型， 2. 樹

形， 3. 針葉の外部冬、よび内部形態， 4. 北の外部形態および、落下位 5. 樹fJLの JI'b 1Lt 6. 材

質， 7. 時t花たよぴ、雌花， 8. 抗毒性

とれ等多数の形町により品種の類別を 1， Î うととは非易なごとく考えられるが9 実際は， I治活

したように，学梓によりその観点を異にし，持極的に各Efli極の特性を明記するととはなかなか

困難である c q: ，'fIこ実地に;þ_;-いて山地l乙生育1['の各々のスギについて泊昨なる r:M~( -r， を附すると

とは玉事ff のご\~であ乙。以下その困難なる l=l]l 111 を研究の結果に長いて論じたいと思う。

I 実験方法

CIJ 研究資料

止;編に沿ける主なる研究資料l主グくの泊りである。

1. 全国よ i) 母樹別に蒐集した種子から養成した7IY木 21 ， 896 本。

2. 官元日巴スギ1171粒di\:験地(俣肥営林将官1\内板谷間千J林)0 7 品種。各，:，'，H[80 '1，，:。計 560 本。

CD 実験の内容

上記の研究tfl"1 についての主なる実験I有森は火の泊リである。

1. 多~í'!'f''Lと遺伝了-の分布に関する実験。

2. t1' 業，fMî[[の 1)今!1~とに関する実験。

〔目〕実験概要

1. 多型'1生と遺伝子の分布に関する実験

全国のスギの天然林または人工林'1'各地方の代表的なものから母樹各 1 十二を選ぴ，付位Jごと

に和子を採集しp 同一環境のもとにII木を養成して各川木の発現する形廷を調査した。すなわ

ち l'iJ-母樹から出発した117木の 1['r1の形貨の異|司会よびf法制を lJQ‘にする場合の異同y 産地との[苅

係について比較を行い，スギJIラ貨の多型性必よび、遺伝了'0コ分布について実験を行ったのである。

( 1 )実験資料

との実験に ÞIJ いたスギの冊子は 1940 年(昭和 15 ~I三)秋';tN応p 事V(I[f ，東京p ゾ'\1況pF11
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知，熊本各営利、J"J I亡依頼し所作各党林署から寄附を'乏けたものである。各営林署からは笹山宋

1;f とともに筆~(，í日の前任地で、ある}主林行林j1272t験場出林研究去るて直送しp 速やかに柏子を J I)UH
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し乾燥して貯蔵した。翌 1941 I， I~春播陸前に定温都内に必いて林業試験場種子鑑定法I亡命拠し

て発芽試験を行いク発芽率t乙)おじて需商量を定めてJ寄附し3雲市を行った。

またはほと資料は 223 系統の多きにのぼ、ったがp 操作巾誤って他系統の利子を混じたもの p

んど発芽力の無いもの p J宜子量の少なかったもの等を除いて安7J{を行った。系統jjリスギfj:結jの

生育位置p Ifl訓[:('"プUff )樹J:，i~，胸商店径p 樹高，牧下高，生育場所，海抜高は沼 1 夫に示し

た辺りでるる。

号 |2腎51Jl 器[問|営問|
'1.'7 r:::A ');1 """'Ët~ � l I 新向杉 3幻2 I 54 24 I 高 回| 五万芦図有林2斜4そ

a.4∞ I 83 ! 20 I 六日町|新潟県中魚沼郡川沢木伴角間民
v -.,..l _:"'V /"  i-l ;"J I 有林

.8! 六日町|す崎県下1"魚沼郡田沢村大字葎沢/, I--I.......J 1ミ:有料;

l 六日町 i 新潟県南魚沼郡石打村字西山東
山国有林48そ

六日町|新潟県南魚沼野辻得村字i竜ノ叉
| 悶.~干林

沼 田|群馬県利根郡池町村字迦葉山国
| 有林6ö と
群馬県利根郡片l日村字白井路国

国 l 有林24ね
同|群即j明1悶郎元く1刷長村字根利山

国有林26い
群馬県:州RÆ児赤JiJ~根村字根利山
国有林26l 、

栃木県瓜谷郡塩原町字東山国有
林72(士

栃木県祖谷部塩原町字東山国有
林72は

板|栃木県岐谷郡埼原l吋字東山国有|
!林72(土|

喜多方(福鰐伊都奥川村字正防小屋

裕j引什「島引咋ド宅L敦J民凶i羽?日
有林35い

秋[1ド県河辺郡船岡村字上字津野
364 詐 IJI~不

秋I1 刊誌河辺郡!船岡村字小泉川国
有林 103ろ

福島県河沼郡坂下町坂戸ド1m;林号君、
市l内

長野県小県郡本原村字奈良尾国
有林28い
秋再配本郡響問河川Ij~国有 i

青森果民有林 l 

福島県11:1村部飯嬰村学大名内:W~
堂山境内
岡山県苫田郡上斉原村字遠藤国
有林38い

I反|烏収県八頭郡智頭村字沖ノ山

修ケ沢|青森県有印軽郡赤石jミ昨矢倉山
| 国有仲45 る l

スギ品種系統別母樹の記載

| r 天然生守合1lr林
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つ
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1 t也

2' ネジリ杉

3 銀

4 1 立1

51 株
6 利根地杉

7 右を芽杉|

杉

杉

杉

8 l'也

人工560 

560 

同

板

沼

ん
一
八
矢

19 

23 

32 

36 38 I 

38 

.j.o. 
4、/

9 i'ili 

人工

人工560 

板

矢

23 

24 

36 

36 38 I 

t1 

1ヲ

10 ，熊

11 ' 地

121 t也

13 t也 天然

人工

天然

人工

一天然

天然

天然

突然

天然

品
川
一

夫

1000 ! 

140 

(
)
ハ

U

ハU

ハU

円U

ハU

勺
ノ}
A

吐

6

1

9

2

 

ー

B
T、

ー

T 

はj

代

子*

出

-
刷
出

ru 

ID 

敦

大

ill: 

鳥

大

坂
上

能
主
は

都

22 

24 

18 

16 

38 

24 

31 

20 

17 

25 

32 

80 

26 

28 

46 

85 

80 

92 

63 

42 

a.IOC 

a. 50 

170 I 

a.270 1 

a.120 I 

a.180 1 

a. 86 I 

杉

門

杉|

杉 1
22 地杉 1

23 沖ノ山伏条杉l

24 矢合山杉!

杉

15 地杉

ネヅケ
16 叶
(欽奨付ケ杉)

17，地杉

IS! 地

19 1 阿t
20 ，地

21' 地

14 黒
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脊|↑1百宿笠間-名 I ti!!令 明百!樹高 、 1 
号|または1Ml;| (午) 11Lb二 (1];)J 'i剖本署名|I cr./~\<3-.. II_' 'VJ' I ¥-[-J (Cl11) ¥U1.) 

25 吉 野杉

261 第一型

27，第二型

28' 第三型

291 

30', t ,l; 国杉

引綱
32 

33: i:z正産レ 1ごリ

34 右巻キ

吋葉垂レ下リ
36 1 秋田杉

37 

38 
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枠 治手県九戸部久慈町字伎戎沢山
出 国有林

IllT 福島県Hl馬1111石何lj寸字七出国十可 1林不3但4ろ 何 32初O 人ヱ
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畑 育係役 1'-::[七百1)大畑町T字葉色山田

有|本 171\. 、
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秋川悦北秋IU :f，!f，上小阿仁村字藤
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60 
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人工
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211 秋田系地杉
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人工200 三本木17 

20 

41 

人工10 コ三本木14 32 29 

人工

人工

人工
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三本木12 

6 
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ボ
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/
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ノ
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212 地

人工100 水15 22 

人工

人工

天然

葉千

219 秋同杉

竹内吉野杉
山V (マスギ)

221 

22212 ウシユ21

2231 清澄大杉 '1 a. 10∞ 

備考記載なきは不明
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34 

∞
∞
 

420 

沢水

大

雫

18 

33 

12 

24 

40 

24 

34 

24 

旦 .130

a. -約

ーH-­

u:r 3主(2 ) 

養7fiはごたの 2 iiij所で行った。

A. 赤時五?畑(鳥取県東11明日赤崎IlIJ，介古営林署部内)

B. 

大iltïW:l/l1193 系統赤前古畑 211 系統1J~ii式菜、統数

各 5~15gr

1941 年 4 月上旬

量保

路:fr[i!， I ，Jj
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~j'~ lfi 日i1d.キ 1942 イ1'- 3 )JTirJ 

ri' Jﾆ 発芽後w立IIUJj I。ボルドー液何年 3 I'll撒イIÎ 0 施 J]巴は一般事業に準じよりーにnつ

た。

主TI'Iポ数 各[!Ij' とも各系統 50~200 札ただしp ごくノj、数系統は生百711.数少なく 50 1>:以

下。

1)(:試本数 赤附'ï'iî!，I'iJ 各系統.L15..JLJ 76 本総計 16106 本

大i!日?岡各系統 30 :4こ 総計 5790 本

A. '，'， 'î木の;11:;n訓査一赤附'，'iî 1:/l 1 にたいて 211 系統について実施

スギのみならや一般に生物例休の去わす;11万Tは詳細 l乙観察すれば多~\'!(I'~であってj"j-でない

のが千千辿である。環境がI'ÎJ ーであれば，各11/，1休 i亡夫われるそれぞれのJIヲ坑は， ;ii-伝(1りわ昨成が JT~

なるために生じた変異とみなすべきである。或る 11五百を夫わすのに関係する遺伝子は 1 t~jのiA

介もあり，またそれL:U二の場合もある。スギにネ、いてはかような遺伝学的分析はほとんど、行わ

れていない。今似にスギ fit-木の或る形'fTを夫わすのに関与する遺伝子がただ 1 í:~iで、あ 1) ，優生

l}\1子と劣'l'!óド、l子がイ子在すると仮定し，遺伝学にゐける方法にií'; じてホモであるかヘテロである

-かに従い AA， Aa ， aa 等のごとく HUll売して系統)J Ij各市木の間々の JI三氏について判査を行った。

との場合 AA と aa の rjtllilの形坑を夫わすものを flé'ú: Aa として記iほした。実地に各市木の

形fTの制査を行った場合，両極端のWd休 l洋は ilJJRitな .~rB主が認められるが，との 3 f!掛?の区別が

|主l郊で~続的変異を示して L 、るととが多い。各!f.;t'[ーを"j，ミわすill伝二了・は各々 1 仰ではないものが

多いととを 111\'示している。とれらに関する研究は今後の19B担として，ととではその第一段附と

して単ー1'，1子によるものと似定して;D.'J査を行ったので、るる。

制査した]f;'{'f~よぴ.fl己号は~(の泊りである。

(A) 生長型

(削型の生長をなすもの

, rjti:\J型の生長をなすもの

l 妓生型の生kをなすもの

(B) 校

( 3) ，jJ，'ð 杢方法

力校の角度大なるもの

力校の角度rjtli\Jのもの

の
の
の

の
も
も
も

も
る
の
る

る
な
川
な

な
大
中
小

小
度
度
度

度
読
密
密

角
生
生
生

の
着
着
着

位
の
の
の

汁
J

ト
4
h

之
と
え

斗
ノ

ι
f
ι
f
t
-

90 0 以上

45 つ ~900

45 0 以下

GG 

Gg 

gg 

k

k

k

d

 

K

K

K

M

M

 

mm 
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J支の II\jfil'1γlF しいもの YY 

杖の川陥やや等しいもの Yy 

牧の 11'rJ陥不規 lilJのもの yy 

校の止端外方に反るもの NN 

j去の先端ぼぽ也k~íH'1サのもの Nn 

1支の先端内ブjに反るもの nn 

i'むと和 [1伎が:'1-~n'IU::I L ~fl:生して各々の校は材状をなすもの FF 

牧に市111枚がやや立体的に市生してJi 'li'rJ型をなすもの Ff 

松に和114'主が工d1，(I'~ に荒生して各校は I%!UI予をなすもの ff 

(C) 架

~の長いもの 12mm 以上

主の長さ中H'rJのもの 8~12mm 

LL 

Ll 

11 

ss 

j\Sのう;fLいもの 8mm 以下

r~の触J岳町いもの

i一架ルか川ぱの川〉袖触感刷帥酬州川jぺ巾判判|い川川1川叩巾11山i日伽i

主梨5の』触瓜1l占長剥l司i吹らカか為いもの

! :j\Sの 77f生何度大なるもの 60 0以上

j35の柏戸Jltt 'l 'ii\1のもの 3ト60 0

l 誕の所生ffJJ.tt小なるもの 30。以下

←AEの特i皮大なるもの 1cm I i\H乙 20 本以上

誕の得度ifIJI\Jのもの 1cm !i'rJに 5*~20 本

業の純度小なるもの lcm 11\11乙 5 木か、下

35の沿vlM9ト，ぢに反るもの

mのーた211iほ v~l庄中J~íl句のもの

誕の先41j内方に母r:r1するもの

Ss 

ss 

AA 

Aa 

aa 

)

d

d

C

c

 

m

D

d

c

c

 cc 

:!廷の!早いもの

誕の!手さ中間のもの

葉の戸互いもの

~のrJ l 火古1\ 1.5mm 以上

。 0.5~ 1. 5mm

TT 

Tt 

" 0.5mm 以下 tt 

以上の規約により 1942 年 7 月 ~10n の|自に調査を行い系統jj リ i乙各形買の出現率を算出し，

さらに地区別に形質因子の分イ[j表ゐよび頻度分配去を作製した(第 3， 5 表参!fr.O 。

B. 8'î木の生時坦期の変身l生iこ関する実験一大計上古固にむいて 193 系統について実施

前記の通り 1941 年 4 月上旬搭極， 1942 年 3 月第 1 回床告とを行ったTJJ木について，各系

統別代表的古木を任意に 30 本を忍び呑号を附し同年 5 月より毎月 1 同ìWJ定日を定めて上長生
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長量の1Jl1JÄごをなした。 ただし， il!lJ'IL 1Iは χ候その他の関係により n により多少の机せはあっ

た。注Ij lでイ:iì死またはね似したー!?[本は除外した。 2以洲!I川It山4ι:の 11正|ι:僻を I均削り切!するために各)市;Y訂6Yi木にJ接主して長

さが約~ 30仇cm の竹竹‘枕を打込み常に J壬をの J国I瓦1点をj主川提，1，主I巳;ιυA点r.'.~

によつて以測IJ;;定i己:の占基主J点I.~J.切カがt移勤ずるととはなカか通つた。 iJ洲J!川則!I!リt定具4心臼i己Uご江はヰすべて mm 単位までで、行つた。 かくして

きわめて厳正に毎月の上長生長量を測定しp 各系統ごとに生長期1mを通じての平均総生長量，

平均illf月企長量を算111 した。かくして最大生長の現われる時期jゐよび毎月の上長生長の消長を

l目らかにし，その呉/'iJ により lf干の型に類別し多22f性会よぴ占とれらと付ー樹の産地との関係の有

無を論じたので、ある。

2. 林業品種の吟味に関する実験

( 1 )試験地

妖肥営林表部r^J ， i:'，lll;f県Hi1Jlí珂Jfrí北郷村大字河内佼'J I:'.!J;:~~区板作国有林 74 林mわ小rlfE内依

日巴スギ品拒Il試験地

上記の試験地は， IT{1，f:114"1:3 }1，該地方 l亡為、いて .'lti品分Jm されている依肥スギの代表(C1'~，~7， Ht

の河:樹から探j，;!llL ， W木 ilk- として養成されたものを区)!HIHリに植栽したものである。杭栽当日寺の

111足符紛失のため p その詳京111 を)，11 るととは不可能で、あるがp 舟樹の選定に iì:立が払われたとと

は p との試験士山を迷笠して p 区i!t:jlJ Ijに生長型p 生ld手.，刷jぱの色等:いわゆる粒J;I:/ぽ刊にしてい

る点からもうか7がうととができる。

(2) イJ1ë i式，:7， f:i[!: 

ヒダリマキ， ミゾロギ，ハングロ，アラ

カワ P アヲドサ，アカ，ハアラ。

( 3 ) 1~t;tA品Bi:の:jiFt剖和Ij():也

('i:j'� 2 夫)

(4) 供試:本数

各，fM:m とも 80 本

(5 ) 訓査)I'!;fiたよぴ記号

調査Jlwrとしては次の引口を選んだ。

A. 樹皮樹皮の形態と振れ

B. t，&'j者三形状

第 2 表依肥ス干供試品憧の挿穂、採取地

品隠名採穂地 品種名採穂地

ヒダリマキ不 明 lJ アヲドサ深 瀬
ミゾロギ鵜戸 ;1 ア カ板谷
川ングロ山河原 11 ノ、ァラ i 深 瀬

アラカワ か 11 

C. 校 大きさ，続度，投下高，拍出角? 1;・~ì枝自然落下の難易

D. iÍlC十葉 !手さ p 着生角

樹皮はアラカワのごときは荒きをもって特徴としp また，ヒダリマキのごときは樹皮が左に

旋回しているととが一大分類拠点とされているのでp ととでも調査項目として採用した。組幹

は柏殺の度をもって分類し，校は全体的に太いか小さいかp またs 粗密の度，抽出角の大小，
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校 ft:j. Nì1支の自然落下の '1:H 易について訓杏:を行った。とのうち， 1dlli\frJ は一般に←1-.1乙ゆくに

したがって小となる傾向があり校により変化があるので，力校の1r1l 11\角で、夫わした。また，針

i!日iの形態は 7!r生位置により異なる場合が多いので，東方に111111 '，した力校附j立の小{主張を採り一

定条111'のもとに訓蚕した。スギの針葉は主i!llhの Jì;jf明に 1j~ìì~1三し2()O ~60oの ffJ 1ftでー 1-. 方 K~~'I' Ii\し，

ijl;IJ令官ぷ〈先~ìif*111 <尖りやや脅I!IIするのが'l~~~である。また， 1予さ，待rlh (タト fcJ文るか，内 l亡反る

かまたはほぼ[1'üJ;~(1'0であるか)は也観的に分lfi した。その~:JI:列はーはなんら秩序はないようで

あるがp 詳細に観察すればきわめてmJllJ iE しい葉序をなすものである。とのととについては山

内氏 (931) の研究があり，氏によればスギの民の店序は 3/8 をもって夫わされる。

また， スギ、の:~~はよ七*交(I'~・i毛い;，;:r;ぅトとうない'(í-IIうトとがある。 しかしなiカt ら， ~È.L-':::IIH主なる台1\につ

いてはその志がl切らかでない場合もあるが， 下位では一般にその主が顕著でるる。長い部分は

夏季技も生民Ir[出なる時に発生したものでありとれを長足と 11予ぶ。短い部分・は生長の劣えた時

JtJ]fc発生したものであり縦一定と 11']'- _)~。すなわち ， L毛足 l'~il)の ~fì ， l，'，î，と限定部の絡，以までの部分が I

J，fli\Jの生民である。したがって，長~1~矩誕の識別が-nJ能で、 3うる部分を先端より逆に数えれば、発

生年IJtを 5，11るととができる。イ~rt]lð査に沿いては前年度 (II(仰11 21 /'1三)発生した民主部の故も長

い針葉を ;V，'â査し，また長'~~'(ir， 2cm 内に所生している業数をもってその鮮度を示した。

各)1予itの支払!に川いた芯サは尖の泊りである。

A. 樹皮

:fJÏJL之の夫同--'15..i'けなるもの ZZ 

制}.k:_の炎 n'IÎ rJ '1i\Jのもの Zz 

松J)之の夫r(rÎ私l荒なるもの

[樹皮の摂JLの大なるもの

l 樹皮の多少摂~l-C V\ るもの

樹皮の」免れていないもの

zz 

1

・

1

・
]

T
ι
y
i
d
-

噌
J

B. 樹怜の約Tð: rrr

樹幹/1]字削犬のもの

樹1/!1"中間のもの

樹市l~~円自f:状のもの

RR 

Rr 

rr 

C. 校1)

校のたなるもの II 

校の大きさ rjl川のもの

本主のノj、在るもの 11 

設 1) 力校を第 1 とし他のものを参考として観察し太さ長さな含めて大小を玖定した。
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伎の滑生純度の:んなるもの

枚の所生得度の rl Ij I日のもの

枕の静生的度の小なるもの

MM  

Mm  

ロ1m

J 位一下m市哨下陪悶附信高郎î(1σ叫ゴ
iド「1枚主附川主社まで)中r:川の (σ3.5~5.5m) Hh 

松下高(力校まで)小なるもの (3.5m J:J，、下) hh 

HH 

ゴ)i支の trJE立大なるもの (90 0 以J-.)'l) KK 

力校の何度rl' rjJJのもの (80 0 ~900) Kk 

ゴJ枚の角度小なるもの (80 0 以下) kk 

(古校の (1?'Mif.T'14t1(t;;: -3 Jbの PP 

l主役ーの白然落下性rjll自のもの Pp 

古松の白然落下性ノj、なるもの pp 

D. ~ 

dsの以さの厚いもの

|誕の院の中間のもの

:~の!訴さのジ)j.いもの

打
首
tt 

l 誕の群生何度大なるもの (60 0 以上)

i町生駒山の(…)誕のïtf生ffJ!主小なるもの (30 0 以|ご)

AA 

Aa 

aa 

スギの誌は北íl史的長い部分と短い1'fßýj-iJまある。しかしながら生長旺盛なる部分においてはそ

の差が明らかでない場合もあるがp 下校ではその去が顕著である。イ<~mM査においては前年度

(昭和121 !.F)発生した長葉部の:t~について訓杢した。:定:の長さむよび樹皮は他地方のものと比

較した場合，すべて，1 1 1111のものに属するので実ìJlllí!)'cで表示した。

(6 )調査年月

11百平11 22 :.r 8 JJ rll'[r] 

(7)調査の方法

赤~tfùï刷にむいて行った7ff木の訓査に準じ上記の規約lこ)，\;.いて系統別，個体別に各形nの;{Jlâ

査を行い各r:?r1=îfr.に 111現ずる多型性について論じた。

註 2) 枝下高の測定は枯枝， または半枯死の校蒼生し， 実際上はあいまいとなりやすい場合も

ああが，現在生きている枝で最も長大なものそ力校とし，力校までの高さを校下高として

測定した。

3) KK, Kk, kk の範íÆl f士市木の場合と異なるの・で便宜上記のごとく定めた。
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CIJ 多型性と遺伝子の分布

1.形接的多型惟

II 実験結果

スギの天然分干ri を会[;k1(1句に概観すれば p 本州、1'1_' 央部を走るうわJ<f;Ì'!を i立としてぷ 11 本側に多

い。また， JI~J 国， 九州は全般にわた
30 

自

20 

15 

10 

J� 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

ι(l)1 

1自由

m 

1田

中央気象台発行本邦気候表ーによる。 統計年次
1901~1945 年。測候所 51 箇所の観測l値を地区別，
月別に平均して作製。

第 2 図地区別平均気配L

て11' 2 3 4 5 6 7 � 9 旬 11 世

第 3 図地医J.lfj平均降水総量

り，王0[\引亡スギ、の生育を見る。 f母手

1お樹泣針J(の1わ7産地を具lに亡するととによつてP

IlJ4 

るか.また各地区別にいかなる形日ー

が多く 11'1現するかというととを切ら

かにするために p ますす王国を数地区

に区分して論注するとととする。

(1) -j吋3

j可 11川iμL氏1: (1940) によオれLばスギのう]ト戸

不布rî主必T よびび、生長Iに乙は年を;迅邑じての降1水k 

量のほかJ q、?に多JtJ]1 }j 2 JJ の降水

量が関係するととがえである。との

関係を考ほして p 全国をJCの 6 地区

に区分して lit-木の形貨のJl日l的分布

関係を川らかにするとととした。 6

地区の区分は全く気c%，<H~条件によっ

たので、あ 1) ，土地的条111'1ま考慮して

いないのでJr.:;j竹野Ilには主j主がるるか

も知はしないカr ， Jk之 1.î 1'1'~犯!;:[:の区剖は

大休との区分方法が適当でるると思

う o II 地区と田地区は冬期の降氷量

はお{似するがp づl三を泊じてj且l交の去

がんでるる点が11~"主乙(J;j'~2 ， 31苅)。

各地区の区劃訟よび!1"'I'í設を簡単に述

べれば弐の通りである。

r :lU~区:本Jlflfえはニlif森県のE[jj\I\ ，

秋川県，山形県， )ilî.山県の北部ゐよ

び阿山県のl耳1f]) ;を I'i める地区であ
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る。スギの天然分布はi誌も多くとの地方に集1[1 L-，またp 有名えと秋田スギ等を産し，日本優良

林業の 1 つとして数えられる地区である。気象現象からみると降水量は 12 ， 1 月に増}Jn し，

4, 5, 6, 9 JJ はかえって最低の降水量を有する。平均気温は I 地区とともに著しく低(， 1 月

ゐよぴ 2 )1は OOC 以下であるが， 8 n には 240 C に達する。木地方はスギの天然分布が最も

多く集中しているととから考えてスギ、の r[1心兜I:_-J: で、 3うるともう与えられる。

I 地区: 4~地区は青森県の東部，岩手県，古城県と ítri高島県の東部を合む。スギゾχ〈然林のF所所I庁.在

は岩乎， {.下町:

1ロ21ロ2.6mm)λ， 11ド三Iι均L勾J気i泊悦日毘lは I 士地也区 lに亡去類fH.似t以1 してf作l~ く， 1 J:lたよび、 2 月は OOC 前後で、ある。 8 }:Jに

は I 地区より約 l OC 低いが毎月の変化はほぼ等間的である。 1 地区と l 地区はql央を走る分

水嶺を境にして区割されているのであるがp 気策関係で、最も著しい差注は冬場] (12, 1, 2 月)

の降水が右~!Íifr1に異なる点で、ある(第 3 図参)H~) 。

目地区:千葉，群j.69 茨城p 栃木，埼玉，耐[1奈川 p 静岡，愛知lの各県と東京都p 長野県の南

部を合む地区で哀f=I*に属する。スギの天然生の所点は箱根地方，愛知県の東部に少々存在す

る。冬期の降水量は少ないが夏季には !PF'-.t[') 170mm 前後に達し， 9 J:lには 200mm を越え P

9 月を境として再び低ドする。平均気協はlV :I-U~区と類似し1， H たよび、V， \11 地区のヰ1m)であ

る。 1 月ゐよび 2 J:Jは 3 0 C 前後を示し， 8 }jは 25~260C である。

W泊区:京都府p 官山 p 石川， I岐阜，岡チ[:，滋賀，兵庫，同 UL 広島p 鳥取r 島根，山口の

各県と新潟県の1任者1\，大阪府，長野県の北部に属する地方である。 スギの)(r.{~生川在は来日

本p すなわち， H 本海fHÚに多く分布している。降水量は中央分水嶺を抗にして裏fI 本に多 c

瀬戸内海fjjJJ I主少なくなっている。しかし夏季にふ、いては瀬戸内海側もだいたい等T:10量である。

温度は 2JJでは 20C~50C の li日にあって 8 J:lは 25 0 C である。

V 地区:三 'JL 奈良，和歌~[Iの各県とん阪府の市部と問国地方に属する地区である。本土[!!.区

では p スギのソ〈21:生の所在は和歌山県，奈・良県のヤ肘ι 四国の中央部に現われている。降水量

は冬期は少ないが夏季には V1地区についで、大である (6 n には 220mm)。 温度は '1 地区に類

似して温暖で、あり， 1, H 地区に比し 5 0C あるいは 5 0C 以上高温である。

刊地区:木地区は九州土lit方である。スギ、の天然生分布は熊本県と北九州の一部i亡現われてい

る。降水量は他地区に比して多く，付に夏季にむいては壮大で、あり， 6 n には 300mm 以上に

註する。調度も高〈最も温暖なる地区である。

以上 6 地区に区分-したがiffill立は I と I が寒冷で‘，固と Wが r[ 1[ I\ )， V と Hが混暖である。降水

量が冬期Iに多い点では!と W地区が類似し，夏季に少ない点では!と E 地区が類似する。 1

V. \11 の 3 地区は冬季に少なく夏季に多い点で一致する。温度と降水量を同時に考慮して仮に

全国をその類似の度合により 2 区に大別するとすれば1， L 町地区とlH， V, U :i'也区の 2 つ

となる。前1すには墓地企よぴ来日本が属しp 後者にはi段上山むよび去日本が属する。
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さて以上のごとく全国を 6 地区に区分・して各系統の I;J:鮒を産泊ごとにう子Hî し，その所産 jill-木

の JIヨ 'fT ((吟味するとととする。

( 2 ) 旬:樹の産地と;立伝子の分布

前に長R.ぺたような規偵のもとに 211 系統 J) i'r'i木を養成し弁何の形Z"'tを調査して， '/づ:樹の産地

ごとにー折分刻表示すれば第 3 夫の泊りである。

第 3 表 ]1>質因子地区別。分布表

角 J 度 1 Kk  67.7 66.0 

I k k I 32. 1 33. 8 

M孔1: I 11.1 1 9.8 1 

J 密度 1 Mm  i 83.8 82.2 1 85.2 

l 」土ー i 5.一一1 I 竺 8.5
YY I 9.5 , 13.2 14.6 

校 1 I間隔 I Y y I 79.8! 80.3 80.5 

y Y 10.7! 6.5 4.9 

I NN  39.2 I 41 ・ 8 i 40.9 
反り I N n I 58.7 56.7 57.1 

n n 2.1 1.5 2.0 

FF I 40;9 41.2 

F f 

~一---- 地区 i
形質 -------1 

GG  

生長型 I Gg 
gg 

K
 
K
 

形

f f 

L

l

I

 

L

L

-

勾
己

長

I III 

A! % % 
99.9 100.0 

0.1 0.0 

0.0 0.0 0.0 

0.2 0.2 3.2 

56.3 

2.8 i 

55.0 

3.8 i 

53.5 

55.1 

42.1 

2.8 

5.2 

81.6 

13.2 

Bo:;l;;:;|;::;l • 

IV V 

%1  % 
100.0 97.3 

0.0 2.7 

0.0 0.0 

0.8 0.4 

65.5 86.9 

33.7 12.7 

¥'1 
加方向

ηc}ó 

99.4 

0.6 

0.0 

ー、, 

98.3 ー「斗〉

ぐー
令一ー

4.5 '、一

91.0 -、t 

4.5 

74.2 ーー→• 

49.0 28.9 25.8 今←一ー

0.4 0.0 0.0 「ト

56.9 62.5 62.4 二土

41.8 36.9 37.1 〈ー、一ー

1.3 0.6 0.5 ，、一

4.2 7.5 10.2 

75.1 62.8 77 .7 

20.7 29.7 12.1 
一一

SS  1 7.31 6.51 14.31 2.41 16.0: 4.2 

i 触感 l::l f;:;l で:;l B;::I 571 7;::l B;:; 
I I AA  36.3 I 45.1 I 47.3 33.7 1 67.0 I 57.9 ぇ

奨|角度 I A a ω.3 I 52.7 I 52.5 1 63. 8 I 33.0 I 41 ・ 8 1 と
1. 己三 3.4 Iー 2.2 I 0.2 乙5l 竺 I 0.3 ' ~==__ 

ll DD1147i84152l  103I301107l-
密度 I D d I 77 . 9 I 81. 8!  80.5 札9 i 58.7 I 凡o I -

I d d I 7.4 I 9.8 

1てで(寸丙プ，. '20.9 I 31.i I 

|反り [ff l7::!6if! 
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~-地区|

形 fJf\三 ~I

I TT  

厚さ Tt

I 1T[ w V ¥[ 出現増
| ‘ 1Jli方向

5.1 

78.7 

16.2 

4.5 

89.7 

5.8 

2.3 6.4 9.5 

77.5 80.5 84.3 

20.2 13.1 6.2 

註 (1) 各H犯の数字はそれぞれの地区に分布する形質因子の出現%，すなわち，各地区における

各形質因子の分布の度合を示す。たとえば I 地区は母樹数 66 本でるるが，平均した場

合その子孫の)宮木には GG 99.8% , Gg 0.2% , gg 0.0% が現われる。

(2) II地区 gg (士 0.0 として示されているが実際は 0.0138% である。

(3 ) 出現増加傾向側において

傾向なきもの →矢の方向に分布傾向大 二土特に著しいもの

本表作製の方法について11主川するに，たとえば I 地区に必ける校の術!立の形n /l l叫率はそAL

ぞれ， MM (椛度大) 11.1%, Mm  (情!1t q ，) 83.8%, mm (術)主 '1 、) 5.1% である。しかして

I 地区の総1'1'数は 66 1'1:である。各系統について MM， Mm, mm の/l P;比率を求めその一千EJ

ーを'1nl'，したので‘ある。生長型 (G) を除いては，各系統とも"，.J-.:w!のみが/1'，現するというとと

はほとんど、なく，多くの場合は 2 つまた伎 3 つの型を生じ，きわめて複雑な雑間性を示した(後

mt.)。水夫に示された内本は従来行われたr:i， Hiの分布に閲する概念とは趣を具にし，別の観点

から d/!tifrの I1予ftを|眺めたので、ある。との研究にゐいては 1 f:上位Jからどのような形態を有するこ{­

孫がう刊ffj するかという点をまや検討した。その一例を挙げれば抗 4去に見るようにきわめて多

王宮多様の形態を分調fl してくるのでまうる。との事実は遺伝学的に ;J予察すれば，全〈当部のととで

あるが，従来林木の lilt和問題を論議する場合には 11ねil され勝ちであ・った。ととに表示したのは

僅かに 2 例に過ぎないが，とのような関係は他の系統についても同様で、ある。

仰いの系統に現われたとのような多型性を地区))1] 1乙千均して各形T{の分布踊!支をよ回交したよ

うに p 地区により 7移民によってはその!日現率が呉ってくるのでるる。たとえば第 3 去に去いて

生k型，誕の長さ，触J感，併!芝，たよぴ!豆さは北方地方から)甘 )j地方へ，或いはその逆方向へ

の/1 1現制度の移行はほとんど認められない。不規則に地区別完二注が{{fl~するだけでるる。とれ

等のJI手T{の発現に関係する遺伝子は他地区別に多少のj~~主はあるとしても全国(I'~に分布してい

るものと，也われる。しかるに校の着生角度，反札形(細校の若生方向)，葉の群生角度に関係

する遺伝子は南北両地区により著しい相違がみられる。たとえば校の若生角度は北方泡区に至

るほどノj、なるものが多く， rl'聞のものまたは大なるものは}行方地区に多く分・有する。とのこと

は積雪に対する抵抗上きわめて好都合な形態趨応である。換言すれば，店主に対して都合よい

形態を発現する遺伝子が北方に多く分市しているととを証明している。

現今世林m位Jf:lliまたは品種として各地i乙増殖さ jしている林木伽l 々のものの素質を検討すiL

if，恐らくごく少数のものを除いた大部分のものは雑極性であろう。特l亡 p 天然交雑により種

子を得てï'古木を仕立てる場合はその子孫の形11は複雑である。形買を多く取り上げれば取り J-.
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第 4 表 ー母樹に由来する

(No. 81 (0印)の天然交付g Fl 107 木中番号順に 25 木記載，

Ri GGIGElgg両i11+M両F Yy ドHjiI Nn nnlィー ff

J l l 山: l l 二Ujil l ::1壬恥:liihι-μli百いU:ii乙ト一一J一JJlJ[
丁[ι石司司「一寸i汁己司訂 1I一一[而石玉61 ト一|両己瓦瓦-1110戸5斗J一-rüσ「一日一

三-(凶E王(l三三ιl干巳日:三」当i7オ卜「lト;E一山手ll~ 1= 
剖十-lllfI KMiltlJ「f-
7[0ム 1111lRE11 10Ai151 「口同一1 1-610-1

ペい￥トli二ifト11l-lJ32l斗
?正-1- -I,-r 06-1-1-1五|一~， ----106卜11-1瓦「ilFA-

JIll\l7I4寸liJEUflJ
::(名」-けと一七JF-111lt-I1
1lRUJごhF1パ二l子Ll』川正
日11JILlLlfll!;i J1 114-U一一一
七日 -11 1奇-1\ i ~6 i-611-~i-~~ i~-II :i~---i-i!~ーへ-j-
7可-1-;:-1司寸τ戸ii一戸1--r-r�':;:-I i:'06 i 1 
τ!了戸司 |一丁ら一日三戸下ム「-lLI
王戸亡己!-I一三|γiコ三「三1'_1竺1_1 1 61 ゐ「1三E;

計三千トl-441|寸イ1141三lif--Ti
げるほど各形買について同一である例休の数は減少するは十;-c ある。 211ヨft或いは 3形質以上

を車1l.1tわすればある品加に該当する 71Y木数は忠;減ずるの煩雑をさけるために側々の例について



j本木育橿に関する知見 (外山) - 27 ー

ス zド苗木の形質分離の例

No. 91 (6印)の天然交雑 Fl 99 本中香号順に 25 本記載)

M Ll ト ト51 5s 1卜ss 11 ベ Aa 1卜ト祖aa 11十十a 11十十i卜トト[トト同D凹∞D川〉
1[ll iO| ム1li[lC止ilプ2l(;hJ一止一|ム lo 巳ト出 11_1 06 1 ム1 0 LJ_I_~ ム |l-Lf三回一-
11 10ム!日'1=1\-j061 1ー1 061. 11_1Ouluo-

11:コ 1JE」引JJJ三1占
I_I~ム _III~ム 111phlJ OムJ_l_I_C?~1 ム oム!
11-1 ム loLi三一1 61!=1 _c?吐二r 1 0三1 1 I三-i 6r-1 "'[竺
I1一己h-〕トj l?三1 i ムlo 1 也-illi-i竺

LUll-hulll止tl?
I_I~ゴ=11 1三社」一一恒三_1. ム1-0--1=1，- 'I'O'~:I=戸ム l
1-'1 ム \0J I 叫 ||0ム 'I~ll ム101-'II_lo-j出二三 1 0
11_1芳子二 1I 1 0ム -1I亡。三1-:'._6! _C? _1.._1'-10 1 6 :[-1三l三
Lf日三f.-11-1竺二lベillJoil-r
!I 1 ム io '!i 10ム 1 !I 1 0ム|ム10 1 '1' 10 1 ム ill
|LJ到I~ム I__I'I_L~ム:: 10 1 ム11_10 1 6 11_: ム 1 0

i |叫 l|三1|叫三101l-17EJf出_11~10ム |lo ムl三l三 J_ I， _I_~ _Iム I
11_1〆ム叫10O[亡l仁二山Eι106， 1_一一二一一一一一下一
11川|川1 0叫ム叶_III~竺到全到|一_Ii 1 0ιιι一」」i1L!L一且且竺 1一-11-1.一_I...C?竺全~I~!I 10 i 6 
!1[ !川∞叫~\と[とと且今ぺぺぺL斗斗11ト1-一ι[己同己三~I~-巴也三!ιιι一土J川トトト[l l出ι一戸全と引'\戸三1 0 1 三
11_1同O∞ム i川1i i竺I__II_I 竺1 1I 1竺1_1:0_-,--1 ---'ム :i」三人ム
11_1 0ム _111~~_L_j~三|一三凡二1 1 0 .1三110ム|日士1U!と-i-II-i 叫 li 竺fC)1-i!-I--j(竺
11 1 610 i[ゴ豆_i_]=f弘_': 610 1. [:_1竺i._ _,:_J . 1 0ム
11 1 12 同日三士11 21 23 川 |251l|1124」\山三ヲ

は述べないが，スギrill-木の現わす形質がいかに多型的なもので Zうるかを括 5 表により総括して

表示するとととした。
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第 5 3足 形質因子分布頻度分間炎

一
一
h
m可
l
l
­

一
一
1

一

一
札
一

トi
l
-
­

J二
ー

拡
\
一
旬
一

肌
一
配

、
質
一
日
大

~
形
一
生

校

角
度 5 i 12 16 25 

11 23 19 

知
山
山
一
山
山
知
一
山
知
山
一
知
山
知
一
川

け
1
U
l
寸
|
什
ー
ー
コ
川
叶
|
一;
v
l
引
ー
ー

B

一

B

一

3
l

一
4
2

一

7
7

一

4

一
B
4

←
9
3

一
2

K
J
V

一

L
U
-
-
A
1
A

一
1
i

《
/
臼

7
9

一

6

一

7
5

一
2
l

2

一
3
2
l

一2
1

一

3
I
r
o
-
-
8
6
-
8
6
η
d
 

i
-
-
2
l

一

l
I

1
8
2

一

8
3
2

一

7
3
1

一2
2

一11

5
2
2
1
5
;

一
:
一2

6
1
4

一
日
引
|
凶
m
u
一
ロ
げ

2

3
1
5

一

5
6
3

…

l
Q
J
4
6

ηぺ
υ

も
i

一
勺
/
]
勺
ノ
】
一

1
i
1

』

2

2

1

1
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ノ
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反

り

Jf1 5
B

一
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2 3 

32 11 12 11 さ 85 34 

jml¥ 

感

751 16 
1 10 I 

94! 54 I 

19! 37 
7 16 : 

123 3 

15 
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f
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4

勺
J
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U

4

 

l

l
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勺
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行
ノ-
J

宮、 IDD

1支
Dd 

dd 

厚 I T T I 90: 93 i 17 i 4 , 4 I 

さげ~ I 三 ~I 4 2 3j 

。 4 つ
U

円
U

1

2

 

f
o
l
-
-

4

2

 

l
f
o
 

ぷ
U
7
J

に
J
1
l

1
1

ハ
U

ー 5 I 

註表現内数字は該当系統数， .すなわち，頻度を示す。

3 9 15 8 45 53: 71 211 

1 4 211 

7
J
1
A

内
ノ
-

ゥ
，a

勺
，
ム
10 10 , 23 60 

1 211 

89 211 

5 1 I 2 I 1 2 211 

.• I 
18 20' 14 

24 I 25 20 i 21 

9 

5;lOi 131192  

2 ! 1: 1 i 3 

18 I 

9 i 

3 7 

14 22 

23 13 13 
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44 211 
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1

1
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8% 衣にj:-J、いてます寸支の反りについてみるとととする。外側に多く反るととろの NN II=JJ'( 

をえとすものをみ系統につし、てみるに p 件系統供試本数のうちその9l~100% NN を有してそ

の他は Nn または nn でまうる系統が 35 系統るり ， 81~90% NN を有しその他は Nn また

は nn である系統が 18 系統あり， /;iJ じく 71~80Jh NN を千f しその他は Nn または nn で

るる系統が 27 系統あるのである。同様に Nn についてみるにそれぞれの系統にむいて 81~

90% が Nn であるものは 14 系統あり，その他は NN または nn でるる。他も同様である。

本去に冬、いて興味あるのはたとえば校の /1吉伸1111:主の所生方向による形態の羽目立)のごとく，

FF むよぴ、Ffは多く /1\ る系統もあり，また少なく/1\る系統もあり，その /1\現傾向には大ノj，がな

いが， ff の/1\現はきわめて小数系統にかぎられているととを示している。しかも立休r'1/~な校J)

)1予をした白木は/1\現するとしてもその/1\1Jl%は常に 30% 以下であって，そのMZ't発現に関与

する遺伝子の分布頗度がf主少で、あるととを示している。 しかもとの|人!子はお33 去により北方に

多く分布しているととが分る。すなわち，校が初状とならや立体的に p~卸状をなす形態を去わ

す|五l子は北方i乙分布し，しかもその分布頻度l土低いのである。

またp 同様な現後は誕の角度に関与する遺伝子についてもみるととができる。北方のスギは

誕のf(j度小なる ftfir，" J 多く (É{~・ 3 去)，しかもその分布制度は小である(郁 5 支)。

Fえに松の f(jl立についてみるに，とれも'~~のf(j !l.tの場合と 1，，']1設であり，ねのJfJl丘小なるものは

北方に多く現われる Itm'~Jがある(箔 3 友)。 しかるに誕の叫合と具なりその遺伝了分布頻度は遥

かに大であるととはÉ{~5 去によりうかがうととができる。他の11ラ 'ttにつし、てもそれぞれの 1 1;1子

の分布範囲と /1\現制度をI耐火により察知するととができる。

以上主与するにスギ7J[木の各Ifby'[ の分布範囲と/1 1現頻度ーはそれぞれ]異なったものであると L 、う

ととが判IIJJ した。また ， L'J，←I:lliべた研究方法により樹木11111加を支配する遺伝子の分布純|羽主主よ

び/H現捌!主主推定するととができる。

(3) ':"'1J[形態の多I';'j'l'f:Iと関する考察

f句協同七1，"乙従えば林 J:_I:-_の fill村:とは，一樹木If rにゐいて一定の形伐を有し，その 1!y{'[Jj:逃伝

子に関係を千fずる叫合，その11ヲft を有ーする -1洋の樹木を総称した応J/J分知学(1'0単位である(伶

藤 1943)。すなわち p 換下干すれば， rfi， TÆというのは 1 つの植の中で、占る一定力貨を支配する I~;I

子を共迫に持つWiI休の一一昨である。品種には種々の段階がある。たとえば熊本或いは鹿児島地

方に広く古林されるメアサのごとく 1[1，1 々の形態が比較的知似している場合もあるが，後lこ述べ

る飲肥スギのごとく，あるー形貨のみをとれば同一品加に属するが， 2 笛以上の形fiをとれば

異なる小群に分類されなければならない場合もある。しかもその類似の程度は区々である。

また p 全国から蒐:集した実生スギ市の形態の調査の結洪も或る特定形質i土或る系統i乙多く発

現するが，全1f'，[休ととごとく l;iJーである場合は少なし多くの場合は異なった対立JI~1tを表現

する。また， 21fò[以上の形貨を同時に考える時はその分離組合わせの数は増加1 し形質の発現は
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i4{雑となってくる。

Hardy (1叩8) によれば一昨qlにゐいて相対立する l吋子 AA を有する 1f占l体と aa を有する

1f/， 1休の数が相異なり， q: (1 -q) の比をもって分布する場合，とれ等の 11;';f休がi'il五1mに全く

選り好みなく交雑をft うものとすれば， :'}(代の因子~I!の比は q~lAA: 2q(1--q)Aa : (l-qYaa 

で表わされる。しかして火の代にたいても 3 つの I)~子型の比には変化がない。

したがって一群中に￡、ける遺伝子は或る司王術状態に保たれて 1;- 1) ， 一度現われたl主!子の U~現

矧度は交雑によって減少しない. (Dobzhansky 1937) 。

しかしながら或る環境I !，I子の圧力，たとえば北方において船主の容を被りやすい形態を有す

る)古木は，自然に損傷を受けて枯死する機会が多しみとの II、!子椛成を有する 11lil体jl~õは環与II人l 子

のために個体数を減やる機会が多いのである。あるいはまたp 或る|主l子村IE成を有する!日担i町二内

の 11/if休は発生過程にたいて{lHJ然の機会に生育を妨げられるというととが起ればp その|当子併の

引/，11-本数は減じ p 相対的には他の 1":1子群の11母体数がiサカ11 して或る地方にゐける分布捌j支が具なっ

てくるととが考えられる。

以上の実験結果から「林業lll1和の主は l日子の分イlî頻度の差に応いて生じたものである」と解

釈するととができる。すなわち，或る地方の或る riM~1i:には或る遺伝子がホモの状態にあって p

-特徴を表現しているがp 他の地方のjiIリ主にはい']--遺伝子の分布頻度に芸があり p そのあII~~ヘ

テロのものが多く生じ p その遺伝子の分布頻度が少なければ少ないほどその対立川子の分布脱

皮が精力11ずる。したがってそれ等のホモのものが少なくなるので形民をz見にする似体数が榊え

してくるととになる。他の地方の品種にはとの遺伝子が欠除しているために形質が異なってい

るのではないのであって，その分イlî頻度の低下が!日{凶なのでまうる。

時び、第 3 表を吟味するに今jí止JlJjを簡単にするために校のJI列島(F) ，校の着生角度 (K) ゐよ

び誕の着生角度 (A) の三形態を選び，北方と 1'4'5方タすなわち，第 I 地区と第\1地区について

論述するとととする。今と ~l等についてj手記すれば火の通りである。

北( 1 地区) 1;(j (VI 地区)

IFF 40.9 ( 4) 
r
FF 62.4 (6) 

IFf 
56.3 (6) Ff 37.1 (4) 

f f 2.8 (0) f f 0.5 ( 0 ) 

0.2 (0) KK  0.6 ( 0 ) 

〆 Kl王 67.7 (7) Kk 98.3 (10) 

32.1 (3) kk 1.1 ( 0 ) 

r
AA  

ι36.3 思》 ( 4) AA  57.9 (6) 

、 Aa 60.3 (6) Aa 41.8 ( 4) 

'aa 3.4 (0) aa 0.3 ( 0 ) 
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ノピ支 tfl !J五の数字は似体を 100 本とった場合の各11三氏の fll現率であるが ii.式午、}を小数とった場

合F たとえば 10 本について形質の 1 1'1現率をと求むれば( )内に示した数字となり ， J肢はによっ

ては 111現しないものが多く生やる。-Jjíjに述べたようにととに大欠字小え字必よびその組合せに

よって夫わしている記号は汗泊遺広学に沿いて ilJ いられる優位1 1，1 子，劣性|人l子，たよびその組

合わせの場合と類似の立l床を有するものであり p 千字形11は簡単なる遺伝子により発明されてい

るものと似;之さ)'している。実験の進行により若干訂正を裂する場合も起るであろうが，一応以

_I二のごとき似:どのもとに統計を行ったので、ある。

上夫で、 IlfJ らかなるごとく実験数の多い場合と少ない場合では立味がiもなってくる。たとえば

1000 本の場合は KK iま 2 容であるが 100 本の場合は 0.2 であるからこの数の rll に合まれる

機会は少ないù 10 本の場合にはほとんど 01乙近い。とのような事実からすべてのJI'Þ'i'tを漏れ

なく認識するためには， 1/I.lf本本数を ;f:U当多数とることが必要であるととが分る。実験1I/.Jt本数の

少ない実験結洪はその品種jJ:'(;rjqこごく少数合まれる特呉JIヨfTを見逃すゐそれがるるのである。

また， '_I-_去にヰないて i 地区は FF， Ff, ff の 11\現頻度はそれぞれ (4) ， (6) , (0) であれ

\1 地区では (6) ， (4) , (0) である。すなわち， FII，I子は I 地区では\I J也区より少なく，反対

に fl主l子は I 地区の方が多いととを示している。他の L~I子についてもお!似の関係、がるる。

従来林~の riMrú:のおf)Jリを行う場合は， 11l~につきやすい 1 つまたは 2 つのJfY[1tが特に強澗され

る場合が多かったので‘あるが， :;j~実験結出によれば1請にもしばしば述べたように一昨rj~に沿い

て或る 11手坑に該当する4げ設を有する例休数は少なし q'~'に形買を 2 コ以上保JIJ ずる時はそれに

該当するflr'rH本数は著しく減少してくるのである。とのととは一l二去の 3 形伐を中11合わせて各組合

わせの 11\現する蛸度を3下山すればあ・のす=からーほl リj らかで、ある。

小i洋で、は遺伝子はfflirtの機会に犬わ~L ， :日記いは押入されて-，ll，柏を形成する機会が多い。か

ようなものに日然ì~3汰がiθjけば不利なflYi'[ を有するものは死滅し，有利なJl'5Y'tを有するものは

千f抗して泊応が示される。 I 地区にさTける枚や=Mの積雪に対 tる:ir主応形態はかようにして残さ

れ一地方11111由を形成ーしたものと考えられる。本来の生活形態から云えば，なるべく校に架を広

げて円光を多量'乏ける形態がとらるべきでるる。北方にゐいては航ー雪に対する抵抗形態をとる

ととが生活に有利であり，したがってかような遺伝子を有するものが多く残札分布頒度が高

くなったのであろう。

要するにわが国にゐけるスギ、の品種はq';J'~の少数のものを除くほかは， :{:iJi:々の形貨について

同ーの遺伝子構成を有する例外L群から成立しているととは稀である。多くの場合或る囚子の分

布頻度が比較的多い場合一品種として取り扱われているというととができる。一群'I~の多くの

11M休は遺伝型的に共通の遺伝子を有するが，その1i平内に 3討する遺伝子の遇然のユレによって異

なった遺伝型を有するf同体も合まれるとととなる。その結果同一群内に異なった形態のf肉体も

若干合むとととなる。
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スギのごとく却水によりクロカミようなもの治科目Hi としてが~f<<~ と JI)zり J及わ~Lているのャである。

まーンとして榊殖の可能なる樹木は， I日\H:の分。主mmlJリをさらに厳絡に iJ うととが可能で・ 3うり p

た必裂である。

生理的多裂性2. 

スギ71i木の一般最大生長期(1) 

スギ171木の最大生長期lはイilJ月に現われるかという点を!日らかにするためにます下各系統の全市

とれをその何月の総平均生長量をと求めて pオミについて，

グラフで、表わした図(第 4 図)で IIJJ らかな上うに最大生

5 J1 から 6 月にかけて相当量長期が 2 回現われている。

7n には前期l生長の1，主目立iを示の ~Iミ長を示し (3.28cm) ，

8n には一時衰え (2.38cm) ，昨び、 9 月し (4.27 cm) , 

しかして再びに王り後民JJ生長の:lþt高を示す (4. 84cm) 。

10 n には 3.19cm;. 11 月は生以量はふく第に減少し，

しかして 12 月に1. 02cm となり直線的に降っている。

は生長はほとんど休!として O に泣い。前期j生以のlrl:高と

後期i生i誌の最高では後行が 0.57 cm 大で・ある。 1，五月の

9 J1→ 7 rJ→ 6 J1→ 10 月→ 8 )]→ 11 月生長順位は，

(ぷ?ミ
第4 図 スギ苗木の生長曲線

(全系統平均)
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第 6 表 スギ苗木土長生長泣の月別順位による類別およびその11協称
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いやれの JJ よりも 11 、であるから，とれを除外して 6~10 月の 5 カ月 !Hli}コ生長の治長について考

察を試みるとととした。

ゴ~l乙 IW木の上長生長の型を諭やるにあたり，型の呼称方法を便宜.J:下記のさとく定めるとと

とする。 611 または 7 月に生長の最大iリlがるるものをそれぞれ6 月期， 7 J:)型等と言い p 各月

の生長の順位が 9.+7--+6→10→8 月のIIlrJh'，ょである l~/j合を 9~7~6~10~81問~!，しかしtてとれを

簡単に|呼称するために第 6 去のごとき記ひで示した。たとえば 9~7~6~10-8 )j型は 9F型

である。他もとれに中やる。また， 8 n を境界として 6 1]または 7 1:1 に 11立大生Jdり jの存するも

のを春Z-à~し 911 または 10 月に存するものを欣引と称するとととする。

以上の測定のごとく全国のスギの給千]:;j JJ別生k量は 9→7→6→10→8 IJ の Ilfíi序で、あり 9F

型に属する。ただし，との場合， 6 月と 10 IJ の生長量はそれぞれ 3.28cm ゐよび 3.1Scm で

あって，その設はjIi(かに 0.09 cm である。両 1 J の生長量はきわめて近似している。したがっ

て 9 1 型とも苅似したものである。

以上裂するにスギ、古木の生長を稔千l[j して蹴抗的にみれば 1 年IHJに 2 つの最大生長期が現わ

れ. 9 1:1ゐよび 7 11 にその頂点がある。しかして 7 月より 9 月の方が131かに高い。 8 月 J土谷と

友り 9 FE'!の rl!J紘を画くととが!切らかとなった。

(2) 系統別段ノミ生長期の変異

以上は全国より蒐集した 193 系統による全スギ I71・木を総平均して弓主体的にみた場合の総生長

むよび辿IJ 生長の状況であった。とれを系統日iJ に二j封書すればいかなる変異が現われるでるろう

か。各系統 30 本の持Jj の生長量を -'1-'-ιJ して各)Jの生長順位を定め， 主主式(l1;J に 11!J棋を画いてよじ

校図示すれば第 5 図の通りでるる。 図により I切らかなるごとく生長の以前liÎ，は 6 ， 7, 9 ;Þ'よ

び10月のいすサLかの月にあり， 8 n は大多数の系統が谷をなしている。 6nのJ氏自型 4種類P

7 月の11ザ:j型 11 Hï:美n ， 9 月の故声高j型 1日5 l'加!抗m~泡知J月t 1叩O 月の最高型 4 ;fi]の[

193 系杭のスギは;そとれぞぞ.れとのいす歩コれカか為の生i長己型に属するわけでで、是るうる。ノp各型に属する系統数

を示せば第 7 去の泊りでま》る。

すなわち， 9 月に最高の生長をなす系統が故多で

193 系統rl l 128 系統(66，%)がとれに合まれている o

Jくが 7 rJ型で (27，%)， 6 月ゐよび 10 月型は僅かに

それぞれ 4 むよび 3 ，%にすぎない。 8 月が故Fiiで

あるものは全然ない。

さて， 6 n に最大の生長をなす 6 月型のもので

は， 7 月以降は直線的に生長が降るか(6 A型)，或

いは 9 JéJ に第 2 の生以のJ1'し点がるるとしても全体的

にみれば生長は::j( [i(i:に降ドしている。との 6 月型で

第 7 表 ス千百木生長型(月型別)

分配表

明 実験数(出現率
~-型の数|系蹴( 防)

6 月型 4 I 8 I 4 
7 月型 11 I 51 I 27 ' 
8 月型 o 1 0 j 0 

9 月型 15 I 128 '. '66 

10 月型 4! 6 3 

11 月型 o 0 0 

計 34 I 193! 100 
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第5 図 スギ、 i行木の上長生長にみられる種々の生長型

月 6789-10 目
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は 6.A'ifl'! を除いては生1~低下の谷は 8 月にある。

グ'(1乙 7 J1'ifl'!のものは F 型の数も 6JJ型のものより増加l している。 7 J:l型の qlで 7 A , 7Bゐ

よぴ 7C型はやや 6n型と類似している。ただ春季の生長がやや沿くれ， 7 nが故大となって

いる点だけが羽 l遣している。また， 7E , 7F , 7G , 7H , 7I の 5 f:ill:xJiのE'!は互に朔似

している。とれ等の型では第 2 のJl1lAは 9 月で谷は 8):) にある。 7 J と 7Kの両22!は 9 月より

も 10 JJ の方がゾミで、ある。:frrtti5 ~I'~にみれば 7B~7 I/主主目似型である。

9 )]E'!のうち， 9 A , 9 B , 9 C ゐよび、 9 Dln'!は類似するが 9C型だけは谷が 7JJ にある。

すなわち，第 2 の生LW14~fìが他の~~'!のものより平〈現われる。 9E ， 9F , 9G , 9H , 9 I ゐ

よび、 9 J Ji~!ままたそれぞれ知似する。 9K'ifl'! は 9 Cß'! と Fî) じく行が 7 )Jにある。との両者はい

やれも北方系のものである。 9 L~'! と 9M'ifl'!は Hî似する。ただ， 9Mの方が 8JJ の待が浅い。

9N型}土谷が 7 J1 にあん 9P型は 9N型と類似するが 6JJが11訂正で、ある点が異なる。とれ等

を till:::N~~I"Jにみれば 9E~9Mはお{似~引亡肘Jずる。

10):) の11ザ:i'ifl'!はちょうど 6JJの最高型を定からみた関係にある。ただし，とのl品作 6A型の

:実に相当するlÜ械的の 10-9-8-7-6 JJ型!ま現われなかった。作はいや;~'lも 8JJ にある。

との実験i乙沿いてはuçs 闘にみるごとく 193 系統が 34 和問の型に分対!されているが，さら

に多くの資料について実験を行うならばp との J王かにも A守干の引が泣}JII さ ~Lるととも起り得る

であろう。

( 3 ) 壮大生長期の変異と時中立jの産地との関係

前日iにたいてスギ117木形態の多型n:必よび、分布を論やる 1(. i!うたり，全国を 6 地区l亡区分して

考察を liえみた。オー白1にたいても全国を 1，，)様に 6 地区lこ区分して各系統の付:樹を産地ごとに分却

しp その所産了J{木の生長の却を吟味するとととする。

193 系統をそれぞれ故大生長期の型別必よび地区別に分制去示すれば第8 去たよび第 9表に

みる泊りである。す~8 去にみる泊り故も多いのは 9 )J型であるがとればいやれの地区にも出現

第 8 表 スギ苗木の最大生長期の月別地医別分配表

------九一---月型 I R 0 *" Q B *'1 I , r 白月型。 7 月型|日月型 9 月型 I 10 月型地区 、11一一 U I-~ ~ n ~-P-山口

I 地区 4 11 0 45 

E 地区 2 17 0 40 3 

E 地区 190 8 

1v地区 o 7 0 29 

V 地区 1 3 0 3 0 

YI 地区 o 4 0 3 0 

計-

61 

62 

19 

勺F
4

勺
J
4

円r
­

n
d
 

計- 8 51 。 128 6 193 

註 (1) 表中の数字(土系統数を示す。以下 12 表まで同じ。

(2) 9 月型および 7 月型は全地区へ 6 月型および 10 月型は主として寒地へ分布する。
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第 9 表 スギ白木の最大生長H:Jlの刑別地区別分間内総1~史

地 Eえ

(附)I 1 I J[ I 川 1\1 I 干 ~l-I ¥ﾌi 型 計-
11 : 1II 1¥1 I v 

明| 理l
6 A 9 D 

6 B 2 5 9 E 5 6 2 14 

6 C 9 F 10 4 3 19 

6 D 9 G 

7 A 2 9 H 

7 B 2 3 3 9 9 1 13 12 3 10 39 

7 C 2 5 2 10 1 9 J 5 2 II 

7 D 9 1王

7 E 5 9 L 4 8 3 15 

7 F 5 3 2 15 9 孔f 4 5 II 

7 G 3 ! 9 N 3 I 3 

7 H 9 P ? 

7 1 3 10A 

7 ] 10B 

l 10C 3 

9 A 10D 

9 B 2 2 2 8 

9 C I 計- 61 I 62 19 37 7 7 193 

話 (1) 7F および 91 型はそれぞ、h春型および秋砲の代表的引で、あり， 9 nf'Jは曲線の形状

が 7F型を裏山らみた関係にある。

(2) 7B-71 型および 9E-9M 型はそれぞれ 7F および 91 型に鋲似する。

(3) 6 月型および 10 丹羽は概して寒地理!である。

第 10表スギ苗木の春型および秋型

地区別分LIjjJ表

\型 1 実験数(系統) I 比 率

地区 J 春型|秋型 l 春型|秋塑
46 I 2 

915  

30! 2 

3 I 6 

13;l: 

I 15 

j[ 19 43 3 

川
町

V

円
U

7 

4 

vr 4 

計‘ 59 

設 ( 1) 春型とは苗木の最大生長期が

6 月或いは 7 月に現われるも

の，秋型と(土 9 月或いは 10 月

に現われるものをいう。

(2) L 11および1V地区は秋型が

多く現われ， ][, vおよびV[

地区は春型および秋型の比が
類似する。

8 

している。 7JJ型もま・た 1，，)様である。しかるに

6 IJ :(I;~J と 10 JJ :(I; I!は多少のタリタトはあるカr;Jl~J也に

多く現われている。このととは故大生長l切の!子

11Æという lよから二15"えれば一見矛店した現象のよ

7 うにみえるが， 11~i l:ìl という f脱皮の Jì'Iiから巧祭ず

5 

8 
ればp とれに辿応した系統が寒冷泊に分布して

いると 11]手羽tするととカ:できる。

知 9 表にたいて各泊区別分布の状況をみる

に， 42123Eの型が特定の地区に分布するというと

とは比較的少ない。ただ， 9N型のみはその実

験数は少ないがp すべて I 地区に分布する。 9

N型は第 5 図に示されている通り 9 月， 10月の

生長が旺盛で、 P 谷は 7 月にある。 10月型に近い

傾向を有する。

" 
4 

7 



林木育種に関する知見 (外山) - 37 ー

fμjJコ生長をよ七ni交した叫イ子大多数の系統は 8JJが生以の干告をなすととはすでにj2!bべた。しか

して 8JJ を境として故大の生U!~lが前に現われるか，または後に現われるかにより春型と欧型

に大日 IJ したが，両!日の各地区にむけるう}イliは如何で・あろうか。第 10 支はその関係を示したも

のである。ことで興味あるのはし l! .たよび、 W 崎区は春型と秋型との比が 2 ・ 8 または 3:7

で秋当日汁 i立って多い。 しかるに 111 ， V ;tょよび、 U ]-1江区はその比が 5:5 または 6 ・ 4 で、 l，lij1;' 

の比がほぼ、:Hl等しい。1， II jなよび、 W地区は気象状態が北方または来日本!t!~に!えする地区で，

111, V, \I地区は火 11 本または)行方の気象に '1'1!~する地区である。北方むよび::;Jfll;本 fl!lL 換千干す

れば主g)'Jt色には春型よりも吠型のブljiJ:遥かに多く分布しているというととができる。

以上は;く然生f手相むよぴ人了J山:裁によるド;J:樹より 11 "発した会系統(193) についてのま!?県であ

ったが，との『いから天然生一1;):樹から!日発した系統だけを選び 11"して比較を試みるとととする。

今村iめて間相(1りに北方と ~jr円本(I'~気象地，;j? を「器地J， Ih方むよび、夫円木1'1サ気象地帯を 11段

地」と 11子初:するとととして全国を 2 地区に}，jjlj し，京地には L II ゐよぴ W 地区， n]2地には

111 , V および\'1地区を包抗させるものとする。しかして春型たよび欣W! J)分布の比を人工航

栽時樹より!日発した系統を合んだ場合と p とれを除外して天然生時樹より 111発した系統のみの

場合を比較夫示すれば第 11 去の泊りである。

第 11 表寒，也および暖地における春型および秋型の分{官

型 実 川佐/谷、 あ: (系統) 比 ;手

天然生十人工造林 天 然 生. 突然生十人工冶林 天 然 生

地区 春型 秋型 春型 f火型 春型 秋型 l 春型秋型

タ主

阪

地 l 41 119 6 32 3 7 ? 8 

地 18 I 15 3 2 5 5 6 4 

計- 59 134 9 34 3 7 2 8 

註 ( 1 ) 天然生とは突然生スギの母樹より採i反した系統，人工造1本と(士人工値段した母樹より

採障ーした系統の意。
(2 ) 天然生のみの場合の方が秋型の分布が寒地に多く，春引の分布が!度地に多い。

すなわち，人工中I{(栽汚:樹より 111発した系統を合んだ場合は，前述の泊り春型と秋韮'!が~U包た

よぴl即位 lこ分布する比率はそれぞれ 3 : 7 ゐよぴ 5 5 でるって民地にはF大型が多く分{Ii

G，暖地ではその比率が;王 l:f等しいのである。本来の部土を有する天然生母樹から出発した系

統だけの叫合はさらにその比が日Im{liとなれそれぞれ 2 : 8 ;Þ'よび 6:4 である。すなわち，

事k型はその大部分が寒地的のものでるに春型は暖地的である。とのととは生長型iz関する形

'f~fの遺伝子が人工十1([栽により若干かき乱さ~'1，各地に散乱しているととを示す。

三えに第 5 図にむいて明らかなるごとく一般に各月の生長は 6 J:Jく 7n , 7 n> 8 n , 9 JJ > 10 
nであるが若干の系統に会い℃はとの一般活J!iJに反する。今との逆の関係，すなわち， 6 月の生

長の方が 7 月よりも大p またはほぼ等しいものを 6 月三 7 J:Jとし，さらにまたは様に 7 月三 8
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第 12 表 スギ苗木の特殊生長型の分布

実験数(系統数) 出 現 (%) 
地 区|一一一一一--- I --_ ---，---一一一一

総 数 1 6 月三 7 月 7 月三B 月 19 月三 10 月 1 6 月三 7 月! 7 月三日月 I 9 月三 10 月| 計

1 61 26 9 4 43 15 1 65 

11 62 20 4 6 32 6 10 48 

:nr 19 3 0 0 16 0 0 16 

IV 37 1 1 2 5 30 5 14 49 

V 7 。 。 14 。 。 14 

V[ 71  。 1 14 0 14 28 

計 l 叩 I 62 15 16 32 8 8 43 

註 (1 ) 一般に各月の生長は 6 月く7 月， 7 月 >8 月， 9 月 >10月が普通であるが，この関係が逆

または逆に近い;場合を集計したのが本表である。

(2 ) この特殊型は寒地(I， 11 , N地区)に多く現われる。

rL 9JJ:= lO TJ なる系統治功/1イilJなる地区に多く現われるかりそ示したのが招 12 去である。表
で明らかなように 6 月三 7JJ はいやれの地区にも現われるが，院I也よりも泉地の方がその現わ

< 0 r.I~_ 1-..，. 1" くれる率が遥かに多い。 7n'::::8 J1 たよひ 9 J1':::: 10 J:Jのものはほとんど:;n~地にかぎられる。た

だp 後:K-~こ沿いてその郷-J: を H 地区にイ了する 1 系統 No. 170 が例外的に現われた。 No. 170 

の-[:]:樹の~[~.育地は大分・県 n III~ig小型J十jfょこ rll 山氏有林で，辿常ホンスギと称せられ， ~I:.:.育J:U!，の海

i'Ji゚:i 450 m，樹齢 23 年p 結J?':j 13m , 胸高D1径 20cm のものであった。また，との系統の

生育担は 7-10-9-6-8 )J型 (7 n日)である。との 1 例を除いてはすべて寒地に属する。

との例外の 1 系統が千jえした王Ilt山は現在のととろ不明である。との 1 例外のほかはすべて辺地に

J，~するという現象は極めて興味が深い。

すなわち， 5):JiJ込ら 6 J1 にかけてIIL くから生 Eよーを mJ~fì し P しかもその生長量は 7 月の月より

大であったり，或いは芹辿の場介は生長の谷が 8 J1 にあるが，とれよりやや早めに生J~が衰え

7 J1が作となったり， 或いはまた 9JJ の生t長が延び、て10n まで側めて II[盛な生iとをなすような

判外国I!はその大部分が怨地位の系統で・あるというととが 11\来る。換言すればとのような生長を

なす型のものが低地という環境に泊応して残イf し，装地i乙多く分布したというととができる。

第 13表寒地，暖地および熊本の毎月の平均気温と平均降水総量

\六 月別 1
項~ -;__: 1 1 月 12 月 1 3 月 1 4 月 i 5 月 16 月 i 7 月: 8 月 i 9 月 1 10 月 I 11 月 I 12 月 i 全年
目\地区 "'1 1 __  ___一 | 

子|寒J:-t!l，可~-i-5.01 10.71 15.41 19 心4lJ252 山 150!104431 128 
2 |隠地 3.91 4.4: 7.61 12.91 1 7 . 0: 21. 11 江3! 江91 224 16.7i I131 6.3i 146 

j 熊本 4.41 5.21 9'CI 14.2i 18.4:m直久竺三~I_I三 _I~'~I~I二王4
降園地 112 1. 8! 101.6! 108.? 118.11 114.311札 411丸 8 135.4' 195.11 1札 4: 116.4 1礼 61629.8
義明地|札3! 70 ・ 6 1-:;7.7 1仏2(1仏れ丸7! 208.4 1丸61231.oJ1仏 5 ， 81 ・ 2: 比山7 1. 7
童市* 1 55.11 73.1; 119.9 1札9 158.3, 353 ・ 1i 297.4 1仏 81 1比o 110.4 68.8 62.61801 ・ l
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tr~ 13 夫にみるごとく袋地にむける 10 n の平均気iliíLは 15.0 0 C で，生長は次第にな↑法とな

る気iHi! でるる。斯様な地区に郷土を有する系統の71J本を I民地に属する熊本県lこ沿いて育てる場

合，その千l~j気温は 17.2 0 C であってしかも 8. 9 )J I亡命ける降水量は十!日当量??Jで、るに々の

影響は 10 n にも及び良好な条f午下にあるとととなる。したがって気公的に生長は促進される

とととなり 10 月に至るも側めτfl1盛な生長をなし， 10 ):J担が出現したものと考えられる。

再び抗 51苅3E よひ:第 9 去について今並べた春型と秋!tJ!の関係を考取するに，春型の qlでi止も

多くの系抗が現われたのは 7F型であって 15 系統がとれに属する。 7F型を Iド心としてとれ

に類似ゐ引を図で求むれば， 7B~7 1 型がとれに同する。との類似型qlで 7 Ff亡三えいで多い

のは 7 C '!ÎJ~の 10 系統， 7 B型の 9 系統である o ::j.くに秋却をみるに;肢も多いのは 9 1 却の 39 系

統である。ととに而仁I いのは 9 1 型は 7 F ,\'!J) 曲線をぶからみた全く逝の関係に 3うることであ

る。さらに 7C 型公より~ 7 B 型の哀の関係にあるものを求むればそれぞれ 9L 型， 9M 担で

ある。しかるにとの両型にはそれぞれ 15 必よび 11 系統が該当し，その分布が比較的多い。

7 F ~I! (7--9-6-10-8 )J型)は春111の枇も代去的な~\I!であり， その~jrの関係にある 9 1 型

(9-7-10-6-8 )J型)は伏型の最も代夫(J'~な型である。しかして 7 FI\~は各地区i亡将遍的に

分布するに反し 9 1 W!は1， II たよぴ lV jl~，区に多く分布する。すなわち. 9 1 担はまた代表的

なi長丸恒凹ともいうととカ:できる。

以上裂するによ7L春IU:"，;出な生たをなしたり，平日に生J~の行が現われたり，或いは晩秋まで生

長をつづけたりするの辻本地性の系統に多い。 暖地に多く見られる代夫的右:生77引は春型!の

7F型であり，寒地に多くみられる代長r'1'~の生長型は欣引の 9 1 型であるというととを結論す

るととカてで、きる。

( 4) 生長jiM:ltJjに関する諸説3左上ぴ~1~~}を

村[物の生i毛の時:ltJJゐよび遅速を支配する l 人i子には遺伝íl'~ な内的!人|子とタ降水量p 気i札:1:壌

の肥:frt1栄子長のごとき外的 I I_，ITの 2 つが考えられる。遺伝(1句な内的 1'，1子によって種々の形ftが現

われてくる場合，外的環境l人i子の作川によってその発現がp 或る 1ftlJ約を受けるととがあるが，

その作川が倒端となれば本来の形氏をヲと分発J弔するととは不可能なる場合も生やる。

樹木の生長には上長生長と肥)(~!ミ長とがあるがp そのいやれも分裂組織の絢l胞分裂による。

しかして細胞分・裂の遅速には外的[J.:I子が作月jするととが大である。細胞分裂そのものには 1 日

IHJの泊長がある (Kellicott 1904, Lutmann 1911 , Karsten 1915, Friesner 1920, St虱felt 

1921 , Abele 1926, Kojima 1928，ノj 、Q手 1937 ， illLj井 1941) 0 1;11':内氏(1947) によればアカマ

ツの侭端中[Ij胞にたいては侯分裂は 1 日に 2 凶の週明を有し，よi 二"J1íjJ;" よび、午後 12 時間主に最大

町[がある。

樹木の長年にわたる総生長ゐよび辿年生長に関して枝川~!í~析併によりその生長経過が多くの佐j

l主について研究され(泊 En 1923，吉岡 1929 ， ýj;;/è生 1929 ， i栄芥 1920 その他)， ~[:.il主主通じて
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の拡大生長期があるととが図示され，また論議されている。また，二打干の樹世については f:引!

の生長量が測定され，生長のノj 、j目立J]が現われるととも!リj らかにされている (Bü.sgen 1927) 。

上長生l~と肥大生長とは山tf:jl乙三汚うべきものであり p との i~~ {';ーの生長は必十しも ~I"行して現

われ左い。鏑木氏(1919) はマツ類の干f(，;始WJの年生長経過を 3JJ より 11 n まで観察して火の

材処を件ている。 すなわち， _1上1'，工i長毛E生Iê.主づ士長ξはただ 11trl(のiわり i批1此止幻己抗向1可UνiLυυ川.'よ}，I，i.

i故l武走評正高}j}，点I，I.~ を千有J し，上長生長l土生長1m始後 30~40 11 にして生lÔJ :lt是正;J皮に j_fしえいで'30~40 13 

にして~:J:i肢に減退し停 11:する。ただし， JI1Jfの生長は 90 fI :士で連続する。 とれlに乙)反文し肥ブ大〈ιF生主

f長毛の方は負釘T一i最i疋王訂甘百r高!古1引百1引.'，点:

あると。これに対し森川氏 (1925) はj， ïJ じくマツ先月では_1 :長生長は1，1'-11 11]，肥大生長は年 3 問

の;i!!QJlJ Jを有するとした。また， 1定多L\: (1929) は 171.木の←l~k~J;.l-f:と気策関係について研究を行

い， 711[木は粒j;fiHfとよりそれぞれ特{止ま〉る-''.長~F.kをなすととを lリj らかにした。すなわち p 器材t

1"r林業試験J当産(東京都! I!!:D スギのさとく五季 11 11)i1E斑な生長をなすものと行川県産スギの

ごとく春秋 21(1)flU誌な生長をなすものとがるり.また，ヒノキ，サヅラのごとく 7 J:J以 ii初土漸

次生、長が衰える傾向があるものがあり p カシ矧のごとく附続的に数1D1のÌI!ト長をなすもの等があ

る。しかして p クロマツむよびアカマツについては鏑木氏と/lïJ様春季;王とんど ì~なる生民をな

し，その後は↑I~ITかに主IÎ'生せる冬・:tJての ìlj1kをごみるに過ぎないことをJZめている。 j公;m氏(1934)

はヒノキ，ぺ=ヒの干f(' ， 'ijの生長JlJJiiU (3)j ~l1 JJ) をfIJI:究し生長の 111(1位(大げj、)は， (8 JJ , 

9 月)→(7 )J, 10 JJ)• (4 JJ, 5 月， 6 ):J)• (3 J1, 11 )j)であって， 8 Jl または 9 月 1[.壮大

生長期lがるるととを I りj らかにした。な;たまた， Pearson (1924) は Western Yellow Pine の

生ぷ抑lについて辿IペタなjL その他に Howarò. (1924) 等の記述がある。

かくのごとく判f:l'iiの 1 1， 1三11\11亡むける illlWJJの|旦|数なよび壮大坐W11JI討会j泊により呉なるのであ

る。 ~lt析のスギ 2 1， 1 ミ ~I::の多数の系統に閲する実験料;県は必十しも政大生iミJりlが春秋 2 I 11 1 とはか

ぎらや，脊季または秋Wlに 11~11のとともあり p な 3まかっそのH寺 l+J l!主系統により兎なるものであ

るととが IIJI らかにされたので、ある。

柴Illlí: (1933) はスギ実生ff(結jの発生当初から生長絞泌について調査しp 樹l~Î~~長以外の発育

は一般傾向として交光率の多い所にむいて P また， ì先日:にたいて優れているが，樹!;~~長のみは

受光率の少ない月iでかつ受光率の多少にかかわらゴド153植土に沿いて大で、あるととを述べp 樹幹

長の生長も外部!日子の長選~を受けるととを結論している。なゴなまたと壌との関係については岡

部氏 (1938) の研究があり p 稚7f[の季節的変化は土壌の位却により異なり p 階段の高さは主と

して土地|主l子に左右され，気候因子は生長の波の数必よび、長さを支配すると称している。しか

しながら著者の実験封印Lによれば，生長の波の数公よび長さは必十しも気性的|弓子のみに上っ

て左右されるととは』必めがたい。上長生長がi居所に沿いて徒長しp また，過当な養分を与えれ

ば著しく促進されるととは日常「われわれの目撃するととろでるる。しかしながら 4定環境の中
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にゐける 1 年[IIJの生長のyj'J長は古く Bernbeck (1914) , Reinke (1876) , Milschke (1890) , 

J ost (1t)92) 等が七日Kしたように内1'l'~1 人l 了mの作川を l認めるのが./R 当であろう。~Í':':X'が全国を 6

地区に分ち }17木の壮大生長のfJ寺J.Plを論じたのは，主として気候的l人i子をとりあげたととにな

る。前誌のごと〈スギ、の市木では故大生長期が 1 阿現われる場合もあるが ， J(多数の系統l主年

2 ffliの最大生長期!を有する。しかしてその長さは地区により一定の法)ilJは見/1\し期l いようであ

る。生長の波の数字云よぴ、長さを決定するのは気11史的|たl子というよりはむしろ内的の遺伝(1"1裂索

に)，1;，くと解釈するのが安当であろう。先に並べたようにスキ7Ji木の生長には多くの~，!があり，

本実般のJ斗合に(土中IIllJリ付1ぱ 34 Hi矧に上った。 とのととは生以JP!に関していわゆる多型性

(Dobzhansky 1941) を示しているのである。すなわち p わが国のスギのIf/， fiji:はとの点につい

ても似めて雑間性に日むものであるといわなければなるまい。

かように壮大生長期]について多型性を示しながらも，政引は多〈寒地に分布し，また， 6 JJ 

:W!或いは 10 月型も多く装地にかぎられるという事実は， ~良冷地という環境に影響されて遺伝

子の分布に余干の振れを生じたのであろう。

従来スギの各，ftl1Æはその地jjにゐける判明ミなか (1: としてJ/}fTの引τ徴が，l?rfm独特のものとして

市皮に;辺、められるととが多かった。例えば f1(jll地方のスギ，古好地方のスギ，宍浜地方のス

ギタ仮肥土ほ方のスギ， E戸:久15のスギ等はその代夫(1'0なものでbったQ しかしながらとれ与の代

去的なものといえども，その JIヨ買を詳市111に分4尽すれば恐らく干佐々の J!J. t'fが純粋なものではない

のである。とのことにつL 、ては-)(í2í:iに沿 L ・て f[J(1J巴のスギを例にとり l洋j主するとととする。

〔結論〕

以.lA与するに本実験に沿いて結論されるところは( 1 )スギ}I本の壮大生長期!は一自=に 9 !J

と 7 )Jに 2 恒ほ見われるが， 2 flil とはかぎらや時に 1 ]1， 1の場合もるる。 (2 )またp 春NJj主段上11!

に秋~J~!j エjJl~JI~ に多く分布する。( 3 )な沿また早春より生長i!E盛となれまたは生長の谷が lIL

Jf に現わ，(Lた i) !-'記いはIi危秋なそくまで'_!J:J~を持続するような系統は主として泉地に分布する。

( 4) かつ生長の迎WlI主遺伝(I'~のものであり，また極めて多型的である。 (5) したがってこ

れに関与する遺伝形民は地方により分布州皮を If~にする。

cn 林業品種の吟味

1. 飲肥スギの形態

f沃肥地方に植栽されているいわゆる佼肥スギにはーとの庁長伐の異なるもの多しとれ等は多数

の研究者により品種として記故区別されている。伏肥スギは今を距たるとと約 360 年前，すな

わち，天正 15 ~三(ー誌によると天正 11 年)伊終結陸訳肥iこ封ぜられてか.来，スギの植林を奨

励しp 爾来遠隔の地からも特異I日間の移入が行われ，今日の伏肥スギの rfil， rillが成立したと称せ

られている。飲肥持スギに関する既往の研究は極めて多く，とれ等の人々により反覆;続みされ

ているがp 品種の区~ljj立区々であって同名異品胞のものもあり，或いは同一!日随で、i也区により
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人により名称を異にした場合もあるようである。 1，，)-地区にむける!日")-rl ，'， f'TI:でも樹令， 撫 77.

法，:I二地 fl'~l引子(土擦の正11\化学的中ll.JJi;， 合水量， llil気等)等の異なるにより形ZTを具にしている

場合があり，伏肥地方の 1171杭の名称ははなはだj:i\'雑している。また，一方l!日，n~J'!)J Ijの対1&えとな

る形坑がはなはだ多いので厳得に，i(， H:のß: )J Ijを行うととはさらに rj，]刻[，となってくるのでるる。

ご台斤は j\;十:従来の， 1 ，'，1'，[i:の概念を日!とfJJ;jJしていi休日Ijに;州在を試みるとととした。

すなわち，樹皮の /1バL~ ， 松一JI之のJ民4L，必j'l;(í~の +í'ì:R: li乙松のたさ， f交の併1立， 1之ド向，校Jì1i1 1

~i'，角度， Ni1之の自然落下状態，長二ngの長さ，長官Eの!手さ， 長官の11hll\ (fJ度，針J35の併!立につい

て p 弁 ri，'，fiJt区 80 111， 1休を ;-mJ杢した枯県はJこの泊。である。

(1)樹 IJL の JIラ態

松]'J之の形態は多柿多様であって，ノj、花木で'1土，その引=微を iりj併につかむととは|主l英Hである o

k休にむいて:;1玉川なものを ZZ ， rI if， lîのものを Zz ， 1:1l;だなものを zz の 3 ;t'T[ Í:'J'í 1こ区うトして訓

3をしたが;県は火の泊りである(第 14 去)。

第 14 表樹皮の形態

主く11明ヒダリマキベ、yロギ i ペグロ ;アラカワ i アヲドサ(ア カ|ハアラ
ZZ 一|示一|-5τ251つよ.75 1 ・251M11.75!125
Zz 0.00 12.50 7.50 22.50 47.50 12.50 0.00 

zz 22.50 36.25 23 .7 5 九25 5.00 丸 75 98.75 

計 1∞ 00 100 ∞ l∞∞ 1∞・∞ 1∞∞ I 1∞∞! 100 ∞ 

上衣によるとヒダリマキ， ミゾロギ，ハングロはヱl斗けなるものが多く，アヲドサはrI '~lfであ

るかまたは千出なものが多い。アラカワ，アカ p ハアラは*11予定なものが多い。しかし l川Ifであ

るかまたは千出なるものを多少混やる。 ミゾロギは樹r.t l乙 7汚があり粗荒なのが J大43仰とされ

ているのであるが，組制にj架いì，号のあるのは数本1認められただけで';Æj小数のものはよい川であっ

たのは側めて日立を必ずる。

( 2) 樹皮の振れ

依1J巴スギに ibいては樹1えが1~れているものが相当多く， !I年l乙ヒダリマキは枯JJ立がんてに4民jして

いるのが一大!f:目立と育われていろ。 しかしながら制査した結県は火の辺り必十しも/正に振れて

いるとはかぎらない。振れの大なるものを J]， ~It なるものを Jj ， ほとんど振れのないもの

を1.1で表わしである(第 15 表)。

型 1h麗|ヒダリマキ|

]] 8.75 

Jj 42.50 I 

計 I 100 ∞ j 

第 15 表樹皮の振れ

ミヅロギ | ハングロ I アラカワ

1.25 

1.25 

97.50 

100.00 

0.00 

0.00 

100.00 

100.00 

0.00 

0.00 

100.0。

100.00 

アヲドサ

12.50 

48.75 

38.75 

100.00 

アカ

0.00 

0;00 

100.0。

100.00 

ハアラ

1.25 

46.25 

52.50 

100.00 
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第 15 去によればヒダリマキといえども全然振れのないものがほぼ小数 ({{I' ずる事実は it:0:

しなければならぬ。樹皮の捉ALの JJ~われた d id~î[l~にはとの(王か'アヲドサ， ミゾロギ之、上びハアラ

がある。 1~tLtこものがない JMiT!: 1こはハングロ p アラカワ p アカがある。

( 3 )粒J ':4" 

;試験木!むj、、径木であって情;fPlで、ある関係上IlfJfi1íiなiil;見~~WWJ ずることはできないが樹幹が ['j

キ 1:状のものを RR， 'll)dfのものを Rr， I'Hff~状のものを lT として区別l拘査した~:ll県は第 16 友

の泊りである。

第 16 表 1:rH 幹

I~J ロー \lL土3 問手ヨヨ ヒダリマキ ミヅロー干、 ノ、ングロ アラカワ アヲドサ ア刀 ハアラ

IミR 30.00 8.75 15.C コ 27.50 52.50 63.75 23.75 

Rr 56.25 42.50 66.2己 63.75 42.50 31.25 63.75 

rr 13.75 48.75 18.75 8.75 5.00 5.00 12.50 

計‘ 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 I 100.00 100.00 

平均(cm直)径 14.52 14.88 16.31 16.07 16.88 15.10 14.65 

ムF均(m樹)高 12.C コ 10.45 10.40 10.70 12.40 10.80 10.10 

ー 1:ゴ廷にたいて判るようにアカむよびつ'ヲドサはん~\:Ií 沿のものが川柱形に近い生長をなし，ハ

ングロ，アラカワ，ハアラ，ヒグリマキが 11 1 1/ \1のもの多<，ミゾロギはほぼ小数のものがjIHH~状

の生lとをなしている。また，相互;J と W'i]i\'日 uï1~の }(/J、.をみるに，アヲドサl土地を遥かに;交問し，

dくはヒグリマキで遣うる。ハングロ，アラカワ，アカはとれに劣 1) , ミゾロギ，ハアラはii主も劣

る。とれらを綜合的にみるに現ú:まで (fr{[栽後 17/'F) の生長はアヲドサヵ:肥大， _[ :{~生tとと

もに良好で、?去 11:な生長をなし，粒Jif':jではヒグリマキとれに尖ぎアカ l王位J?t;j，也径とも rjl )， Ifで、あ

る。 したがって，樹7JtiEの 11ラは故も[1m:!こむし また，ハンググ守Vロ，アラカワは卜i毛生i長毛 f々記E正\ <什!日j巴ゾ

生長l江肌[リ任E盛なるためi:昨〔f作i宇何三サ7形|μ手引lは二土t やや!川[日J持凶主到卸銑f[住[，叫A状j犬tをなすもの多< Rr 型がj大〈多数をしめる。 ミゾロギ， ハア

ラは l二iふ肥大両生長ともに悲し特にハアラは計，'ð杢ri?， HuI 1 :!r-，i:下位で、ある。也径会よび冶n';ji土

全試験木を毎木調査し，その算術:，y..l(企算IH して去示したのである。

(4) ;f交の太さ

力校を第 1 とし他のものを通俗的に観察し友さ長さを合めて二たとみられるものを II ， 中 filf

のものを Ii，大体他に比して小なるものを 11 の 3 種に区分して剖査した結果は第 17 去の通

りである。

註 ヒ〆リマキはミゾロギの別名とされる場合もあるが(伝肥営林署 1936) ，本試験地では別δ

品種として植栽されている。
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第 17 表 校の大いさ

一こ L-ー;戸~~~-Iつ五 二ングJ17子JiLJ下~~--:-7 -JJ I h~'~= ゴ ，.ごと l 

型--__ '-:,t'"/ "' -, I 

II 10.∞ 28.75 26.25 8.75 43.75 7.50 I 却.∞

Ii 72.50 45.00 53.75 72.50 50.00 52.50 i 62.50 
ii 17.50 I 26.2520 ∞ I 18.75 I 6.25 40 ∞ 17 日

一子「〔而一I 100 ∞〔戸「〔瓦dl 示.00 ス瓦KJ戸j

本試験地は依 IJ巴スギとしてはやや山手I{Iで、あ 1) ，全体として:J:tはよ七*支(1句ノl、でるる。 飢えなるも

のは少ない。 とれ:等芋iU『日叫山11 ，1γH(町íf(和〔ド「巾Itゾ大三左るものと I小lい川I川1日府!行fのものが多い!lhl

I川!h日lJ1リ11'主はヒグリ 7 キ 7ア，ラカワ F ハアラ，ハンクググ、や、ロ F ミゾロギである。アカは rltlrlrなものとノJ .;j支

が多いものが多い。

(5 )校の純度

1交の fiX~!'.数を也観的にはて多いものを MM， r[ tlMのものを Mm，少ないものを mm の 3

極に区分して制を L/たキ'i'ìI.!~は第 18 去の泊りである。

第 18 表 1交の密度

主月|ヒダリマキ i ミ向上ハングロ|アラカワ l アヲドサ|ァ ヵ(ノ、ァラ

MM 山o 13.75 36.25 47.50 52.印 6.25 i 見∞

Mm  41.25 56.25 57.50 41.25 41.25 50.00 i 35.00 

mm  36 ・ 25 I 30.∞ i 6 ・ 25 i11.25 6.25 4日 1川

計 100.00 I 1∞ 00 100.00 1札∞ |l∞・∞ l l∞∞ I 1∞.∞ 

上去にみる泊り桁なるものと rltHI!のものが多い l!?1極はアアドサ，ハアラ，アラカワ，ハング

ロであり， I[t !;lfのものが多いものはミゾロギ，ヒダリマキ， t!1.なるものとr[ t hlfのものが多いの

はアカである。

(6 )杖下正::j

i'l'ii'主所生しまた!I沖í'iの4犬態の校多く，松下高判然としないものもるるがプd本力校より下部の

高さを枇下両とし， 5.5m 以上をと HH， 5.5~3.5m を Hh， 3.5m 以下を hh として調査し

た結央を去示すれば沼 19 去の辺りである。

高いものが多い品種にはアヲドサがあり，高いもの去よび中1mのものが多い品種にはハング

第 19 表 校 下 高

V~~I ヒ〆リマキ[ ミゾロギ. ノ司、ングロ アラカワ アヲドサ l ア カ | ノ、アラ

HH  17.50 3.75 41.25 12.50 61.25 25.00 28.75 

Hh 31.25 22.50 46.25 43.75 26.25 53.75 51.25 

hh 51.25 73.75 12.50 43.75 12.50 21.25 20.00 

計 100.00 100.00 100.C コ 100.00 100.00 I 100.00 100.OC 



1本木育簡に関する知見 (外山) - 45 

ロがある。アカ，ハアラは大学のものが '11 1l Uである。アラカワは1j-1iiUのものと í"_~，、ものが多く

王ftlわtしている。 ミゾロギは{氏いものカrlr止も多い IfMitで'ib り， ヒグリマキはこ ALにrj~ ぐ。いナJし

の!日IH[ も I"J 一部美'J!のもののみでなく p 反対の作1;;Zをと有するものの 4うることは他の形民と 1，，)様で

ある。

(7) 校の 4rü /11 f(J 度

校のおiJ lll f1V主はド方にむいて)(で、あり l 二1'r!;に王るに従ってノj、となり一定しない。放にイ~~~ilj査

にゐいては力松のtllIll lfCJ 度を! l iJlIJ し 900 以← i二を KK ， goo~80o を Kk， 80。以ードを kk とし

て表わした。試験イミはノj、径木で、あれやや僻村[して品うる関係上とれを r;ltr :f:iJ!:区 jjljの明日にいれる

のは不合羽!な点もあるが，んH，の ftfflí，]を知るのには支昨ないと JA う。 ~I)rIa杢の給処l土.)c_の illl りで

ある(第 20 表)。

第 20 表 校の抽出角度

-全出ト l 【II'T寸口f[ヨ、j ヒグリマキ ミゾロギ‘ /'¥ Y ð~ ロ アラカワ アヲドサ アカ ハアラ

KK 6 ,25 1.25 0 ,00 7.50 3.75 7.50 3.75 

Kl王 67.50 51.25 27.50 47.50 25.00 52.50 ' 21.25 

kk 26.25 47.50 72.50 45.00 71.25 40.00 75.00 

前- 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 

上去去轟の結県をみるに I小!い川Iリ川;;店;1市i甘fの J品剖拙11山hl山11げT戸角fηjのf官作伽1"い"山"叫1

が多い i1/1 T:mはミゾロギ，アラカワ，アカでるる。ノトなるものが多いのはハアラ J ハングロ，ア

ヲドザーである。大なる 11]1 /l lf(Jの lrっ休が全然ない fll!積はハングロである。

(8) Nî校の IJr!.~詳ド状態

小径イミp 桁fl!L 子入ィ~Jt;;かの関係で、概して~:，:i松のJ((生が多く， /iﾍjfl1! 1 と 1 ，，)様 111叩riの4~H止をと充

分現わしているとは必しJ'ifj:いがp 参考までに;;)，'J査結県ì5::炎示すれば第 21 去のilll りである。[二l

ffi落下'1'1:のたなるもの PP ， Ijl JItfのもの Pp，議下i羽維なるものをと pp として表示した。

第 21 茨 枯枝の白然落下の状態

~ 
一壬記?\A\M~電 ヒダリマキ ミヅロギ‘ ノ、ングロ アラカワ アヲドサ l アカ l ハアラ

PP  8.75 8.75 0.00 0.00 33.75 21.25 0.00 

Pp 38.75 51.25 45.00 100.00 47.50 35.00 0.00 

pp 52.50 40.00 55.00 0.00 18.75 43.75 100.00 

前- 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.0C 100.00 

上友でで、 l尽明Lす引「円l らカか込なようにj洛与下f位主大なるもの才去f よ tびぴぴ巳1:、~g中刷1叶Ii山iH山uのものが多い dμ品1J占I1日l

月府|行fの I訂ff71租J必はJ主:アラカワ，落下性rll痛のものJ己、よび困難なものが多い j日置はミゾロギp ハングコ p

ヒダリマキ，アカ，困難なる i111種 l二ハアラでるる。アラカワは全体がql府，ハアラはすべて落

下困難であり p との 2~MJ[以外のものは種々の形質のものを混やる。
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民五5 の長さ(9) 

，fM{iど、とにぬ\~の実i七を iW!>iごしその 'ç?:術"1王j:~Jfl(Lを示せばJCの iili りである(第 22 夫)。

さ長の奨長貨店 22 表

ハアラ

9.72 

7) アアヲドサ

12.55 

アラカワ

10.62 

ハングロ

10.62 

きヅロェド品 問|ヒ〆 1) マキ 1

長さ円。o I 
(mm) 'v・山 i 11.10 12.06 

アカアヲドサ，12 m111 以上上火によると

アラカワヒ夕、、リマキ，ハング口，ハアラ，12~10 111111 

ミゾロギ10mm 以下

とれJ等の長さはァ全国~I/J に 3よれば、いやれも '1' ìdfの長さの郊に回する。

k:史の l♀ーさ(10) 

小なるものを tt として判査したあIι1~はおお去の'1' )dfなるものを Tt ，んなるもの TT，

llil りである。

アカ p!手いものが多い 1111極はミゾロギ， J手いもの去.J:てF'I' lrIi二のものが多い，:M:ífiはアヲドサ，

アラカワ， '1' )r! rのものゐよび小なるものが多い dl， lJ[/土ハ'1 1)，行のものが多いI1 1'1*置はヒダリマキ，

ングロ，ハアラである。

さ!手の奨長第 23 表

ノ、アラ

57.50 

42.50 

0.0。

6.25 

46.25 

47.50 

刀アハングロ | アラカワ 1 アヲドサ

15.00 20.00 58.75 

53.75 63.25 40.C コ

31.25 16.75 1.25 

lC で .00

モヅロギ‘

18.75 

63.75 

17.50 

63.75 

36.25 

0.00 

、、円[，;1'号

砲___ !111由主(ヒ〆リマキ

TT 11 

Tt 

tt 

100.00 100.00 100.00 100.00 100.C コ100.00 前‘

長.~の 1111 1i 1f(J)主、
、
』
ノ

守
E
A

守
a
i

〆
F
店
、
、

:j:主の 1~lllili(J度と I;;]j業!;rf~[三部位により多少呉なる。一般に l;E誕ir'fI)は大でるって以来部 i :t J j 、であ

る。また， 1，;]じ k:民吉1Iに公いても部分・によって多少異なるから p 長1~部のiは長:民を調査した。

00。以上を AA， 30 0 以下を aa にて表わした結込は第 24 ;去の迅リでる600-300 を Aa ，

る。

長葉の抽出角度第 24 表

ハアラ

60.00 

35.00 

5.00 

カ

5.00 

71.25 

23.75 

アアヲドーサ

48.75 

47.50 

3.75 

アラカワ

15.50 

66.75 

17.75 

ノ、ングロ

7.50 

50.00 

42.50 

ミヅロギ

26.25 

56.25 

17.50 

11.25 

81.25 

7.50 

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 10 コ .00

aa 

計
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七村机1I川 fρ角IJ!皮l克EEEF:六，

のものが多い J旧日11'わ:，y[はヒグリマキ，アカ P アラカワ， ミゾロギである。 1111Mのものゐよび小なる

ものが多いr: irtiJi:はハングロである。

各r~/J~!n とも， frll/ l'，ffJ大， 1[ 1 ，ノトに分南!lーする。

(1 2) 針誕の情度

公司tJ'， 11 2cm Il 'rJに群生している~定数を数え年制ヂ1'-均したあI;出は火の泊りでるる(第 25 夫)。

第 25 表 針葉密度 (2 cm 間業数)

r.R 口 種 |ヒダリマキ ミゾロギ. ハシグロ l アラカワ アヲドサ i ア カ i ハアラ

現; 数 18.26 16.20 18.37 16.77 16.62 16.48 17.40 

針.]~の 1ヰI:JJt併なるもの 18 以 l二 ハングロ，ヒグリマキ

主 1・~の抑!主1[ 11， 11'なるもの 18~16 ， 5 ハアラ，アラカワ，アヲドサ

針廷の純度疎なるもの 16.5 以下アカ， ミゾロギ

針-4!:の以さおよび併!立は他j也方の，:，'IHuこ上じずAHfいやれも rll J; lfの部制に I，q!，するが， I(J( IJ巴スギ

IlJ1租の1[ 1で *111かく比較すれば上記のごとく区別されるのである。

以上各外1H}71:_b ~-T についてその分氾状況，ll~びに /1\現皮の大小をど記位したが，これ等のま/;民を一

拍し故も多く出現する月三氏をその，:M:rJi:の f l::炎 (1"1 I1 三ft と似にみなしてJミイミすればみ(~~26去の泊 1) で

第 26 次 官苅巴スギ各!日間の 1011総括表

で~主極 ヒダリマキさヅロギ!ハングロ l アラカワ アヲドサ!アカ ハアラ
形民 一一一一一一-

樹皮 l 粗荒度 l 小 小 I /J、!大 (中)!j、 L 大 [大
|振れ(中)小 l 小! 小| 小 (rþ) ノj、( 小 l(中)小

柄殺度;中.大(中)中 中 (中)小; 小:中
樹幹 i直径 i ノj、 小大 大 大』中 小

樹高 l 大 小 l ノイj上、 小大 l 中|イ

太 さ l中ド l 中 | 中 ! 中 lドμ同伏ω大)川ベ中ゴ l 中削仲州(か叶/川j
密 度 中 i 中 I(大)中 |大(付ぺ巾~)大(中) 仁中ド判(小)大(中)

校 1 校下高 (中)川イ小、| イ小、|ド(大)中 | 中 (ωづ小、)I 大 l 中 ! 中
抽出角 中|中(小) I 小|中(小) 1 小|中(小) 小

自然落下 (中)小| 中(小)1 中(小)| 中 i (大)中 | 中(小)1 小

厚さ i 中 l 大 l 中(小)1 中|大(中) i 大(中) (中)小
長葉|長さ|中| 小 1 中 l 中|大 !大 J 中

角度 l 中 1 中 1 中(小)1 中|大(中) 1 中|大

密度 l 大 | 小|大 |中|中 1 小[中

註 ( 1 ) 本表は各品種に出現度の最も高い形質をその品種の代表的形質と仮にみなして表示した

ものである。決して各品種の全個体がそれぞれの形質に該当するという意ではない。

( 2 ) ()内形質(士無( )のものにi灯、で比較的出現度の高い場合(約 40% 以上)を併記し

たものである。
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ある oæt位の研究に 3まいては各di， fr]i:の現わす JI河口正一定のものとして記述され， tr~ 26 去のご

とき炎現方法lが J:r~J IJ される場合が多かったのである(本去に記入さ *lた各il/l :f恨の4抑止は従来二さ

れぞ:';t Lの ill川ーの特徴として記;1売されたものと一致しない場合がるる)。 しかしながら本去は各

JI; 1'[について 11止も多く出現するもののみが，大， "'，ノj、の欠字により炎わされτし、るに過ぎ

や p 実際各，ir'rflfiの 1iI， 1 々の JIラftについてみる時は前述の各去に現わされたようにJI;1'[の分イlîは広

組問にわたり， U~ 26 去にあてはまる 11.'，1休は側めて少数となってくることがj山梨される。すな

わち，上去のごとき一体の4げ改をもってその!日間全体を体するととは不合.flllなのでるる。

2. 猷肥スギ品種の多型性

前越したように!I'lrl?，胞から 111発した子孫といえども形態の:ト\'1止をたに考ーえて設当するか111:を

選び111 していく時は，設当111i1体数は減少し，他の特徴を有する場合が多く生じてきた。共に各

i日間について樹皮のiRれ • ~j:}:のぷさ p 校の鮮度の 3 JI;ftを例にとにとれ等の各71;ft をキ11合せ

た場合従来の rli，1'引こ訪当ずる 11l.! f本数が如何なる変化をど示すかというととについて述べるととと

する。

(1)ヒダリマキ(第 27 夫)

ヒグリマキの作徴l土佐JI之がk.にをいているととであるが，実i祭~)M査した結県大なりノj、なし

とにかく k_に省いているものは 51. 3 (=..， 8.75寸 42.50)%であり，各凶子についてみると J.i， Ii , 

一
川
ー
ー
一
山

第 27 表 ヒダリマキのJfH:[ 分間

1 1 3.75 ' J J 1 1 乱1 1\1 3.75 1 1 MM  7.50 

1 i 5.00' J J 1 i 1¥1M 1.25 1 1 Mm  I 2.50 

I J j 1 i 

J J 1 i MI11 3.75 

3.75 J j 1 1 MM  1.25 1 i MM  15.0C 

j j 1 1 1¥1111 2".50 1 i MI11 36.25 

33.75 J j 1 i M恥1 6.25 1 i mm  21.25 

1 i 1¥1111 17.50 i i Mm , 2.50 J j 

J j 

] j 1 i mm  10.00 

i i 5.00 J j i i MI11 1.25 

i i mm  15.0C 

J J MM!  5.00 

J j i i mm  3.75 

j j I 48.7 5 I j j 1 1 2. 50 j j 1 1 乱引ば 2.50 

1 j j 1 i 33. 75 j j 1 i MM  7 . 50 

i j j i i 12.50 j j 

J J Mm  3.75 

] ] 1 i Mm  

-
J

・
1

・
]

Y,
dyEJY

,
J 

Mm  21.25 

MM  :.50 

15.00 lnffi 13.75 

] ] 1 i 

1 1 

江1m 11.25 

Mm  1.25 

] ] MM  10.00 

] ] 1 1 m口1 11.25 

j

i

 

-
-
j
 

Mm  ! 16.25 

mm  I 22.50 
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Mm がー:許多く 17.50% ， jj は 48.75%" Ii は 72.50% ， Mm は 41. 25，%'を ILi めている。また，

しかるにそIiは 33.75，%'を山めている。JJ , またPMm を半11合せてみると 36.25，%'，, I
 

Y
E
A
 

既往うトJHに上ればヒダリマれら jj ， Ii , Mm の形Tiの示11介せをとれば 15.00% にすぎない。

キの樹皮はk.に1j}J.!.副~，しイ交のぷさr[ t位というととになる。今それに該当するものそとみíÇ 27 去に求

とれを介計するも 21. 2536'にすぎないωめるに ， J], Ii, Mm  3.75%, Jj , Ii , Mm  17.5% , 

従来云われるいわゆるヒダリマキには該当しな残りの 78.75% は L 寸.-れかの flヨ iliが異なり，

いとととなる。

ギ(第 28 支)

第 28 表 ミヅロギの形質分配

J J I 三三;土j I IJl ・ 25 I J J 11MM  i 1.25 1 1 MM 8.75 
J j 1.25 , J j 1 i 1 1.25 1 J j 1 i MM  ~ 1.25 1 1 Mm 16.25 
j-j-i97.5� jj- 1了- 27.50I-j j 1 1 Ml\'( ， ~-7-:-501 1 1 mm 3 お

j j 1 1 Mm  1 16.25 l' 1 i MM 5 るo

11111  I IJ1MmlI  i Mm l3125 

|I  1 1 11143.75l j j I i MMl 己51l I i mm1 日
j j 1 i Mm  i 31.25 11 i i lVIm i 8.75 

l 二一一一一一一ー一一 j j 1 i mm' 立巳 -i-i-J竺一己三旦

llj j i i ナlγJJ111二111土!二jj ii mmI17.50!1 

i i i||l  jj MM i l125 
l l l j j Mm|5625 

1i|j  j mm30.∞ 

u ソ(2) 

ミゾロギは樹皮荒く深い淋があること1.1~!1 、'[-1立とされていたが本調査によれば出があり 3 荒い

またp 第 15 ， 17 ;j;，.、よものは 36.25% であって他のものは--'j-î-i什なる部に同する(第 14 去)。

び 18 去で IIJJ らかなようにそれぞれ jj ， Ii, Mm が11{c も多し jj は 97.503-6'， Ii は 45.00%，

Ii は 43.75%. Ii , Mm は 31. 25% で jj ， Ii, Mm にMm は 56.25% を山めている。 ij ，

JJ II MM, Jj Ii MM なる 2本は lJiJ 11，'， 1の jill杭Icl，.-["また P該当するものは 31. 25 %である。

するものとみられる。

(抗 29 去)ログンノ、( 3) 

E
I
-
-
E
I
 

-
-
-
1

・

1

MM' 18.75 j j MM  36.25 

Mm , 7.50 j j Mm  57.50 

MM , 15.00 _ j j mm 6.25 

Mm  36.25 'i 

mm  2.50 ,i 

MM!2.501J 

Mm  1 13.75 1 

mm  1 3.75 l' 

一
町
一
山

r シグロの形質分配

1 1 

1 1 

-
1

・

1

・

1

T
E目
白
T
E
-
-
T
E
ム

第 29 表

1 1 ] ] 100 ] ] 
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収往の分知?去により 3 つの 11万tについて分'3iJ'iすると上去の jj ， Ii , Mm に当る u 今それらの

jj, Ii , Mm  Mm  は 57.50 %でる 1) , Ii は 53.75% ，各fI';I'tについてみると jj は 100% ，

の 3 JI;í'fを介せよ汚えると 86.25% を!日めるだけであり p 残1)の 63.75% はいータれかの形ftが

~なり，従来Äわれるいわゆるハングロには誇当しないととになる。

(第 30 去)

第 30 表 アラカワの形質分配

j j 1 1∞ l j j I 1 18.75!j j I I MM18.751 1 j MM  I47 ・ 50

j j 1 i 72.50 , j j 1 i MM  I 35 ∞" j j Mm!  41.25 
1 ̂ . ^_  11 .. 

j j 1 i Mm; 31.25 1: j j mm  11.25 

j j 1 i mm , 6.25 ,,----- -
Jj j i i|1875lj j i i MM;υ51: 

j j i i Mm  I 10.∞ 1. 

1 j j i i mm  I 5 ∞ ll 

ワカフア(4) 

アラカワは樹J之が荒く校のやや併なるをもって特徴とされていたがp 本市，IJ査によると前去の

また， l'交の純度をみるに MM は 47.50% ように樹rJZ.の荒いものが 76.25% を I-'-î めている。

にj主iぎない。

またp 以上 3 つの11引Tについてみると jj は 100%， Ii は 72.50% でとの形民に相当するも

それに設当するものは 35.00% である。のが占えも多く， jj , Ii, MM の 311三日を1HI介わすればp

また，白í1t分3ifIJ処九である樹皮の荒いものと松の'併なるものをま11:合わせてみると 47.6% であ

アラカワ d ，'， f!J[にはす~当しないととになる。る。 故に仙の 53. 4.%はいやれかのJI河匂:Y4な 1) , 

第 31 表 アヲドサの形質分配

12.50 , ] ] 1 1 3.75 J] 1 1 MM  3.75 

[J J I iB75J  J I i MM5 ∞ 
] ] 1 i Mm  3.75 

札75 : ] j 1 1 札∞] j 1 1 MM  22. 50 , 

] j 1 1 Mm  7.50 

, ] j 1 i 17.50 ] j 1 i MM  6.25 

J j 1 i Mm  1 1 .25 

I ] j i i 1.25 . ] j i i mm  1.25 i i mm  3.75 

j j I 38.75 I j j 1 1 10.00' j j 1 1 MM  5.00 ] ] MM  8.75 

I j j 1 1 Mm  5.00 ] ] Mm  3.75 

, j j 1 i 23.75 j j 1 i MM  10.00 J i MM  23.75 

1 j j 1 i Mm  11.25 ] j Mm  18.75 

1 j j 1 i mm  2.50 ] j mm  1.25 

j j i i 5.00. j j i i Mm  2.50 I j j -MM --~oo 
j j 日 !竺 l一三竺 j j Mm  18.75 

j j mm'  5.00 

MM  31.25 

Mm  12.50 

Mm  

1 i MM  i 21.25 

1 i Mm  26.25 

2.50 

2.50 

mm  

1 1 

1 1 

1 i 

サ(第 31 夫)ヲア(5 ) 

] ] 

] j 
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Øl::{:!:の分会JIHミによ 1) 分お!した給処を 3 つのJIヨftにつし、てみると jj ， Ii, MM で、夫わされる。

その率は jj 38.75.% , Ii 50.00.% , MM  52.50.% である。 それら 3 つの~，1J;Z.'lを合せ耐えるも

のは 10.00.% であり，残りの 90.00.% はいす7-~Lかの形ftが見なり， アヲドサ品開に!土;安当し

ないととになる。

(6) 了

] ] 100 

カ (抗 32 去)

第 32 表 アカの形質分間

1 1 7.50 J ] 1 I MM 

j j 1 1 Mm  

j j 1 i 52.50 j j 1 i 乱1M

] ] 1 i 

j j 1 

j j i i 40.00 j j i 

J J 1 1 

Mm 

mm  

Mm 

m口1

3.75 J J MM  6.25 

3.75 J J Mm  50.00 

2.50 j j mm  43.75 

35.00 

15.00 

11.25 

28.75 

アカは粒JI}Lフウ :i'f'}らかで校l主主:fi.小，かつ叫{に7i'}':iミするのがね，1止とされている。 しかし本;t!.'J査の

品ir~~7 枯J'Lえの%:いものが 78.75/% を山め， 1去の IJ、なるもの ii 40.00.% , ql なるもの Ii 52.50 

%, i交の性i度政なるもの mm 43.75-.%を I~î めている。樹皮J民~L十，位短ノトカミ勺叫{に着生した

もの，すなわち， jj ii mm に設当するものは 28.75 ~)ò である。 しかるに上去の jffil)]'政治j!成

度を示すのは jj Ii Mm の 35.00% である。

とのように収往にゐし、てう}安fi拠点とされた jj ii mm のものは 28.75.% に過ぎや，かえっ

てイ，;~JM査の対処11止も多L 、のは jj Ii Mm の 35.00 %であり， ZEかに後 J?の方が多くなって

し、る。 また，残りの多くのものはし、やれかの Jfjztが異なり，叫往の分野jにむけるアカには該当

しないととになる c

(7) ノ、 ア ラ(第 33 夫)

ハアラはー凡応が子r2いための名称で、あし訓をの仏l;県民さは qlにしてj手さはやや小さい方に

店主;し，~り母1][1せ一刻U111 \ff1If{は大なる故荒いようにみえる。 また，樹皮荒< 80水中僅かに 1 本

だけが泊らかで， ‘地主に表1之の一部背泳リ}之したるものが多い。 また， Ii 62.50%, MM  55.00 

%, jj Ii は 36.25J�" , Ii MM は 33.75，%であり， それらの 3 つの形買を組合わせた ii Ii 

MM  に該当するのは 18. 75J-6' でるる。 また ， 1J)ULたるものについてみるに JJ十 Jj ， Ii lVIM 

を組合わせると 15.00.% を I~'Î めている。

とのように玩往にむける分類法によると jj Ii MM の形貨のものはそれに合まれるもの少

なし 81. 25.% はいすコれかの形質が異なりハアラ品種には該当しないととになる。

以上伏肥スギの各J111種について，厳平子n乙f匝i休ごとに由々の形立に関して独立的に調査した結
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第 33 表 ハアラの形質分配

J J 1 ・25l J J i I l I 五 I~ J 11MM  I 1.25 
Jj 46.25 Jj 11 13.75;Jj 11 MM: 12.50 

J j 1 1 Mm  I し 25

J j 1 i 26.25 I J j 1 i MM  I 15.00 

J j 1 i Mm  7.50 " 

J j 1 i mm  3.75 

J j 1 1 6.25 J j i i MM  I 1.25 

J j i i Mm  3.75 

l-12 i i -l 二三
j j 52.50 j j 1 l' 5 . 00: j j 1 1 MM , 5 .∞| 

j j I i!36・251j j I i MM|1ml  
J J 1 i Mm; 13.75 

]j 1 i mm  3.75 

j j i i 11.25 j j i i MM: 1.25 

j j i i Mm  i 

j j i i mm  

7.50 

2.50 

1 1 MM  18.75 

1 1 Mm  

1 i 島1M

1 i Mm  22.50 

1 1 Mm  11.25 

1 1 mm  

J J MM  

J J Mm  

J j 乱1m

J j m立1 5.00 

J J 乱1M 25.00 

J J Mm  22.50 

i j mm  5.00 

一月七従来唱えられているそれぞれの出i極に設当する例休はきわめて少数であるという事実に壇

遇したのである。樹!立の抗tJL，校の太さむよび鮮度の 3形fTのみをとった場合にふ‘いてさえそ

れ等の一定特徴を粂ね備えるW，I休の数は少ないのでるる。すなわち，従来品開を分類する場合

には，設も眼につきやすい戎る形民のみをもって品曲名を与えていた場合が多いのではなかろ

うか。 3 コ以上の11ラfTを保川すれば，い歩れの品種にも該当しない 1r，<，1休が多く生やるのである。

〔市!? 論〕

1. 従来の佼肥スギ、i])i子 rl ，'， N:について d}lt抗議)J Jjの4t-微を 2 コ以 1. 探JiJ して訓をすれば，それ

ぞれの品種に該当しない例休が相当数合まれる。

2 佼肥スギは複雑な雑種の混系とみるべきである。

つ
�. i立伝学的に品種の分類を行うには従来の俣肥スギ品種の概念を1Jjt:!:!lして別な観点から分

まnずるととが必要である。

111 考察および結論

J市木によりー定の母樹から増舶が'f=fわれた場合はそれ等の子係、は 1 つのクローンとして繁耳目

されたのである。 したがってH土樹の各形~:'[がホモの場合はもちろんのとと， ヘテロの場合にむ

いてもそのまま子孫に継承され会〈刊:樹と 1 ， iJー遺伝子構成をなすものであるととはいうまでも
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ない。しかるに一応そ1レぞれの 11111加として十回とさ Jしているf手出からJ品i木により:li'r7i![された子孫

の試験木に現われた各lI~'{Jfは必十しも l'iJ ーではなかったという事実に辿遇した。なぜかような

矛店が起ったので bろうか。

第一に考えられることは ii.点検+:上信?としてJiJいら ~Lた苛干のものは，外観的には類似していた

が y遺伝的州成は:/t止初から異なっていたのではないかという点である。 I!J子型 Genotype は呉な

っていても環境問子の;巴塑のために l'iJ- または新似の外観的形民を夫わず場合が考えられる。

例えばミゾロギにむける樹1之のわ専のごときは，木i171聞のープぷ1'，1，1~止とされているのであるが，遺伝

子と環境問子がそれぞれどの程度作川し合うものであるかという点は相当|吟味を要する。また，

校の太さ，併度， J~~~の十irf支度等JTl野中[!(の;r~Y~Fft と関辿があるで Zうろうし，主5のiふさ等もたの強弱，

~t長!主手と関係がある。したがって，試験}'J:樹が各jiltl間とも 1 本で、なかったとするならば(おそ

らく子孫の ii，\験本が多数である点からやJ:樹は数本またはそれ以 i二 l乙 l二ったものと恕像される) , 

本t試験はその 11\発点に必いて，tA;[;止!二の訪日号が介在しているととを;也像しなければならない。

第二に ':Þj- ;えられるととは子孫のJえ験木の環境国子が不Ji)ーで‘あったために夫現JI河町:異なっ

てきたのではないかという f人で‘ある。 たとえば芸 1' ，'j r[ l にたける環境の不一致による根系の相

泣，1IL[栽時にたける ;{:[!(1・j方法の利Jiι 弁試験木の成ー育している場所の微環境的州連:lt-が考え

られる。たとえ各1J，'，j休がI"j--の遺伝的n，\~吹を有する場合でもこれ等の稔介主i'fQ~ として夫現され

たMtTは Rなるととが起る場合が不易に屯H象される。

tn~三に考えられるととは消験本の技作q~に他1171陀を決って iJi入した場合で、あるが，これはこ

とで、論議の必要はない品従来の 1171陀概念によISき各JÎ.式験区を遠望すればそれぞれ共通の特徴がう

かがわれてほ観的に r:?rFJ!:を具にするものであることを ;t~a\市長ずるととができる。との事実j主試験

FJ:樹にイ反fL~ßーのlJ7)介のごとき説-x~が介入していたとしてもほ tま''j ii] 一系統-または矧似系統の [:J:

樹が保択されたものでま〉るととを dil川月している。第二乃JJJ合{土当然J史る程度あり件ぺきものと

考えるのが王当であろう。第一の場合も第二の場合も結局は環境凶了-に主主〈表現形i?の変化が

以 1)(1 となって第二代の式験木に /1ヨitの桜雑性が生じたととになる。1'0(肥スギに現われている形

態の仇:*í~'I;ti土遺伝子lこ)，山本来の多型性と環境|人l子による跡形態の多型化の総合iil;県によるので

ある。品T:í]i:の見本 1%1たるとの ii.式験I也に沿いでさえかような混乱が生じている。まして・般の林

地にむける IIJ1種類別がいかに至難なものでるるかというととを深< 'fiYt議するととができる。仮

に一応従来の俵肥スギに対する rffr :f=ill:ftft念により品種を分類しP または品種の定主を下して，今

ととに或る 1 本のスギの母樹を指定し，その子孫をiÕP木により養成したとする。その場・合そとに

現われる変化性は大体にたいて本実験祐史と一致したものであり，類似の形態の分担を示して

くるであるう。われわれは品作物や閑芸柄物にゐけるごとく比校的環境囚子の影響が類似しF

その変化性の少ない場合の常識から生れた 1 クローンの形貨の一致性を認容していたのであ

る。立地的に複雑性が多しまたp 長明 illの生長期1111中にその影響を受ける機会の多いスギの
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ごときは，外観上[， i卜・と，目、われるほ樹から，抑ユ+:によ 1) 川発しでもかような形態の復雑，[.'tiJ~現

われ，実生717によるものほどではないにしても p 以上述べたような多型性を示してくるのであ

る。われわれの [\~[[N(I乙対する概念はJ市スギにゐいですらかようにるいまいであったのである。

次に CIJ 1.形態的多型性の邸にゐいて，実生スギについてを Jコ多~[!，[4[: を;命じた。各1:1:樹

の遺伝1'1怖"\)&ーはそれぞれ一定のものであるが，それ等に /77生ずる冊子の有する泣伝子はそれが

自家佼粉に山来ずる場合で、も或いは他家長粉に 111来する場介で、もそれぞれ呉たり，多くの 1!'Y['t

を将択すれば、するほど各々の間子のイIする遺伝子+{'J;r&1土 314なってくるのである。したがってそ

の形町は多干ifi多機に 1'.る。しかしな対ら対象:JI:げ(の数を小数とれば"/'IJ --1手間に !'{f生ずるやiE二['I[t

iこは若干の 1，，]ー遺伝子'1'1"\;成を有するものが {{'{I: する。 しカか通もそ iれ工ぞれの 1形|彩予f質t引lに乙つνい、てたとえへ

テロの状態lに亡あつても去現主型[! phenotyp戸3光e Iは土剖I"J じ{優d愛愛副正吾引，[.，刊性!ド陀"1:叩I:Jジ)形|防予苅fT口P1T{f- を有.するホモのものと剖1，川'iJ一となり P

夕外ト観蜘1'1川l

村柿F成の[，川!寸d一なるもの3沿守 J:οび:へテロでで、も夫王叫見zl切:f 'iJーである冊子をJ寄附すればp それらから完成

されるIlia本l土 l'iJ-であるべきでるる。しかしながら多少環境1'，1子が見なるために変${~を炎わす

ことがあり訪ね変異を示す。 l'iJ-付:捌から/1\発しでも或るいl子について迂i‘伝(I'J椛成を異にする

舵子が相当数作在すれば1JAI;J，変異 rl!由主は多mとなる。との]Í1l.i~の数が多ければ多い lまど多型性

の「立は榊)JII する。1);位変異にゐいては変!~は一般に辿統I'I"Jであるが，遺伝.T'{'l，];成を y~にする場

合は非辿続(I'Jでるる。 11111極IIH~i~症のl~/J 什はとのヲizj主続(I"J変異が!.r記る系列をなして仔布し制似117i

;Hiから湖れた[\/[Hiへ II'~Z'[の変化が起る。

ゴド辿:続変異が或る系列をなしてA胞から BTJfへ移行する好例としてコウゾの 1\ r'lf市:の変化をあ

げるととができる。コウゾのj江韓間にカヂノキがるるが， -11íj:X-は附[堆S'iH1とであるのに反しf交付

は雌14H"j株であり p また形態的生~1I[(I'，J'[''t Í'f を主主にする。コウゾには多数の，f/I f:耐:あしこれ等

の [\[H'p:は形態的ゐよび、生上11[(1叶F目F[が異なり， コウゾ iに乙近νい、もの治か通らカデ、ノキ lに乙 j立泣工いものまで Hf

々の[口立昨階I干?がある。 その変{化[ヒつは f各子j!I

f佐伯性fゴ士tがない。すなわち， AJI究Tの変化と BJI手伐の変化(たとえば北:の形と茎の色占いは ~I::_l忍恒三年)

の ;jfr'，j ，程度は一般に関係がない。コウゾ Ir r'IHiの附単泊僻な 1 つの値引j法として認の女像法が

あるが次像qtに現われる結川1 ，一[:11合の残恨の抑制，常lit，分イlî形式をみてもそれ等は dl， 1ÆIこよ

り異なった方向に変化して Hi現しp しかも 1 形伐については品開ごとに非j主続的である。それ

等の組合せにより「日間の類Bリは字易で、ある(外山 1949) 。

とれ等の形質の iH現は 1 つ 1 つがすべて遺伝子によるものであれリンケーヂ関係にある形

質を除いては全く仕方;の組合せにより形買が出現するものである。したがって実生のスギにか

ような多型性の現象が現われるととに何等不思議はないのである。極めて多数の異なった遺伝

子が全〈任意の初合わせにより由々の群が成立っている場合，その中で特に目立ちやすい特徴

を共通に有する一群のものをわれわれは林業i日種としてJI瓦り上げているにすぎないのである。
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したがってさらに多くの形貨を目棋とした場合は ril'，;É'[lはノj 、 II71位に分割されるとととなり，その

区別が煩雑となってくるのである。

ーだに C I ) 2. 生型il的多型性の宣'6にむいて生理的にも著しい多型性の存在するととを証明し

た。しかも形態の場合にゐいてもまた生理的な場合に3ないても形民発現の遺伝子の分布は地区

により異なり，したがって H\現頻度も異なってくるととを l iJj らかにした。天j誌に必いては長年

の問に，一地域の遺伝子の分布は一般に或る千f~ü状態を保つとととなり一定比率をもって分布

するが，人工的に1'，1子を撹乱したり或いは突然変具体による新1)(1子導入の圧力が作川すれば、と

の平街ば似たれて或る方向へ'I1'b.'l1fの変化が現われる (Dobzhansky 1937) 。 すなわち p との場合

は品種は目的であり p たえや変動しているととを'"芯;放しなければならない。特に人工的にJ果関

林や母校j林が設定され一定形貨のものが哨航される機会が多い場合にははなはだしい。国有林

では母校J林を指定して年々特定母樹の種子が各地に分布される機会が多いから林野にたいては

たえや品開の形民の変動が起っていると考えなければならない。或る一地区に相当数の特異形

質を有する IC11種があれしかも年々それが各地で哨航される場合には，その特異形買を H'J現せ

しめる遺伝子は高辿度で広まりつつあるわけで、ある。

一度各地にばら捕かれた遺伝子が優良附子で、あれば好都合であるがp 不幸にして不良因子で

あった場介刊にχ恕Hll析の行われる場合は l巴介である。また，一地方に優良ならざる遺伝子の

ものが分布したl必介とれど駆逐する方法としては不良形買を現わした樹木を伐採すればよいわ

けではあるが，われわれの目につくものはホモの不良木のみである。不良凶子をかくして持っ

ているヘテロのものは認識するととができない。したがってわれわれの目につかす=にかくれて

多数の不良凶子がイ内乍する。とれ等の中の或るものは夫代にたいてホモとなり不良木として現

われp われわれの林業目的に合致しないものとなる。また，多くの不良|可子は同様にヘテロの

状態でさらにJくの代へ持越される。われわれの日についたホモの不良木を伐保する方法で不良

因子を少なくしてゆく百a部方法は極めて非能率的である(木原 1942)。生物立担匙t化の;池品程に主必旨け

る:新お新恥rr印IJ♂品「F日1Al 租極:の 7形l砂予k成成~司は突j然f恐i変異iに乙よる主新!庁f凶了子aの導入が4勧倒占μi めて京効j 比以L討ω「白的l内句でで‘ある (Dobzhansお.sk匂y 19侶37η) 。

同様iに乙人二工E的 lに乙優良f日1{極Eを育f成￡する i場』易J合にも現f存j長ミ~V!バihI

『品日種の形E民2や突jfi変具体の有する ItI子を利川してその新形買を翠入してゆく右誌をとる方が時

r:: 1 と子数がはぶけて効県['I"Jでるる。かような意味に沿いて白 r.{~f'C. ;({イr:する優良品種を研究して

白然に発生した突然変異休を利川し7とにまたは人工的に突然変異体を誘発するととは立義が

深い。その変異体がそのまま実川的となれば幸であるがp たとえ也接実用の域に注しない場合

でも，とれを育種の母木としてその有する特異凶子を;;:)(1tのfr{C物へ導入して来)r優良品肢の育成

を計るべきである。

現存する品種はきわめて多型的のものである。したがって各々の Iil1極の中にはきわめて優良

な形Eli- を多数有するイ肉体も混入しているは十で、 3うる。われわれはかような個体を選び 11\すとと
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もまた 1守柿 k粧視するととはできない。

以卜.の観l，i.

2む子いて人為「的|内句"11に乙誘発したち突起j然r拡包変:呉f込引M休本について}逐逐ζ4弐yえC迷べてゆ〈とととする。

以上本湖"if乙 1二、ける実l除去iI;込を総折してJくのがnfl命を持た。

(1) スギの林J!/ミ 1日J況はきわめて多型十七である。

( 2) スギの各店:のill伝形'{;'fは分イ/i区城公よび~ 111現!}il'j l立を具にする。しかして分布区域の

広狭と頻度の人γj、とは無関係で、ある。

(3) 或る地方に沿いて比較的[Jl~につきやすししかも分布制度の前j~ 、形民を有する-1:下

を林:c:\'~d;'rf ， r( と初:している JiJ合iが多い。

(4) 現伐のスギの林業r[，wÆiは本来の遺伝iFYt't と環境!q子による後天的変化を区別せやそ

の夫JJUI予のみをみて期日 ij されている。

(5) したがって，初出変異，または一日寺変異をもって!日，{"1i:としている場合がありそのが;

リミ!日， Htのj昆乱をまねいている。

(6 ) その車r'i*!ïiJf'%["lfrfL異!lli刊[f， ij名のものがあり得る。

(7 ) スギの !lll和がきわめて多型的であるととは優良系統選抜の機会の多いことをUH'示し

ている。

(8) r:111位の主f!}jl] は一応迂;伝Jf~Z引乙-W\. 、て Pf検ii十さるべきである。

(9 ) 多型的であり地区により j遺伝子i乃分市制度を具にするととは逆に云えば人為的に優

WI，!子の分i布引'1 1立を高めるととが可能で、あるというととと一致する。

(10) その方法としては優良系統の導入と突然変異休の利川が効民的である。
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第 2 編クロマツ 26 号の選抜

林 1乏のHii主制めて多型Í1'']なものでるり，各々の形nの発現に関与する遺伝T-のう}イIjJt'íj庄の~\~

;主によしいわゆる林;f~jr?l~Fnが成立しているととを沼 1 偏に必いて注べた。 1 JÛ!htl人jにネ、ける

砧は [1，[子数が多ければ多いほど多間多様の 1移民の半11:介わせを有するとととなり多I\'!'["!: を子'l~す。

正IJ!論上l土侵劣[，，[ -T- を併せ有するヘテロのi官例[日川附占司川H休本が多いのでで、 3あうるカが~， .!..-'攻長る

けをホモに千有f し，また他の一部の{l.'，[休は優良w~tTだけをホモの状態で1~~有する。優良I\';ft を発

叫する|土|子が p L長る地方lこ i七iI'交 íl'.J 多く分布すれば.その:r1jJ_1.<i~には脱llな ilヨlCt を多く 1:1'つj[.'.]休の

IjlII_Mが多くなってくる。現{I:件J也において十!f(栽lliÆ;Æ( されているのは，それぞれそのJlil.方に過し

た lll1陀または系統で、ある場合が多いがp それらに同する各111，]休は必十しも同一遺伝子的成ーを有

するとはかぎらないω 実生i山F;山}

その{付リ:系が1単単戸詳角一でないカか通らである。 J斯U町11様美に多3型型イ;~~ I切!'円!'I"刊竹|ド門仕"1生1: を〉示j氏ミすととは ‘方に 3必ないては沼t枕J企J止i:ì日出i九句iJ以汰ミの↑機授会

が多いととを示え示j六=している。 これらの混系のなかから{変良泣伝子を多く JJj:てみ jll，jfイ4 を 11iìj川して??及

することはわれわれ林業技術 x-})大きな王多めである。農作物やl羽二苅{[物に会いては優良市11陸が

1t:0:深い訓作付ーによって耕作'1'の多数の植物のなかから仙沼~Jコ間会に発見されてう1干及されたこ

とがしばしば悦ぜられている。林-~'~tJlMI[!:1こ必いて!主 11111聞の改良が一般~J;~{:[{[物に比すればやや

遅れた感があるがー rílj 今後の!iJfヲ主に )~Hキさ ~l.るととろも多いわけである。

前 2inÓにゐいては全く偶然の機会に発見した}X-l.恰のー精英樹クロマツ 26 号に0いて，その

卜j胡ゐよぴ子f，f~の斗T性を述べP 11:及奨励品位として推奨に f!!'fするゆえんを l切らかにしたいと思

う。火にクロマツ 26 号発見の窪緋について間単にたilべる。

クロマツ 26 号母樹発見の経撞

大i既日休JpJ''(:::r刊行7f営林将司~ r可申11TJTy_国有林 1111本}lJE (心]良県東イ(j)i[lJ\.情 111]") は p よI~j公必よ

rr赤J公のJ材置/;上倒材、として立).iよさ Jl，年々相当多量の内子を~-!i;内に jJ吟行しているじ II{叩 I 10 "1ミ

ff X"が!土じめて大阪営林局にl肢を半じ，当時の;;!I林}試験!系を命ぜられ，林イ去の r:i， Hf改良Ij.点検を

mJ始ずるに及び，たびたび、合吉営林者へ出張の機会が与えられた。たまたま昭和 11 "同大中日子

取国有林へ試験ほ樹設定のため IH長ずるに当上方吉営林署日永川順蔵氏の案内により国有林

の北方約 100 米，民有防風林1[1の峯ííti道路傍1. 5 米の地点に極めてE大なる世史を若生した 1

本の黒松があるのを発見したっ 3E士通の果{会に類例をみないE大芭栄を着生していたので p その

若干を採取して持ち帰札 種々の調査を試みた..:J(第で、ある。 毛主よ!~の巨大性に次いでj主意をひ

いたのは種子の巨大性であるc と Alから生じた，flniî も，普通の黒絵i乙比較し強大であった。形

態学的に種々の特徴を有するのみならすら生J'lJl生態学的にも脊通の県松と異なるととが調査と

ともに判I~n してきた。主主果;B‘よひ:極子の巨大性がとの優良母樹の発見の動機となったわけで、あ
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る c との河二位Jは実験:砕号が 26 号でるった関係で p との時十i1J をとクロマツ 26 号母樹 p とれから

生じた了慌をクロマツ 26 -8-Fl または優良系クロマツ 26 号と仮称するとととした。

I 実験の方法

d~ 研究費料

本編に会ける主なる研究資料は次の通りである。

1. クロマツ 26 号ーほ樹ゐよび対照木

2. クロマツ 26 ~チ母樹たよび対照木IC着生した出県公よび種子(天然交雑むよび人工交雑

種子)

3. 向上種子より生じた 15ha木ゐよびガj木 (F1)

4. Fl に着生したi出品:J;~よびf'ill子

CllJ 実験の内容

上記の研究資料についての主なる実験内容は弐の泊りである‘

1. 形態学的特性に関する実験

2. 生理学的特性に閲する実験

3. 細胞遺伝学的特性に関する実験

(1Il) 実験の栂要

1. 形態学的特性に関する実験

(1) クロマツ 26 号時間

主とし℃針葉の特異例iを明らかにした。との実験l乙~~いてクロマツ 26 号と比較対JHt した対

J!H木の選定に当って弐の事」引に注意を払ったc

A. 立地条件p 環境条件を等しくすること

B. 樹令，胸高位窪，樹高が近似したものであるとと

C. 外観は純然たるクロマツむよびアカマツであるとと

D. 針葉を採集する校はヲビラトなる防光を受けて;ll;IEな生l~を主主げた力校または力校附近の

ものであるとと

E. ;ß:同5は生長を完了した旧葉であるとと

以Jての ji:t'J:に来いて選定した対照木は.-:íc.の 84三である。すなわち p 品絵はクロ 1 号~クロ 7

号y 赤松はアカ 1 号~アカ 3 号p 各ijhi汰木の胸高|直径は弐の通りでるる。

第 34 表供試木の胸高直径

樹宿 yz~Iクロ l 号!グロ 2 分|グロ 3 号|グロ 4 号1 !7ロ 5 号|アカ l 到アカ 2 到アカ 3 号
胸高 i 46.5 I 45.7 I 39.2 I 36.7 I 5 し 2 I 46.7 I 49.4 1. 54.2 I 41.8 l直 i壬 lI w.<  ~/.~ I ~v.' I|--';:./.-.1: v--.r..:.... 

樹高はいすコれも約 12~15 米p 推定樹令 30~35 年である(以上は 1950 年 4 月 8 日調査)。
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実験材料: クロマツ 26 号沿よぴ、対JEt木 8 本から上越の条件を満足する針;jil:をそれぞれ

約 100 対づっP すなわち約 200 本を搾取し 70% アルコールに浸潰してゐき p 泊1J:各 50 対

100 本(ただし，クロ 1 号!主 10 対)について弐の調査を行った。

葉の外部形態p 内部形態(皮暦，気孔 p 樹)J片道， ~!.t心柱，市f[;管束)内部形態は主としてヂ切

法により検鈍した。

との実験は 1950 年 4 月 ~1951 年 3 月の alJにたいて実施したb

(2) 也よ~ゐよび積子(天然交雑組子)

1936 1，1三(1I{1手1111 年)以来現在に至るものを年々採取して予備実験p 本実験たよび迫11/1実験

に使用した。対JEi.木は \pl i子取国有林ゐよび隣接村にある西大野国有林(品取県東伯郡下北条

村)内に約 50 本選定しp 番号を付しとのうちから地宜実験に供した。ただしごく一部は泊・Ilf~f

大学良学部内ゐよぴ附属実験林(官崎ili下北方nlJ)内の松堕果たよび種子を参考に使J/J した。

との実験に供した対J!(\/{三は後に述べる変雑実験に供したものと同一樹木である。

毛主果の大いさ，Ili:量等を大量比校実験したものは 1939 年政搾取のものである。との場合の

対照木は 32 本各f:J:捌からは原則として 100 筒の也県を採取して比較したが， 100 í;々 にみたな

いものは治生ヨモ堕県を使川した。幸吉局クロマツ 26 サ 100 ííIi，クロマツ 1497 í:札 アカマツ

659 白p アイグロマツ 477 問，合計 2733 f:('jの ω由民を測定比較したのである。

種子は 1946 ， 1947 年産のものを本実験に使川して長径，短淫，重量等を比較した。各!共試

木から 100 粒あて任意に拝取して実験に供した。

種子の内部形態の実験に際しては一千切法によるほかp ミクロト{ムを使用して北片を作っ

た。後者の場合は紐[1乙を|徐きバラフインに担没して p 常法により切断してプレノミラートを作製

した。!早さは 15~20Il， 染色はゲンチアンヴイオレツト・サフラニン・デラフイ{ルド氏ヘマ

トキシリン等を油1í:使川した。

主なる対!!日木p すなわち p 相子取国有林ゐよぴ、回大野国有林にたける試験木の特徴を略記す

れば火のjffi りでるる。

1Aif.式木の特性(1940 年 9 月上旬調査)

1 号 クロマツ: H (樹高) 2.6m , h (;位下高) 0.3 m , D (lJI何高直径) 3.5cm , Y (樹令)

10 I，t~，人工植栽木，二又，樹皮は千j骨で剥離し難い。 tãJ'g[í~泊iLム外観優良。

2 号 クロマツ H 3.5m, h 1.0m, D 4.5cm , Y 10 I， j三 p 人工植栽木，樹皮は r\ì1 1 jl状で

剥離し易い。校角はほとんどJJ，\:jj i.. ， 樹'Rft~通直，外観優良。

3号 クロマツ H 2.5 m , h 0.3 m , D 2.5 cm , Y 10 I， j~，人工植栽木p 三又，樹皮は.ij i..

11'}で剥離し難い。樹幹irfiflï，外観優良ι

4号 クロマツ H 1. 8m , h 0.2m , D 4.5cm , Y 20 1,1'., 人工植栽木p 樹皮は鱗ji-状を
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呈し糸Ij舵し現ff い。粒J_1~J~I~ 多少倭'["1:で埠11[1 し多行性，外観不良。

5 サ クロマツ H3.5m ， h 1. 1m , D4.0cm , Y15 年，人工杭栽木p 樹皮はがり十状で

制問しv~f[:\;)。社 f(1 ほとんと、;1'('1"，樹幹は多少替 1 1[ 1 しているが坐長良好p 外観優良。

6~ナ クロマツ H 3.0m , h 0.2m , D 3.0cm , Y 13 1，1ミ， P.LJ又，人工植栽本p 樹皮は杭

状を呈し制維し日ff い。村多く生長やや絞:II~} 枝J.i[(ト地也，タト観優良二本とは称し刻[いι

7{;・ クロマツ H 3.6 m , h 0.2 m , D 5.0 cm , Y 13 I， I~ ， 人工航栽木p 樹皮は杭状を呈

し制御し期いのノ'J'('['-.Æ支を l早l方にリKる。位Jj:(í~泊lLム生長良好p 外観優良。

843・ アイグロ(アカマツの服'ft 8 ，クロマツの:l1~Z't2): H 8.0 m , h 1. 9 m , D 26.0cm , 

Y EO "1'" 人工村(栽二本 y 粒JL之は)J:ii く鱗Ji'状を呈して.+ì'目議Ij離し員ff;い。校は水千にijk lJ品j'l/.í'l'主

屈 r[!j し生ld公悦，外観不良。

9サ クロマツ H 14.0m, h 1. 5m , D 52.0cm , Y 80 I，F ， 人工植栽本p 組 l.t:f(i':j状を呈

し jH'['}，制離し刻l い。校多くほとんと、ノK.'I5.. 1乙 ~l~'る b 生以*&:，[比外観やや不良。

10 -1)- クロマツ H 3.4 m , h 0.5 m , D 6.0 cm , Y 20 1， 1三 p 人工植栽本p 樹皮は鱗);'状

を呈し;(，Ij離し khい。 牧多く 4松耐』必J主j/目(Eは t任』dチ引引J奇討、TポIlt川↑ti し生l長毛品手綬松安E到討'1↑悦l'、

1口1 号. クロマツ H 2.2m , h 0.2m , D 3.0cm , Y 10 年p 人工1Il[~長二本p 樹!えは縞状~

呈し判断L し易い。イセPLI)JIこ阪り位J!ï~~泊[Ü，外観優良。

12 古・ クロマツ H 3.1m , h 0.2m , D 4.2cm , Y 10 I，f，人工舵栽本 ， tMI.l乙は柿状を

呈し永Ij離し易い。枚目。 1m方Ic~kる。初j'!:可"iili也 p 外観優良。

13 サ クロマツ H 2.5 m , h 0.2 m , D 4.5 cm , Y 10 "I~ ， 樹l之はi病状を呈しネ1j;íJf[:し具f&

い。校内約 80" 1)日方に ~kる ω 必J':(í~辿位 p 生長良企f-，外在日優良。

14 -J.J‘ クロマツ H2.5m ， hO.3m , D2.7cm , Y10 年p 人工航栽木，樹皮は平川で

制削し州い。 iìÝj!:i~、やや母I!II して市lilL乙外側は優良で、ない。

15 サ錦松(クロマツの一変担?): H 4.7m , h 3.2m , D 2.3cm , Y 30 年p 人工植栽

イミ， :fMI之仙状でi ，~~~l~~ くきわめて!以い。剥離し易い。松~'l:(í~ややさ事r[tl， IIJ材には不向 p 樹皮のほい

l/dJ~一大午、日比一般に室i刑公と称しているが外部:11列島はほとんどよ民俗に類似する。やや針葉が続

い点を具にするものである υ

以上 1~15 号は鳥取県東伯郡下北条村回大野国有林内にみ岸防風林として人工植栽されたも

のの q.1から選定した。すべて海岸林と内地の畑地との中 1:\1に植栽されたものであとが土壌は砂

質壌ことで、ある。

26 号 クロマツ H 11 ,8m , h 1. 9m , D 37 ,Ocm , Y 26 年，天然生p 帽子取国有林111

より北方約 100m 犬山農業知l東防風林r[.1峯筋p 道路の西側約1.5m の地点にあり p 風街地

帯に当る。したがって樹幹中注よりやや rJ[j り，型もイミ均術l乙生じて太い p 樹皮はやや厚〈剥離

困難， i比も 4:F徴とするととろは p 新条の生育極めて旺盛p 針葉強大，E:大陸ー果を生やる点であ
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る。外在日は全くよ，;\恰にお{する。 111;1人口líイfであるが合古営林務より 45jjリ保i住友依頼し学術参考本

として1;，HJ三しーごいる。外観のみから77えば優良木であるととには気がつかない。

27 号 クロマツ H 21. 4m , h 8.2m , D 50.0cm , Y 40 :1 1 らソ(?{~.l:L 樹皮!手〈杭状を

呈し制離|羽;YiíL 校の7F{生ややま11.何度氷-'f-，北f!lîの方rrlJ に粒条数が少ない。 )i(~rl.I)'全(JI包1:-. 9.0 

m) d:り!JlI る。{:\1:世作11\ 1， 36 -u‘木よ i) 100 m 1村方 p 外観優良。

28 号 クロマツ H 20.0m , h 3.4 m , D 43.0cm , Y 70 "1三 χ抗生p 樹皮は納状を呈

し終p 制部仏1 ;Yiff~ , 校下:.tJïî し枝条の数やや多い。:J.UWÎに枚少ない。樹幹やや 11 t!る。 1立世凶に j(Jjし

25 1立の似斜を有する rl'腹 ， }副長より 10m 下方 p 午むより 15m _I :}j , 31 号木より 50 ni'，村

方P 外観 rf' 0 

29 号 アカマツ H 16.0m , h 5.6m. D 45.0cm , Y 50 "1'- , A然生，樹氏はややl世 11 1

状を呈して!手〈剥離芥易， 約 4m 上方は樹)JJLは鮮明なるキ 1:色を呈する。 校i均り等lに乙生じ{校交色白節i口1 

ブ犬〈心P 粒樹J斡の回」北ヒ雨而[にブ大三 1な=る j布村弘千消rj 宇死ヒ凶i校支色白卸師iíはíæう〉 り1) , とれよ り札_f上i上二方 lは1ま土;泣1正立出;孟却R引lに乙i1泣L立:工L径ノ小lト、 P 位樹Jl:昨作やや芭。{伏な世， 1 I阿1何可

而岡. 3却O。 の fド似lぜ凶J良i到

に 47 王号去あり1) , 外観 l刊中l' 。

30 号 アカマツ H 12.7m, h 4.7m , D 40.0cm , Y 40 年p 樹皮下古11はやや前状を呈

し p 判前tj芥易 p 樹高に比し校長大 5.5m にj主し校条が多く， ~~は町い。 北hJÎにはtkが少な

い。村fLJやや水:.ij三。位世，主ド簡の-，/i.坦地， 46 号より市方 15m，外観 rl' 0 

31 号 クロマツ H 20.6m , h 7.2 m , D 50.0 cm , Y 40 年p 天然生p 樹皮j手くやや杭

状を呈し制離困難p 下1mの松下垂し校の数多く東北岡やや粗であるがほぼ均等に荒生してい

る。佼世p 谷iìJ'j， 27 号木より約 80m Hf)j, *11日立の東側 3m .1二方， 付制・約 30 度， 外観優

良G

32 号 アイグロ(クロマツの II';fT6 ，アカマツの形Iff4): H 15.0 m, h 5.to m, D 45.0 

cm , Y 60 "/三，)(然生，樹皮はやや鱗片状を呈し制雌し幼い。校やや粗p 樹幹'1:'1，Jllo V立世，

本))j'j， J!tílÚÎは 20 Jftの斜πIÎ ， :J.U }jl主 :j;子を越えて'}:/I/地につづく， 49 号より約 70m H'j，外観

。1
 l
 

f
 

33 号 アイグロ(クロマツの形1'l 6 ，アカマヴの形Z'(4): H 23.0m , h 9.0m , D 45.0 

cm , Y 70 年， A京生p 樹皮やや惜月q~し上方は-'/三m，剥離困難，校東北而にやや粗p 校角

60 0。位置p 西国の傾斜約 25 0 ~11 肢， 32 号木よ 1) 50m 西市谷よりー!二方P 外観 ~f' 0 

34 号 アイグロ(クロマツの形質 5 ，アカマツの形民 5): H 16.0m, h 4.90m, D 40.0 

CID, Y 40 年，天然生，樹皮はやや縞状を呈し多少剥離難p 枝角約E;Oo ，樹幹通直p 位置P

28 号のI百方約 1COm の地点より谷を西市に向うとと約 70m その地点より西ゴじ約 23 0 の傾

斜聞のJ.:，率筋にあり，外観優良。

35 号 クロマツ H 16.0m, h 7.0m , D 50.0cm , Y 60 年p 天然生孤立木p 樹皮はよ
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〈発j土し粗にして[L日，n，あし多少不1JU!JJで、!喧 J jI;í;lc 校は 11日方に均等に生歩、る。樹l~~:三やや fJlj ，外

観優良。

36 サ クロマツ H 15.0 m , h 6.0 m , D 48.0 cm , Y 60 1， 1'-，大然生孤立木y 樹皮はや

や杭状を呈し判断!明，校均等，下冠して車111長 (7~8 m) 節が多い。 組幹rl11。位白谷肪，外観や

や不良。

37 -!rj ‘ クロマツ: H11.0m , h4.0m , D23.5cm , Y40 1,F, X.然生， 樹皮はやや)手〈

!怪fJqえを呈する。制附iやや男IL 校少なく市111肢は下主する" {立世，峯より l母方約 10m の傾斜同

にある。タト在(1 ~fl 0 

38 --5"' アカマツ H ]2.0m, h 7.0m , D 28.0cm , Y 30 1， 1三 P メ〈然生y 樹皮!ま地上 2m

以 1-.は 11~ì'i'}で小.iR~，Wとをなし~~í.JI' となって剥離する。 'T部は梢状をなし p 会リ離する。;j;~j:l交のると

多(， Qíí大，樹勢rll ，尾艇より 10m J}(j斜而にあり p 純粋のアカマツではなく， j壬かにクロマ

ツの形伐を共有する。外観やや不良U

39 号アカマツ H 20.0 m , h 8.0111 , D 50.0 cm , Y 50 年)く?-!~生p 樹皮は 38 号に

類する。校の若生:ヰ，'，北f!Wにやや少なく東市に多い。タト観優良。

40 サ クロマツ H 19.0111 , h 8.0m , D 30.0cm , Y40::1三，天然生，樹皮は'1 1位まで柿

状をなし組にして利雄困難，技法下Æし細長，節高く liiJ節より校多く生やるら樹、14Eやや rlh ，外

観'1 1 。

41 号 クロマツ H 22.0m , h 8.0m , D 47.0cm , Y 50 年， χ然生p 樹皮は 2m 以上

は紘状かつ不明瞭な小鱗状をなす。下部は柿がJifjl庶でないc 全j:(í~J~;~色p 校は均等に/11て水千。

位世. 38 号沿よぴ 39 号より 30m 市東， 40 号rHJli，タト観優良ω

42 -8' クロマツ H 12.0 m , h 7.0 m , D 41.0 cm , Y 50 ::1 ミ p プく ?Z~生p 樹JJ乙はがj状と階

巾状の ""I\Jで)以い。 3m 以上は不1J!J!ljな判雌'1:1: ， 2m 以下はやや IUJI僚な条がるる。校は母IjlJし

自íí高し樹j;i~~は Ilh る。位世 41 号よりさらに 50m 市東，外観不良。

43 号・ クロマツ H 13.0 m , h 6.0 m , D 41.0 cm , Y 40 ::1 三， フ〈然生，樹l之は柿状を呈

しやや不|りJI仇制南ft !f l ，位11之多少赤松にまjlする c 校多く節やや高い。 J七 .{iに峰1111 するものが多

い。樹71作ややj且正L4242・， 44 号の'1 1川)1~111 を千Jする。位世， 42 , 43 , 44 -~・は互に 7m 11 1]隔

を有するυ

44 号 クロマツ: H 15.0 m , h 7.0 m , D 39.0 cm , Y 40 年， 樹皮は11-'-ì骨で縞細小.剥

離困難p 校は;邑也で首1は近い。樹車字通官。位置p 東傾斜・固にある。外観優良u

45 号 アイグロ(クロマツの形質 4，アカマツの形比一 6): H 13.0m, h 6.0m , D 31.5cm, 

Y 40 年p 樹皮はは t;;. はだ薄〈害IJ裂不規則で王円骨p 剥離し易い。校多く ITjt落不良p 枝水平p 樹

幹活[在。位置， 44 号の南東東約 20m 主芸術にある。外観中。

46 号アカマツ H 15.0 m , h 7.0 m , D 45.0 cm , Y 50 :'Iô.，天然生p 樹 1]九は鮮明なる
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紅色を呈し，樹皮山く上部は鱗i\~J.犬に刺離本易， 下部はやや縞状で、凹凸は少ない。 枝多〈均

等，節低く[::J立たないο 樹幹迅直。位置， 45 号より 10m 率に沿って』廷にあり。外観優良。

47 号アカマツ: H 11.0 m , h 4.0 m , D 30.0 cm , Y 30 5f-，天然生，樹皮は 46 号に

類似，校西市町によく発達，枚数中，樹幹やや噂[1:1 ，外観やや優良c

48 号アカマツ: H 13.0m, h 5.0m , D 36.0cm , Y 45 年，天然生，樹IJJL 46 , 47 号

に比し鮮明で、ない。下部は多少鱗片状を呈し刺離容易，枚の形状不良，節íJ~犬。位置， 29 号

の南下，外観 rl10

49 号 アイグロ(クロマツの形質 4 ，アカマツの )1万'[6): H 14.0m , h 6.0m , D 46.0 

cm , Y 50 年，プ〈然生，樹皮細状または ~HJìJ[lJなる 1世 rp裂を有しp 剥離困難，大枝の着生粗で

小校比較的多い。自ííが低い p 樹幹やや替、rl!l。位世， 1:/1 1地に近く.21-'-坦地に成立，外観 q_l 。

50 号 クロマツ H 12.8 m , h 3.0 m, D 45.0 cm , Y 35 年，天然生，樹皮やや縞状を

呈し剥離中，校均等に生じて長く 6m に速する。松戸J 70 0 針葉強大，年々E大毛針ミを蒼生す

る。樹幹多少母nfj ， r! l心芽 ll: る，位置，主弘前防火線qlにあり。外観中c

26 号~50 号lま nJrx.県東伯郡赤前町柑子取国有林主主よび一部その附近の1.ç有林より選定p す

べて天然生で、固有林の分は母樹林中にあり，出岸よ 1) 約1. 5~2.5 Æの地ム。

( 3 )市水

百木の外部形態の観棋は 1/11 1子取国有林 1947 ~l三むよび、 1948 年産の天然交雑種子によったc

すなわち，アカマツ p クロマツ沿よび、クロマツ 26 号ーそれぞれの種子約 100 粒をワグナーポッ

トに播種して発芽当初から随時観察して実験に fJ~ した。 1947 年産のものは探極後ìllJもなく 11

月 20 日に播種しp 冬期lilJ rll はガ、ラス室におき， 4 nから野外に Hl して芸)守した。発芽 1 ヵ月

後にゐける実験l主主としてとの分IC ょった。その他は 1 カ年後に形態の比較を行った。

苗木の内部形態については外部形態にたけると同様播陸後 1 カ年経過した fZについて実験を

行った。司ij査事引はたの泊りであるc

A. 針葉

皮膚キilJfi在(友)z ， 下表皮，気孔)， 葉肉(柔和l.r;~)， rll 'L'控(内J之，対[;管収)

B. 茎

表皮組椴(表皮，周):1.[， !之部柔和Il胞!忌樹皮)， 品j!;管束(飾部 p 木部) , 樹脂道，髄

観察の方法は種子の場合にfl'J じた。

2. 生理学的特性に関する実験

(1) 古木の ïMJ芋性

A 第 1 実験不!日fi別に冬、ける üíi:t早性一雄前-を45;制限度-に一定時IUl放置して水分の消火

と枯損の関係を|リj らかにした。

B 第2 実験幼-1'iîWJに訟ける lmf手性一幼苗を実際山地に干10:栽した場合の布li損率を比較
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しクロマツ 26 ぢC F，のj:iH~~1こ対ーする 1J~-]1C'11]:の科U1tを|リj らかにした。

A. flfiiîJP]に公ける lñiJ1r!-tt

(A) 実験資料

1948 "1ミ産クロマツ 26 号沿よび、 I ， ;J地震クロマツ拍子を 1949 年 3 )j ll l1部閉して生じた

• 
1
 

川
上

ト
ド
h{
 

マ1
斤1

(B) 擦問Ji~

コンクリ{トtf![木鉢(("]径昨日 37><37 cm , 1'8 下't\'1l 28x28cm ，深さ 29cm) に困場の土

を均一に盛り条播としたc

(C) 養Wîrl ' の fi:主il

との服の実験に際して注意すべきととは， 1JI:'i:Jtiiî木養成の環境 l "i子を厳滑に一致させるとと

が必裂であるの!f、?に ~-NÎrftのポット内 1:控ノ')，分の量むよぴ益分は.lf.，J-であるととが必裂である

Shirley and meuli (1939) が p すでに Red pine その他で実験したように iW~ノ'1'\1 111数を少なく

して芸711f した7fi木は然らざるものより 10片手性強しまた窒素肥料 (NH山SOJ の量が榊}JJIすれ

ばIMJ平Jド1:は減少し，宝;t肥料が少ない場合は:開校肥料 KH~P04 の量がよけ)111 するほど IDìJl，t_ 'I;l: も

よ件大するという:tjj:実があるからであるο ヲ企庁の実験の場合はかような実験資料上の民主の介入

するととた ，H~JJ排除するために-iriT本を養成したポットの;i:民は全く J~Jーなものを使川し出水の

同数ゐよび量を等しくした。

(D) 1J t廿\'11Îj処正Ij\

供系をm似しないように日立してぷIい;) 11~ 1) , NUkで、ご f: をi5l流し 1 主夜水利|した後乾燥実験i亡

診った。

(E) 乾燥条1'1'

300C (3 fI年 ii \J処迎t) 400C (3 時ii \J処~Ij!.) 500C (3 時川処111t)

( F) イJ I:-;:~t本数

クロマツ 26 号沿よび対!!日木(クロマツ)い十れも各氾~ljl 区ともに 20 木計 160*

(G) ì!llJ~右法

各古木の):(fL~莱のï1Îjf支に沿けるÆ量を iJlIl主主しイキ処理ごと千ιjを算出しその減少率を比較した。

ì!lll定後はさらに水を盛った広口ピンに診して flfぴ、ノrJ~~手|ーを行い枯死たよび、蘇生率を調査した，

(H) 実験年月日

1949 "1三 5 月 22 [i, 24 日台よび、2，1 日

B. 幼11{期にたける I~H手性

1939 年秋前記Ip日子J[z国有林3ξ よび回大野国有林より供試木i国体制に佳子を咋Jrx_し， とれを

1940 年 4 J:J合古営林!弐赤碕 Nî~:m (品取県東イ，'ritfí赤崎町) I乙播種し，翌 1941 年 3 月 1 回床者p

さらに 1 カ年J居置きの後 1943 年 4114 日劫1lり lrx_ 1) ，直ちに鉄道{史‘にて広島県高 rT/郡向原町三
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思合. 

一
一
一
一
一

日\
\
\
1
1
1
1
1

を三邑

第 6 図大士山綜合試験地の位置図

;.:J~営林判官外r)d:山松綜合試験土l包へ輸送し 4H7 日航栽山始， 4 J:I 10 f1'こ植栽を絡了した。

大了UII松綜介試験地の状況を述べれば尖のilli りであるψ 大ニ/:山試験地は広gj と三火の r[q:rL [f,! 

bj{騨下半東北へ約 1 !ft(-j三の地点にあり， rll国山脈の京市部地区に問する。地位qrの 1-. ， 以前ーは

ヒメキ林であった問所を折{えして松の試験地とした。四方に約 10 0 内外ftri~n し南北に長 OE形

をなす。[百[干JW:l 3ha，前聞には地あり風光l円割引である c 試験地内には多少起伏あ 1) ，表:U長き

部分もあり p 必歩しも二1:'IT は.t[Jーで、ないι よって試験木の杭栽に当つては列航えとし，これを

繰り返しp そのlbJflj:jをはかった。各試験木列IIIJI亡は将来の lilJ伐を考慮して地元産のクロマツを

1 列必きに植栽した。各試験木の距離nlJ隔は約 2m である。各列は約 50 本植えとし周囲の空

地にはすべて地元産クロマツを植栽した。主主主L 植栽に当。ては天候のために一時に植栽する

ととができや，初日植栽の南地区(第 1 地区)と最後に植栽した北地区で、は後者ーの方が全体的

に枯mが多かった。かくのごとく局所的にみれば枯杭率に関し誤差の介入するネ、そ作がある

がp 試験木は相当多数植栽しp しかも前に述べたるごとくデリ植として数回繰り返して植栽した

ので，全体的にみればとれ等の訣差は平均して泊殺され品種の特性を比較するに充分である。

植栽後例年にない芋天つづきのため大学を枯拐するに至った。しかし|耐手性の比較にはかえっ
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て好都合なる品Jf」比となった。前 11司のNîH\'，;J，'ð査を 1944 年 1n 16~18 LI に実施し，その後随時

制査を行ったがp 実験車lIi出には 1948/'1三 11n 24~30 n 実地したものを掲げるとととした。供
itj-~イミ数はアカマツ・アイグロマツ・クロマツむよびクロマツ 26 号それぞれ 909 ， 609 , 1061 

i;-よび、 207 本p 合計 2876 本である。

( 2 ) -，'ií木の抗毒性

A 第 1 実験塩素股JJIIlrlに対する抗7L:性

B 出 2実験食塩水に対する抗7bi性

以上 2 ツの実験を行った。

A. 塩素酸)JIIDtに対する抗志位

前前id記己4羽祁杭a住(~吊)古叩市;Y咋lY川{

|ド川i斗4 じ;f~宜r-子子を，j"jじく 1949 /'1'.3 n 11 fI...1ン

クリ{ト製制本体に都町し， 7 )J 1111乙棋を

切断しないように明り JI瓦り広口\~ンにて 2j[i;

夜ノ'Mvl 後p 塩素股};IIrR 0.1 ;t;‘よび 0.2%，溶

液に 1 主夜1完成し，後充分ノ'J，ìl してJlfび;J(，p)I:

第 35 表首木の抗毒性に~する実験中の

室内温度お上び湿度

(正午)

調度|湿度 l 温度|湿度〆月日: !JlIJ.!.:z. I (_lJJ::; P<" 月日 UJlLr-><:.. I 

oc I % oc ~b 

7 月 I 日 23.5 I 79 
7 月 3 日. 23.8 I 87 , 7 )'j 8 目 I 24.0 72 

7 月 4 日 I 23.9 1 88 7 月 9 日 I 24.0' 82 

7 月 5 日; 23.6 I 86 , 7 }i l0 日 127.0 80 

7 月 6 日 26.1 81 

を継続した。身11 り取り後の品作はすべて直射f=! X;の当らない宝内に沿いて実施した。その日\Jの

室温むよび関係湿度は出 35 去の泊りである。各事11.の供".え本数はそれぞれ 20 本p 計 80 本で

ある。なゐp とのほかに全然薬液に泣涜しないものをよじ1，;交対照とした。とれば実験完了まで変

化を示さなかったω

B. 食塩1]\1乙対する抗毒性

コド:実験に使川した市木は，1な頃 AI乙使川したものと全く FîJ-でまうる。設備の都合で、'Jrrii.え験と

同時に実験ができなかったので， -，tなdA&'fiiの完了後 7 J1 12 日に市木を掛り取って実験を問始し

た。食塩水は 10%" 12%，の 2 区を誌けた。その他の操作等は，vjdAI設に jíf，じて行ったω 比較的

高濃度のi容I液を使川したのは{式決度ではほとんど害を被らないからであるむ

以上生却に関する実験は被告の限界を探来するために数Lojの予備実験を繰り返したうえで，

本試験を実施したら

(3) 生長

A クロマツ 26 号母樹の生長

B Fl 稚前期の生長

C Fl 幼齢期の生長

以上 3 つの実験を行った。

A. クロマツ 26 号母樹の生長

1952 年 3 月下旬，クロマツ 26 号母:樹生育地に赴き， 母ー樹むよび対J!{-~木クロマツ 3 本につ
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いて訓査を行った。対!!日木はいすれも隣接木であって p 道路に接して位置し，立地条件はほと

んど同一で、あるじ樹齢も近似し，クロマツ 26 号. 38 51三生，対照木1， 2 ;，t-よぴ、 3 号木それぞ

れ 38 ， 47 Jなよぴ、 40 年生であった(1952 年現在)。測定の方法は共の泊りである。

クロマツは!ポ則として 1 節問は 1 年IlUの生長である。したがって，各部Ii\J長ゐよびその中間

の直径を測定すれば，樹.~~~t斤併に準じて何年の_I-.長生長，肥大生長ゐよぴ材積成長の状況を計

算ずるととができ p また樹，}~~~析ffJT(，図を作製するととができる。以上のようにしてクロマツ26号

と対照木の生長を比較した。

B. Fl 稚111期の生長

稚Wí:ttJJの生長比較のために弐の 4実験を行った。

(A) 1939 01]'-民林省林jV8i弐験場内にたいて探間後約 4 カ月の干iU，'î 1530 本について，

主として上長生長に関して

(B) 1940 年合古営林署管内赤MJWí'f:l lIに沿いて播r:íf"I後約 1 年 8 カ月の干i(il'i'Î 3144 本に

ついて，主として根元山笹生長に関して

(C) 1949 年'，'~，~Ú!~f-;史学農学部内に沿いて播極後約 4 カ月の稚市 80 木について主量p

幹径，幹二民主子よび根1~1亡関して

(D) 1949 年同じく官崎大学法学部内にゐいて播種後約 3 カ JJ の相'-Ní 80 本につい

て 17 日fHJの生長量l乙関して

それぞれクロマツ 26 ~去と対J!H クロマツとの比較実験を行った。

C. Fl 幼1治則の生長

前述幼齢期lにさテける耐手性に関する実験に沿いて 1940 01]三 4 月搭極 1943 年 4):/三火営林

署部内大士山絵本;:合試験地l乙植栽し，そのf丹新状況を;u，'ð査したが，その後*ï試験地に沿いて活

着したものについて生長量の比較を行った。

供試本数 アカマツ 133 オむアイグロマツ 91 本，クロマツ 223 本 p クロマツ 26 号

69 *, 合計 516 子供

生長量の箔 1 同制査は 1947 年 8 月 21~22 日

会íÇ 2 向調査は 1948 年 11 )] 24~30 日

に施行しp 各時期l乙ゐける生長量の終:21'-:b.勾を算H1するとともに両JlJlIi\1 ( 1 年 3 カ月) rll にゐけ

る生以量の差を比較した。

3, 細胞遺伝学的特性に関する実験

(1) 釈n胞学的特性に関する実験

クロマツ 26 号は純粋のクロマツであるか，または p 雑間性のものであるかを細胞学的に決

定するために弐の実験を行った。

1950 年 4)]4 日 ~10 日むよび 1951 :1ド 3 月 20 日 ~25 1::1 め 2 凹にわたりクロマツ 26 号吋:
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相:t2よひ:対J!f{木の雄花を 1 ，lij)i.:染色して染色休を観察した。 IlI il';iI染色は三まくの万法によった。

A. カルノア氏液を入れた試験管むよぴ、アルコ-)~ランプを現場に用意し，花を保取後

鱗)，'-を除去し，直ち iこ ffj:\験管に投じ 2~3 分間煮沸してr.I，t;とした。

B. しかる後ナスリツケ法によりアセトカーミンで染色して過当な像を合むプレバラ{

トを封磁をもって封じて検討h した。

(2) 遺伝学的Q'\;'I'tに閲する実験

A. 稔'1'1: I亡!賀する実験一一ークロマツ 26 サを IÌ 1 ，ひとして実施

クロマツ 26 号の松'i"1:本・よびその子昂の形11 を訓をするため交雑試験を行ったο1937~1939

'\1ミ予イ市J~'実験を行い， 1940 ;;]ミ下記のごとく本試験を実施したむ

(A) 場所附子Jfx.悶有林台上ぴ西大型ì'国有林

(B) 交雑母位J (♀) クロマツ 26 号， アカマツ， クロマツ P アグ司マツ NO.1

~No. 15, No. 26~No. 50 計 40 木

(C) 交雑花粉(合) 同上母樹花粉のほか，赤íi(，j産アカマツ，熊本産アカマツ p 市民

凶産クロマツ p 多行松p リキダJAP その他7F「子

(D) 交雑数 6伺89 車和判I L，交雑珪果稔数 2却05日5 í/:向;〉1丸i:何::j l 

(E) 成1以功JみJ交雑数 10ω2 来科刺1 1.， 成成向功

(F) 交雑主年iドミ}汀j 日 1叩94却O 年 5 )月:1 3 円~5 JJ 17 日

(G) tt見討宗Jf;z 1941!.ド 10 n 15 日~1O JJ 25 11 
(H) 控砧 L瓜!民~i咋主和制11取1Jz.瓦Jz. f:後炎の処2主泊迎Iリ虫1[ 倉吉営林苦2赤1示~fi寸出!奇t釘訂)了'!'j:l:山E1l

極干子.を1取k り出し P 交雑の事IL{tわせ別に不稔率その他の淵査を行った。

B. クロマツ 26 号 Fl の形態分離に関する実験

(A) 1938 /，]主人二r:交雑を行って得た加子から生じたHf:，W 154 本について形態の分却

に関して調査を行った。

(B) rìíi，i己大土山恰;:1;:\験地内にt，cUIi之さ iしている jJZK交雑種子に由来するクロマツ 26

サ F1 61f&l休について，針民の樹附道の位置を誹Ji!tしてクロマツ型であるか， アカマツ型であ

るか或いはまたその q1fl\;型でるるかを研究した。

C. クロマツ 26 号 Fl に治生した出処むよぴ種子に関する実験

1948 ("とクロマツ 26 号天然交雑 F1 1Il， l休 6 本に数[ローの茜県がff生したので， とれを採取し

てBiTの稔性，重量，趨の形態等に閲して訓査を行った。
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I 実験結果

CIJ 形態学的特性
1. クロマツ 26 号母樹

クロマツ 26 号ほtffJ外観の蹴Uf存についてはたに述べたうで行略するとととし，とこには針葉

の4、H'f:だけについて:Ì2R.べるとととする c

(1) 主f定の外部形態

A. 針葉の長さ

針葉の長さは開p または，:M~l1ーの分~Jiの)，I~礎になるととがあるのは Shaw (1914) ,Beissner­

Fitschen (1930) ，森川(1926) ，佐藤(1931) 1"\;等の述べている泊りであり，積制を異にする

ととによって kさの純闘を具にするのが作活である。しかしながら !'fJ一樹木に群生した針jEの

長さに f土戎る範囲内で辿続的な変異が[ぷめられ，またいl一間内の針葉の長さにも或る1む[凶内で

の変異がみられる。 クロマツ 26 号付加の針1~が対!!日のクロマツゐよび、アカマツによヒしていか

なる松山J)長さを千fするかを夫元ミすれば前 36 去の泊りである。

第 36 表針葉の長さ(単位 cm)

樹庖 l ク晃三ヅクロ l 号グロ 2 号クロ 3 号クロ 4 号クロ 5 号アカ l 号1アカ 2tアカ 3 号

平均 1 13.651 10.961 11.90 1 13.331 12.231 9.901 10.41 1 9.431 8.75 
最大 I 15.33 I 11.93 I 13.50 I 15.14 I 14.17 , 12.14 I 12.30 I 11.46 I 9.89 

最 IJ、 I 10.07 I 10.28 I 10.65 I 6.34 I 7.12 I 7.∞ 9.47 I 5.79 I 7.01 

比率 102 1 82 i 89 i 1 ∞ 92 i 74 78 I 71 I 66 

対)!H木として選んだクロマツJ;，'よびアカマヴは外観は全くそれぞれの陀の代夫({'J形態を呈し

ていたものであるが， 内部形態学的には多少'i'i I\J的形態を呈した1fl， l [，本もあるので，とれらの rll

で p J1k も純粋のクロマツらしく認定されたクロ 3 号をもってクロマツの代夫とレ亡指数をと 100

としp 比率の算定を行った。以下各形ITにつ L 、て同様である。

1-，夫I乙示されたように，クロマツ 26 サの;í: 1・誌のJ~さは他のいすコi しよi) f帥山大で 13.65cl11 

でるる。対日誌の 13.33cm に対して 102_%' に相当する。

B. H誕の帆たより:厚さ

アカマツ p ケロマツむよび、アイグロマツの35の幅会よび匂ーさに関しては二p 三の学者の記i院

があるが，森川氏(1926) によればアカマツにJ互いものは葉長，幅，厚さいやれも小にして p

第 37 表針葉の傾(単位 μ)

h ~_マヅ l 開 1" 込:クロ l 号クロ 2 号クロ 3 号グロ 4 号ク円 5 号アカ l 号|アカ 2 号(アカ 3 号

平均 1932 I 1434 1 1466 I 1579 1690 I 1459 : 1105 I 1198 I ω36 
長大 I 2076 I 1562 I 1733 I 1712 I 1947 I 1ω1 i 1230 I 1338 I 1 1ヲ7

最小 I 1733 I 1327 I 1370 I 1455 1455 I 984 I 933 I 1003 I 915 

比率 I 122 I 91 I 93 I 100 107 I 92 70 I 76 I 66 
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第 38 茨針葉の厚さ(単位 μ)

グロ"""，<";1，. ~~ ~=~ A=I 
樹底 I 26号 クロ l 号|グロ 2 号|クロ 3 号 1 3'ロ 4 号|クロ 5 号|アカ l 号アカ 2 号|アカ 3 号

平均 I 1258 I 1018 I 1097 1059 1 1184 i 992 

最大 I 1605 1 1070 I 1241 I 1263 I 1434 I 1155 

最小 I 1134 I 984 I 942 I 920 I 835 877 

比率 119 1 96 1 104 1 100 1 112 1 94 

717 I 780 

845 I 1003 

546 I 598 

68 I 74 

672 

756 

563 

63 

クロマツに近づくほど次第に榊力/1し，純粋のクロマツにゐいて壮大に誼:するという。主任:x-のi!tll

5とした結果は tr~ 37 表ゐよび、第 38 去に示した泊りである c

上去によればクロマツ 26 サは帆ゐよび!立さいやれも他を凌113 し.!j5-j[) , iP!:大 p 故小位いやれ

も最大である。比率iこ沿いて院は 122%，厚さ 119%，約 20% 増大している。

C. ;íH 架の長さ，帆， J以さの関係

まi誕の I長さ，幅， J与さは絶対(I'~なものではなく，環境問子の作川により或る程度の変動を受

け p いわゆる，紡44変異を示すじ しカか通し1な=がらと JれLら三J布)-を4村相!川l山方五:(的|内りに

「的l内甘な指械となしうる (1佐左)旅H肱~ 19郎31) 。 また， f卵白ÎrA沿よび、体的の大ノj、は p 生剖!作JlJの強弱と凋係

があるととを推定するととができる。 .:j，くにとれらの相互関係をみるとととする。

(A) 針葉の横断問形状比 (1早さ /111日 x100) 

~の1'1畑町JF1;伏比は泊 39 表にみる泊り，クロマツ 26 分はアカマツ lこ近い。

第 39 表針葉除問団形状比 (厚さ /1/喧 x100) (単位%)

|クロマツ樹極 lm グロ l 号|クロ 2 号グロ 3 号クロ 4 号3'ロ 5 号(アカ l 号!アカ 2 号1 アカ 3 号

平均 I 65.1 71 ・ o : 74.9 67.1 70.1 68.0 64.8 65.1 ! 64.9 
最大 I 80.6 77.4 76.4 I 84.3 83.7 76.1 73.8 85.9 74.1 

最小 I 56.7 i 67.1 62.8 , 54.4 57.3 58.4 52.5 I 52.8 55.2 

比率 97 106 I 112 100 105 101 97 97 97 

(B) 主時5の横断面的(柄×厚さ× π(4)

主l'~の横断li'fì'fitは村j円 11ヲとみなして計算した。とれを衣示すれば第 40 去の通りである。ク

ロマツ26サの針葉はJjl店主子よびl以さともに対!!れによ仁し大であるから p 当然横断同杭は大で、ある。

千:J:b) ，最大， :1武ノj 、fJi'[とも大で，その比率に沿いては 145% に及ぶ。対J!H木"1'の最大を示したク

ロ 4号の 120% に比較しでも 25% の増大である。

第 40 表針葉の横断面積(幅 x厚さ xn'/4) (単位 mm")

クロマツ|樹種 1- 26 号 クロ I 号グロ 2 号;グロ 3 号グロ 4 号クロ 5 号|アカ l 号アカ 2号アカ 3号

0.73 I 平均 l 191 1 115 126 131 157 ; 114 062 055 

最大 2.51 1.31 1.67 I 1.61 2.13 I 1.50 0.79' 0.89 , 0.65 

最小 l 154 093 1 10 1 10 095 073 044 049 040 
比率 145 1 87 I 96 1 100 , 120 87 1 47 I 56 I 42 
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(C) 針葉の縦断問形状比 (111町長さ x100)

杭断fiJî1 1予状比はアカマツとクロマツの Qll I\ Hp'[を与えたが，縦断同形状比はかえって対JHtのク

ロマツよりは明大の ftíi[t，]を示し，長さの手11]1干に中日が広くなっている (111%)。したがって，外

観 /i粗附な感じを与えるのである(第 41 去)。

第 41 表針奨の縦断面形状比 (隔/長さ x 100) (単位%)

樹底 グユミツグロ l 号;クロ 2 号|クロ 3 弓 7p4 号クロ 5 号アカ l 号|アカ 2 号アカ 3 号

平均 1.42 1.31 1.23 1.28 1.38 1.47 1.06 1.27 

最大 1.95 1.50 し 57 1 . 43 2 .08 1 . 80 

1. 18 

最小

比苓

1. 18 

111 

1. 17 

102 

1. 17 1.04 l
 
l
 

• - 1.20 

1.25 

0.86 

83 

2.15 

0.99 

99 

1.50 

96 100 108 115 

1.02 

93 

(D) 針葉の休杭(j:NilJJ? n川'J't xk さ)

クロマツ 26 号の針~主計jWljJf n'[iWI乙沿いて 145% を示したが， 休日tl亡ゐいてはさらに*I17(

し対J!日の 160% にJ引当する数他を王子Jする o t1;~.. 42 去にみる辺り jl'均 p 主主大， ifk小fi!c とも大で、

ある。針葉の休'rkM大であるととは生五Il作Ii J とも関係がf与さいととが組像される。

第 42 'dく一 針葉の体積 (断面積×長さ) (単位 111m3 )

樹極!グユミッ!クロ l 号クロ 2 号グロ 3 号17 ロ 4 号クロ 5 号アカ l 号|アカ 2 号アカ 3 号

ムドtiヨ 260 126 150 162 192 112 6駟 69 43 

最大 328 IJO 217 329 271 159 90 98 58 

最小 179 � 10 127 80 78 62 45 39 35 

比率 160 78 93 100 119 69 40 43 30 

D. 葉 1lifì

(A) 主S!lt{J日￡

釘~の長さは1. 15 cm にして対J引の 0.98 cm に対して 117% に相当する(抗 43 去)。

第 43 表奨鞘長(単位 cm)

クロマヅ l 
樹i慌 I 26号 クロ l 号クロ 2 号l グロ 3 号グロ 4 号グロ 5 号アカ l 号アカ 2 号アカ 3 号

平占勾 1.15 0.93 0.95 0.98 0.97 0.87 0.67 0.73 0.72 

最大 1.53 1.05 1. 10 1.ω 1.10 1.07 0.95 0.81 0.97 

最小 0.75 0.84 0.16 0.76 0.81 0.63 0.38 0.50 0.59 

比率 117 95 97 1∞ 99 89 68 75 73 

(B) 葉鞘長が針葉長iこ対する割合(l/Lx100)

第 44 表葉輸長が針葉長に対する割合 (liL x 100) 

1封種
グロマヅ
26号 グロ l 号 l グロ 2 号グロ 3 号クロ 4号グロ 5 号アカ l 号アカ 2号アカ 3 号

平均 8.41 I 8.52 7.98 7.94 7.91 8.84 6.40 7.77 8.21 

最大 13.C コ: 9.74 9.47 13.43 12.64 11.69 8.20 13.64 1 11.87 

最小 6.63 7.29 1.39 5.50 6.03 5.86 4.51 3.45 6.62 

比率 106 ; 107 100 100 100 111 日l 98 i 103 
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tr~ 44 ~尖にみる泊り，クロマツ 26 サは 8 .41mm Iこして，対照の 7.94mm に対して 106

%の比率を示しているが大した変化はない。

以上裂するにクロマツ 26 号の針 !i!;の外部形態は長さ，幅， }手さともに大で，休前に主子いて

は 160% を示し対!!白木に比して巨大となっている。 十&IJîrr(IÎの形状比はアカマツに類するが，

その他の数fjl'(はすべてクロマツr'，，:!である。

( 2) 針葉の内部形態

針葉の内部形態については，去1:!L ， 下支I:!L ， 気孔， t:u'JJJ片道， 1)1心本 1:，新1:竹取の 11聞に記述する

こととする。

A. 去!え

針i誕の曲師fli'l jにたいて1，l:Ýト ffi1 を JI正問むのは去j主である。夫!之は 1 貯の夫!主車IlIIJ包から成り，と

とろどとろに気孔がイf-flピしている。

クロマツ却すゐよび対J!H木の炎皮来日l胞の長さ必よび~~I/;'i I土第 45 去に示した辺りである。長

さ.t~よび 111日はそれぞれ 20.1 /，-， 18.5μ にして対!!江本クロ 3 号を 100 とした場合それぞれ 106

むよぴ、 104 であって一般クロマツと大差ない。 したがって，そのもit断的jh'tに沿いても判=辺の

クロマツと著しい~t泣のないととは第 47 去に示す辺りである。

第 45 表表皮細胞の長さ (単位 μ)

樹関|クzrlF ロ l 号 i クロ 2 号l クロ 3 号 ， 17 p 4 号i ク甘 5 号アカ l 号|アカ 2 号!アカ 3 号

平均 20.1 25.1 21.1 19.0 20.8 24.5 16.0' 15.4 13.4 

最た 28 31 28 28 31 31 ぉ 20 17 

jl l3i: /J、 14 21 14 14 14 10 12 12 12 

比率 I 106 132 I II1 1∞ | lω 129 84 81 71 

第 46 表表皮細胞の幅 (単位 μ)

樹関|グ22γ| グロ l 号 1 17 ロ 2 号|クロ 3 号クロ 4 号グロ 5 号アカ l 号iアカ 2 号アカ 3 号

平均 18.47 18.201 18.641 17.78! 16.7å , 19.91' 14.54 15.32' 14.47 

波大 24 24 24 I 24 28 28 20'  23 20 

刷、 14 11 14 14 14 14 12 12 12 

比率 104 102 I 105 i 1∞ 94 112 白 86 I 81 

第 47 表表皮細胞の横断面積 (長さ×幅× π/4) (単位 μ2)

樹種|クZ3yi クロ l 号lh2 号|クロ 3 号クロ 4 号タロ 5 号i アカ l 号|アカ Z 号アカ 3 号
平均 291 359 

308 

265 272 384 183 186 153 

液同ゴ十て 467 527 462 527 527 584 31'1 236 236 

最小 189 264 189 154 189 133 133 141 113 

比率 110 135 116 1 100 103 145 69 70 57 

B. 下表皮

アカマツゐよぴクロマツ iこ沿いては，表皮の直下に下表皮がよく発達している。特に角隅部
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は数Jlf よりなる。}荷数はアカマツとクロマツでは多少異なり，一般にクロマツの方がよく発jど

している。 また1114休によりさ当主がある。 クロマツ 26 -5・むよてj:対.l!H/f三について表示j れば弟

48 , 49 去の泊りでるる。

第 48 表下表皮細胞回数

グロマヅ
樹憧 26号:クロ l 号クロ 2 号クロ 3 号クロ 4 号クロ 5 号1アカ l 号 l アカ 2 号アカ 3 号

一般 2~3 ! 2~3 2~3 2~3 2~3 2~3 1~2 1---2 

局部的 1, 4 1, 4 1, 4 ? 

第 49 表角~/1，\における下表皮細胞同数 (左:右)

樹極 クロマヅ l グロ l 号タロフ号クロ 3 号クロ 4 号l クロ 5 号アカ l 号アカ 2 号アカ 3 号
126号|“|

最大! 5:6 4:4 4:4 4:4 5:5 4:4 2:2 2:3 3:3 
最小 1 3 : 3 3:3 2:2 2:3 3:3 2:2 I:I! 1:1 1:2 

3:3 
モ{ド 3:4 I 3:~ 3:3 3:3 4:4 3:3 2:2 2:2 2:2 

l\iJ去に l りj らかなように， クロマツ 26 サは対!!白木とん設なく， 汽:illI 2~3 J)千 ， J~-IJ古rífl/~ Iこは

1, 4h手， -?'j!qJ\にお「いては 3 または 41ぼである。

~j(に下去1之主111胞の長さゐよび幅についてみるに第 50 ， 51 íil;j去にみるように，クロマツ 26 号

の下火成和lIn~~は長さむよび帆それぞれ 23.2 ，ん 27.1/，-でるって対!!日木と大差なく比率に沿い

第 50 表下表皮細胞の長さ (単位 μ)

極
一
均
大
小
卒

倒
一
平
最
最
比

l クロマヅ . c' I 
j 2ωラ |グロ l 今クロ 2L3iF ロ 3 号lF ロ 4 号グロ 5 号|アカ l 号|アカ 2 号|アカ 3 号

I 23.17 26.15 23.35 23.04: 24.17 I 22.25 I 12.51 13.35 11.98 

3 I I 35 35 35 35 己 I 23 23 26 

14 14 14 17 14 14 9 9 9 

101 I 113 101 I ∞ 105 I 97 1 54 53 52 

第 51 表下表皮細胞の幅 (単位 μ).. 
樹障 rzミヅ|クロ l 号l クロ 2 分:17 ロ 3 ザクロ 4 号クロ 5 弓 lアカ l 号|アカ 2 号(アカ 3 号

平均

最大

最小

比率

27. I 30.9 I 26.5 26.4' 25.5 25.4 19.6 18.9 18.3 

35 35 35 33 35 35 29 26 29 

17 21 21 17 14 14 15 9 9 

103 117 100 100 97 96 74 72 69 

第 52 表下表皮細胞の横断面積 (長さ×幅 x ;ri4) (単位 μ2)

樹種 I ク 2ロ6号マツ!クロ l 号 l グロ 2 ろクロ 3 号グロ 4 号クロ 5 号アカ l 号アカ 2 号I アカ 3 号

平均 493.4 634.3 485.0 477 .4 484.5 443.6 192.8 193.4 171.6 

最大 852 962 852 925 852 754 524 347 273 

最小 I 264 I 264 280 264 189 189 106 120 106 

比率 103 133 102 100 101 93 40 42 36 
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ては 101 :t~よび、 103，%である c tll~ 1m n'l Î加に必いては 493 ，人比率は 103% である。表皮市IIJ

胞と I'IJ様対mt*と大差がないというととができる。

子Lc. 気

気孔の数は環境1":1子により著しく変化する。年齢によっても異なり， i盗架と防ヲ15では去i主が

ある。l'実験にむける供試架は先に述べたようにとれ等の資料F1471その介入しないように充分注

その-IY::l主は例休特有の=tY~元:とみるべきである。百553 支立を払ってJ宗万二したものであるから p

クロマツ 26 ~少はそれぞれ 14.6 むよに示された泊りいやれも脊[i'rÎは腹mÎよりその数が多いι

び 8.1 í:ti ，合計 22.7 仰である。対J!H木に対する比率は干ffr'IÎ，腹げIÎむよぴ介計それぞれ 120 ，

アカマツに比すれば市:~]数十%の榊)111で、ある。118 必よび 119% で，約 2031。の哨力11である υ
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第 55 表

積
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{最大
l 最小

幅制玉突
(μ2) l ~最小

i 平均
率(:最大

l 最小

樹

深
ω

幅
(μ) 

比
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マツの気孔は複雑な形態を呈し陥没して前庭むよび|呼吸腔(内略)を千了する。 IHí底必よびl呼

吸肢の大いさはおí~ 54 および 55 夫にみる泊りである。クロマツ 26 サの前庭は帆必よび深さ

それぞれ 45 ， 4211. であって，横Ilfrli'IÎtJ'i (帆×深さ) 1884 /1.ヨ P 対!!日二本に対する比率はそれぞれ

112, 101 j己、よぴ 113% である。クロ 1 号は 141%，クロ 2 サ 115%，クロ 4~号 129%，クロ

5 号 116% で p クロマツ 26 サが必十しも大ではない。 一般のクロマツの変異内にあること

が分る。アカマツはいやれも小であって， 30% 以下である。

vたに呼吸 ij;~についてみるにクロマツ 26 号・は悩， ì架さゐよびfA町d杭それぞれ 31/1.， 54/1., 

1688μ2 で対)!~-{.木に対する比率はそれぞれ 98 ， 101. 99% である。ほとんど変化がないι

以上袋するに気孔は p その数が約 203-ò Ji't たしている l.î.が児なり， ).;_いさはほとんど変化が

ない。

D. 制!J行道

NI物の分泌物の量は I，;J間内に沿いても 11111陀によれまた系統により異なるのがJ汗辿でるる。

とれは打tiltたよび数と関係しr fJ'， 'Eli:改良により+~~'i~iに発出した I1111程が f了成された例も少なくな

い。マツにたいて樹JJ行を分i必ずるのはうj" j必刺|胞であり， 10 í;('ÎI^.Il'トのホ I I! IJ包 IJ~~ のfJ.ii.い柔和 IIJJ包より

成れ切Jì今を作る際ICI政壊され易い。その外IWjにm，;{t1(Q'ìr. 11!胞があしとれらの内外 2h千の利I!胞

によって川筒状の樹1)片道をm成している。針!日;の杭i好聞に公いて民:fi[1 ~1;îfWJにそれぞれ 1 何づっ

の主樹!l片道があり p その他の部分・に MIJ樹I1tii立が数 í:{:j またはそれ以上11t1'l:する o !\~内内の樹脂む

の伏世はアカマツとクロマツでは!~~なる。 Shaw .L'i: (1914) ，主~~Jl l i.\; (1926) , H:lj長 l\: (1931) 

g&;はその閲係について注べているが， 也市Jくの 4 引があるとされている。

!;゚: I N!樹JJ行む ([[1 f立 Medial)

との樹IJ円遣は JJZlI引11司令L 内!之のい -Nlにも接触するととなく p 全く H化組織rjl に担没して存

在する。クロマツの代夫型である。

沼 ll~r!樹JJ片道 (タト位 External)

下炎l:lLに内-lR し，その接触部にむいては 1~::~jiliWl'ì r.1I 11J包を欠除する。アカマツの代夫型でまうる。

お(~lII m!樹脂;立 (f^.I íiL Internal) 

内JJ品11 1)也に1!1::~!k :i{j'ì*1I 1胞がJ妄触している易j介でよ七~i主的少ない。

第百型樹脂道(両位 Septal)

下表皮と内1えに同時に接触している場合で稀にみられる。

以上 4 つの却がイ字在するが，アカマツとクロマツの中 I I\ JHlにむいてはtr~ 1 型から沼 l 型への

極々の段階の移行型がみられる。 クロマツ 26 号l土大部分が第 I 型で， 99.7%, ごく少数の

0.3% が第』型であり p 第自治よぴ沼町型は観奈されなかった。対照木lこ沿いては，クロ 3 号

の 0.15% が第目型p クロ 5 号の 0.18% が第 111mι0.26% が第 IV~~であり， その他はすべ

て第 I または第 I 型であった。第目型は第 I 型の変形と~えられ，第E型も第 I 型の変形と%-
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えられるが，詳細lは遺伝学J'I'~検定を必裂とする u クロマツ 26 -'iナは，すべて第 I 公よぴ:'~~ II 型

に合まれるので p 対JHt木にゐける第 [11 ，第 IV 型は仮にみ(~1 II;I! として介J;;Cし，クロマツ ~11! (出 I

w!) とアカマツ型(第H臼)に六日Ijして樹脂道数を衣子J~ したのが川 56 去である。

第 56 表樹脂道数および型

樹 極 |ク23 ツ|クロ l 号17 ロ 2 号17 ロ 3 号|クロ 4 号|クロ 5 号|アカ l 号|アカ 2 号|アカ 3 号

(アカマ γ型 0 ， 03 I 0 0 ,20 I 0 ,031 0 , 12 0 ,691 10 ,50 i 10 ,42' 9 ,56 

実験値;クロマッ型 I 10 ，ω2， 10: 7 ,17 I 6 , 56 I 8 . 38 , 7 .05 I 1.佃 0.82! 0.06 

l 合計 I 10 ・ 12 2 ・ 1017.6716 ・ 59! 8.50 7.74111.58 11.24 9.62 

!アカマツ型 0.3 0.0 2.6 I 0.5 I 1.4 I 8.9 90.7 93.3 9ヲ .4

比率、グロマ γ 型! 99.7 100.0 97.4 I 99.5 98.6 91.1 9.3 6.7 0.6 

1 合計 154 32 ! 116 100 129 118 1176 146 

!"j去において比率聞には，各1八;jf.え木のアカマツ 211! とクロマツ型の分間比率を， /1îJ介元1"聞はク

ロ 3 号 ;5:: 100 とした場合の比率が示しであるじクロ 1 サのほかはいやれの川休も両型の樹JJ行む

を共有する。すなわち，樹脂;立によるアカマツゐよびクロマツの分.Jmは絶対的のものではない

ように併される。作:J[ヲETにゐいて主主もクロマツ nりであるクロ 3 号沿よぴ最もアカマツ的なるア

カ 3~去にむいてすらそれぞれ 0.5% ， 0.6% の他!日!の間JJ旨j立を i見向する。これらのが;咲からク

ロマツ 26 -0.・は従来の一般概念によればやはりクロマツの7滞納に入れられる。

次に樹脂遣の数をみるに対Jl{{の 6.59 í:r:il亡対しクロマツ 26 号は 10.12 何でるり， また，

他の対mt/f三 Iと比しても若しく多い。比率にま旨いて 154% を示し 1 日午以上で‘ある。

樹脂i立の十1ii f町内jは iと径がそれぞれ 70.16lL ， 63.25lL であって，対!Ifi木に対して 122%， 124. 

%に4:1 日当し([;j'~ 73 夫後也九その横附It'ri l'ùは 3484/L勺対)!H-~の 2304〆 l乙対して 151% I亡

相当しんとなっている (U~ 57 去)μ

1~とiì11Jlj1j市/1 1胞数は 13 .4 í:~iで対!!日木の 11.0 何に対して 1223古に相当する。多少士??加している

ととが分る(第 58 夫)。

第 57 表 主樹脂道のも先生祈面積 (長径 xj:互径 xn/4) (単位同)

JJヨ rzzi!と竺!竺三笠ロ 3%r_:_4~竺竺|竺~!I:竺?i7-?fJ号
平均 i 抑4 I 1515 3082 i 2304 仰 2293 1偽o i 1554 1388 
最大 I 6531 2901 10282 I 5ω2 i 1但82 5024 1674 I 3324 I 2612 
最小 1760 1 154 ~ 1044 962 1616 1236 686 531 524 

比率 151 I 66 I 134! 100 186 100 46 67 I 60 

第 58 茨保護翰細胞数

|クロマヅ I~ ， =I~ ~=， ~=I 樹種 i26号!クロ l 号|クロ 2 号クロ 3 号|グロ 4 号 i 7 ロ 5 号アカ l 号:アカ 2 号iアカ 3 号

平均 13.4 10.4 i 12.8 I 11.0 ! 15.3 12.7 9.4 11.6 10.9 

最大 19 12 17 14 22 18 12 16 14 

最小 10 9 9 8 10 9 7 8 8 

比率い22 I 95 116 100 139 116 86 j 106 99 
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1~~並柏市111胞の横断mit'tは 697 /I.~で，対}!({の 602/1." に対して 116，%，に相当し， 16%のJけん

となっているほ.~ 59 去)。

第 59 表 保護翰細胞の僚断国債 (長径×短径×だ/4) (単位 μ2)

樹極 グユミヅグロ!号I? ロ 2 号クロ 3 号!?ロ 4 号i タロ 5 号|アカ 1 号|アカ 2 号アカ 3 号

平均 697 575 600 602 1 575 575: 290 I 338 306 

最大 1044 1 681 923 923 1 1044 835 469 469! 502 

最 IJ、 374 .396 396 374 189 320 160 106 160 

比率 I 16 95 100 100 96: 96 48 I 56 51 

分泌市111胞数は 10.9 í;i;jで対)!~{，の 9.6 ~i:ì1乙対して 113Jt' に相当し， 11lかに榊大はしているが

対!!日木;査体と比較して必ら十しも増加l しているとはいい難い(第 60 表)。

第 60 表分泌細胞数

関種 lpZE ツ|グロ l 号|クロ 2 号!グロ 3 号|クロ 4 号クロ 5 号|アカ i 号|アカ 2 号(アカ 3 号

平均 10.9 9.3 10.8 9.6 12.6 9.3 8.4 10.1 9.5 

最大 14 II 14 13 16 14 II 13 12 

最小 8 88  89  7 7 77  

上巳 率 113 97 112 100 131 97 87 I 105 99 

分i必*111胞の横断/i'riWは 437.'ん対J!Hの 356/i' I乙対して 123% に相当し， 20% 以卜.えとな

っている(都 61 去)。

第 61 表分泌細胞の償l;;Jî面績 (長径×短径×官i4) (単位 μ2)

樹 種 !ク 2ロ6号マツ 1 クロ l 号 i| クロ 2 マ司クロ 3 号グロ 4 号i| クロ 5 号iアカ l 号!|アカ 2 号Jアカ 3 号

平均 437 263 397 356 360 322:164183 161 

最大 835 396 769 528 584 615 236 455 271 

最 IJ、 189 189 189 189 189 . 189 85 i 85 85 

比率 123 74 1 12 100 101 90 46! 51 45 

以上要するに，クロマツ 26 号や:j:粒Jの針葉の樹JI片道は約 0.3% がアカマツ型でるるがp と

の杭!庄の出生はクロマツの一般何日jである。樹J1l1i立の数は件;iB クロマツの約1. 51;'\-， IIÎ) じく横

断/i'IIVt も約1.5 1;'-:-で‘ある G とれを ;H\~成する保護柏市!日胞はその数たよび、大いさが榊大している。

分泌制|胞は数も多少将37大の ftfir('J はあるが主として大いさが増大し p 巨大な樹脂;立を形成してい

る。

E. 中'L.、H

r~1心柱は内皮により Jl;zり固まれ特徴ある形態を呈している。

(A) 内皮細胞数

内皮はー唐の*rll胞居から成り惰円形をなすっ まサコ，内皮の細胞数をみるに， 40.6 必jで，対

照の 34.1 f;fJjに対して 119% に相当し約 20% の増加!である。 釘現;の町田Iそのものが大であ

るからとれに呼応して内皮も大となっているものと，巴われる(第 62 表)。
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第 62 表内皮細胞数

1剖種 jZ3ヅ!グロ l 号iF ロ 2 号クロ 3 号i クロ 4 号 i クロ 5 号アカ l 号;アカ 2 号|アカ 3 号

均|札6 ! 3 1. 8 礼 6 礼 I 孔 o 札 I お .5 34.0 32.4 

大 I 51 37 i 43 41 44 40 38 38 38 

IJ、 I 35 I 30 : 31 27 I 26 28'  26 27 29 

比率 i 119 93 101 I∞ 103 W 98 I ∞ % 

平
最
最

(B) I^JJ~乙市111胞の大いさ

内!北を形成する側々の市1111]包のんいさについてみるに，1<:徒同径それぞれ 57.02μ ， 33.07/l., 

対J!~tの 56.39f'- ， 33.14 μ に対して 101% ， 100% である(第 73 d三)。 その横断両院は 1480

μ九対!!日の 1467 ，I1 'J に対して 101% に相当しlまとんどよけ械がない(第 63 友)。

第 63 表内皮細胞のぽ断面積 (長径 x短径×江/4) (単位凶)

樹積 1" 26号 ihl 号;クロ 2 号クロ 3 弓 i 7 ロ 4 ザクロ 5 号lアカ l 号アカ 2 号i アカ 3 号|クロマツ 1

平均 1480 1484 

最大 I 2331 2058 

最小 923 923 

比率 101 101 

1380 

2044 

742 

94 

1467 

2407 

791 

100 

1616 1215 

2654 1621 

988 , 716 

110 83 

724 

1002 

447 

49 

849 

1184 

347 

58 

609 

1002 

341 

42 

(C) 1/ 1心杭の大いさ

1[1心、村1の 111Mは 865.9/，-で対}!{tの 718.8μ に対して 120% であり 20% ゾ三で、ある。 11 1心佐

の!以さも大で 546.7 ，11 ， 対!!古本は 468.6/，-であるから 117% に相当する。 帆もが) 20% ).;.で、

dうる。その横断/(lj，h'fV主 0.37mm2 で対照の 0.26mm'J に対して 142% Iこ当 iん約40%J('ﾌ).;. 

している(沼 64， 65 , 66 夫)。

第 64 表中心住の陥 (単位 v)

樹極 1
7 ;6% ツ!グロ l 号クロ 2 号 1 7 ロ 3 号iF ロ 4 号 7 ロ 5 号アカ l 号 lアカ 2 号iアカ 3 号

平均! 865.9 653.8 676.7 718.8 740.2 620.0 519.9 540.9 463.1 

最大 1 1006 706 856 877 942 749 616 651 523 

最小 I 706 I 5円 I 599 599 I 513 492 440 440 370 
比卒 1 120 91 93 100 103 86 72 75 64 

第 65 表中心柱の厚さ (単位 v)

|クロマヅ 同
樹種 |つ F旦 クロ l 写クロ 2 号クロ 3 号クロ 4 号クロ 5 号アカ l 号アカ 2 号アカ 3 号

I Lbぞ主 -1 

平均 546.7 1 431.2 466.0 468.6 5∞ .0' 414.0 301.7 315.5 2丸5
最大 1 621 i 492 535 I 556 621 514 352 387 317 

最小 i 471 385 385 385 3∞ 342 264 246 , 230 

比率 117 92 99 1∞ 107 88 63 67 59 
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第 66 表中心住関，íjJi商店主 (伺 x 厚さ×定/4) (単位 m11l~)

樹掩
クロマツ
26号 グロ l 号クロ 2 弓クロ 3 号クロ 4 号クロ 5 号アカ l 号 l アカ 25アカ 3 号

ムド 均 0.37 0.22 0.25 0.26 0.2ヲ 0.20 0.12 0.13 0.10 

最 大 0.49 0.27 0.36 0.35 0.46 0.29 0.17 0.18 0.17 

I国反 ノj、 0.26 0.19 0.20 0.22 0.15 0.17 0.09 O.C ヲ 0.07 

上t 率 142 84 95 100 111 77 47 51 38 

(D) i['，L.、杭の JI3:[:Id七

i["L.，;j: H~託研i J'Jj !1ヲ状比!土 63.1 で対!!日の 65.8 の 96% に当る。 t十:尽の十:Jk断[ijÎ JIラ :1むとは 65.1 ，

対mt木は 67.1 であり，比率は 97Yò であったから，との両 K'は(王とんど同形状を呈している

ととになる(お 67 去入

第 67 表 rl~心住関叫図形状比 (厚さ(1隔 x100)

樹関
!クロマツ 1 

26号 クロ l 号クロ 2 号クロ 3 号クロ 4;ラクロ 5 号アカ l 号アカ 2 号lアカ 3 号

ユド 均 63.1 66.0 63.9 65.8 67.5 66.8 58.0 58.3 59.5 

E巨EZL 大! 74.3 72.4 77 .4 76.4 91.8 83.3 70.3 68.9 71.4 

最 小 1 58.1 58.2 52.9 55.2 41.6 56.6 51.5 43.2 43.3 

上b 率 96 100 105 100 103 101 88 89 90 

(E) 1[日、杭のんいさと釘誌のんいさの l羽係

-J(に r[" ふれの大いさと針:誌のノ山、さの関係をみる。ますっ:j; Iで店の~Ih'jに対する ri" L.，;j:/，の怖の書IJ介

i土沼 68 去の泊りである。 クロマツ 26 -';.は 44.8 で対J!Hの 45.1 と均一!似し，その比率はち9% で

ある。ふくに主i':!\~のほさに対する r[ ，心中 !:J))以さの }ilJイヤをみるにクロマツ 26 サは 43.5fl で対J!Hは

44.3 であり 93% に十Jl当し11M')コ場合と矧!以ずる(箔 69 長)ω したがって，成賀j(J日'J'(の場合も潤

似し，クロマツ 26 サ 19.5 に対して対J!ü-~は 19.5 であり， 99% に十11 当 1 る(第 70 夫)。

第 68 表針葉の帳に対する中心柱のIllïií の割合 ( rl"心性l隔/奨の附 x 100) 

クロマヅ
樹種 I 26号 クロ l -l号タロ 2 号 !l ロ 3 号|タロ 4 号クロ 5 号 l アカ l 号 l アカ 2J言i アカ 3 号

平均 44.8 45.6 46.2' 45.1 43.8 42.5 47.0 45.2 44.7 

最大 50.5 51.6 51.2 58.8 59.1 63.0 1 52.5 52.0 50.8 

最小 38.8 40.5 34.7 37.5 36.7 34.2 4 し 3 お .7 37.5 

比率 99 101 102 , 100 I 97 I 94 104 1∞" 

第 69 表針葉の厚さに対する中心柱の厚さの割合 (中心柱厚さ/葉の厚さ x100)

樹種 lFZZ ヅクロ l 号クロ 2 号|グロ 3 号 i !l ロ 4 司クロ 5 号lアカ 14アカ 2 号iアカ 3 号

平 均 43.5 42.4 42.5 44.3 42.2 41.7 42.1 40.5 41.0 

長 大 50.9 52.4 48.0 55.5 52.0 48.8 5~.5 52.9 , 47.5 

最 37.3 38.2 己6.0 3-5.9 35.0 36.3 34.0 34.7 34.2 

上b 主幹 93 96 96 100 95 94 95 91 93 
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第 70 表針葉のljY!iiW面積に対する中心柱のU制illliH賓の'~;-Ij合 (rl:J心柱隙líYi面fì'{!英断続問積 xlOO)

クロマヅ l 

間平 12受 ihl竺竺マピ竺ヤ'p 4 号J りそ号 7三J-?l三士一i三7:J竺
平均 I 19.5 I 19.3 I 19.6 I 19.9 I 18.5 I 17.7 ' 19.8 i 18.3 18.3 
最大 I 23.4 ! 25.8 28.7 1 30.3 I 30.4 1 26.0 I 30.9 29.8 29.3 
最小 15.7 1 17.2 i 11.9 1 14.1 1 13.2 i 14.4 i 16.2 , 13.6 1 14.5 

比率 I 98 1 67 98 I 1∞ 1 93 1 89 99 92 1 位

以上要するにr!1心中 1:の幅ゐよぴ厚さはともに約 20%，而的は約 40% .l['7大している。 しか

してとれを取り凶む内皮細胞のんいさにはぽとんど変化はなく，数はf{.J 20% 噌加i している。

中心杭の横町形状は針葉の償問形状にJif!似し p その土佐々率は主l':~の榊ん率とほとんど liîHN，度で

ある υ

第 72 表 クロマツ 26 号母樹

皮
葉の外部形態 "'" 

|表皮細胞
類別 [針葉 I Þ.4.~t: ih .. :� !*J.~tff u.>' I .... lT I h /.... !,., h 銈 I 集荷丁一一 1-"，...，.-1 一寸一

長さ|針ヂ i針葉ずさ|ぷ副 f(:d a片 IA' X LI 長さ|品。|もさ I 1事 |XY4
- 1 ". --1 _. --1 (A') : I l 1 ---, -- I - 1 

|アカ l 号 1 10.41 1105.36 7百五日市62 百.830~厄 18 64 .730.偏可 6.厄 16.02 14五百2.85
| アカ 2号 1 9.431197.86' 779.481.27165.070.732969.110.73227.76515.4315.32185.56 

突| アカ 3号 1 8.75 1035.64 672.25 , 1.183; 64.910.5465 47.82.0.7186 8.2131 13.43. 14.47,152.55-
| クロ l 号 110.96; 1433.85 1017.50' 1.308 70.961.1452125.510.93368.516: 25.10 18.20358.60 

験! グロ 2 号 I 11.90 1465.81 1097.18 1.232 74.851.2624150.230.9490 7.975 21.08 18.64308.45 
1 ?'ロ 3号 113.331579.341058.90 1.28067.05:1.3128162.000.97967.938 , 19.0217.78265.47 

債| グロ 4号 1 12.231 1689.73 1184.10' 1.382, 70.081.5706;192.080.9674 7.910: 20.78 16.70272.42 
1 ?'ロ 5 号 9.90' 1459.08' 991.87 , 1.474 67.981.1360:112.460.8718 8.836' 24.54 19.91383.54 
7 ロマ γ26号 13.65 1932.881 1257.65 , 1.416 65.071.90咋60.471.14即日.4 10 ， 20.08 18.47291.14 

1 アカ l 号 78 70 68 1 83 , 97 , 47 I 40 68 I 81 i 84 82 69 
| アカ 2 号 71 76 I 74 1 9守 97 I 56 i 43; 75 98 81 86 I 70 

比| アカ 3号 66 66 63 I 93! 97' 42: 30 i 73 103 1 71 81 57 
! ?'ロト号 82 '91  96 102 1 106 87 78 95 107 132 102 135 
! グロ 2号 89 93 104 96 1 12 96 , 93 97 100 1 1 1 105 1 16 
i ?'ロ 3号 100 ， 100 , 100 i 100! 100 , 100 1 100 , 100 , 100: 100 , 100. 100 

率| クロ 4 号 92: 107 r 112 , 108 105 1201 119' 99 100: 109 94' 103 
| グロ 5{'J I 74 i 92 94 1 15 101 87 I 69 89 1 1 1 129 1 12 145 
クロマツ 26号 102 122 119 111 97 145 160 117 106 106 104 110 

第 73 表 クロマヅ 26 号母制

樹 1m 道
1 ~." 直 径 l 保護鞘細胞 | 分泌細胞

矧 別 I23131 汗|点7短径回吋五時塁 l忌径凶叱[数長径程径円
型 l 型 1 (X) , (Y) XY  :"1 = (X) (Y) ,XY :'1 凱 (X) (Y) Xy 

ー一一| ー←一一己 ~ '_'_L ー4 1 ,--, , -, ~ ---41 ,--, , -, 
; アカ l 号 I 1.08110.50 1 1 .5841 . 1032.85 1059.86 , 9.4222.00 16. 77.289.62 , 8.45 16.29 12.84, 164.29 
1 アカ 2号 1 0.82! 1O .42 , 11.2449.66'39.88 ¥554.46'1¥.6123.0218.69337.7 4'10.¥0 16.72¥3.9i ¥82.70 

実 l アカ 3号 1 0.06~ 9.56' 9.6246.2438.231387.6910.9222.37.17.52307.66 9.4216.06¥2.80' 161.37 
1 ?'ロ\，号 I 2.10: 0 2.1047.3540.75'1514.67 10. 1,030.0024.40574.62 9.3021.9515.25 262.77 

験1 グロ 2 号 1 7.471 0.20 7.6766.78 ,58.79.3081.9\ , 12. 76 31.2924.4¥ 599.5710.8625.5619.81 397.43 
| グロ 3号 16.5610.03 6.59.57.53;訂正01 ，2303.67 ， 11.00;30.8724.83'601 .70; 9.64)3.8419.03 , 356.14 

値| クロ 4号 !日 .38! 0.12 8:5077 :45'70:5;'4286:88';5 :25'30:7623: 80十 574:6911~<56124:53 �8:73 3ω.67 
?' ロ 5 へ号 17.05; 0.69 7 .7457.1351.132293.03'12.71'30.6623.88574 , 75 9.3523.66¥7.32 321.69 

l クロマヅ 26号110.091 0.031O.1270.1663.253483.52¥3.43'34.0226.09696.75il0.9226.4621.03' 436.82 

(アカ 1 号 1 16135∞0: 176 I 71 64 46 86 i 71 i 68 i 48 I 87 I 68 67 46 
| アカ 2号 13;34733 171' 86 79 67 十 106 75 75 56 I 105 70 73 51 

比; ァカ 3号 1'31866 146 80 75 60 99 72 71 51 99 67 67 45 ! ~ロ l号|只 0 沼 82 80 “ 959798951971928074 
グロ 2号 1141 666 116 116 115 134 i 116 ' 101 1 98 ¥00' 112 1 107 '¥04 112 
グロ 3号 1001 100' 100 100 100' 100 ' 100 . 100 100 ¥OO! 100 1 100 100' lC コ

率?'ロ 4号 128 400 129 135: 138 186 139 100 96 96 i 131 103 98 103 
?'ロ 5 号 1 1071 2300 118 99 100 100 116 99 96 95 97 99 91 95 

(グロマツ 26号 1541 100 154 122 124 151 122 1¥0 i 105 1161 \131111 , 111 123 
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(F) M!:官;;1~

村f;ザリl はr['，t.:-tlのほば r[ ，グとにも;{t:する。

利l竹;}よ〔の数はいやれの1f/，jfイ〈も 24三であった。クロマツ 26 号の紘'Yi;!~:f横断 riJiの長径たよび妊

第 71 表維管東の横路lî面積 (長径×短径 X 7t'4) (単位 μ")

グロマヅ 1 . ~_I 
1前種 26号 17 P 1 号 1 クロ 2 号|クロ 3 号17 P 4 号クロ 5 号1アカ l 号iアカ 2 号1アカ 3 号

平均 1 34464 22354 24973; 26416; 29892 1 25230 , 16944 i 15305 12127 

最大 1 51815 25196: 34498 40270: 48633 1 38936 24062 21473 18732 
最小 I 23613 I 19393 I 19393: 17975 11678! 17975 11733 8497 6759 

比率 130 ; 85 95 1 ∞ 1 13 I 96 64 58 46 

針葉の形態総括表(1)

一一_____. ._.k~ 気 孔
l ド表皮細胞 ! 数 l 大 ぶ一一一言

同 I~ IX叫正式なi 吋腹面jlFFさ iムさ|-AVじさ
1 12.511 19.64192.87 1 2 9.04' 5.18 14.22: 20.91 19.25 402.52 22.05 37.69 831.06 
; 13.35', 18.94198.49 1-2 9.46 5.26 14.72 21.43 18.94 405.88 23. 凸 11 36.15 849.89 
11.98! 18.25171.63 1-2 7.99' 4.76 12.75 I 21.54 17.81 383.63 28.19 32.61 919.28 
26.15130.90634.31 2-3 1 7.80 4.05! 11.85 18.95 48.20 2359.39 40.60 , 58.00 2354.80 
23.35¥26.46485.01 2-3 1 10.69 5.68 16.37 44.57 43.23 1926.76 34.48' 54.46 1877.78 
23.04126.40477 .48 2-  ゚ 1.4 12.21 6.88 1 19.09 40.52 41.19 1669.02 32.26 52.86 1705.26 
24.17125.58484.54 2一一3 1.4 13.12 7.13 1 20.25! 46.63 46.15 2151.97136.34 56.87 2066.66 
22.25125.40443.64 2-3' 1 10.89, 6.03 1 16.92; 42.46 45.58 1935.33' 35.03 52.02 1822.26 
23.17)27.13493.45 2-3: 1.4' 14.64 8.10 i 22.74! 45.29 , 41.59 1883.6131.49153.61 1688.18 

54) 74: 40 I 40 1 -- 74) 75! 74! 52 47 24 I 68 71 , 49 
58', 72 1 42 I 60; -- 77 76 I 77 53 46 24' 73 68! 50 
52 ¥ 69 i 36 ， ω65 I 69' 67 53 43 23 87 i 62 54 
113) 117 133 , 100 64' 59 62: 121 117 111 126 110 138 
101 1 lC コ 102 100 - 88 , 83 86' 110 105 115 1 107 103 110 
100 1 100 I 100 100' - 1∞ 100 I 100 100 100 100 I 100 1 1∞ 100 
105 1 97 I 102 100 ー 107 104' 106 115 112 129 113 108 121 
97 I 96 i 93 ¥ 1 ∞ 89 ， 88! 89 105 1 1 1 1 16 1 1ω98 107 
101 103 103' 100 120 1 118 1 119 112 101 113 98 101; 99 

針葉の形態総括京一 (n)

¥--，~タ一一一:心 ーー柱 l J- 内「 皮 維樫巴3も竺)
11陥 l 厚さ|臨 i横断面AWim l d叶細胞数|豊富 l 臨 IXY~I 長径[短径 i xyf 
11 (c) 1 (d) 1 c:V:� i形状 ltl Xl∞ Xl∞|× lベ i(X)|(Y)l 4J(X)l(Y) 1 

1519.941301.68 ,0.1231 , 58.02 19.80 47.04 , 42.10 , 33.51' 40.83 22.59 724.04174.38 123.78 :16944.03 
'540.901315.450.1339 58.31 18.26 45.15' 40.46! 34.00 43.21 25.01 848.34 ,161.09 118.82115305.28 
1463.101275.49:0.0998159.70 18.26 44.56' 40.981 32.37 37.02 20.95 608.82'144.61 106.83 12127.22 
lmBMl l 札幻12' 65.95 19.32 45.60' 42.37: 3 1. 75 , 55.45 34.10 1484.31'206.50 137.ω22353.93 
676.73;465.990.247668.85' 19.61' 46.16 42.47' 34.58 55.31 31.79 1380.27217.62 146.18124973.30 
,718 .181468.59:0.2618' 65.82 19.49 45.03 44.25 34.08 56.39 33.14 1466.70'232.35 143.35 26416.29 
1740.211499.710.290~1 67.51 18.48 43.81142.20' 34.99 57.88 35.34 1615.70243.08 156.65 '29891.61 
1620.01',4 14.000.2014 66.77 17.73 42.49: 41.74 33.10 53.56 30.01 1214.66218.73 146.54 25230.36 
i 865 . 9何ベ0.3716 63.14 19.47144.80 , 43.47 , 40.57 57.02 33.07 1480.24273.4ら 160.53 34464.1:> 
72' 64 I 47 88 9ヲ 104: 95' 98 , 72 68 49 75 86 64 
l75l6751  8992f9lll∞ 77 75 58 71 i 83 58 
64 I 59 I 28 91 94 99 , 93 i 95 I 66 i 63 12 j 62: 75 46 

1Ql!92841∞ 97101l 96!93i98 1 10310189l9685  
93 1, 99: 95 105 98 102 96 , 101 I 98 96 94 i 94 I 102 95 
I 1∞ 1 1∞ 1∞ 100' lC コ 1∞ 1?~ I 1∞ 100 1∞ 100 1∞ l∞ 1∞ 
|1031107111 1031939795!1031031071101041ω113 
86 1 88 77 101 89! 94 94: 97 95 91 83 94 102 96 
1201 117 142 96 i 100 99 98 119' 101 100 101 118 112 130 
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径はそれぞれ 273.5/ん 160.5/1. である ω 対J!H木は 144.6 f1.， 106.8 μ で，その 118% Jまよび

112% に相当する(抗 73 去)。

ーたに横断fLIÎ的についてみるに， クロマツ 26 サは 34464/1." で対!!日木の 26416 !I.~ に対し℃

130,%, に?を当する。 ブ大〈きな刻紺緋f;汗

クロマツ 2部6 ~号号尉i心吋叫Jリ辻Jよ:樹の釘針.-葉5虫毘~iに乙閲する外?部1祁日y月形|防手バL態L注E ‘.j股(~乙ぴピ lに乙 l〆人111川予万j態主のi江州!!川川!り町1Iわ〉定ιf千lいi叫ι均j刈自紅随[ι(Jゐ否よぴ、上比仁率を一括括-

して夫示すれば消 7η2 支3会ξ よびぴ、箔 73 夫lに乙示すi辿l品B りでで、ある ω

2. 越果および種子

クロマツ26 J0"のほ樹に着生する広一応ゐよび極子の]:;()':'!士は，との/;王位I発見の也接のJJiW、!とな

ったわけで、あるが，どの主主!立の nブぐJ止を有するかというととについて)Ifti.jくたjì;べるとととする ω

(1)出来

1939 "1'-産也県の長保，短径， J!三状比，重量之、よびずH/淀川!定したあI;出は第 74 :炎に示した

辺りである。本来によれば

クロマツ 26 -~去の出来!主

大いさ 5.8~10.2x3.4~4.4 cm --'1;'均 8.3x3.9cm

形状比 44.0~56.8

'T[ 量 25.7 ~ 70.9 gr 

:'1 i.J勾 47.0

_LF-l句 47.9gr 

--'1'-l[J 55.2 cc 得税 38.0~77.5cc 

対!!日のクロマツのlÆ県は

);.いさ 2.9~7.3x 1. 5~3.9 cm _L I 三J乙J 5.2x2.7 cm 

][判え上七 44 .4~62.2 '1三l[J 51. 9 

:'1三均 15.6gr Æ 量 4.2~35.2gr

第 74 表往来の大いさ，形状比，重量および容積 (1939 年産)

I付 ポuf
 

長 i壬 j豆 径 形 状 上七

一
字
卯
お
∞
引

比

l

一
'
いJ

一

7
'
F
D
A
Y

ハU

一
品
品
位
初
日
明
日
日

大

J
J
2
8

一
国
京
一
日
出
回
目

均

l
F
A
9
1

r
r
o
n

せ

1
A
-

，

J

一

司
「

4
4
5
4

一
一

率
九
位
∞

ω

比

l
l

小
m
5
5
5

・

4

・

最
C
I
-
-
3

大
m
A
0
・
3
4

・

最
C
2
3
3
4

均
m
0
・2
・J
9

・

v
r
c
?
-

フ
]
フ
ム

q
υ

一
正
←
削
白
州

一
比

l
l

小
m
J
J
J
B

・

日
夜c
-
2
2
2
5

大
m
9
・
3
3
・

2・

一
回
取

C

一
5
6
7
ω

均
m
3

・
0・
J
J

v

r

C

4

E

E

E

 

|重量 l 容
樹 種 l一一 | 一一一一 |測定数

げgr均;最gr大|最J| 比率|平f i 最JJ 最J、|比率[箇

i アカマッ 6. 9 1 5 . 8 2.4 44 7 . 5 16. 1 1. 7 I 39 ω 
対照(アイグロマツ 1 1. 0 ; 22.8 3. 7 7 1 1 1. 8 ! 20.5 5 . 8 i 61 I 477 

l グロマヅ 15.6 35.2 4.2 100 19.2 38.0 6.2 100 1527 

クロマツ 26 号 47.9 I 70.9 25.7 307 55.2 77.5 38.0 288 100 
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ザ.~ W 6.2~38.0 cc ~F.l['J 19.2 cc 

今クロマツを 100 としてその比率をみれば

ゾ〈いさ 160x144% 

主:量 307%

マ~ 1子i 288% 

であって，汗illlのクロマツに比し約 3 供の実ZTを有する。

次にクロマツ 26 号たよぴ対J!H二本全般について， 長径，奴円-2，形状上比ヒ， )主E量1必手よび

問配E表をf作作午午-り， クロマツ 26 サは変異のいす下れの部分を， 'i めるかをみたのが，第 75 ， 76 , 77 必

よび 78 去である。 OI'JJ を附してクロマツ 26 サのN(1f:を示しであるがp 形状比を I;~いては11'­

l:J虻し最)(， 1ルj、他を flUわやいやれの場介もクロマツ 26 サは常によi端にあ 1) ，故}，:1iLlを与え

ているゆしかも分配表 rj'の各数111'[の分布状態からみてクロマツ 26 サは初出jに大きく例外的な

配置をとる場合が多いι )1';状比はクロマツよりやや少で p むしろアカマツ i乙近い数値を有す

る。

第 75 表往来の長径および短径分配表 (1939 年産)

長 さ 階

(cml 

h7ii霊E i勾長 大

深Lに JlZ叢 均
短 大

I.O~ 2.0~ 3.0~ 4.0~ 5.0~ 6.0~ 7 .O~ 8.0~ 9.0~ 10.0~ 引

1.9 2.9 3.9 ''-9 5.9 6.9 7.9 8.9 9.9 10.9 川

3 12 15 2 l ① 34 
6 9 13 4 ① 

4 15 13 ① 

24 ① 
17 15 ( l 

16 17 ① 

備考 1. 0は 26 号の所在

2. 長任最小値の最大区 5.0-5.9 におL 、て 26 号二 5.8 33 号亡 5.0

3. 短径平均(ílIの最大区 3.0~3.9 において 26 号 ~c3.9 15 号 ~3.7

4. 短11:最大値の最大区 4.0~4.9 において 26 号=4 .4 50 号土4.1

第 76 表毛lS来の形状比分配表

)~状比階 0.30~0.3q 0.40~0.49 0.50~0.59 0.60~0.69 土
日

件 数 勺
> ⑬ 13 34 

備考 01士 26 号の所在

第 77 表選果の重量分間表

重量階 c~9.910.0~20.C~30.仁~ 40.0~ 50.0~ 60.0~ 70.0~ 計
19.9, 29.9 39.9 49.9 59.9; 69.9 79.9 引(gr) U./I 

!平均

件数 l 最大

1最小 23

13 14 5 ① 

10 

B 

① 

6 。 G ① 

4

4

4

 

q
υ
q
u
η
ο
 

4 14 

備考 Oは 26 号の所在
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第 78 表訟果の容積分間表

i ̂  ̂  ̂  10.0~ 20.0~ 30.0~ i40.0~ !50.0~ 60.0~ '70.0~ 
容積階 1 0~9.0 .v.v 19. 9 ~v.v29. 9 VV.V  39. 9 ， ~v.v 49.9 uv.v 59.9 vv.v 69.l V. v 79.9 

l 平均 12 10 10 0 1 ① 

件数:最大 4 13 
1 最小 17 11 

言i.

9 

4 1 ① 
6 ① 

34 
34 

!-:J，_l..はほ樹を具にした場合を i七i院したので‘あるが， :.:j，~にクロマツ 26 号叫樹に所生した店県

の変異について述べる。その比較のために，アカマツ，クロマツ，アイグロマツの対)!(\:-I三代表

としては， 1心得なよび、問荏がそれぞれの千均値に等しいかまたはjlk も近似仙を千fずる例休を選

んだ。す友わち，アカマツは 39 号p クロマツは 27 サタアイグロマツは 34 サを選定して表

示した(第 79~82 表)。

f; û夫で分るようにクロマツ 26 号・む自民は縦訓jに I~I J...:で，数 f!i'[の分布は -Æiyj:Mにある。

r[t;休11(. (1944) によればスギでは"司 -1:]:'樹でも年により，また， 1[.'，)休によりかなりの会j主が

あり， 高齢となるほど、 E主 I~~はノj、となるようである。上のìJ!I)定は 1939(， 1三産のものであったが，約

第 79 表 クロマツ 26 号遠来の長任分間表

率
一
回
句
∞

ω

-
v
u

一

1
i
1
4

径
均
一
3

・
J
J
3

・
一
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平
一

4
5
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定
計
一
∞
∞
∞
∞
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-
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円
U
A

せ
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U

一

'
9

一
一

ひ
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一

Q
J

一
一

一

b
6
.一
4

凶

B

一

〆
O
-Q
J
 

一
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5
3
6
2
3

一

o
-
5
6

一

R

u

-

-

9

一
一

n
h
4
.
一
m
uぬ
勿
一

4
ゐ
一
一

1
1
I
9
i一

I
l
-
-

一

内

q
u

一
に

J
4

ム
一

O
l

一

ぺ9
・
一

局
勺
ノ
-
勺
ノ
-
­

n
u

一

勺
/
】

)
~
引
耕
民
相
号

E

9

4

0

 

仰
い

~
q
u
n
J
A
&

今
、J

肱
\
川
ぺ
川
ぺ
川
公

』
マ~
一
マ
「
マ
ヅ

\
一
カ
グ
ロ

F
i

\
一
イ

6

て

\
随
一
ア
ァ
U

ロ

、
樹
照
一
対

F

1n1ï珍対照木の選定に当つては，長径および短径が各樹屈の平均値に等しL 、かまた(士最も近似せ

るものを選んだ。その結果アカマヅの代表を 39 号，アイグロマツの代表を 34 号，クロ

マ γ の代表を 40 号として比較対照した。第 80 ， 81 , 82 表また同じ。

第 80 表 クロマツ 26 号盤果の短径分間表

¥ ¥¥  階 (卿即 ]1し.4九l
欄 \\\\\\Jl 司1.711.912 1 12 . 3 ]2 中 712913133135).7 ， 3 引 1]4 31 4 : 5 147附平均(比率

1 Ĵ ^ J 
i アカマヅ (39，号)， 1 7 I 29 56, 5 01 1 11 100 2.01 74 

対照(アイグロマツ (34号~I 1 1 1 6 36, 3~: 1 ~I J ̂ 1 ^ 1 1∞ 2.ヰ 81 
1 !7ロマ γ(40号 í，万 ld36!31181 1 1 1 1 i ! 1 1 1 ∞: 2.71 100 

グロマヅ 26 号] ] 1 ! 8 1 19] 201 35 11 i 5 i 1 1 1∞ 3.9: 144 
I 1 1 

第 81 表 クロマツ 26 号法果の重量分配表

Vι竺TLli:;::;!!ifiifl;232L312:321242ftif342:;;:;:ヰ目指|平均(比率
対ffb131議117iZlJi 16i l ilill l iilglI::iz 
照 l グロマヅ (40号)] ] 771 54 1 29 ] ! : ;∞ 12.1' 1∞ 

4191 7; 19117115119[ 3 52! 1∞l吋 396
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第四表 クロマツ 26 号往来の容積分間表

------- 階(立方糎) 0.0 10.0: 20.0 30.0 40.0 50.0 i 60.0 I 70.0 I ;WJ定容積 l
| 1 1 1 比率

間関 -___________. .i 9.9 19.9 29.9 i 39.9 , 49.9 ! 59.9 1 69.9 !凡91 数計 l 平均 l

f アカマ 'y (39'号) I 10 I I 1 10 I 7.5 44 
対照(アイグロマツ (34号 )1 1 I 9 I 10 i 12.3 72 
¥ l}" ロマヅ (40号) 1 7 I 2 十 10 ; 17.0 100 

F ロマツ 26 号 I 2 6 8 21 2 1 40 55.2 325 

10 年後の 1950 ~I~f互の住処についてj!!l l';tしたあけ主もほぼli~様であった。

アカマツ会よびクロマツの{，U!~の/山、さに関する記;1去は多数の学 xによってなさ iしている。

牧JJiiI.í: (1931) はとれを一括支示されたが， 1":)j主L.í;の夫に二，三ffi}JIiしてクロマツ 26 号との

第 83 表 マツの毛t果の大いさに対する司裁ーー覧表

一平j J.llj I 苧 者 名 |ヤ|問のむ竺Ll 限竺年ヱー

ア

カ

てず

Luerssen 1886 , 4. 5~5 , 3 

Koehne 1893 5~5.5 I 3 

Beissner 1909 5 3 

Shaw 1914 ， 3~5 

白沢保美 191514.5~6.7(1.5~2.0す) 2.4~3.0(0.8~ 1. 0寸)
Wilson 1916 I 3~5 

Webster 1918 '5(2in.) 

工藤税i 舜 1922 : 3~5.1(1~1.7寸)

柏木秀幹 1926 4.5 

Engler and Prantl 1926 I 3~5 

I 2.7~3.3(0.9~1.1 寸)

, 3 

'Y Beissner and Fitshen 1930 I 3~5 

!近藤万太郎 1則 4.5 I 3.0 

外山三郎 i 1951 4.3(2.1~5.9) I 2.0(1.5~2.6) 

アイグロ|楠 木 秀幹 1926 3 x 2 , 3.5 x 2 . 3 4 x 2 . 5 

マツ|外山三郎 1951 15.0(2.9~6.8) 2.2( 1. 5~3.0) 
シラノ、タ
マツ 佐藤敬二 1931 4.38:1:0.010 2.13 士0 ∞4

Luerssen 1脳内 , 2.3~3 

I Koehne 1893 5~6 3~4 

ク Beissner 1909 5~6 3~4 
1 

Shaw 1914 I 4~6 

白沢保美 1915 4.5(1.5寸)

ロ Wilson 1 ヲ 16 4~6 

|工藤祐舜 1922 3.9~6(1.3~2寸)
Dallimore and Jackson 1923' 6.35(約 2'ì2 in.) 

マ|植木秀幹 1926 4.5~6 
i Engler and Prantl 1926 4~6 

γI Beissner and Fitschen 1930 4~6 

佐藤敬二 1931 4.87 土 0.009

近藤万太郎 1934 6 

j 外山三郎 1951 5.2(2.9~7.3) 

FZ ツ l 外山三郎 1951 8.3(5.8~10.2) 

3.0( 1. 0寸)

2.4~3(0.8~1寸)

i 3~4 

3~4 

2.75 士 0.004

2~3 

2.7 (1. 5~3. 9) 

I 3.9ο.4~4.4) 
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上tW交を試みたのが抗 83 去である ω クロマツはアカマツより大で，アイグ口マツはほぼ"l l1 ll的

である。

コド去によれば，クロマツの出来のt之さは 2.9~7.3cm ， 也径は] .5~4 cm の組問内にあ

る。しかるにクロマツ 26 -tH土長往 8.3(5.8~10.2)crn，矩径 3.9(3 .4~4 .4)cm であって，

槌来記;1売されているい歩、れよりも巨大で、あるととがわかる。

クロマツ 26 号店込の腕1:-の大いさは別にi!!ltどを行っていないが，釘Ç2 図!況にみる泊 1) 一般

のクロマツまたはアカマツよりブ〈で、ある。

fjß，り;ーのんノj、は川J主的には 1)IJfjp~前後の形態の変化によって会11 るととができる。f)fJfj:売前後の店)~~

の形状むよび日:量の変化を示せば江'ç 84 支の泊りである。長径l土J1明Jiの鱗IJーがm~ < 関係で一般

に多少傾くなる υ クロマツ 26 ~子の伊川-は他よ 1) _たであるから減少度もったである。とれに反し

短径はいやれも Dl4鱗後の方が遥かに大で，アカマツは_i1 S.j:~J 1. 32 cm，クロマツは 2.46 crn ，ク

ロマツ 26 号・は 2.59 CP.1明大している。 形状比は D1Jí(弘前ーが 48 でるったのが 88 となってい

るが，対m~は 45 が 87 となり， ぼf:fliiH'l[立の変化をなす。 jf!:量の変化はクロマツ 26 すが最

も大である。平均主:が対J!~{.の 9.97 gr であるのに対してクロマツ 26 号・は -26.36gr で約

21/判互の減少である。枯[，.jD:4f.v存によってクロマツ 26 号・陸民は長径の減少，うI~T径の哨プ'(;t~よび

重量の減少が最たで、ある。

第 84 表 クロマツ 26 号毛lS果の開鱗I下j後における形状および重長の~イヒ (1947 年産)

長 fを短径

樹 積 ;1rfL主FLT 三町ι:子PまZ 官長
cm I ._ , cm 

アカマヅ 4.凹7i 63 I 4.ω7: 67 i 0.000 2.125 73 I 3.4451 64 , + 1.320 
F ロマ γ6.455: 1∞ 1 6.156 1 ∞ -0.2ヲ9 2.922 1 ∞ 5.385; 1∞ i +2.463 

F ロマ':/ 26 号 j 9.396 146 8.050 1ぬー 1 .346 4.496 154: 7.090 1 臼! +2.日

l 形状比 i 宣 J泣立

樹 底 1Ht曜日L 田平後平均差 112ULi JF 後平均差
|平均 l 比率平勾比率 I gr 比率 gr i 比率 gr 

アカマツ I 52 , 1 16 I 83 95 I + 31 7.67 31 4 ・“ 32 -3.01 
F ロマヅ! 45 ! 1 ∞: 87 I 1∞ +42 24.60 1 ∞ 14.63 1 1 ∞ -9.97 

クロマヅ 26 号 48 ! 107; 88 I 101 +40 62.10 252 , 35.74 244 I -26.36 

以上のように p 間鱗の前後に沿いて形状むよび予;量l乙大きな変化があるのはfj~糾合t大である

ととと組子の重量が大であるととが大きな原因である c 本去ば 1947 年産;芭果 50 筒について

調査したものでp 間鱗前の数値が第 75 去と多少異なるのは年によって笹呆のノミいさ 1-=111遣が

あるためである。

(2) 種子

A. 種子の外部形態

マツの種子の大いさ:t>よび_lþ:量等は多くの学者ーによってìJlI]~が行われている ι 一括表示すれ
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ば、第 85 表のj邑りである。本表中農林省山林局発表(1942) のアカマツたよび、クロマツの種子

の重量は林業試験1:MIてたいて大正 2 年以降昭和 16 ""三に至し全国の営林局者冬、よび1宅問より

種子鑑定を依頼された利子について行った実験材処である。錯定件数はアカマウ 1495 1tlo，ク

ロマツ 929 1tlで、ある o :.:)，くに筆者が p クロマツ 26 号むよび、対照のアカマツ， クロマツの種子

の大いさ重量等について測定した数字を表示すれば引(~ 86 去の泊りである c 大いさむよび、重量

は年度により多少」凡なっているがp クロマツ 26 サが他に比して極めて大であるととには変り

門
E類 著者名

第 85 表 マヅの樋f-の大いさに対する記数一覧表

量

白沢保美

ア 本多静六

柏木秀幹

カ 近藤万太郎

中 H' t与太郎

""'" 
工藤防簿

農林省山;{木局

て1 |尾中文彦

|外山三郎

アイ r171 il青木秀斡
寸ミJ

Koene 

白沢保美

ク 本多 fff' プマ

1菅木秀幹

ロ 同

近藤万太郎

マ |狩野鉄次郎
工藤防費

ツ |農林省山 1* 局

!老中文彦

外山三郎

グロマ γ
26号外山三L1I\

5 
1') (�  C 1 r ,_ 0!""\...\;1.8-- 己 .0

1951 3.0~6.1 (1~2分)!(0.6~l.0分)
1.8~3.0 

3.5( 1.2分) (Ö~6~i~c 分)
，7~8 3~4 

年号
長さ 中高 厚さ主

ロ1口1

1915 4.6(1.5分)

1924 ， 4.6(1.5分)

1926 15~6 

1934 4~6 

1940 3.1~5.7 

1941 4.5 

1942 

1943 
4799 

1951 
(4.121~5.248) 

1927 5.0~5.5 

1893 

1924 

1926 

1927 4.5~7 .6 

3.9~5.8 

m立1 m口1

仁
川

、
ノ
一
フ
}

当
一
位

2
正

O

常
小
ぃ
一
円

υ

円
u
k
d

円
u

n
U

つ
μ

ハ
U
1
1
1
A

-
1
-
n

ノ

}
E
3

r
l

、
円

U
1
i

内
/
】

l
f

、
λ
d

r
l
J
}
l
t
n
y
 

1934 
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1941 5~7 
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J
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j f 3.88~13.13 
! \(モ{ド 8.38~8.63)
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第 86 表積子の大いさ，形状比お上び重量 (1946 および 1947 年産)

長 径(短 径 形状比|室長
樹 種一 一 ，~ .-ーーァYU 1 (1型也-

平均最大最小比率平均最大最小比率平均|比率|官ヨ|比率
ロln-l mm 口1打1 --. J 1I  gr 1 

1946 (ア カ マ ヅ 4ω叩叩B明問9卯一O 9310.6C226B5d 51 74 年産、l ロ ーマ γ ， 5.5?li 6.831 4.827i 103 I 3.193 4.076 2.489 103 1 57 100|15.105 
クロマヅ 26号 6.034 7.685' 5.023 112 I 3.418, 5.091' 2.625 110 I 57 100 '22.265' 156 

94?[ アカマヅ ||4.7995.24814.12l|l B912.710l3.14712.2351 |881| 56 
l グロマヅ， ~.41~ ~.~75 4.~?0 100 I 3.仰 3.876 2.8531 1 ∞ 57 
年引クロマツ時 1 7.142 7 ・ 9816 引 13214 叫 4・例 3.611 1 131 , 57 100 129.8901 208 
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がない。 1946 ó'ドは(/'，\'1乙出足の川

ロマツ 5.59mm 1亡対してクロマツ 26 号は 6.03mm であり，垣径はクロマツ 3.19mm に

対してクロマツ 26 すは 3.4mm である。比率に沿いてそれぞれ 112% ， 110% である。 rR

量はクロマツ 1000 枇当り 15.1 gr に対してクロマツ 26 .\jーは 22.3 gr であり 156% に相当

する。 1947 年はヂヨI:ilf~の陸県}汗生状況で、あった。 との "1:の股了・のえいさは 1:;j， "1三の :'-1三}~Jf;:: j[èい

ものと，目われるが，クロマウ 26 サは長径 7.14mm，担保 4.05mm に達し，クロマツの'I'-};J

仙の 132 :l';;ì よび 131% に J引当する。重量はクロマツ 14.3gr に対してクロマツ却すは 29.9 ~r 

であり実に 208% に注する b 向子の豆量が 2 1i"{.tJ、 1-.に lli していることは種子内益分の豊'f;fで、

あるととを示しているわけで、ある。

i以以:コ立J，、←上要する iに亡クロマツ 2却6 号号‘の;也也果 4必守よぴ:'f:í[i干子-はタ大〈いさ主沿示よび

て;著著し(T区ミ大でで、，実 fyfは也U.j~1亡沿いてff.'.J3 1;}, frH". f亡乳、いて約 21;{.である。

B. 由子の内部形態

拍子の内部形態学(I'-J(/~"I''f:のうち， '長も m~につき易いのは何!之の子日i川胞と匹のたいさである。

(A) 種 11乙

種皮は内部組織のíl~誰の川をなし 最下部にはいi化したた皮細胞がみられ，とれに接して数

ほのh市1I!出版。が存主する。石市111胞は厚膜のいHじした1:111胞から !il(り，ての内部には小{IJJiラ全たは

小楕円形の1:111胞の内!jJ:~がみられる。とのノj 、京111胞内院を1[ 1心として放射状に不規WJな条械を/1 1 し

ている， )'7:)J!財fH胞 lfrにはほ状柿iilIがみられる。とれらの行市111胞1mにはほとんど和iI胞illJ隙はない

ので，とのほによって完全に水分むよび、ガ、スの流泊が辿1m されているものと瓜われる。したが

って P との貯が厚いほど内部の院は安全に保護されているのである。

ぅt十石和iI胞匝?の数についてみるに， 江'~ 87 第 87 表問皮の石細胞回数

樹樋 |平均 最大 l 最/J、

アカマヅ 5

グロマヅ 7 

比率

グロマヅ 26号 8 

5
0

ノ

q
J

6 100 

6 114 

4 

第 88 表極皮の石細胞の厚さ

樹脂 !?|吃大|吃j、 l 比ネ
アカマツ 105.9 142.5 85.0 65 

クロマヅ 164.0 200.0 140.0 100 

クロマツ2M} I 此 8 r 225.0 142.5 112 

71 

去に示した通りアカマツ 5 居， クロマツ 7

hι クロマツ 26 号 8 居である。 クロマツ 26

サはクロマツに比し 14% 多いω

イ[市1I 1)Ji':!の!手さは第 88 表に示した泊 1) アカ

マツ 105.9 μ，クロマツ 164.0 ，11.， クロマツ

26 号 183.8μ でクロマツ 26 号は対照のク

ロマツに比I_."その比率は 12/0i' 大で、 3うる。

したがって， It'r全体としての)早さは， )立さ

と肘数との，HI'采もitとして

アカマツ 105.9/J.x5= 529.5 μ45 (比率)

クロマツ 164.0 ,lJ. x7= 1148.0/,- 100 

クロマツ26ぢー 183.8 ,1J. X 8~ 1470. 4 μ 128 
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J二Ii己のごとく炎わされるは十であるがp 実際にはやや斜めに交刀:に r~日子Ijずるので.とれより

二l';-r:')I!í.い。子市 H胞Jlf I 土 t~i)分i二よ i) l'メさが呉なるので正確には測定を行いがたい。むしろ以 1:の

ようにしてその相乗仏で比較する方が官三当の・ょうである ω との数値でよじ)1変ずれば、クロマり26号

J土クロマツより 28% )1ぷいことになる。

(B) れ

マツの和子はHu之の内部には益分に?:fんだ匹乳があリ，その内部に )(~r!の匹を)均する。すで

に発非前に 16の各部分は分化し幼~1~，幼茎ゐよぴ子:応の区ijリがあり p 肉fI民で充分に観察すると

とカfできる c

第 89 表恒の長さ ますコilfの長さはみí~ 89 夫i亡示した辺 1) アカ

樹種 平均 最大 最小
比率 マツ 3.80mm，クロマツ 4.07mm，クロマmm  mm  ロ1m

アカマヅ 3.80 4.25 3.32 93 ツ 26 -B-4.73 mm でクロマツ 26 号のむが
クロマヅ 4.07 4.41 3.88 100 

ク p マヅ 26~ヲ 4.73 5.12 4.18 116 
クロマヴより 16% -)..;_で、ある。

ニえに!J1~の外部分のうち，故も帆の広い部)j'-
第 90 炎症の先端の幌 (最大幅)

斗三J:ヲ 最大 最小
すなわち〉七/iir:汗<!\~の部分は第90夫に示したよ

1吋陪 比率
ロ1m mm  mrη 

うにアカマツ 0.85 mm , クロマツ 0.93mm ，
アカマヅ 0.85 0.96 0.74 91 

クロマツ 0.93 1.02 0.82 100 クロマツ 26 サ 1.05mm である。その比率

グロマヅ 26;ラ 1.05 1. 18 0.97 113 
は，クロマツ 26 サの方がクロマツ上り 13%

プ三で、ある。

J_'J..I二のように長さは 15%，帆は 13Jtí'大で、るるから，その休杭は一汗しく大である。 今11iに

JJイ7の形態を I l.lí~可)1三と 1)ぇ'どして，;卜，~q~ し， .f1~千六を i七w交すALぱ-"7(.の jffi りである。

アカマツ (0.85x1/2)~x π x3.80 二 2.156 mm:J

クロマツ (0.93x1;2)3xπx4.07=2.765mm:l

クロマツ26サ (1. 05x1;2) ヱパ πx4.73=4.096 mm3 

その比率はそれぞれ 78: 100: 148 となり，クロマツ 26 サはクロマツより 48% 大で、 dうる。

以上の泊り，クロマツ 26 -uーはすでに|!五時代から大で、あ 1) ，有利な形態を有して笠間な厚い

1日III)J包により 1!K龍さ Jしているのである。

出果むよぴ拍子の主なる特徴をー折表示すれば第 91 去に示す通 1) である。

第 91 表 クロマツ 26 号墾呆および種子総括表

毛t j:J:~障子

類 別 長径短径形状重量容僚長径短径跡(車こZLE盟理担理主官厚長
cm cm l 比 gr cc mmmm 比 gr 数 μ さ μmm m~m! mm:� 

i アカマヅ 4.3， 2.046.5 6.9 7.54.802.72 56 8.933 5 106 , 530 3.800.85 2.156 
考訟!クロマツ 1 5.2 2.751.9,15.619.25.413.10 57 14.34己 7 164! 1148 4.07ω3， 2.765 
似 l/;' ロマツ 26号 i 8.33.947.0473155.27.144.ml U129.890| BI 184|147014.7311.05!4.ω6 
{アカマツ 8374904439898898 62 71 65! 45 9391 78 

比率(グロマツ 100 100, 100 100 100 100 100 100 100 100 100 i 1∞ I 100 100 100 
l クロマヴ 26号 凶o 144 91 , 307.288 132 131 100 203 114 112; 123 116 113 148 
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以上の要点は弓たの泊りである。

(1) クロマツ 26 ~去の・砧県は大いさは対照の約 3 1，;~.， 7f~~:犬はややアカマツに貯!ずる。

(2) クロマツ 26 -g・の冊子は主量約 21ß-，形状はクロマツに類する。

(3 ) 種子内の IT1;/士約1. 5 併の大いさを有し， NtVz. e'、lの厚い石市111胞居(約1. 3 1めにより

保護されている。

3. 苗木

(1) 発芽直後の概観

マツの種子をポット IC揺問し僅かにごとを被せ持rJ üW水して rl 光で士w去を暖めれば約 l j!M川後

には発芽を開始する。まl'j;JJ11劫-;H(皮を椛り地 11'に机を延ばしてくる u えいで、幼茎はJ: i'fllfこ l'ド

び種皮をつけたまま地上lこ現われる o 概してクロマツ 26 サの発芽は一斉である。地卜.1t阿'1ljt

ぴ子葉がMJ くに従いそのた211iに附治した右[!:皮は耽}存する。間1之の股j容は対J!{~のクロマツとクロ

マツ 26 号では差J立がある。 クロマツ 2お6 号lは土 13迎b止担凶釧;占』訓訓~引訓11山川11山川l日川lリlυノう壬 1叩o r日l 謹い。 発芽の免第F35口1:!多J;ノ

j浪存に 3必守いてすでで、 Iに乙最が約~J 1叩O 日のヨ去差t芋三が変あ〉り 9 当初より生長がII[盛でるる。

稚l?iの外観はアカマツは一般にやや繊車111 ，クロマツは強制な感じを与える。クロマツ 26 -5・

はとれ等とは俗段の会があり，組めて強大な感じを与える。

発芽当時の色彩はアカマツとクロマツでは趣を具にするが，クロマツとクロマツ 26 サは類

似している。すなわち，アカマツは発芽後約 2 日川はj也 l二部が青緑色で、あるが，約 1 j!M1I1Jを径

泊して 3~4cm くらいの高さに庄一すれば子葉の直下は l!?緑色， rll 火73官は赤色となり rjttll以下

は透明な感じの赤紫色(紅紫色)を呈してくる。約 1 カけを経過すれば地上告別式全般的に青の

色彩が強くなり， I1 I行11以下は鮮かな赤紫色を呈してくるむとのとろになると保育11には根'L:を生

じ初生誕がi~!iかに発生する， ;(:[品目は透明な白色を呈する。

クロマツは発芽直後は不透明なfI汚緑色を呈するが， 1 j!M II\Jくらい経過すると上部は透明加す

緑色を呈する。中部より下部にかけて透明な感じの次r'I色に変ゴドる。約 1 カ月を経過すれば幹

部は， .1二部から下部に王るにしたがい緑色から nrr~1亡変じ， I1慨は微かな品交色を呈しているe

アカマツの子葉は I~:I るい感じの緑色をなし，クロマツはfI市'}[色を呈する。

クロマツ 26 号は発芽当初から地上部が他よりもやゃんきし暗青色を呈するが， 1週1/\1経

f益すれば， --' '.1\[)は I市青色， ，1 1部は背部色， ドtllは透明な1:'1 色を呈する c 発:tl'後 1~2週rl'dとろ

からその肥)\.生長旺症となり，外観的にも他のマツとは著しいヰ11泣を現わしてくる。 1 カ月後

第 92 茨限前幹色の愛化

\日数I 3 日 1 ;~週間 1 カ
\、---一一一一ーー1-. 1--- . -1 
樹碕 fF 幹全体 上部 中部 1 下部|上部 中部

アカマヲ i 青緑色 l 青緑色|赤色赤紫色 l 脊緑色

グロマ γl 陪緑色青緑色 l 白色緑色淡澄色

クロマツ明 暗青色 i詰青色 i 間色白色緑色淡紫色

月
| 肥大成長

下部

赤紫色

白色 中

白色 犬
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には子葉をペブJへ拡げその形態はït庁 2 干すより Ff しくゾーとなにかつ砕の l::fi[1 は緑色， r[l部は淡

紫色P 下部は n色を呈する G

以上のように色彩により三手?を識別するととができるが，とれを要約夫示すればi:j'Ç 92 去の

泊りである b

(2) 子共5

子葉の数は p アカマツむよびクロマツにゐいては一般に 4~ 9fiと称せられている(飯塚，

森川 1928，快勝 1936) 。 著者の実践したアカマツなよび、クロマツにゐいても大w これと一致

し，クロマツ 26 サもほぼ、同様であったが~ "，ViJ査結~~を表示すればお(~ 93 去の泊りでるる。対

第 93 表子葉数分配表

¥ 
¥ 子業数

演別 4 5 6 7 
樹種

本本 本 本
突)クロマツ 6 81 129 

撃しクロマツ 26号 2 13 111 152 
% 。〆ノUC l 。〆vr)

百 J !1ロマツ 1.9 25.8 41.1 
分
率 l クロマツ 26号 I 0 ・ 6 3.9 32 . 9 45. 1 

j肢のクロマツの千.t~Jは 7.1 /jらクロマツ 26

号は 6.8 本で， {I[[かに少ないが子二葉(f)数は

ほぼ類似したものといえる。

モヂくに子攻ーの長さは tß S4 去に示した泊り対

8 9 10 計- 平均最大最小 l 比率

本 木 ヰミ 本 本 本 本
86 11 1 314 7.1 10 5 100 

54 4 l 337 6.8 10 4 95.8 
《うも qら 。9~。 qも
27.4 3.5 0.3 100 

16.0 1.2 0.3 100 

第 94 表子童話の長さ

樹橿
平均 最大 最小

比率cm cm C町1

クロマツ 2.24 3.28 1.60 100 

クロマツ 26号 3.08 i 3.84 2.30 138 

J!nのクロマツは~I'-~j 2.24 cm であるがクロ 的考 1949年 3 月 11 日橋箆せるものを 5 月 24 日測定

マツ 26 -gーは 3.08cm であって， 138% に当り 38% の増加でるる。 T':~が大であることは

生理作用にも影弊しますます物112代謝をi!E.'IJtにし生長を促進しているものと J品われる Q

子~~は多数のNJ~E~が生じて，やがてlli!常誕の I i'，米はじめる秋とろ p 或いは翌春とろまで、に

は萎刈脆i容する ω

以上要するにクロマツ 26 号の子葉は平くより 11;J き， その数は対!!日とほとんど I ， ;J数である

が，_kさは約 38，%長い。

( 3) 初生誕

初生葉は子;提の展開後II\Jもなく去の中共日L すなわち，川市'ìに蝦旋状に配列して発生してく

る。通常葉のように 2 本宛民生ずるととはなく 1 本づっ生ヂ-る。その数は極めて多〈変5具込に 1

んでで、いる O 一般に第-，辺市史発生までの初生薬数は 10 数本ないし 60 本程度であるといわれ

ているじ

対jほのクロマツは 18~41 本，ドどJ 29 本であるが， クロマツ 26 号(土 24~51 本， -'1;'にJ

38 本で千均 9 本多い。比率i土 131% に相当する υ クロマツ 26 サJコ方が生長が旺盛で、あると
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第 95 表宇羽生誕の数 とを Illj らかにしている(消防夫)。

樹種 (?l TITl 比率 以 i泌するにクロマツ 26 号の初生誕の数

クロマツ 29 41 18 !∞ は対)!üに比し 31% 哨大している。

…2引 38 i 51 24 J 13l (4) 川の外部形態
i訪者 1証言ヰ 3 属工f日播種せるものを 5 月 24 日測定 泊常j!1~は生長を遂げた一般のアカマツやク

ロマツにみられる 2 イザ正!-l~生した長1・îßである。イ必~L民が 10 数本ないし 60 本発生するころか

ら生歩、るが，アカマツはクロマツによとして多少沿くれる。 llilJ;lF;~の諸J.riff の üllJJtはアカマツ p

クロマツむよび、クロマツ 26 ~J-各 20 本をillび， 1 本の 110・本のド部 5 本目から上へ各5 本兆の

針葉をと i) 100 本について1!IIJ"立をと行った。

A. 1 カ年後の発生本数

illl'!;;;・~の数は苗木の生kの遅辿と関係がある。 1 ヵ年後にゐける通常葉の数を去万とすれば沼

96 去に示す通りである。すなわち， クロマツは弓三にJ 10 本でるるが，クロマツ 26 号は 19 :4ζ 

第 96 表 1 カ年後における針葉の数

樹種 平均|最大 I i旬、
l 本|本|木

アカマヅ 6.4 1, 16 0 

クロマヅ 10.1 19 4 

グロマヅ時 I 19.3 I 29 I 9 

比率

63 

100 

191 

生じ約 1.9 1/干に相当する。 アカマツは1，主も

少なく約 6 本で，クロマツの 0.6 併にすぎな

い。アカマツには泊?;132の発生しない1/i，J休が

弘子あった。クロマツ乞6 号はアカマツに比

すれば 3 1;'~.以上の本数を有するとととなる。

B. 針葉の旋!旦l度

2 本の針葉を有する Jill市;!\~!主一般に友長三ji.行して立山なものは少なし 若干の捻jしを有す

る。その捻れを生歩、る JJ;( JよIについては不明であるが，今アカマツ p クロマツ p クロマツ 26 す

について比較表示してみるとが~ 97 去の辺りである。すなわち，アカマツ本、よびクロマツは左

に旋厄lずるものは， tîl乙岐川するものより少ないが，クロマツ 26 号はかえって liに続Jliiする

ものの方が多い。 )dî合計すれば，アカマツは一般に綻JIIJ皮の大きな針!定が多い。 クロマツ

第 97 表針

一------- 検問摩! 日樹種---------=一一-1 u 

アカ

1;亙

マツ JE
i 訂 3 

3 

l 左

クロマヅ!旦

|寄

(左

クロマツ 26号 (lE
|許

7 

7 

4 

4 

1/4 I 2/4 

葉の旋回皮

3/4: 4/4 i 5/4 

7 I 8 40 
3 
57 
100 

6/4 I 7/4 8/4 

3 i 2 

計

4 I 11 5 

19 
30 
16 I 8 6 
23 I 16 11 

5 
8 2 

日 I 19 I 6 I 3 6
7
7
4
0
 

q
u
k
υ

ハ
し

25 11 2 
44 1 17 i 5 

17 I 13 9 日
4
4
∞

3 

23 10 2 
40 i 23 1 1! 4 
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26 -8-・は対照のクロマツ iこ ßnするが，とれより多少iitl ll llltが大で、ある ω kれともモードが 2/4

抗問である点は二 11f一致する。

C. 針葉の大いさ

(A) jil~のt三さ ('U~ 98 夫)

Httのiぐさは対H~~の 5.71cm I亡対して 7.04

cm であり 123% に設当し 2396 明大し

ている L 参7十3までにアカマツも列記してるる

極樹

第 98 表針葉の長さ

最小

アカマヅ

平均 京大
cm cm 

5.27 8.50 2.90 

が， アカマツに比較すれば， 31% 哨大して グマロヅ 5.71 

いるわけである。

(B) 針Jl.~の ~I日(抗 99 炎)

針葉の隔は第 99 去に示したようにクロマ

ツ 26 ぢ伺が壮大で、あって，対!!日のクロマツは

とれにつし、で、人ーきくアカマツはilk小である。

その分間山え況は 3Xのq:，):1~去をと炎わしている 0

-'F.均1/1'(は対JEtの 1049 /，- I乙対してクロマツ 26

1子は 1100ll であり， 僅かに 5% J\守大して

いる。

(C) 針~\~の )1J: さ(第 100 '夫)

針誌の)早さも l陥と全く IriJ様な ftiìlllJがみられ

9.30 .¥.00 100 

cm 比率

第 99 茨針葉の幅

平均 最大 最小
μ 1" μ 

983 

1300 

1500 

樹 1霊

第 100表針葉の!享さ

平均 最大 最小

92 

クロマツ 26号 7.04 1 1 .30 1. 10 123 

勺
〆
】
nu 

一
つ
U

円
U

つ
υ

4

勺
υ
k
u
Q
υ

t
r
q
υ
c
J
R
J
U

一

一7
3
3

L

一

l
n
J
n
J

L

一6
8
9

一

-
1
i
1
l

勺
，
ム
一

c

一
只

)
Q
J
n
u
­

-
r

一

4
6
7

一

γ

ツ
民

J

一

〆
。
一

マ
マ
リ
一

カ
ロ
マ

ア
ク
何
十

比率

567 

833 

867 

75 

100 

105 

樹碕

アカマツ 790 

グローでr ツ 1049 

クロマツ 26号 1100

比率

70 

100 

る ι クロマツ 26 号が}\走大でその "1三J::)他は
第 101表針葉の !~i制f面積 UÞ x厚さ x 7ti4) 

1古j f:霊 平F 最大 長小!比ギ
702 !l でるる。対![日の 691/l IC 比しir'1'iカミ lこ約一 一一----一一

2% のJfIベとなっている。

(D) 針:症の1:iIH!ffWﾎ ,h'f (~'~ 101 衣)

アカマツ 293292; 476111 1699131 

グロマ γ568190 J 850077: 359M8' 100 

クロマツ叫 i5mlil山科 419917 i 103 

釘 mの油断fÚÎも14は申Mゐよび!手さに比例する。引 AE の十:(，11.町一 l白[

の ]1ヲ状を似l乙{引qの 1ì2 j2if以v: ものとして計1;/:1十jミすれば第

101 ']ミに示すiill りでるる。対!!日の 568190fl~ に対してクロマ

ツ 26 号は 582011μ であり約 3% 増大している。

(E) 針葉の体積(第 102 去)

第 102表針奨の体積

(長さ xUI(íi有国積)

樹桓 iF25債比率

アカマヅ 15.8 49 

クロマヅ I 32.2 100 

クロマツ 26号 41.0 I ¥28 

52 

以上のように釘支の長さは 23%. 横断面積は 3%増大して
第 103 表 1 年生白木の針葉総体積

いるから当然体積の増大をきたしている c それぞれの千均値 士一 平司詞百一千ーニ
樹種 mm3 1 比率

め相乗誌をもって体積を表わすものとして表示すれば第 102
アカマツ 101 31 

去の通りであるc すなわち p 休砧fl乙換算すれば対J!日木(クロ クロマ Y 325 10G 

クロマツ 26号 791 243 
7 ツ) 1 本の企i呈5は 32.2mm3 の体誌を有し，ク口マツ 26
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サは 41. 0mm3 である。アカマツは遥かに少なく 15.8mm3 である。対照 100 に対してクロ

マツ 26 号は 128% に当しアカマツは約半分の 49~'Yo である。

D. 1 Wí木J-.の針葉総体杭(消 103 表)

以 1. のように 1 本の針葉の体誌には約 30% の拘H主があるが， I了νiY可iJ}

じ 1 本のI古IJ』7{木lに乙若生している針葉葉ルの全i千休d本判ドM干積よ六t を言計計l'算すtれLばば、第 10侃3 夫iに亡示す通りでで、ある。 すなわ

ち p 対J!Hのクロマツ 325mm3 に対してクロマツ 26 サは 791 mm3 の休積を有し 243% に相

当する ι アカマツは 101 mm3 の 31% である。クロマツ 26 号は対HHの約 2 倍!f，アカマツ

の 8 伐の針葉量を有するととになるが，実際は初生:!日ミがな:ìi-若干残って沿れ通常業の代用を

つとめているから全体としての差はとれより大でるる告である。いす"~しにせよ，布IJjミ架から速

かに町市民に生えかわり， 2 倍半に沿よぶ針葉体的をもって物質代謝を行うととは生長生理上

有利であれ旺盛な生活の原動力を刻々有IJ給していることになる。

E. 葉鞘の;長さ(第 104 去)

来'mの長さは1r，~1休により変

異がある。すなわち，クロマ

ツは大{本 0.30~0. 70 の Íj[[j国

内にあり，その千:UJfii'lは 0.51

cm である。とれに対してク

ロマツ 26 号は O.40~0.90 cm の範1ft! fÎ" Jにるり千均抗は O.Wcm で、}持者の 118% に相当す

第 104表葉鞘長
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る。アカマツは 0.30~0.60 の範I:!lj I刊にあり平均値は 0 .48cm で 94% に当る。 すなわち p

クロマツ 26 号が枇ブミで 3うるの

次に各Wtf'illの栗判長の集長に対する:切合は同支に示したように， アカマツ 9.1% で最大，

クロマツ 8.9% でとれに失ぎ，クロマツ 26 号は 8.5% で11乏小である。普通葉，'!{rìは針葉が伸

長引;iWìすると 1m もなく完成するので， 谷イl司休の:].\g<j\'i'ì長は針葉の長慨にかかわらやほほf一定で

るる。したがって p 針誕の長いものほどその訓合は小となる迎である。したがって P 針案の長

径と反対に p アカマツ故)(，クロマツi[~，クロマツ 26 号最小で、 2うる。

F. 針葉の形状北

(A) ま|葉縦断形状比(幅/長さ x100) (第 105 去)

針案の各辺の:hとさについてはすでーに述べたととろであるがp 共にそれ等(が相互関係について

みるとととする υ ま歩縦断的[の形状を長さに 第 105 表針誕縦断面形状比(附/長さ x100) 

平均 : 最大 i 最小 | 比率
対する l隔の'，li!J合で示すとととしp とれを形状 ¥ 階

|割種 、

」七として表示すれば第 105 去の泊りである。 一一
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変異の幅はクロマツ最小で他は知似してい

る。庁予止えよ七のゴ1' 1今t立はアカマツ 1.57 ， クロマ



:1赤木育障に関する知見 (外山) 95 -

γ 1. 87，クロマツ 26 -!テ1. 65 で p その比率は 84: 100: 88 である e クロマツ 26 サは，幅

むよび:L~さい十れも他より大ではあるが，その縦断形状は反って中mJ的でるる。

(B) 針葉樹町形状比(厚さ/~，日><100) (第 106 炎)

箇問形状比も縦l好形状比と 1"日tIi向がある ω すなわち，第 106 去に示した泊りクロマツは変異

A. 炎j之(第 107 ， 108, 109 友)

表1之は比較的厚肢の市111胞から成り，その外

国は外皮でた沿われている。 1 "j三生苗木の主1・

葉では外1えのはさ 3μl付句、またはとれ以下で

ある ω 表1k:f.11リj包の形状は ]:JUIヲの角を円くした

ような形でやや符円に矧似しp 長径の方 I(，J に
i桔考 凶~rrúît貨は楕円として計算した。すなわち，

連続して怖を形成している。その長さ， 11'日必 長径×短径×定;4

よぴ、横断而ーもなは第 107 ， 108, 109 去に;示す通りである。

の幅少なく p 形状比:itk)三で、あって 0.661，ま

たアカマツは 0.613 ， クロマツ 26 号・は 0.639

で ~Il聞の他を有する。!日4さゐよび幅はいやれ

もクロマツ 26 ←号がllX:大であったが p 形状上ヒ

はかえってi[ J! lijの航をとる。

以 i二裂するにクロマツ 26 号の稚古の針葉

lま，対!!日木の一般クロマツやアカマツより大

いさ大であり， 1 1百木ー 1--の総針葉は体的はク

ロマツの約 21:'Fドタ アカマツの 8 倍 iこゐよ

ぶ。しかるに11予状比はかえってクロマツより

やや小となり，アカマツとクロマツの r[ 1J :ij的

lü'[ をとる。

(5) ;(:Y!Wの内部形態

第 106 表針葉演説田形状比 (厚さ/隠 x100) 

日よ\Ftl 平均 | 最大 i 最小 |比率
アカマツ I 61. 3 i 75 48 ヲ3
クロマヅ I 66.1 75 55 lC コ

グロマツ 26号 63.9 78 55 97 

第 107 表 差是皮細胞の長さ

樹種 |?l 宇 i 号、|上凶
ア刀マツ 13 8 93 6

0

〆

Q
J

I

l

l

 

クロマヅ 14 11 

11 

100 

100 クロマツ 26号 14 

樹応

第 108表表皮細胞の隠

平均 最大 最小
比率

μ i" μ 

q 14 B 

12 14 日

12 16 日

アカマツ|
クロマヅ l

tケロマツ 26号

お
∞
∞

第 109 表表皮細胞の横領面積

樹閣
平均 最大 最小 比率μ 2 μ“ μ 2 

アカマツ 92 138 50 70 

クロマツ 132 209 69 100 

グロマツ 26 -jき l 132 239 69 100 

本去に示した去1坑11]胞の各j!llJ定値のk.いさは各針葉の横断回にむける背国p すなわち p 弧の

故上部の細胞についてiWJJë したものである。 すなわち， 100 コの IJ;lf面よりそれぞれ 1 コ宛計

100 コの細胞について別査したものである。

夫Jk:*lH胞の長さ辛子よび中国の変具は小であって p 大休市1111胞の大いさは類似している。長径短径

い-Nl もクロマツ 26 -!まと対日liのクロマツは 1 ， i] ÍltLでるる。アカマツはこれより/J、である。横断

iMfj't もクロマツ 26 -ジ 132μ2 ， クロマツ 132 戸であり i;11等しい。 アカマツはとれに対して

92112 で 70% である。tI\:町而はクロマツ 26 -B・Jコ方が対!!誌のクロマツより大で、あるから，夫

氏市111m\]数はクロマツ 26 ぢ・が多い筈である。
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以上i必ずるによー!之利11胞の大いさは対J!日と変りがない。々の数は対)!(-;，よりは多い。

B. T去1).乙(第 110 ， 111 , 112 夫)

F夫l之は去IJzの l山下に:rJ!'lたわ i人主と νつ *IIIIJ包映は!以くかっ利 111:に~苦情 lこ ii11f合して機械的Il~強作

IIJ をなし℃いる ι サえに 1布川 JI技Tf1rJ.Jコ六 f(J形を呈し. 1 ないし 2 f母で ib る。 1 年生市本ゴコ主 I'~~

にゐいては)('1(::は認められないが蹴してアカマツは 1 肢であるのに反しp クロマツネ、よび、クロ

マツ 26 -1}!1:机断Ï1'iî底辺の恥jhIi または他の部分・が 1 ~ 3 カ月j-2 J仔を JI弘文するものが多い。引に

クロマツ 26 サは 3 肢の場合もかなりある。

下衣!主の王;とさ，脂{ゐよぴ償問問もltは第 110 ， 111 , 112 去に示す泊りである。

とのì!llJJëは夫 IJz*111胞の場合と /liJ様，附市{の

"I'fh'iî:lrkJ二千'Híに公いて夫!立市111胞をど測定した旺←下

第 110表下表皮細胞の長さ

平均 最大 l 最小 比二苓1他j 磁
μμμ 

27 14 83 
のものをiJ!l.I定した。:i:f~ 110, 111 両去に示さ

アカマヅ

グロマザ 23 32 14 100 

22 35 14 96 

れているごとし長さ沿よび~~J日 l土クロマツが

最大で F クロマツヨ6 号はこれより数% /)、

である ι アカマツは温かにノj、さいととは夫皮

の場合と/，，-Ji設である υ 間的f 而加はクロマツ

19 

グロマツ 26号 l

第 111 表下表皮細胞の隅

平均 最大
樹極 μ μ 

最小 比率
μ 

26 号は対I'II:{ より約 10% 小さいe アカマツは アカマツ 14 19 

約 40% の7f，j~少である。かようにクロマツ 26

サは長さ必よび陥は数%，同[杭は約 10% ノj 、

であるが，炎にみるように長さゐよび帆はそ

れぞれいの :N:~であり，かつ変異の組問内に

ある。

i詑)(1は小lu'_( 乞検討するに p 長さの:ll}:'大自白

は，クロマツ 26 ガ坊~ 3/1. -J(で、あり， ijl{~îのiik

II 九
∞

M
N

グロマヅ 19 24 8 

クロマ川号 18 24 14 

第 112 表下表皮細胞の程胸@i積

体J 関 1t?| 号 最小
μ" 比率

アカマヅ 209 403 61 121 

クロマヅ 343 616 121 

クロマツ 26号 311 622 154 

100 

91 

{時考もYlí'1ii国債は惰円として計算した。

ノHJ立は 6ft 大である。 また ， ;j:jl{断fì;rÎ 1'J'tの 11主ブUI立小fn'lも大でL ある。 かような点を二与え bわせる

と対j!{1のクロマツとの主:はほとんどなし、ものと汚えて支昨ないでるろう。

以上裂するに炎w.市111胞の場合と /liJ様クロマツ 26 ガーのド夫氏のんし、さは対!!日のクロマツに比

して大主はないひ主I-~の断聞が大きいのは去の数が多いためである。

C. 気孔

(A) 気孔数(第 113 表)

気孔の数は葉の岩生位置，陰陽の主その他により異なるととは一前述の通りであるが，コド実駄

に使用した各枝j極の針葉は全く同一環境のもとに養成した古木から採取したものであるから p

その芸は屈の特徴を表わしたものといって差支えないであろう。アカマツ，クロマツゐよびク

ロマツ 26 号はそれぞれ背腹合計 7.9 ， 12.3, 12.9 r:lの気孔を有し比率は 64: 100 : 105 でる



第 113表気孔数

林木育種に関する知見 (外山)

る。 アカマツはクロマツより活カ aに少ない

1樹種
一比率ヵ"

平均最大最小背腹 1平:l6J{í己[
比率 IJ 七 J苓

i 背 i 4.6 
アカマツ(腹! 3.3 

1 汁 i 7.9 

{背 7.7 II 
クロマツ;腹 i 4.6 7 

l 計 12.3 18 

{ogr: 8.0 12 
クロマヅ J J~ , "百 4.9 ， 8 26子主 I !J_?{-

l;[1"< 12.9 i 1 似

3 
2 
5 

ζ
U
E
i
u
 

58 1 
42 64 
100 I} 

63 1 
37 ¥ 100 
100 1 

5 62 
2 38 
7 100 

II 

に
J

勺
4
7
J

97 -

クロマツ 26 -\}-εは 596 判'I)JlIしている。

(B) 気孔の前庭 (前 114 ， 115 , 

116 夫)

マツJ!J'i成本の気孔は陥没'I{!:気孔で表l交の変

形した孔辺中111胞は内部へ!日jつで発51 しïiíjJØ;と

105 11子l攻防乞形成しているが， 1 年生市木の気孔

の形態も変るととろはない。前庭3L、よぴ11子!吸
備考* 12+8=19 なるは背腹子r. ，寸なわち，全気孔

数の場合 19 を有したるものが最高であったた 肢の測定に当つては壮大師会よび壮大i架さの
めて、あるわ

第 114 表気孔前庭の隅

樹極
平均 最大 最小

比率
μμμ 

アカマツ 14 19 B 52 

グ円マツ 27 41 14 100 

グロマヴ 26号! 23 38 16 104 

第 115表気孔jìíj庭の深さ

部分をyJlIJ;;tした。

níj!l，告の帆は， クロマツ 26 号 28 ，11.， 対[J{i

27/1.で， IjíjJ)'は l ，lJ. 大である。 アカマツ!土

:Tillかに小さく 14/1.にすぎたいι 比率に本い

てクロマツ 26 号は 4% の府大である。

深さはとれに以しクロマツ 26 サは 30μ

1泊極 ?ipl ZTl 比率 で対 J!以リ 1/1.ノj、吋る。

ある。
2

6

l
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14 55 

16 100 

22 97 

第 116 表気孔前庭の大いさ (1隔×深さ)

i討種 tF1 や iitf| 比率
アカマツ 238 418 1121 28 

クロマヅ 837 1444 420 ~ 100 

クロマツ 26号| 白o 1632 3,,2 1∞ 

第 117 :j史 気孔呼吸腔の幅

樹関 平均 1 最大 1 最小 I 比率
1" μμ 

アカマヅ 1 24 35 8 92 

グロマ γ 26 43 14 100 

グロマツ26号| 22 41 14 85 

第 118表気孔呼吸院の深さ

樹i 種
平均 最大 最小

比率u μ p. 

アカマツ 47 65 30 96 

グロマヅ 49 73 32 100 

クロマヤ 26号 47 62 27 96 

比率は 3pd ノj 、で

横IJ;lríI'lî千'J'fは 11I日 xr~~ さ x a (ただし a は係

数)であるが， 11X. 1 こ IliÏ7i>< ìえてさで夫わして比較

すれば， 119 去にえとしたようにクロマツ 26

サ 840 ，11. 2 ， クロマツ 837 1♂でほぼI"jfli'[で、あ

る。アカマツは詑=しくノトさく 238/1.誌で 28%

にすぎない。

(C) 気干しの 1I子11反映(第 117 ク 118 ，

119 表)

l呼吸!院のんいさの関係は前庭の場合と趣を

異にする。すなわち p 第 117 ないし 119 表に

表わしたように p 幅はクロマツ 26 号最小で、

22/1，クロマツ 26μ，アカマツは中間の 24μ

である。比率はクロマツ 26 号は対照より 15

%小であるn

i采さはクロマツ 26 号 47μ，対!!日 49μ で

4% O) i成少でるる。 アカマツはクロマツ 26‘
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サと等しい0

*1亡 l呼吸院の大いさは，クロマツ 26 号

1034，uC ， クロマツ 1274，11\ アカマツ 1128，11~

でクロマツ 26 号は故小で約 20% 減少して

いる。

flíjIífと呼吸院の大いさを介計して比較すれば，アカマツ，クロマツゐよぴクロマツ ?6 号そ

れぞれ 1366μ3 ， 2111112 , 1874 liJ であり比率は 65 : 100 : 89 であるc すなわち p クロマツ

26 号;ffË苛の気孔の大いさはアカマツとクロマツの ιI tJ lUのんいさを有する。

以上要するにクロマツ 26 サの気孔の数は対J!Hのクロマツよりは多少多いが，ノーいさは反っ

て小型で、アカマツとの rl tJ llJである。

D. 樹脂道

針葉の横断面にむいて下支!之の 1111 を ILî める部分は葉肉で葉緑粒を含み同化作JJj を営む。との

采組織は 15~100μ 程度の大L、さを有し，円類似形または多角形を呈し他の市rll胞に比し著しく

大である。敏替数は{fltかにiiZlめられる程度のものから30 くらいのものまであるが一般には 10 コ

内外である。とれ等の来最111胞を縦に i'fいて樹脂;立がノ((.fi'しているとと成木の針葉と jliJ様である。

(A) 樹脂遣の位白むよび、数(3fj: 120 表)

成木の主十」定にたけると I，i)様，アカマツとクロマツとでは樹JJ円近の位置を異にし，クロマツの

樹脂近は主として柔和J.織1/ 11乙存在するのに反してアカマツに沿いては主として周辺部下表皮車1/1

胞に接してイ子在する。クロマツ 26 号時樹にないては大部分がクロマツと|司操葉I勺采組織 '1 1 に

イfイ!こする u 通常葉にたける樹IHí'J11数は一般に樹齢が高まるとともに榊加する(森川 1926)。今

クロマツ 26 号稚苗のイfするtlY:tJHTj立の位置ゐよび数を表示すれば第 120 去の通りである。

第 120表樹脂遣の位置および数

第 119表気孔呼吸!空の大いさ (11'高×深さ)

樹種 平均 | 最大 ( 最小 | 
2' I μ2 142 比率

アカマヅ 1128 I 2275 I 330 89 

クロマヅ 1274 2065 665 100 

クロマヅ 26号 1034 513 1 81 

型 ア カマ γ2回

、\樹!i日童数
5 4 3 2 

制極

アカマツ| 1 i 6 35 52 
クロマヅ|

中nn型 クロマヅ型

2 1 23  

計 !ザ苧uご当り
や耳目包
道数 1 比率

1 I 3 
2 i 9 

グロマツ時 1 2 3 I 4 ! 88 I 3 
備考 アカマヅ型樹脂道が下表皮に後して存在するもの

クロマヅ型樹脂道が葉肉柔組織下1:( Iこ存在するもの

中間型樹脂道が下表皮に接するものと柔組織中に存在するものとを併有するもの

1 1 88 
お
∞
∞
一

A

け
9

一

∞
∞
∞
 

2 

本支で lリj らかなように p アカマツタクロマツゐよぴ、クロマツ 26 サいやれも r[1 1I日型ゐよび、他

型のものを岩1ユ混じている。すなわち p クロマツむよびクロマツ 26 もトにゐいては中間型をそ

れぞれ 9 .::1'よぴ、 3% 生じ，アカマツ:1'!をいす=れも 2% 生じている。実験にfんした種子はいす"

れも大部交雑に rll来するものであるからアカマツの花粉が若干混じて授l'N したことも想像され

る ι アカマツに必いても全く同様で、あ 1) ， 1/ 1 1/1]型 3%，クロマツ型 2% を生じている。 クロ
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マツの花粉ーを交けているととも泡!保される。クロマツ 26 ~}はその nブ〈性l亡 q'\'徴があり p すべ

ての杭子はクロマツ型的q ，\;'[Jõ を有していたにもかかわらや，それ等から生じた，f1í~""Iの JW.!\~には

r[ 1川WJ j'ö、よも:アカマツ却のものを混じているととは山立しなければならない。

樹JJfij立の数はクロマツは主樹JJ行ill2 ftiのものがん部分を山め， M!J樹JJ行遣はまだ発生していな

いc クロマツ 26 号は対Jf({のクロマツとIi，j様 2 出i を有するものが大小を Ill めるがp3 向の日IJ樹

JJ庁;立を発生した針葉が 3.% である、アカマツは 2 i8jのものが小数近くを，，，め， 3 mi以一 1:の/.j IJ

樹脂むを有する針;!誌が 42.% である。千均樹脂む数l土クロマツ 26 号たよびクロマツは 1.97 f:(:j , 

すなわち p 最守 2 í:立であり，アカマツは 2 .47 何である ι 比率はアカマツの方が 26% 多い。[，司

~m岐に生育しでも相舵により樹JJ片道数の榊カ111乙遅辿ーがあるととがわかる c

以上泌するにクロマツ 26 -g・羽(，，'，'íの針葉のおJJJ片道はアカマツ型公.J:び qq:\J~'!をと住かに j昆す=

る。ただしその程度はアカマツ之、よぴクロマツが他型台より:'qq:u却を出やるのとほ IfJ ， îJ程度で

ある。また，クロマツ26号の樹JJ i1 j立数は対!!立とほぼ。"îJ様である。また， {i\IJ樹脂むの発生はアカマ

ツ 11止も平(，クロマツヰとだ発生せやクロマツ26サはようやく発生開始期!に入ったととろである。

(B) 樹JHJ泊ーの大いさ (第 121 ，

122 , 123 夫)

tj)JJJIT遣の JF~は川に近いが，多 r夕、十í'j:r:~類似形

をなしているので，十店fi~ として長径会よび照

第 121 表樹脂道の長径

約j i ? !? 号、 上梓一
関

会樹脂道 22 51 5 69 

高IJ\対日日i百 15 38 5 47 

平町 21 51 5 66 

7 ツ 32 59 8 100 

,') 26 号 27 54 8 84 

クロマツには副樹脂道未だ現われなL 、。

タロマヅ 26号には副樹脂道か有するもの
が 3 個体あったが，主樹脂道とその大き
さ異ならず別にtd載の必要はないので，
アカマヅのみ分けて平均または合計を求
めた (122 ， 123 表も同じ)。

第 122表樹脂j立の短径

l 平均最大最小 i
1苛極 比率

μμ 

王樹脂道 18 43 3 67 

アカマツ、百1]11別町立 13 35 3 48 

!平均 18 43 3 67 

F ロマヅ 27 46 5 100 

アカマヅ

千芸をむ!I.!'.どした。アカマツに:t~'l 、ては MIJ佐l附
クロマ

の発生しているものが多いが，そのj(l'l[川直径
備考 1. 

は一t樹JJ行道と異なりノj、で、ある。 ïi出主のごとく 2. 

クロマツに，:;;'Vl ては MI肘:tJHT遣を有するものは

1 イ(，'， 1休もなしクロマツ 26 号は 3 11>'，'休が日IJ

樹JJ行遣を有していた。 しかしとのものはその

大いさがほとんどこt樹JH1iö:と異ならなかった

ので、大いさ DilliJJëは区別しなかった。ただ，

アカマツのみは区))IJ して ililJ 5Cした。

長径lはまア力マツに 3主二‘いて lは士主樹樹，(脂l出旨道は 22勾/

でで、あるが，話IJ樹脂道は 15μ であり 7，u.の芸

をギ干し平均 21 /'- である。クロマツは 32l1 ;1

クロマツ 26号は 27 .'1， 三f-均fiilの比率は 66 : 

100: 84 であしクロマツが最大である。ク

ロマツ 26 号は 16.% 小さい。

短径はアカマツにむいては主投tJJ~i立は 18μ

クロマヅ 26 号 23 49 B 85 

第 123 表樹脂道の横断面積

樹 種 |平F1 最季最f 比率
jJ." f.' μ 

主樹脂道 こ 49 1554 13 56 

アカマヅ 副樹脂透 181 1044 12 27 

平均 313 1554 12 46 

グロマ 'Y 679 1962 31 lC コ

クロマツ 26 号 481 2289 50 71 
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であるが刑樹脂遺 13 (1 であり 5 (1 の設を有し，千lf'Jvì 18 (1 である。 クロマツ 27 (ん クロ

マツ 26 -1i} 1土 23 /1.，ヱI~ .tfjfll'[の比率は 67 ・ 100: 85 であり p 長後の比率と類似する。

H，n析而槌を楕円とみなして;jy~下して比校すれば千JLJ fJ![はそれぞれ 313/12 ， 679 ，I1~ ， 481 ，11宮で

ある。 比率をとれば 46: 100 : 71 でありクロマツに北しアカマツは 46.'Ynにすぎやクロマツ

26 号は 71% でその 'It川である。T-fí，，'，'j期にゐけるクロマツ 26%号の樹脂志の大いさはアカマ

ツとクロマツの中国lである。

第 124表保護輸相回数

樹 種 |初 1:府 l 落lj[ 比率
Al 6.8 1 1213173 

7 カマヅ B I 2.0' 4 0 22 

|合昔十 1 8.8 12 5 95 
17 ロマヅ 9.3 16 6ωo 

タロマ γ26 号 8.8 14 6 95 

(C) 保護革1'f京IIW包 (1;(¥ 124 , 125 , 

126, 127 去)

クロマツゐよぴ、クロマツ 26 ~J‘は一般に樹

脂;立が葉!勾柔和IIH包 rl.t にある関係で保護~IYJ和11胞

は完全で・あるが，アカマツでは下去皮iこ接し

て存在するのでその接両部分はド支度末111胞の
話 A 17 ロマヅ等に見られる普通の保護鞘細胞。

B 下皮細胞がやや肥厚して保護給細胞の役を 創11胞脱がやや)j山手して保護鞘細胞の役目を役

なすもの。 ねている。よってアカマツに沿いて!主本来の

第 125表保護粕細胞の長さ 保設中l['f*111 IJ包を A，下表皮和11胞の変化したもの
平均 | 最大 | 最小 | 

樹種 1 | |比率 を B として制税制定したυ
lμμ| 

アカマヅ 19

クロマヅ 21

クロマヅ 26 号 19

7
2
q

ノ
-
q
u

つ
〆
白
内
4
υ
A
t 11 

11 

B 

90 イ米位1/q'j*1I 1胞の数はアカマツはAが主樹脂む

7.0 f,(;j , /，\IJ樹脂道 5.6 í~札千五J 6.8 向， B
100 

90 

註木表においてはアカマツの主副樹脂道の保護翰 が主樹脂迅 2.1 筒p 則樹脂道1. 8 筒， -'1ばJ

T!叩ーに計算した。第問問表また同 2.0 凡介川均 8.8 筒であり p クロマツ

第 126 表 [思議中í'ì細胞の 11時

樹種 i?lF1 号、|比率
アカマツ I 14 I 22 I 
グロマヅ 14 24 

クロマヅ 26号 I 14 I 22 

8 i 1 ∞ 
5 100 

8 100 

第 127 表保護給細胞の闘司ilIIi積

樹極 i f?| 窄 l 雫、
アカマツ 2ω466 ! 69 

クロマヅ 231 603 1 31 

夕刊マツ 26号 209 1 540 95 

1 比率

ノトである。

9.3 f:日j，クロマツ 26 号 8.8 向， その比率

に沿いてそれぞれ 95 : 100 : 95 でアカマツと

クロマツ 26 サは I ，.. J値で 596 少ない。イJ両立拍

車111胞の 11引大は桁PHf!fJ:).形であるから大いさの

~!llj定は長窪短径をìWJ定し p 面積は十ií'Pl として

，;卜111=した。

保護市i持III胞の長さの千ιJfJl'[はアカマツ 19

ハ
U

円
U

円
U

9
0
0

ノ

μ， クロマツ 21μ ， クロマツ 26 号" 19μ， 

そのよ七率は 90: 100 : 90 である。アカマツと

クロマツ 26 号は I'ÎJfji'[であるが対照より 10%

1~::iÌf1i IM'j*1I1H8 (/) 1m;の千五Jffl'[はいサコれも 14 ，11. で変化がない。保詑1/ij'j*111胞の隔を土と径で除L.-，そ

の形状よじを求むれli'アカマツ，クロマツゐよびクロマツ '26 号それぞれ 74: 67 : 74 であり，



林木育局に闘する知見 (外山) -101-

クロマツ 26 ~J寸土アカマツと l ， fH/丘でるりクロマツよりメLI1~ç を市宇び、ている。

f保i米柿:匂t護主到t初制l{j l引悦'j晴市湘j球泊刷t和制制11川川/1附|川1胞包の 柑村杭!r制'{I断方折f 1(1目白'IÎ;1杭j

209μこで、|同t討可1すHo'白'jし， ク口 7 ツは 231.'μ'-~ である乙 しカミるに ii定ブdi且はアカマツよりクロマツ 26 号4

の方が大で、クロマツは故も変異の幅が大である c 比率はアカマツむよびクロマツ 26 号は対J!H

の 90% に十I1 当ずる。

以上要するにクロマツ 26 サの保護qií~j市 111胞は， 対!!なのクロマツに比し数 (95%) ， 大いさ

(90%) ともにややノj、となっているがp 大休iこ沿いて類似したものである。アカマツは数p ブミ

いさともにクロマツ 26 号と IF，j1/立である。またjf;:J夫はアカマツに会見する。

(D) 分・泌京1I1胞 (第 128 ， 129 , 130 , 131 炎)

分泌中111胞はf~~aßYWJの I入lf!lljにるし実際樹脂を合みとれを分泌する市1I1胞である。

分泌市111胞の数は，アカマツは主樹脂也 6.3 何， Ì'， ~lJ樹JJ行道 5.4筒，千五J 6.1 信iであり， ク

ロマツ 7.2 内，クロマツ 26 号 7.6 í;(;jである。したがって，その比率はそれぞれ 85: 100 : 

106 でクロマツ 26 サ最も多く，アカマツは :/jむj 、で、あるの

分泌ネ111胞の大いさはそれぞれの樹脂道の代

表的のものを測定して，各組JHr~立の三!，-:1;J11立を

第 128表分泌細胞の数

閥極 l 平均|最大|最小

求めた。形状はi1'i'/IlJiJ'i似;11三で主うるから長径恒 アカマツ 6.1

荏を iJUJ Æ しtJt{lílr li'iiHiは楕円として計算し

た。

分泌、市111胞のiとさはアカマツ 13/1，クロマツ

18μp クロマツ 26 ~土 16/，- である。したがっ

て，その比率は 72 : 100 : 89 でるる。クロマ

ツ 26 号は対)!(1，によじし約 10% 小であり，保

護拍車!日胞の場介と I'ÎJ様である。

分泌創I1胞の怖はそれぞÜ， 8 /，-， 10 ,"-, 10/,­

であり比率は 80: 100 : 100 で p クロマツ 26

号は対!!日と H1JtLでありアカマツは小である。

クロマヅ

クロマツ26号

o
l
-
-

4 

7.2 

7.6 

4 

4 

第 129 表分Ì'Q，

1首種
|平均 最大 最小
μμμ 

比率

アカマヅ 13 19 5 72 

クロマツ 18 30 11 1∞ 

クロマツ明 16 27 1 1 89 

註 会副樹脂道の分辺、細胞を区別せず計算した。第
130, 131 表同じ。

務 130 表分泌細胞の幅

て戸 号デ 号、 比率1揖宿

アカマヅ 8 80 パ
せ

ζ
U
A

斗
ム

1

1

1

 

5 

。Mを I三径で除し1/刈犬上じを:)ミむ ~Lf:f ， アカマ クロマヅ 10 

ツ，クロマツ p クロマツ 26 そJ-それぞfL 62: 

56: 63 であり，クロマツ 26~ひのlf~状はアカ

マツと類似しクロマツより丸 Iq、を，;15びてい

5 100 

ケロマツ 26，手 10 5 100 

第 131 表分泌細胞の横切面積

樹話 ヰ1 最字号、比率
M 帥 I 肋

分泌京111胞の横断I百[杭はアカマツ 82 ,,,- 'l , ク

る。との関係l土保護干j'jのJリ介と I'ÎJ様である。 アカマヅ

100 

89 
ロマツ 141/i:' クロマツ 26 ~上 126 ，110， であ

82 164 20 58 

クロマッ

クロマヅ 26号

141 

126 

403 

242 

31 

6ヲ
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り，その比率は 58 ・ 100: 89 である。クロマツ 26 号は対!!日のクロマツに比し約 10% IJ 、である。

アカマツはとれより進かに小さい。保護鞘と分泌細胞の大いさの関{系は，クロマツ 26 サとクロ

マツは類似するがアカマツは保設相細胞の割合 (90) fL分:辺、制l胞の割合 (58) が小となってい

るのが目につくヘ

以上要するにクロマツ 26 号の分泊料|胞は対J!Hのクロマツに比し数は僅かに大(106%) ，大

いさは小 (89%) となっている。との関係は保護判jの場合と II;J様である。しかして，樹脂泣を

取りまく分泌細胞の横町!日杭を計算すれば(分'i-K'*1 1i胞:fl!i!J汗 lì'îjHiX分泌細胞数)，アカマツ.クロ

マツ p クロマツ 26 -f}それぞれ 500 ，1l"， 1015 μ 会よび 958 /12 となり P クロマツ 26 号はア

カマツとクロマツの ri'1i\J自立である。また，分泌市III胞の形状はアカマツ i乙類する。

E. 中心柱

葉肉柔細胞群の内側は !^JJえに J去する。 I内守皮は一居l山創制制I1胞より 1な主り Jほまぼ

を I取k り図む。中心柱は主として柔出u織より成にその基本主1I純の 11'に永住管*が担まっている。

幼樹以上になればiffiJlti~・ 2 仰の中j[;Þ{F束が完全に離れていわゆる Diploxylon であるが， 1 1. 1ミ生

第 132表内皮細胞の数

樹種 |平均 最た!最小 比率

巾
引
∞
ω

7
0

ノ

O
-

1
1
2

一

円
〉
の
。
A

吋

q
u
n

ノ
】
《
4

3

0

l

 

qU45

• 

4
4
4
4

ペ
ノ
}
一

ヅ
ッ
時
一

マ
マ
ザ
ム
十

'
刀
ロ
マ
一

ロ
一

ア
ク
タ

第 133表内皮細胞の長さ

樹種 i?| 吟1) I 旬、1) I 比率

アカマ γ37 54 14 7ヲ

グ甘マヅ 47 76 22 1∞ 

グロマ γ26号 45 ω 24 96 

備考 内皮細胞の大いさも 1 業よりエの代表的と
思われるものを1 コあてìJllj定したものであ
り， 厳密な意味における最大最小ーではな
い。第 134， 135 茨また同じ。

の羽(:Nîに生じた通常ヨEでは単に 1 í:')jの靴作東

を有する Haploxylon のものが多い。 或い

はまたその拶行型で、 Zうる 2 筒の市:1f泊三点が~;II接

近してイ子治fするものとみられる(後地〉。

(A) f人j皮(第 132 ， 133, 134 , 

135 表)

内皮はほぼ大いさの実JHf;，したー!汗の十WIJ形

市川胞から l点立つτいる η しかして内皮そのも

のがまたたきな持円形類似形をなしているc

内!之を形成する細胞数はアカマツは.i1i..l:.'cJ

23.3mL クロマツ 24.0 tciiL クロマツ 26

第 134表内皮細胞の胴 号は 25.1 仰で比率は 97 : 100: 105 であり p

平均 | 最大 |最小 | 
樹種 μ | μ | μ |比率 クロマツ 26 ぢ引拡大 εあるがほぼ類似して

アカマ γ26

F ロマ γ34

F ロマヅ 26号 己 l

お
日
目

4

4

6

 

1

1

1

 

第 135 茨 内皮細胞の横断面積

和J 箆
平均
μ2 尚

一
印
刈U

l

一
6
2
1

/
J
2

一

7
4

パ
守
口

U

E寂
μ

一
1
2
3

ー
よ
門

o

r

b

n

c

 

最大
02 

アカマヅ 755

F ロマザ 1254 

F ロマヅ 26号 1095 

2446 

76 いる。

100 

91 内皮細胞の大いさは 1 釘-'~~!人jのものは類似

するが針案を異iこすれば多少lJ1~なる。各釘宮E;

ごとに背部 rl'央のものを 1 f:';'jづっ逗びil!~SiZし

た。 その結果はみ出 133 ， 134 , 135 去に示す

泊りである。

すなわち，内皮市111胞の長径はアカマツ 37/1



林木育極に関寸る知見 (外山) ← 103 ー

クロマツ 47 ，11， クロマツ 26 号 45/1 ， その比率ば 79: 100 : 96 である。 クロマツ 26 号

は対照に比し 4% 小であるが， 大休にキいて類似したもの‘である。 とれに反しアカマツは

21% 小である c

知径はアカマツ，クロマツゐよぴクロマツ 26 号それぞれ 26/1 ， 34/1 , 31/1.で， その比率は

76 ・ 100: 91 である。ぼ l室長径の場介i乙類似する c

内皮市/1 1胞の形状を桁f!J として横断]17日wを計算すればそれぞれ 755 1人 1254μ ， 1095 /1~ で比

率は 60: 100 : 87 となる。

各iF..J:拍1'(の短径を一長径で除し形状上じを求むればアカマツ 70. クロマツ 72，クロマツ 26 号

69 となし形状はアカマツに近いがいす=れもほぼ知似している。

以上裂するにクロマツ 26 号の内皮車111胞の数は対照のクロマツより多いが，大いさはかえっ

て小さくクロマツとアカマツの q !J :Uである。また， 11ヲ状はクロマツよりはアカマツに近いが三

者'ii \Jの王子j主は僅少である。

CB) q ，心中 l'の大いさ(第 136 ， 137 , 138 , 139 支)

q ，心主 l'の大いさはそれを形成する内l文京111胞の大いさむよび数により iたまる。 q" L.，nの帆の変

異分ギlîは tí~136 去にみるようにアカマツ故小p クロマツr!'，クロマツ 26 号最大であるι その

2FJ:LJfli'[f土それぞれ 340μ ， 450 ,11, 467 μ で比率は 76: 1CO : 1C4 である c すなわち p クロマツ

26 サは対!!誌に比し慌かに大である。

rl'心中 1:の以さはアカマツ，クロマツたよびクロマツ 26 サそれぞれ 224/1 ， 307 /,-, 305μ で

比率は 78 : 100: 99 である。クロマツ 26 号は対)!{{.のクロマツにほぼ等しい。

第 136 表 rl~ 心柱の隅

5 

251 301 i 
300 350 

23 40 

2 

3 

351 I 401 
400 450 

451 501' 551 601 部平均最大最小
500 550 1 600' 650 討 μ β μl比率

l∞ i 310: 4� 233! 76 
1 ∞ !4505331317ll∞ 

3 1 1∞ ;467165い31 !O4 
9 

樹種
階 (μ) 201 

250 

アカ-q ';1 

F ロマツ

1

0

 
4
 

Q
U

っ
­

q
υ
 

q
u

マ
J

勺J
ム
1
A

グロマツ 26号 6 31 38 18 

第 137表中心柱の厚さ 第 138 表 中心柱の横断面積

樹庖|叩 l 最芋|最j、 1比率
μμ 

アカ "A~n ，' A"On.' nn".1 : 59786 , 97881' 327741 55 マツ~"~~， ，，~~， ~~" 1 
グロ '.An..n'." ， .n' ..nn__1 
川，J03448:146442. 6221 11 100 

『才ツ

グロマ '111811'1872日 751641 103 
')'26号 l

~\\階 (μ)151201;2511301135h 可 平均最大最小
間関~_ 200 250' 3∞ 35Ô' 40ﾔI ・ i '1' "μlμ 比率
アカマツ 2Bl62 9 1l l∞叫 317 167 73 

|514514515i l∞ lmi36712171∞ 
I 6 I 52 36 6 100 305' 383 233 99 

クロマヅ

F ロマヅ 26号

第 139 表 中心柱の形状比分配表 (厚さ/幅 x100)

九樹一~種、仁\階~~ 48 52 56 60 1 64 1 68 72 76 80 84 88 計- 平均!最大最小比率1 51 I 55 1 59 I 63 67 I 71 75 79 83 I 87 91 

アカマツ 1 7 i 10 ' 18 I 29 ! 15 9 
l 品切 [52197

グロマヅ i 1 0 3 I 15 I 25 : 31 11 1 3 1 0 1 '100 68.4! 85 50 1 100 
F ロマツ 26号 1 , 2 , 15 17 I 23 I 22 I 1 1 621  1∞ 65.4! 85 I 48 96 
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したがって 11判犬を計.'I;}:すれば句i'~139 '1ミに示すようにそれぞれ 66 ， 68 , 65 でアカマツに:迂い

が， 3 ~すはほぼ/iîJ様な:Jfb~犬をなしている。

1/'心中1:の:i'J j杭は，アカマツ，クロマツたよぴクロマツ 26 号・をそ ~LぞA l. 59786/ん 108448 ，1l\

111811 /12 となり，比率は 55 : 100 : 103 である。 クロマツ 26 _[，r..はクロマツより僅かに 3%

大である。アカマツは /1三分-以下である。

以_I ~;á与するにクロマツ 26 -8‘の1/しられの大いさは対!!日のクロマツより僅かに)( (3 %)であ

るが，ぼ I'fðirif以したものである。形状はアカマツに:泣いが 3 ;K.Ii \Jに汗しい芸はない。

(C) 1/'心、村の大し、さと~; j-:!\sのんいさの関係 (U~ 140 , 141 夫)

vえにißilJîrn'liにむける1/'心;j:J:の大ノj 、と è!.\!lの大小関係についてJ伐さするとととする。

Jl;十.;\Ilの帆に対する1/'心中 1:の 11I可の制介 ( 1/'心中 1 -:J1l i ，'Î!誕の*日 x100) は泊 140 去に示した泊りで

ある。 3 ]'，J[ともlE)~~の分配をなしているが，その千均fjJ'1f土アカマツ，クロマツ台よぴクロマツ

26 ~ひそれぞれ 43.2 ， 42.9 , 42.5 でるってほとんど/，'J他でるり，虫:のql/，\I亡 i玄関係がないこと

がdコかる c

第 140 表 主主の隔に対する中心柱の帽の割合 (中心住の隔/撲の幅 x100) 

樹崎 、件叱~-)ω巾
O印l アカマ'/ I 1 I 3 I 6:  1円9 3叩o I 15 1げ7 8 1 1 ∞/13ω3.2υゆo 3お5 1山

グロマヅ 1 I 2 7 2却o I 3お3 1 18 13 4 2 1 ∞ :42.9 5 1 ~ 34 i 1∞ 

クロマヅ 26号 1 I 3 I 15 16 26 I 26 6 6 l' 1 ∞ 14:< .5 5 1 34 i 99 

第 141 表奨の厚さに対する r/~心柱の厚さの内j合 (中心柱の亭さ/誕の厚さ x100) 

樹極 J皆川〈?MB山2山647~5印~54，一三5859~6263吋6i 計|子均ホ里、l戸
アカマヅ 8 I 45 37 4:  3 I 1 1 I 100 46.6 63 38 I 105 

グロマッ 4 II 64 19 1 1 ∞ 44.5 51 32 1∞ 

クロマヅ 26号 2 33 I 48 13 2 I! 1∞ 43.7 53 . 31 i 98 

;;)(に'~の !lA さに対する 'j" L.，Hの!三ーさの'川介( Ij'心主1:の)立さ/誕の!以さ x100) は第 141 去に示

した泊りである c アカマツはず;一|二 J( きな附の )Jへ分布するが，ク口マツ 26 サとクロマツはほ

とんど知似している。そのヱi'-EJfl立はーアカマツ，クロマツゐよぴクロマツ 26 サそれぞれ 46.6 ，

<14 .5 , 43.7 でるって p 比率は 105 : 100 : 98 である。 アカマツが111.\かに:んとなっているほか

は Jまとんど変らない。

以上のように， 中心柱の形状は葉の大ノj、と千行的に変化し，誕の帆或いは厚さの会よそ30~

50%，持活約 40% 内外の大いさを有し p その形状は 3 者ìl\Jに著しい変化性はない。

(D) 維菅来型(第 142 夫)

生長したアカマツゐよぴクロマツの針葉は一般に 2 白に分離したがt皆京を有するが， JíU~i明l

tこ j包いては全く 1 f立のもの或いは 2 í1:i となってもまだ分離せす相接荒してイ子在するものがあ

るι2 出i型のものを Diploxylon， 1 í;'}i型のものを Haploxylon というとと前述した通りであ
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る。

アカマツ，クロマツ，ク口マツ 26 ~]オ前 1 占t~~I:.+fh'iÎにむける kW:(ì; ~~~1~の発現状況をお 142}(

iこ示した。 すなわち，アカマツでは 1 向型のものが 21%， クロマツでは 49% であるがクロ

マツ 26 ~)‘は j.'1切ゐに 11% にすぎない。その他は接触するかか離するかの)]IJ はあるがp いすj し

も 2 白i型のものでるる。

以_I--の紡県からみればクロマツ 26 号が最 第 142表維管東型

も位:ftr'I'~で発生 !IL く，アカマツこれに火ゼ対 型 I , ~'l，" 2 箇引c '^~ I 1 î菌剤
問問 l l t妄触完全分間~I

)!{1.のクロマツがilk もゐく jしている。たに注べ ! 
アカマツ 21 7 72 100 

た川樹JJl'i i立の発生はアカマツがjはも JiL 〈， 3 クロマツ 49 5 46 100 

クロマツ 26号 II 0 89 100 
コ以上の樹脂辺を有するものが相当多かつ 一一一一一

たc q、?にクロマツは 3 h~~i を行ずるものは十年J!\~でクロマツ 26 号l土 3 コのものは僅かに 3% であ

った。 日IJ樹脂むの発生のj度辿と lE);>~<1', 2 í:i.E担の赤rH'ì'~fの発生の遅辿とは一致せやi-1I反してい

る。すなわち，クロマツ 26 号は紘1'~:点ではill沙包qであれ アカマツ!土樹脂泣で匙歩~r! を示

す。対照のクロマツはいやれにネ、いても劣っている。

以上裂するにクロマツ 26 -~-の対[;官以は進歩型であり， Diploxylon への分化が辿い。 アカ

マツとれに.. )(き。クロマツは11止もわそいυ

(E) 占fH!ì'斗Jの)(1.、さ

144, 145 '1ミ)

(tr~ 143, 

中j[fì'~_[の大 L 、さは 2 í:i:ìI\'!のものと 1 向型の

第 143*' 利i~ ;首2東の長径 (単位 μ)

1封筒4およびI問 l 平均|最大

r 1 コ;担 I 179 , 235 
アカマソ\_ 2 コ型 1 981136 

クロマ，_， r 1 コ理i' 216 , 265 
7(2 コ型 118 186 

最小比事

118 152 
68 83 

167 183 
87 10::J 

ものでは著しく異なるc うじす長径についてみ h ....... __  "J つ〆司 r 1 コ塑 I 259 , 285 
クロマツぬ守 \_2 コ型 124 193 

167 219 
87 105 

るに， 1 í:i;m'!のものゐよび 2 í:::ì型のものを辺 • 一一一一一一

じてクロマツ 26 -8-が11よんで・あけ，アカマツ

が11止小で、ある。 クロマツ 26 七・の 1 í;;，:m~のも

のは実に 219% に jど:する。

同11主に J乙‘いても -k-ffiJ可i必イ?と 1，引業にクロマ

ツ 26 サが11よんであって 1 í:i;ì型のものは 119

μlこ j土している。

第 144 表部E管東の短径 (単位 lι)

樹筒および型 !平均 最大 ÆH、 1 J凶
ッ r 1 コJ[l! I 87 I 98' 68 ! 94 

アカマ ¥_ 2 コ型 1 74 87 ml  ω 

クロマ ( 1 ゴ耳目 105 167 87 I 113 
ソ\_ 2 コ ~í~ 93 136 68 r 100 

r 1 コ Wi 119 l!f8 87 
クロマツ 26-0t 2 コ型 93 136 68 

123 
100 

第 145 表維管束の標額面積(長径x短径 x ;r(4) 

横断固結l土中!土台

て計算した。その対処は村[;官.!-lミ 1 向型のもの

アカマツ 12225μ乙 クロマツ 17804 ，11.ヨ，ク

ロマツ 26 J号 24194/l] であって， その比率

は 142 : 206 : 280 (ただしクロマツにたける

維管束 2 包i型のものを 100 として計算)， 2 

樹箆および型 l 平均最大景小比率

アカマ
ッ r 1 コ現 12225 18079 6299 142 
¥_ 2 コ型 5693 9288 2669 66 

クロマツ( 1 コ型 17604 34740 11405 205 
¥_ 2 コ型， 8615 19857 4644, 100 

r 1 コ型i 24194 331 1 1 1 1405 280 
クロマツ 26号\_ 2 コ型 9052 21138- 4644 105 
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f:;:iZ';r!のものはそれぞれ 5693μ ， 8615/ん 9052 ，11." であって p その比率は 66: 100: 105 でる

る。いやれの場合もクロマツ 26 号は大なるfp'[を有する。特に 1 f::;i型の場合にたいて著しい。

以上裂するに靴作東の大いさはクロマツ 26 号甘ニ芹しく増大している。ホj[;'Ì'i'京の大であると

とは助1'i'(1-t~jHI 泊mr:慌であることを H汗刀ミしている。

(6 ) 茎の内部形態

茎のMi'';lj学rl'0'!"'j: 'Hは，針葉にたけると同様主として満 1 カ年生長した干j('i'iiについて実験を行

った。

A. 一般!J'.\tJ:

i1liJ 1 ヵ(，]'-を経過した利IIliaの茎の木令官は完杢に本{[~してほ 11:"完成ーしたJ、Alfi!;を有する。最外部は

'!}(J主により包まれ，その芭下には恕続して J}i]皮がある。 J ;ri]/之は伶皮(コルク n品)と怜皮形成ー府

3E 上ぴ、松緑皮の 3 1'~11分から成る。

コルク 71';J仙寺より外部に形成されたコ JL- ク府は茶制色([.;;町一色し，外気との交通を氾jf到してい

る。コルク形成hf より内部はtlJí.い松緑皮であって，子~から上のt-I)分・は葉緑l'なを合み皮i~f)柔和11

胞itfK~たる。 rH\"fl柔車111胞肢はんきな市[11胞のIi\H乙ノト*111胞あり京阪をみたしているυ 同皮の内方

l式和十~';d~に按ずる。最内部は髄である。iWJJiごにあたっては松緑lえは内部柔和11胞併に合めてあるc

B. 去1主主l附止

(A) 去JJL C;:fﾇ 146 去)

横断I内[にゐいては円類似の 1 肢の京111胞より成る。子葉以下i乙ヰないては H庁制色または器削色と

なり，子~から上の部分は淡制色を呈する。ととろどとろ切1m して下表皮と分離している部分が

あるが，とれは生長とともに将来剥落するからである。その!以さは)(休 20μ 程度である。その

詳細i は'i:j';: 146 去に示した辺りである。子葉より 1cm 土台11にむける千均値はアカマツ 18μ，ク

ロマツ 21/，-，クロマツ 26 号 19/，-であり，その比率は 86 : 100 : 90 である 3 クロマツ 26号

は対mi，に比し 10% ノトでるる。しかるに子~より 1cm 下部にゐける21' "UJ {iI'[はそれぞれ 20，11.，

22/,-, 26/，-であれ 91 : 100: 118 の比率をなトクロマツ 26 *1'1ま約 20% 大で之る。 アカマ

ツはいやれの部分ιに公いても 10% 内外小であるω

主J、_I~.要するにクロマツ 26 号の表皮は対!EH亡比し子葉の上部で、は小p 下部で、は大で、ある。

第 146 表表皮の厚さ (単位 μ)

樹1二;種........_~、\一一位頃世円 l チ葉工ち 1 cm J:部崎lliI 子葉より 1cm 下音胸7面

平均 最大 最ノj、 比率 平均 最大 最小 比率

アカマ y 18 22 16 86 20 22 16 91 

グロマ y 21 27 14 100 22 24 14 100 

F ロマツ 26号 19 27 14 90 26 38 19 118 

(B) J7i]皮(第 147 表)
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第 147 表経皮(コルク国)の厚さ (単位 μ)

司、 位置 l 子葉より Icm 上部断面 l 子葉より Icm 下部哲f面

一一一一一 ←一一一一一間縄 \旦L| 平均 最大|骨j、 l 比率 平均|最大:最小(比率
アカマヅ 38 73 27 54 41 76 22 85 

クロマヅ 70 149 , 27 I∞ 48 81 19 I∞ 

クロマツ 26号 59 10品 27 84' 58 84 27 121 

夫lえのドに何日ダlj しコルク)刷工 1 ~ 3M-より J，~ 1) ，その l司令:I~ と区jjリされる。コルク肢は子~よ

り JJ\:lí 1 cm の部分ではアカマツ 38 /，.，クロマツ 70/1.， クロマツ 26 号 59/1. でまうしその

比率は 54: 100 : 84 である。 しカか為るに一了

41 1μ1.， 48 μ ， 58μ であり，比率は 85 : 100: 121 である。表!之の場合と II;J様クロマツ 26 号最

大で、あって約 20% 士 IT大している。アカマツはいすコAlの部分にゐいても小である。

以上のごとく，支J主たよび、コルク I1千を UiJわや，クロマツ 26 予の古い茎Jコ部分i主!以さが冷た

しているG

(C) JJ抗日柔和110包材(第 148 夫)

第 148 表皮部柔細胞層の淳さ (単位 μ ) Jìi]l之の内 JJJl乙部柔和11胞 !Efは子葉より上i~)で・

N-;円 子葉より Icm I 子葉より Icm は架禄粒ゃ;殴粉を合千f し p 実際のl与さは子止と
___"1-よ九 上九1I初ü'd Fi1匹前国

樹極 右11瓦了五五平均 i 比率 の下部より著しく榊大している o Tttより 1

アカマヅ 328 103 

100 

92 81 cm J 二ご~tl)に沿いては， アカマツ p クロマツ，

F ロマツ 318 113 I 100 

グロマツ 26号 I 386 121 99 89 
クロマツ 26 サそれぞれ 328 /1， 318μ，むよ

び 386μ の!?」さを有し p その比率は 103 : 

100 ・ 121 であり， クロマツ 26 一号は 21% のよ件大である。 子一応より 1cm 干ド部にたいては，

それぞれ 92μ ， 113/1. むよぴ 9911. であって，その比率は 81 : 100 : 89 でありクロマツ 26 号

は約 10，%小である。

以一!二のごとく lk:1rlí柔和11胞]j千の!早さはクロマツ 26 サは了定の一i二i'fl)で、は榊大しているが(121

%)，下部ではかえってNiい (893-0 。

(D) 樹比(皮!母) Gi'J; 149 去)

将来樹lえを形成する主要素は去l之むよび品]LZ特にコルク}母島よび皮部走車III胞涯の部分であ

第 149 表樹皮(皮層)の厚さ (単位 μ)

々 片明 子葉より Icm 子葉より lcm
、-.......，-.......~~I九，[hL 上告隣庁国 i 下部断面

樹種項(|平均|比率 l 平均 l 比率
アカマツ 384 94 153 84 

クロマツ 409 I ∞ 183 100 

クロマツ碍 i 464 1 13 I 183 1∞ 

るが， 今各!長の合計ーを子葉の上部と下部に

分ち一括して表示すれば第 149 去の述。でる

る。

すなわち p 子葉より 1cm 上部にゐいては

アカマツ p クロマツゐよびクロマツ 26 号そ

fLぞAl 384 ,11., 409 μ ， 464μ であり，その上ヒ



-108- 林業試験場研究報告第 66 号

率は 94: 1CO : 113 で，クロマツ 26 号は対照より 10% .L')_J二 l以い。

子葉より 1cm 下部にふ、いては p そnぞれ 153 ，"-， 183/ん 183μ で S Ì), その比率は 84 ~ 

100: 100 で，クロマツ 26 -{少は対J[(-tに等しい c

以上要するに樹皮はクロマツ 26 サ最も厚< (一了叫5のJ二1\:1\ 1 cm のところでは 113%) グ

ロマツとれに次ぎアカマヴは一般に迩かi己拾いυ

C. 対[~Þ~F来

J/ij皮に包まれている部分がMHt;:;.jミである。五:fh正取はおtエ1:中fHfi:ボで外部に詰吉官を内部に本部を

有する。その qq:nには 1 )l'rの形成会股がある。木部 rjlには刷JJ日むを有するc 生長した茎に3お;~いて

は l飾yri命官ij部にも樹JJ脂!貯旨道を千有fする治がf可叩干符i釘主訂灯仙吋l了古νliY川IJ3

(a叫) ~，筒主部 (抗 15印O 夫)

生長した茎にたいては飾部は rlíif~'(ì三 {'l埼Ill lJ包， ?/(lffn)繊MIi.的Ftn)来制胞より成るが， ，fW，'，'ilこわい白

てはその分化l土充分でない。ととで、はただ飾fHíのり:さの比肢を行うに，1.:める。

怖部の)享さは子葉の 1cm _Ltì\ と 1cm 下部では多少32なる。 クロマツ 26 号は， T嘆の

上部 99 ，11.，下部 114/1. であって，対照の 82μ むよび 84/1. I乙対し比率はぞれぞれ 121% 沿

よび 134% である。アカマヴは l二部 85%，下部は 104% である。

嬰するにクロマツ 26 ~去の tram'líは対)E~ に比したである。

第 150表筒部の厚さ (単位 μ)

\ーミ ¥ 位置 1 子奨より lcm 上部断回 | 一子奨より lcm 下司Ilí\li lliî
~ ~一一一一一ー一一----- ---,----------

問自\\空B I 平均|最大|最小 Jt~ 平均 I Jffi:* Jffi:/J' I l~'t，s 
アカマヅ 70 100 50 85 87 117 50 104 

グロマヅ 82 117 50 100 84 100 50 100 

グロマヅ 26号 99 133 67 12' 114 183 67 134 

一一一一 一一一

(b) 木部(箔 151 ， 152 , 153 夫)

木部乃主体をなすのは仏目的?であるがととろどとろに縦にl'C く樹JJiTili:がみられるじ 1JX:W.行は

rjl心部の髄に近づくほど小形となし皮部に近づくにしたがって大形となる。その形状も一般

に髄に近い内部は縦に 1乏し Iいほどに沿いては次第に縦慌の長さが等しくなり，外部にゆくに

したがってばに長くなってくる。 iE}jJIヲ， J:[îJI予の角のとれた 5 ~ 6 f(J}!';~たをなしてややJ'L 11去を

帯びた利11胞が多いο その大いさは1O~2011. 松山であるじ第 151 去には長径~，‘よび短径が千

第 151 表木部{反導管の大いさ (単位 μ)

、ご\\ 位置 子葉山下L三町瓦一 子葉より 1cm 下部断面
~、一一一一ー一一一←

市一種三-211 二竺上干上最~_I竺竺」平均 I J淀川町、|比率
アカマツ I 13.0 I 14 11 98 I 12.8 14 11 97 

F ロマツ 13.3 16 11 100 13.2 , 16 11 100 

クロマツ 26号 I 14 ・ 1 19 11 1白 15.0 16 11 114 
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J[cJ して方ミしである ω

クロマツ 26 -l子は子:症の i二部 14.1/1.， ド1;lí 15.0/1. で対J!Hの 106% ゐよぴ 1WYo に相当す

るにアカマツは対!!れより ff[かに小である。子誕の}二ドに J: .3 )'(:::Dßは少ない。

第 152 表 {反導管の列数 (単位笥数)

、~--------------竺!と 子奨より 1 cm  J: 1\i\I;~i面 市より Icm ド抑制
問種、-________ 旦円 平均 i 最大 最小 比率 平均

アカマヅ 23.4 32 13 106 35.0 

100 30.0 

150 45.0 

最大 |最小 比率

40 30 117 

41 14 100 

56 31 150 

クロマヅ 22.0 1 33 18 

F ロマツ 26号 33.1 1 49 24 

木部制IIJ包 (ikW作)のダlj数は樹，[:rfiにより利!当異なる ω すなわち， 子主の 1CJ11上部ではア

カマツ，クロマツ，クロマツ 26サそれぞれ 23 列， 22 ダIJ ， 33 ダlj ，その比は 106: 100 : 150 , 

子葉の 1cm 下部ではそれぞれ 35 ダ1]， 30 列， 45 タ 1]， その比率は 117 : 100 : 150 であるc

すなわち，クロマツ 26 サは対)!~~の 11炉lそのダIJ数を有する c 子五:よ 1) ート~ i~l) はあとから::1::.じつつ

ある i\:[l)トεあるから当然そのタIJ数は少ない。

本部の也径 01立を合む)は抗 153}三 l亡示しである hl!1) 了・誕のド部がんであるが，上ドいすで;~し

もクロマツ 26 古‘はホサ 1 j;下小の二たいさをイJする ω と Jしは市IIW包のんいさカ:んきいよりはむしろそ

の数が多いととに J，UJ，\ する。

第 153 茨木部の大いさ (直径) (単位 1")

、~ 位泣! 子葉より Icm 上司州国 -[-奨より Icm '1、例f国

樹正メ3EJi IfLJ~J :lFck I fjj{:tj 日|払「恥:瓦イ. 1:民
アカマツ 686 1017 I 458 90 1022 1060 如 i 106 
グロマツ 764 1050 483 100 963 1133 784 100 

グロマツ 26号 1119 1495 808 150 1365 1658 1100 1 112 

.1:U'.のごとし木1;\\{反導作の!早さは 10% f}，;J外)(て、あるが， 1!JO手('Ì;i;Jコ列数は 11:'(-')との辿!主を

もって判ケ)(しているものと巧えら ~L ，る。

D. 樹脂道

樹脂むの大部介。l土木部組織 1\1を縦工[しているものでるる。 このほ泊、に l之昔日柔和I\ IJ山岳 qlに若干

あるがその数は少ないb かう子葉の一I二部 lこ !li~ ら~L -Fi':'iíには無い。な主， ，飾部lこもまだ樹JJ百道 l土

認められないι

(a) 皮部柔和II胞府中の樹JJ片道(第

154, 155 '1三)

;1ミ部柔*，111胞 r~11乙 I土子葉清生部位から上部に

第 154 表 皮部柔細胞中の樹脂道数

樹種 平均 最大 1 最小比率

樹脂芯iを有する。その設は少ないが，木部 11.1

アカマヅ 5.1

夕刊マヅ 5.2

クロマツ 26号 6.0

7
4
0
0

円
ヲ

3 98 

3 IGC 

のものによじすればた型である b 子葉より 1cm 註子葉より下部の栓縁皮中には樹脂道はない。
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-".'('，'11のもJr町n'iT内に為、ける樹脂むの数はアカマツ 5.1 コ， クロマツ 5.2 ゴ p クロマツ 26 号

6.0 コである。その比率は 98: 100: 115 でクロマツ 26 号は 15Ji" 多い。

..)(1亡樹JJ行j立の 1J，~ØíríJ'ijの大いさについてみるに，多少同-'"1三であって，十(j川類似形のものが多い

からむ得は長得， ?;\X径の 21♀KJ を， n'IÎfJ'fl土十fifl1 として計算した。その4117瓜はな'ç 155 去の泊りであ

る。そのι径はアカ?ツ 54μ， クロマツ 621t ， クロマツ 26 号 63 11. である。 比率は 87 : 

100 : 101 であれクロマツ 26 サはほとんど対照と IIIj ::fj;である。 したがっ-c n'lf 1'Rは-)ci'告はな

いc アカマツはむ径 13%，而杭 17% ノj、でるる。

第 155 表 皮部柔細胞中の樹脂j立の大いさ

、<:_::>~~種平」 直 径 (μ) 
樹直\二主|平均|最大 i 最小

面 積 (,,2) 

比率 平均 | 最大 最小 比率

アカマヅ

グロマ γ

クロマツ 26号

54 157 I 8 87 

62 186 24 1∞ 

63165  !11 101 

0

2

5

 

民
υ

円
υ
Q

ノ

4
 

勺
4
0
0
1
A

R
d
q
J
V

勺
4

0
J
n
u

守J

0

4

0
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ノ
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内
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Q
υ

勺
4
d

令

/
O

内
4

フ
­

内
ノ
ム
q
u
q
υ

83 

100 

101 

Cb) 木部 rfiの樹脂迫 (!:í~ 156 , 157 衣)

木部 rl印刷l行道は弁部分iι({-在するがp 子:此:の上部と l二部ではその数を異にする。 すなわ

ち p 子葉の上部は後から生じたw織で、ある関係.1-.やや少ない。子誕のJ二1\:[1 1 cm のt~r)に沿いて

はアカマツ 7.1 コ，クロマツ 7.9 コ，クロマツ 26 号 16.5 コであるe その比率は 90: 100 

: 209 で p クロマツ 26 サは 21:"{'以上lこ達する。子;!廷のドi\;!11cm の部分はそれぞれ 13.8 ::r , 

13.8 コたよび 25.2 コ，比率は 100 : 100 : 183 である。 クロマツ 26 号は対!!なの 183% に

当るがp とれは新生しつつある部分は府大の ftril(，jが顕梓で、あるとと左示しているに

木部1['の品川町むの大いさは，上古|;に王るほど)iJj'生後 111]もないので小さい旦l'である。 一子主の

第 156 表木部中の樹脂道数

\ご\、 極煩 l 子葉より lcm 上古11断面 | 子葉より lcm T'部隊f両

日\瓦f1 \てす「荷下問|函|問!斡|開|比率
アカマヅ 7.1 12 3 90 I 13.8 15 11 1∞ 
クロマツ 7.9 15 4 1 ∞ I 13.8 I 21 8 100 

F ロマヅ 26号 I 16.5 I 山 5 I 2ω I 25 .2 I 41 17 183 

第 157表木部中の樹脂道の犬いさ

アカ"'7 '/ 

F ロマヅ

クロマヅ 26号
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lcm J-.'Íillの部分の樹脂泣のι怪は， アカマツ 16μp クロマツ 21 /'- ， クロマツ 26 号 21μ

で p 比率は 76: 100: 100 である。クロマツ 26 号は全く対JEt と /'D等である。アカマツは直径

に沿いて 24%，凶[杭にたいて約 40% 小である。

子;!廷の下部 1cm の部分の樹)1行j以の大いさはその也径アカマツ 29μ，クロマツ 28 ，11 ， クロ

マツ 26 号‘ 271'- である。そのよ七率は 104 : 100 : 96 である。 クロマツ 26 ぢ局はかえって 43古小 I

であれアカマツは 4% てたで、あるが，ほ l'f類似したものと云える。 同WiIまその差が多少大と

なり比率は 107 : 100 : 93 である。

;民にたいては λーに述べたように，クロマツ 26 サはその I可抗苅.J!{~の 71% にすぎ十，数は同

等であったのによじ校して茎の場合はとれと趣を具にしている。

以 I二主任するに茎背[1にお?けるクロマツ 26 号の樹)1行遣は 1主部柔示III胞!任主主よび木部1[ 1いやれも大

いさは大なる変化はないが数は符しい榊加をなしている。

E. 髄(第 158 ， 159 表)

髄は茎の杭|所1MのJj l心部を Ilj める部分で多数の髄車IIIIJ包から成る b i閣制11胞はj';!f. 11必にして比較的

大型， [lJ または[1-]制似形をなす。1[ 1，1.'.、六日ほどんなる ftfìil，]をイfする。

l植の形状はきわめて不規則で[1-]，三角， /与I1f~ ，ゐよびその類似JIラ或いは問 {I，ある多角形等あ

りーJjIの;1/予J伏を I T.~弘めカ Jたい。

先十髄京111胞のえきさをみるに，子'!.I~の k書i\ とド古1\では僅かに異なり lご部Jコ方が大である。子

誌の k市 1cm の何Jíij・にゐいては，アカマツ 21 /'- ， クロマツ 23 /'- ， クロマツ 26 サ 25μ で

るりその比率は，クロマツ 26 4止は対JHtに比し約 10% 大である。子葉ゎ下部は 28 /'- であり

対)!{tの 24μiこ比し 17% えとなっている。

火に髄全体の大いさをみるに p 前速の泊りきわめて桜雑な形状をなしている場合が多いから

数出j所在:測定してこれを三子均して平均直径を求めたι

第 158 表髄細胞の大いさ (単位 μ)

、守~位位 l 子奨より Icm 間断面 | 子葉より Icm 下市断面

樹積.~豆旦」平均 最大|最小|比率 平均
アカマツ !21 127 141 91124!27i 1911∞ 
クロマツ 23 30 16 100 24 27 19 100 

グロザ時 25 41 19 1ωI 28 42 22 1 1 17 

第 159 表髄の大いさ (単位 μ)

元:;三:ZJ 子取れcm 叩 子葉より lcm 下部断面

平均 最大 最小 l 比率 平均 最大 最小 比率

アカマヅ 201 283 167 74 233 317 167 1 70 

クロマヅ 270 317 : 233 1C コ 333 467 183 100 

クロマヅ 26 号 309 467 217 114 338 500 183 101 
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子葉より 1cm _1'，刈lに去いてアカマツ 201 ，1l， クロマツ 270/，-，クロマツ 26 サ 309/，-であ

る。比率は 74: 100 : 114 で，クロマツ 26 ~去は 15% j:けたしている。

子葉より 1cm -1"1\:11にゐいては各相とも多少大であり F それぞれ 233/1.， 333/,- ;t-..よび、 338

1'- である。比率は 70: 100 : 101 でありクロマツ 26 ぢ・はほぼ、対.~J !~t と等:しい。アカマツはい←供

れの部分も 30% 前後小で、ある。

以上安;するに，大休l乙沿いてクロマツ 26 サの髄はた引となり，また， *111胞も大となってい

る。

クロマツ 26 サÆWI'，'jの形態に闘し記挫したととろを尖約夫示すれば火の泊りである。

第 160 表 クロマツ 26 号

業の外部形態 |京在京『Z-
11<'(尚i I 

箇 別 1__ 1 .E. -'< 1 ,11];( I 縦liYi国面積|目立，;~ifni ヨ l制'I!jのl明i'j長1 ,111\ !.E.'" i 国債
施廻副主さ 1 I!~ I r~b~ I噌blab7ri75VlNH さ i比JlE ャ 1:~~1r

~ I U U ::!~n 瓦 :-:'~n('r "~I (1) 1 ::~nl "' 1 • 
一山(A') I ………一1

1 mod 1 C111μlμmm2 mm:J mmμ!μ1 1"2 
突(アカマ γIR 刊 5.27 790' 必 1 1.57 0.298, 61.3 15.8 , 4.8 91 1 91 131 92 

i険;グロマツ'， R.2f4'， 5.71 1049 691 1.87 0.568166.1 32.2 5.1 39 121 141 132 

値|グ工古川R . 2/'41 7.04 1 1 ∞ 702 1 .65 O. 5d  63.9 : 41.0 6.0 i 35 1 12 1 14 1 132 
山V'ゴ

l 、ツ|←|フ 75170 ， 84 52 , 93: 49 94102175193170 比 I '/-J / I 7':'" I 'v I l V I v-r V~ I 70  i -!"7 .rt I V'::' 'V I ;>0...1 I 

グロマ';; I ー 100 1 100 lC コ 10C ωo 100 100 100 , 100 I 100 I 100 I ICO 

率|クロマ γ| - i 123i 105 102 881 1031 97 123 118 961 1∞ 1 1001 1 ∞ 
26 号 1 ， ~V 1 'vv 'V~ vV ,vv! n ， ~v . 'v "V i 'vv 1 ,vv 1 

備考 R:=右組 I去 a=下表皮の婦において 1~3 カ !'JiZ "i\'iのもの b ニコ F表皮の層において 3

j
 

ロ
リ1
 

日目
'..c>.l_ ,u 

数 l 大いさ

測定番号店E122 直 径 | 保護粕細胞 i 分泌 i細胞
マ間|出lマ|計 lEEEJ面衝 1----=-1長径 l 短径 i 面積| ;長径|短径|町

lγi l X YZi 数 lXy fi 数[ >:~~ I '~;~ Ix y 
型国 x Y">  ~ 41 ..' 1 X Y".  ~ 4: ... : X 1 Y 1"' ~ 4 
|型)レ型.， . '" 1" • "i i H 1 • 
%1 %1 ゴlμμ| 同コ μμμ2 コ μμ!μ2

突(アカマツ 12 (叫 9512.47 , 21 13 313 己 .8 19 14 2ω 6.1 13 8 1 82' 

験/タロマヤ 1891(9)21 1. 97 32: 27 679 9.3 21 14 231 7.2 18 I 10! 141 

値 17 ロヅ()c 1 (~\ ~I -126号 1 95 1(3)21 1. 97 , 27 23 431 8.8. 19 14 2凹 7.6; 16 10 i 12ι 

ア古マヅ|ー|一一 I 125. 66 I 67 46 95 90 100 90 85 72 80 , 58 .lt 1 ノ川ノ
グロマヅ|ーート← I 100 100 100 100 100 100 lﾜO 100 100 100 100 iOO 

率 lpzyl l|l∞ 84 85 71 95 90' 1∞ 90 1出 89 1∞ 89 
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CD 生理学的特性

クロマツ 26 -tJ'は形態学的のみならや生理学的に間々の!I争|士を有する。以下/lin~J~その特徴を

のべるとととする。

1. 苗木の耐皐性

先lこ匙ぺたように，クロマツ 26 号発見の別機は也:41:;j;;-よび種子の liえな，山、にあったが，そ

の後注意して実験を行っているうちに，移1'[1'(のiZ号のNî:fì l率が他の7fi'木に比脱して少ないととが

分った。 1[1'(物の乾燥に対する抵抗位は，形態学(1"1*.\"['1:，生理学的特性公よび、遺伝í['JJF~質に基く

のであるが，前二討は間接的に遺伝的要rnに支配されるので，耐平性そのものを支配するのは

結局遺伝['[句のものであって p 先天的に決定されているのである。

l耐羊'f'!l:力強い;jJ[J;'j'jは形態学的Ic 7l\分iJ'ì犬に対し間々の防JIJF1L~を有する。たとえば気孔につ

いて Martin l¥: (1930) が玉出黍と ~J黍の実について調べたところによると IÍlj j"~I"'i'r:の強い品

種である並立黍の:比三の気孔は， とれより弱い r:irfiITでるる王室j黍の気孔によじしその大いさは 2/3 tc 

推古の針葉の形態総括表

開! 気 干し

ト一一一ドー w一一一良 l 数 7ミL L、さ

1 1 1 層 前 庭 (呼吸怪)

J E i宇品!っ~~;~ I:i{."~'-;:;Z;::- ~，細川|計|ー
1" ﾅ 41 門出 | 腹面 | 計 深 由民 1 | l 面積l 附|深

|隅×深 'I' [T! i隔×深

l i ff! ;f!!?引九(1L九hllh土::::に:二士;J;
221 311 11 a~1 bil a~1 bl 2~3 8.0 i 4.9! 

μ|μ|μ2 IμVIμ 

14' 17 1 238 1 24 1 47 1 1 128 

27 1 31 837 1 26 1 49 1 1274 

28 30 840! 22: 47 1 1034 

|刊 111117Jl:il :il :i|l∞ 
52 

104 

55128I92i96!89 

100 1 100 1 100 I 100! 100 

ヲ7 10o 1 85; 961 81 

カ所以上が全部 2 闘のもの

d←7JL41b「l 内皮細胞|維 管 京
医面積 '1IIiTrr. j:... ~ r..[...1 面積 I 1,,) rlJ 面積 1-~_1コ { 

|lhcdxzlflL| 見lTTC|社内守iF1X4 型数 lzZ1FffEJEFE
|J  l(Aか)I ". VV ",. vVi ". vVI''¥ iXlyl 斗 xI y 1"' ﾅ 4 
l ぺ μ| 吋 1 1 ! |ケiμ|μ| 戸 :;3:i ペペペ μ|μiμ2
,340i2241 0.060 I 66.4 仏2 札6i30 i23.3137i26175521 同 1791 871122251 981 741 

1450307 0 ・ 108 仏 4 I 仏9 札 5 I 45 124.0，判叫 l254149:5l i21410511m「 I18i 叫悩 15

467 305 O. 1 12 1 65 , 4 I 42.5 I 43.7 1 26 125. 11 451 31 1 1ω5 11 別5911191 山411241 93 1 叩

76 73 55 1, 97 1 101 1 105 1 67 1 97 1 河川 60 I 43: 155 1 1日叫 1叶叶印1 66 
100100 lﾜO 1 100 1 100 1 100 1 100 1 1001 1001 1001 100 1100: 100118311131 20副 100:1001 100 

l04 切 lベ引 99[ ベ 58[1ベベ 91[ 87 22: 174j219[128[ 280[1叫
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第 161;，廷 グロマヅ 26 号

外部形態 |皮層|

|一首高針葉|直 径""，，{1" 1t'i 
|子菜子嘉一一_._ J 司~_-I一一| lXY i i コノレi時計!附
1~~1~01銭|木数|謀長1もi 陥!縦径|平均 (AJ吋州l間(員)1
|下部上部1--' -! 1 1 :r<: 1 - 1 ----1 (A') 1 1 1/8'-.:11 

I C宅l cm|cml 本1cmlmq m九 mmln1ml mln2lμ|μiμlμ fJ-

L| 震|;::コ ::;1::;|::;|l::1::JI;|:72|::::;!::::;i;::::i;12:;:ロ 2
i( 活[グロマヅ時122158ls ん~ ~:~ ~:~ ;:;;~ ;ω4123114114144 判叫ム
lcm 

ま(比 ;:::[1:i:2j131313l1313l:;i l:lコ l出 lロ ::121:;
2i率 l グロマツ 26~1 '~;~ ;;;1 ;~;I ;;~I ;;;1 ;~;I ;;~I ;;~I ;;~:' ;;~I ';;1 ';:! ;;~! ;~;! ;;: 

-~I . "1 "i '~~I "-1 '~ï '~ï '~I ''', '~I ~l '-'1 "~l 

;殴 5.JU 

類別

外部形態 皮 膚

正J:一一一一空 l初側面積
横径(縦径 !xfy均ハ |XYfi 表皮トルク属医細胞国| 計
x Y ラー「U J | l | ! | 

}ー I (A') I 

mm  lnnl mm  lnm2 :μiμ f.' 
1.487 1 1.513. 1. 5白 1 1.757 1 20 1 41 1 92 
1.494' 1.501 1.498 I 1.774 I 22 48 1 113 
1 .987: 1 .929 I 1 .958 3.985 1 26 58 99 

1
 

4
H
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ト

仰
山

子 i .,I;t i アカマツ
巡突|
1了験グロマヅ
士 {Lr11 !7ロマヅ

l ソ 26 号
cm 
下 l アカマヅ

l 比 l

間 I - !7廿マヅ
器|率グロマヅ
凶 26号

μ 153 fJ' 87 
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114 
183 
183 

川
山
∞
比
一

引
印
回

目ω
∞
引
一

引
∞

m
u
γ
\
-

j
f
一

一
一
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すぎなかったが，数はかえって 50.%' も多かった。気孔が小となり数の榊)JJIするととは舵慌に

対して生~ljl r'1切iI随行機能をfn大した一位の泊応現決と認めている。クロマツ 26 号;fWNÎの気孔は

.\\.;に述べたように，クロマツに比し多少ノJ，~~!で、あり数は多かった。との点は Martin 氏の紡犯

と一致してJ6'r) , 乾燥に対する防禦形態を有しているものと L汚えるととがで、きる。

またp 市111胞の)(いさも lñi-tN，-性に関係があり，小さい市111胞をもつが[物ほど耐羊性がんで・あると

云われている(人・後氏 1943) が， クロマツ 26 サの各:f:'fl*11 織の市111胞は制してクロマツに知似

したえいさを有している。との点からは IniJl!'，- 'I;j;の強弱を論やるととは/1'，来ない。

根の 71ヨも lñiY-'I\..'I"tに関係、がるり P 強大な ll~を有する d1{Jiは当然地 '[1の深い所の水分を吸収する

ことができるのでl吾J'手性が大であるととが想像される。クロマツ却すの根系はffi邑のクロマ

ツ l乙比較してその発達が顕著で、ある。

三たに耐羊性に対する生理的特性をみるに， Bayles, Taylor ゐよぴ Bartel (1937) によれ

ば小麦にゐける実験結果では， mHlf-'[生の強い品種は乾燥した場合の水分治失速度が遅し蘇生

率が大であった。また， Sapper (935) によれば多くの高等植物にたいて耐熱性の強いもの

は耐'手性も強いととをみている。

(1) :fWi'iï胡にたける lrr片手性

種々の温度で一定時IllJ稚苗乞乾燥して水分i~ì犬率ゐよびÆ=M'じ率を剖べて耐芋性を検定した。
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直 径一 |側面出」反亙笠.]解禁!堂前! L註中 l 
|横径 lj壬 Iv平均 1 XY 叶 I.~"J民主1官官 i "U. 1 平均|面積 l数A計 i 直径四Ií迅
i ~xtt 1, nv~~ [日(D1(r-u?|π(Dl-i

]萱樹部木

μ 

24 
μ
ι
q
υ
q
υ
 

q
u
q
υ
 

2
η
ο
 

土2

13.8 

μ2 

660 
fL 

29 
l コ

47 13.8 
コ

35.0 

13.8 

25.2 

R
U

っ
“

1
1

マ
/

〆
b

に
υ

28 41 I 13.8 30.0 24 

338 I 28 27 49 I 25.2 70 45.0 15.0 1.482 1.365 

70 I 100 100 107 104 100 115 106 117 

100 

97 112 106 

ハ
U

ハ
ノ
臼

n
U
A
U
A
 

I

l

 

100 

117 

10 コ

101 

100 

183 

100 

93 

100 

96 ; 

100 

184 

100 

120 , 

100 

109 i 150 

100 

114 

100 

202 

100 

142 

100 

141 i 

その長占 !{~l土手;の;迫りで、ある (会'~ 162 ~手ミ)、

1町古の乾燥抵抗実験

活着

(子葉および宅!J生薬.~色
l し次第に主主弱して枯死

活着

活着または枯損の別

l∞|活着

100 

50 

第 162 表

|般市|析も酎品音 量| 玄危設 i 
|の|打1長蒔商世立前ケ |可百十 1 一一減少率|比率
I E3 f始 1 1.IJl1. l3(. 1 弘宋 HI_ 午燥後|平均 最大 1:最小 I

一一一一__  I(J.UI三_gj__I1J_ mg  1 mg  1 mg  1 mg I mg  : μ 

対照(クロマツ )|721301 31 222l ml 1341 1951 70!6041 
クロマツ日[ 72 1 30 I 3 i 羽| 197i 1831 判 110 48.2 

対照(グロマヅ )1 74 I 40! 3 I ω1 130 I 219 1 400 , 62.7 105 

積樹
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対照(クロマツ) I 81 

枯死

1949 年 3 月 11 日 J番街

日齢は播種目から招取供試日までの日数を示寸。

いずれも抱取後 24 時間水彩1 して実験を開始した。

供試本数は各組合せとも 20 本。数値はその平均値を示す。

処理後は約 5~10 日間再び水j併を行い，枯死および蘇生率を調査した。
減少率=重量定/乾燥前重注 xlOO

62% 附近が枯死限界のようである。

98 72.3 30 444 ハ
)

サJ
aグロマツ 26 号 I 81 

備考 (1) 
(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 
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300C 3 時間背燥処理Il区にたいては古木 1 :1手当りの減少率(ニ減少主主量/乾燥前氾量 xl00)

は対照のクロマツが 60 .4Jずであったのに対してクロマツ 26 -t~}は 48.2% であって， 12.2% 

水分の治大量が少ない。対!!伐を 100 として比較すれば‘ 100: 80 である。

400C 3 時間乾燥処}'!Il区に点、いては苗木の 1 本当り減少率は対照(クロマツ)が 62.7%，で

あったのに対してクロマツ 26 号は 52.6% であって， 10.1% 水分の泊夫量が少ない。比率

lは 100 ・ 84 である。

500C 3 時間乾;燥処正IJt区に沿いては古木の 1 本当り減少率は対!!({ (クロマツ)が 73.6% で

あったのに対してクロマツ 26 サは 72.3% でありヌ 怯かに1. 3% 少ない。その比率は 100 ・・

98 でありほとんど両行制一致する。

以上の実験の結果で|切らかなように対照のクロマツに比しクロマツ 26 号は水分の治夫率が

:??にノj、である。 30 0 C 3 時I!\J処]]l区にゐいてはい1"Jl も全l古木がf古着 Fるが， 400C 3 fI寺 II\J処川

区では対HHのクロマツは子葉会よぴ、初生薬が変化し7Ý王将1:'1 '1乙次第に衰弱してついにもIi死した。

とれに反しクロマツ 26 ~ザは iMrf した。 50 0 C 3 時11 'd処]:Ul引討，IU}'Yとも枯死した。 JJ\.分泊先率 62

% -iÌÍI後が枯死のjíl{:Y~.ε ある。

以上要するに 30oC~40oC 程度の気温による乾燥では p クロマツ 26 号は水分の泊犬が対

J!{.1.のクロマツ i乙比して特しく少ない。春季の移拙または山地十[1'(殺の時期の気温は';:\lII;.J i1 j-附近で、

は平均1O~150C T1背後であ上 最高の場合lこ 3ないても 20 0 C を出るととは少ない C';\llr{.fìJ!iJ f!定

所気気管識普及会気象便覧 1949)。仮に直射日光下にたいて 300C 3 時iUJの乾燥に1tiilll したと

しても水分の泊失率は対J!Hのクロマツに比しクロマツ 26 号は約 12% C比率にお・いて 20%)

少ない。との特性は移植に I)~きして活着Jュきわめて有利な'1"1:坑といわなければならない。

(2) 幼市場!にむけるlI'rHAl.'t生

大土山試験J虫に長ける実験車lf県についてのべる。

布kl栽後にむけるうιヨくのために全体的l叶剖えきわめて多く， Yíí，-!{i'率は低率で、るった。よí~ 163 去

に示されている;且り p アカマツ，アイグロマツ，クロマツ沿よびクロマツ 26号それぞれ 21.3 ，

19.0, 32.7 ゐよぴ 42.5% である(1944 年 1 月 μ!↓1査，植松後約 9 カ月後〉。 νゃれも杖[栽本

数の三|ミ数以下である。とれは前述したように 4 ， 5 Hの早舷によるものである。かくのごとく

苦条件下にむいて対照のクロマツ 32.7% の y，r，-jti:に対し，クロマツ 26 サは 42.5% の「百着を

示し比率に必いて 100 ・ 130 であり 30% -)(で‘ある。

その後も天候為、よび戦乱のための込:条1'1: ドにあり， 1948 年 11 月の訓査では市若本数それ

ぞれ 133 ， 91 , 223 ~よび、 69 本でb り ， iわyf率はそれぞれ 14.6 ， 14.9, 21.0 ~よび、 33.3/0~

に111::下している。しかるに比率に之・いてはクロマツ 100 Iこ対してクロマツ 26 号は 159 であ

り 59J'Ö -えである。すなわち約1. 6 伐の日清比率を示した。すなわち， 後11:に 3Eけるおlìfn率

もクロマツ 26 サは対照に比して低率である。
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第 163":K 大士山試喰túl他殺のマヅ j舌 7音ギ (全氏)

粒I 属
梢栽 1944 年 l 月現在 1948 平 11 月現在
木数 一一←ーー一一一一一一

活着本数枯損一本数l 活着率 l 活?音本数枯損本数活着率|
(本) (本) (本) (?~).活着比三ド (本) (本) , (9�) I活着比率

アカマヅ 909 194 715 21.3 65 133 776 14.6 

アイグロマツ 609 116 493 19.0 58 91 518 14.9 

クロマヅ 1061 347 714 32.7 100 223 838 21.0 

クロマツ 26 号 207 88 119 42.5 130 69 138 33.3 

itL 1 2786 745 2041 I 26.9 82 516 2270 18.5 

1Ji官考 (1) 1940;1三 4 月橋間， 1941 年 3 月 1 回床替(於倉吉岱林判部内赤店主首畑)

(2) 1943 年 4 月 1前夜(三次営林署部内大士山試吹地)

(3) 第 1 !'!I枯îi員三li~査 1944 年 1 月 16 日 ~18 日

(-1-) 第 2[司枯損~I，'jj'笠 1948 年 11 月 24 日 ~30 日

70 

71 

100 

159 

88 

以上試験地全区にむける実験車!?込であった。前述したように試験JI巳 1"1の泊I1V:Jーを欠き，ま

た， M栽円がIIIJ- /1でなカ通った関係上， Hf士山区と北地区ではその f丹治状況に地区日IJのをがあっ

た。こ ~L~与を+J:~J したのが前挫のあっ:!.!~であったが.イト杭オ比例 111こち{[ f;l けを完了した:ÌI:地条{午も比

較的近似している ~q 区 CHf地区)の日訴状ÝJ~ を参)5までに掲げることとする Cí~ 164 炎)。

第 164 表大土山試験t也捕哉のマヅ活者卒 (第 1 区)

樹 I国
本制球数 1941 年 l 月現在 1948 不 11 月現住

(本) 活7(音本本)数枯損(本木)数1N1 活(着%率) i活着比率活着(本本)数111J:J(J4本本)数l! 活(着%率) | |活着比率

アカマ γ 294 81 213 27.6 I 67 63 231 21.4 78 

アイグロマヅ 240 50 190 20.8 51 39 201 16.3 59 

クロマヅ 435 179 256 41.1 100 120 315 27.6 100 

クロマツ 26 号 50 37 13 74.0 180 34 16 68.0 246 

ぷ仁〉i、 前- 1019 347 672 34.1 83 256 763 ' 25.2 91 

アカマツ，アイグロマツタクロマツ訟よぴクロマ吋 26 サの布([栽本数はそれぞれ 294 ， 24-0 , 

.435 jξ よぴ 50 木である。 しかして去にみるようにそのj丹治ー率は 1944 年にはそれぞれ 27:6 ，

20.8 , 41.1 ;t;・上び 74.0% で必 i人 全区の場介よÌ) J_~f.(r-である。特にクロマツ 26 ひはi丹市

良好で， 11庁所比率はクロマツ 100 に対して 180 で必る。 1.8 1;';-に相当ずる。

ワき、に 1948 :'1 ミ 11 jJ JJUI'で、は，去に示されているように対!!日のクロマヴの日清率 27.6% に

対しクロマツ 26 すは 68.0%- でるり，その比率は 1CO : 246 で約 2 倍竿に相当する。かくの

ごとく第 1 区だけからみればクロマツ 26 号の日着率は極めて優良で、あるが，試験木の杭栽イミ

数が少ないうらみがあるから，先に述べた全区の試験結果を参]{Hするのが合理的であろう。

以上要するに山地植栽試験による l'[，-着はクロマツ 26~子優秀であり，対J{{iのクロマツの1.5~

2.5 伐のが[着率を有ずるものと判断して大説無いものとJすえる。

2. 首木の抗毒性

品種の識別や耐1・:;;_:l討すシ IÌlÌJirÆJ性等を検定する一方法として或る極の薬液に対する抗毒性を検し
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てその強弱をIIU :I*(I"Jに検定する ;j法がしばしば川いられている。 JJ 1111な氏(1929 ， 1931 , a , b, 

c) ははじめ世作物についてかような関係のあるととを発見し， その後三木氏(1933) は枇杷

について， .!11!111氏 (1935) は桑について，志村氏(1940) は茶樹について lì0様なîiJI:究を行って

いる。また， ~[IIII:'fiC; (1933) は林水についても実験を行い，スギむよび、アカマツ 11111聞の塩素a酸

力H爪に対ーする ，!)'c志位の強弱を判べて，抗15・1"1:の引い， firf ，-nは概して lñiJJlミゲtが強いととを見， 1[ 1 村­

氏(1940) もマツの!日間についてその傾向を認め p 鈴木氏(1936) はスギについて同様な関係

があるととを迫試している。また，間 111 • 1;9il沢両氏(1946) も同様な関係をトドマツについて

i認めている。 氏?等在はいす十コれも 1午羽相杭:1引仏f(住t二JJ}了古而'lY目叩IJ市}1I

を愉じているのである。 lii11杭の鑑別或いはM1北区域の選定J二きわめて便利な方法と云わなけれ

ば左らない。

J(i亡クロマツ 26 号沿よび対J!{~木の7J{木に対して行った捜索隊}JIIWゐよび食塩水に対するi1c

~ir;'七1:の実験ii!?県についてのべる。 2if均支の実験談!立を選定するまでには数川予ÞiIï実験を繰り返

し致死浪曲前後のものを使Jiけ司るとととした。

( 1 )臨*酸)JIIIIUこ対する抗毒性

薬液泣泣I[ q乙次第に被特徴I1売の主主われる 11古l休もあるが，多くは薬i夜浸涜を完了し水平)1 に移っ

た後に変化を炎わす。被守状況の大ノj、によりこれを:5f止附に分・ち，極微拝， 微it;~， rfl守， .~ 

5ヰ ， i放守としとれを数fil[で、夫わして比較を試みるとととした。な必，とのほかに令然被害を交

けない知将と全く1'tIi死したわIi化の両区分を設けた。とれ等各区の被害徴伐とその度を表わす被

守桁数は市 165 去に示す泊りである。

第 165表得徴指数

被害区分 i 指数| 徴 候
無皆 。 害微を認めない

械微宮 下方の初生奨僚かにE.'é色

微告 2 幹の下方より 2/3 程度まで、の初生薬害徴そJj'!わし，かつ各和]生奨は 1/3 位までE.'é色

中害 3 全初]生誕に害徴現われかつ各本IJ生業の 1/2 {立まで皮色

著寄 4 全初]生奨の 2/3，位までE.'é色

激害 5 全初生薬のほとんど大部分五五色

枯死 6 完全に~色枯死

捜索酸fJ!LlpI，処国後の葉色の変化は比)1変(1サ急激で、ある。 0.1 ゐよび、 0.2% i容液では 5 分間7J'\.

主!卜すれば各区の抵抗位を充分比較対比するととができる。イJI<it式木各々の害徴指数を合計千五j し

とれを表示すれば、第 166 去の泊りである。円を経るに従い特徴指数は大となる。

ぅtーや 0.1% 区についてみるに第 1 日日は対!!(t 0.55 , クロマツ 26 号1. 25 であり p 僅か

にクロマツ 26 号の方が被守がったである。日を経るに従いいす7-れの区も害j設が弐第i乙現われる

が，クロマツ 26 号の方がはなはだしい。第 5 日目になれば，対照区の 2.85 に対しクロマツ
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第 166 表塩素酸加里抗毒試験

~~ _______ 8 数 l l2Jj1J!-5  
%樹環~~I

O l(l 対照(クロマツ) 1 055!l 10 210 
クロマツ 26 号 し 25 2.20 3.05 

0.2 [ 対照(クロマヅ) 1.∞ 2.∞ 2.95 
L 1 クロマヅ 26 号 1 1.95 3.00 4.25 

備考 (1) 1949 年 3 月 11 日播霞 7 月 1 日(塩素酸加里の場合

)および 7 月 12 日(食塩水の場合)婿取り， 2 昼夜

水彩!の後 1 昼夜薬液浸漬，充分水洗後再び水耕

(2) 招取後の実験t栄作はすべて日光の直」討を受けない室内
において実施(温度および混度表参照)

← 119 ー

26 号ーは 4.10 であり p おIi死または

あli手ビ iこ長Rする1fi，jf;j\が多い。

0 ， 2J~ 区は，第 1 F1f'l は対mt

1.00 I亡対しケロマツ 26 号1. 95

であり10'[(かに被守が大で、るるがJ

第 5 fI 11 には対!日i， 4.20 ， クロマ

ツ 26 ~ナ 5.20 であり，大学はおIi

手ビしている。

以上必ずるに，クロマツ 26 号

は対J!(i.のクロマツに北し塩素門的IIlr\l乙対する抗志位は弱い。従来の研究者の紡県に従えばクロ

マツ 26 号は一般クロマヴよりも IIUJ~止を["rが強いというととになる。

(2) 定塩水 i乙対する抗毒性

tr~167 去に示したill! 1) ，被守のjfuj j辿flJ[は tl主主眼力:Itltの場合に比lj!交して綬1廷である。すなわ

ち， 10% 区にゐいて第 1 日! 1 には，対J似たよびクロマツ 26 号の〈剤投はそれぞれ 0.30 ;jむよぴ

0.30 であり同等でるるが， 5 n 1] にようやく1.85 むよび 2.55 となりクロマツ 26サがIHiかに

大である。 11 日日 i乙五れば両行とも被守大となり，それぞれ 4.65 ゐよぴ 5.30 となって布Ii化

または枯死に泣いものが多くなる。しかして，クロマツ 26 号の方が慨して被守が大である。

第 167表食塩水抗毒試験

2 4 5 6 7 8 9 10 i 11 数
\
一
川
口
守
川
号

早
川
竺

一
一
〈
濃
一
一

3 

0.30 
0.30 

0.55 い∞， 1.45 
0.901 1.40 1.80 

0.60 0.95 , 1.55 
1 .00 : 1. 40 : 1.60 

1.85 , 2.10 2.55 3.1013.ω'4.15 4.65 
2.55 1 2.6:;' 3.20 , 3.90 I 4.45 ' 4.85 山
1.95 I 2.35 3.00 3.45: 4.00 4.30 , 4.85 
2.30 2.80 3 ・ 40 3 ・ 90 ¥ 4 ・ 40 , 4 ・ 70 5 ・ 20

0.30 
0.45 

12% 区に沿いても制似するが， 10% 区に比しいすτ~L も被守が顕拝i乙現われる。すなわち，

第 1 FI 日にゐいて対)Htのクロマツ 0.30 に対しクロマツ 26 号ーは 0 .45 ， U~5 fl 日にはそれぞ

れ1. 95 公よび 2.30 第 11 日目にはそれぞれ 4.85 公よぴ 5.20 である。

以上要するに食塩水 10 たよび 12% 区 i亡沿いては塩素酸1m里の場合に比し特徴の変化が絞

慢である。しかして対照のケロマツに北しクロマツ 26 王子は抵抗性が弱い。

山崎氏(1931) によれば塩素酸JJII_rnにより航物が害作mを受けるのは塩素故JJI1 Hl，が植物休1正j

で還元されて生じた火盟主昆素酸の作川によるのであって，塩素酸:JJI11nそのものの守作J-ijではな

いとしている。 したがって品種r:nの抗毒性の主正当主は植物f*~IJの還元性物質含有量の多少にみ囚

すると称している。
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食:ltii;]，!C対する:jjWd'l:の }1.1~がlt王者l可愛 'JII~Hに対する jJJ合とおi似したものであるか i年かi土問t\J

との両JR?に対する反応が，彼J自主ーの ;~~:i主はあったが川 ftfi向であったととは興味がì~:であるが，

い。食;官ノkに対する民.j;'c性

れている。

量長生3. 

林水の 17聞の 11加には何々あるが，生以量がんでるる r:r'， ffH，系統を育成することはid も大き

な 11 1' 1'.Jである。生以量が府大すれば，村のi[攻守せというととも一応汚えられるが， f吏川の日的に

また，生長の辿いものが必歩しも材がr[次弱であるとはよってはかえって好印介の場合もある。

クロマツ 26 ぢ・の干In.'i・の 11予jLEがんで、あるのは，中111)]包のブくいさが:たであるためではなIU+ らない。

し脱して各社~~n下1 1.織のま111胞数が多いためで‘あるととは iじに述べたji1lりである。イヰ叫に沿いて

は ， 'Jヒヂクロマヴ 26 号1:1:出そのものはいかなる生育状況を示しているかとよう Ir，I.Î~ を，桔Hiíòf斤

ついで、その子孫の川本について干f(:，'.'jJnl必よぴ、幼帥J1Jlの生長が対JE~のク1fJ1:に ijfi じた);11;で示しp

いかほどの生以の ::N:i主を示すかという点に閲しての実験車if ~l をのべロマツとよじi[i交した場合，

る。

クロマツ 26 サH樹の生長量(消 168 ， 169 夫。第 7 図))
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(2) 

供試木
率

1 材^'積
-/0 

i 実験 1-J-
胸暫淫|樹 m 高 l 材 m3 積 門戸

1151211 お2651 I 
14.32 I 0.998293 I 
12.71 I 0.497967 I 
14.49 I 0.706490 I 
13.84 1 0.734250 I 

グロマ γ26 号母樹および対照木の樹幹肝解第 169 表

樹高
c!--� 

188.3 

136.0 
67.8 
96.2 
100. 。

109.2 

103.5 
91.8 
104.7 
100.0 

137.5 

110.0 
93.8 
96.3 
100.0 

0.550 

0.440 
0.375 
0.385 
0.400 

クロマツ 26号

l 号

対照木 32 
平均

各供試木の現在 (1952 年)の樹令は，グロマツ 26 号 38 年，対照木 2 号 47 年，対照木

3 号 40 年で重うるが，各供試木 38 年生現在の胸高直径， 樹高および材積を算出したのが

上表でらる。

備考

とれを材杭に換算すればそれぞれ O.7325m九1. 28265 m:う比率は実に 188.3% である。る。

との状況は弟 7 図にゐいてさらによく認クロマツ 26 サは約 21:;-近い村杭生長をなしている。

とのように生長のII{慌である付:樹に治生した/く然交雑の附子から生じた，fj~めるととができる。

とれについては北部でのぺる。7Jiゐよぴ幼齢木はいかような生長をなすであろうか。

Fl 'ff(;Wí則の生長量(2) 

搭間後約 4 ヵJJf:交の干f(~Wiの!二一長生長〔実験1)(A) 

結果はよfÇ 170 炎に訴す泊りである。対JH~のクロマツの壮大は 37 王子の 6.3cm，最ノj、は 40 号

唱|淵|!?数 il

6.8 227 

5.9 93 

6.2 69 

5.0 I 73 

5.9 80 

4.6 I 82 

5.5 140 

6.3 , 61 

1939 年 3 月 15 日農林省林業試験場第 4苗圃へ播種， 1940 年 7 月 18 日首高測定

とれに対してクロマツ 26 サは 6.8cm を示し故えである。

{佳苗の生長長 (1) 第 170 表

の 4.9cm である。

商高 |測定木数
cm 本

5.3 67 

4.4 I 53 

4.9 63 

5.0 150 

5.6 228 

4.9 66 

5.5 78 

1530 

F重
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備考

播種後約 1 年 8 ヵ月のJf~市の根元直径ゐよぴ上長生長〔実験 2)(B) 

結果は第 171 去に;示す通りである。

約ます下線元直径についてみるにクロマツ 1.94mm に対してクロマツ 26 号は 2.90mm ，

アカマツゐよびアイ1mm 大で、ある。比率は 100 ・ 149 でクロマツの約1.5 併に相当する。

グロマツはいやれもノj、で、ある。

苛高は対照のクロマツは千より 6.61 cm であるのに対しクロマツ 26 号は 8.50cm で，その

アカマツ主r よ rJアイグロマツはクロマツ 26比率は 100: 129 でるる。約1. 3 11ちに相当する。
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第 171 表准苗の生長泣 (2)

根元直径 首 高完験
樹 霞 一一一一一一~--~~--~----------- ----… 
13Jtf ltti 比率平CIF i 最cf| 最J i 比率?

アカ マ ':l 1.77 3.5! 0.5 91 7.43 12.0 3.0 112 1077 

アイ Fロマツ I 1.84 I 3.5 I 0.5 I 95 7.72 15.0 I 4.0 117 ~ 786 
F ロマヅ 1.94 I 4.5 I 0.5 1 100 6.61 12.0 I 2.5 100 1 1078 

グロマヲ 26号 I 2 . 90 5 . 0 i 1 .0 I 1 49 ' 8 . 50 I 15 .0 3.5! 129: 203 

合計 I --一一一一一 I 3144 

備考 (1) 1940 年 4 月倉吉宮休警部内赤崎苗畑(烏取県)に橋種

白) 1941 年 3 月に 1 回床替のものを同年 11 月 18~25 日調査

号よりはノj、であるが，クロマツはいやれよりも大である。白揺はとれより小でL あった。

以卜~:~するに，クロマツ 26 サは一般のクロマツに比して東京必よぴ.rJ1Tx.両I也方にむいて，

也往生長も上長生長も組めて旧:盛であるととが7rった。

(C) C実験 3J 播盟後約 4 カ )J の:fW，\'jの重量，幹径，幹長2なよび総長

品，'i I_I~はお 172 去に示す辿りである。 クロマツ !T(量 662.5 m豆に対してクロマツ 26 号は

1076.8 mg，その比率はそAlぞれ 100: 1臼で

あり，約1.6 1[T，- 1こ相当する。 jkh径， jiF長そ

れぞれ 120% ， 130% を呈する。イ長i毛は(王 I~

~;I い43 しい。

(D) C実験 4J 1都町長約 3 ヵ )j の

却すiの-jLWJ山内(171111\])

にゐける生長量

実験試料は'11な実験のものと全くいl じでる

る。 5)j 31 I1 から 6n 17 I1 に王る 17 11 

Il \Jの )Yf本の生以量を測定したむ 本数はおの

おの 40 /f，:でるる。 5 )J 31 [1 ;jl ，'，j査の7J{木と

6)j 17 r 1 調査の IYi[二イ〈は )5 1]11<'， 1休で・ある。 -)t[:

;lfal起せば一時生長が停止または哀えるととが

予屯[されるから別11m休を使IIJ し7こ。

以上のようにして比較した結県は第 173 去

に示す泊りである。 17 日 Imlこ 1 本当りクロ

マツは 68mg，クロマツ 26 号は 157mg の

第 172表昨i-~立の生長冠 (全期間) (3) 

樹極 l 測定項目|平均 i 最大 i 最小 l比率

l重量 (mg)l6625K70 13ω |l∞ 
クロマヅ i草宇佐 \~11~1: ~.~~5 ;.;:3 ~.;2 :~~ 

幹長 (cm)1 4.70: 6.0 1 3.5 100 

俣長(叫 29.24 I 39.0 1 19 . 0 1 1∞ 

重泣 (mg) ， 1076.8 11470 1775 1 163 
クロマツド径 (mm) i 1. 328; 1. 53 1 1. 14: 120 
26 号 1 '1，斥長 (cm)1 6.101 7.5 I 5.01130 

;根長( cm)1 29.881 40 0 260 i 102 

備考(1)種子 1948 年秋採集のもの(クロマツ種
子i士宮崎市内宮崎農幕下北方支強林長)

(2) 播極 1949 年 3 月 11 日

(3) 播種床 圃場の楠土を日もれるワグナーポツ

(.1) t回収 1949 年 7 月 1 日
(5) 生育期間 112 日間
(6) 供試本数各種とも 40 木

第 173 表稚苗の生長量(一定期間)仏)

5 月 6 月

樹種 31 日の 17 日の生長量比率 実験数
重量 重量
mg mg mg 本

グロマヅ 397 465 68 100 40 

クロマヅ I 614 1 771 I 157 ! 231 I 40 
26号

生長をなしている。 すなわち， そのよヒ率は 備考

1CO : 231 である。約 2.3 1;1;.の生長をとげて

(1) 試験材料は前表のものと同様である。
(2) 本表内数字は 5 月 31 日 ~6 月 17 日

(17 日間)閣における 1 本当り平均重量

の斐化を示す。いる。
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以-':4 つの実験車l;洪を綜合して~~:ミすれば，クロマツ 26 号のÆffc，'r'jの生長は現地産或いは|佼

」也九'Øl者産クロマツ Æfí;-，'， 'j とよ凶交して，日ï俺， -'二長，ゐよぴ，p:量生以いやれもきわめて Il E'，it:でるる

とし、うととができる。

( 3) J干1 幼附J1Jlの生長量

1',0: rの I r:ブぐ'1"1:は Jイf~ ,','j !l+jの~[士長に関係がi請さいととがfJ.l像される。発!l'当初/jf乳からヲr:分な栄養

中'1)剖1j て!町1~JMに生上くするととは雨後の生長を有利に導〈。スギでは拍子の抗力の大ノj、は 1/'1ミ生

117本の生長に顕符に);(;押し，引続き 2/'1三生までは影響が残るが， 3 :'1ミ生 lit.になればその影特は泊

以ーして，その後の生長はもっぱら環境の優劣たよぴ泣伝的栄町いかんによって k1Î される(外

IlJl948)。との事実は他の樹HuこまJ'i推される。クロマツ 26 サの了!?木がÆW!，，'îl t:J JI乙むいて組めてílE

椛な~[~長を存したのは純子の i て大作による;β枠というととも一応考慮する必要がある。しかし

ながら数年或いはそれ以上経過しでもな喜子生長が11 1:住で、あるならば，クロマツ 26 号本来の光jく

的形はによるものと五わなければならない。本店ííにたいてはとの，以について 11今I~:: を行うととと

する。 :".:-I: L1 1i試験地に杭栽した試験二本のうち日荒したものについて生長量のi;)<'J査を行い，対!!況

のクロマツとクロマツ 26 -号の生長量の.)'(~泣を l リj らかにしたが，そのが;洪はニクくの泊りである。

CA) 1947 :'1~8 )J現布(樹帥 7:'.1'.4 ヵ}j) (11'~ 174 夫)

1足元ι径生長は対J!H クロマツの 4.59cm に対し，アカマツ，アイグロマツ P クロマツ沿よ

びクロマツ 26 サそれぞれ 4.00・， 3.97, .1.59 J;;-よぴ、 5.56cm であり，対照クロマツを 100 と

してその比率をとれば 87 : 86 : 100 : 121 である。クロマツ 26 号は約1. 2 恨の生i去をなす。

州市生長はアカマツ，プイグロマツ p クロマツ公よび、クロマツ 26-号それぞれ1. 90 ， 1.98 , 
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2.04 ;1;，'よび 2.58m であり p 対'-)!{t クロマツを 100 としてその比率をと A1..，ばそ~1..，ぞ.(1..- 93 : 97 : 

100: 126 である。クロマツ 26 -{J・は約 1.3 1::Çの生長をなす。

と;11..， tr: 1寸杭に換::jií[ (P]ifUl主として計xrすなわち 1/3 (D /2) :'πh) す~1..，ぱそ;11..，ぞ~1..， 0.000796 , 

0.000817 , 0.001125 必よぴ 0.002088 m3 である。対J!H クロマツ 100 に対してクロマツ 26号

は 186 に当りがJ 1.9 1:~の村千六を有する。

:j:主張(1，之え校の投影長)の比率は 100: 123 であって日じく大で‘ある。

CB) 1948 1，1三 11 JWMI: (刷出合 8 1， 1 三 7 ヵJJ)

Æjöë也径生長はアカマツ p アイグロマツ， クロマツゐよび、クロマツ 26 号それぞれ 6.04 ，

5.71 , 6.72 jなよぴ、 8 .46cm であって，対JEt クロマツを 100 としてその比率をとればそれぞ

れ 90 : 85 : 100 : 126 である。クロマツ 26 サははがl三l乙比し 5% 増大している。

樹正:j生長はそれぞれ 2.33 ， 2.47 , 2.59JTI ゐよび: 3 .44m でるって p その比率は 90: 95: 

100 : 133 となり，クロマツ 26 ぢ・は前年に比し 7% 哨大している。

材'M生長はそれぞれ 0.002225 ， 0.002108 , 0.C03062 公よび 0.006446 m3 であって， その

比率は対mtのクロマツ 100 に対しクロマツ 26 -B.・は 210 に相当し実に 2.1 仰に相当する。材

も'iは小傾の 2 乗 i亡比例するので .LÜ保のJ??力I1は汗しい村t'(の J1'J )JII をきたす。

クロマツ 26 サの枚以は liíj~ドに比し 29cm のよ件えであるがp 比率に沿いては 120% でb

k 対J!H クロマツに比すればïJíjl， l~ よりかえって 3% 減少している。

(C) 15 ヵバIf\]の生長量 (I~ 1947 "I~ 8 JJ 五 1948 't f~ 11 J 1) 

ÆjDt:白径はアカマツ，アイグロマツ，クロマツゐよびクロマツ 26 サそれぞA 1..， 2.04, 1. 74, 

2.13 ;j;;、よび 2.90cm であてコて， 対J!~tのクロマツを 100 としてその比率をとれば、それぞれ

96 : 82 : 100 : 136 である。クロマツ 26 すは約1. 4 伯に相当する。すなわち，直径生長は対

!!日によじしてJくみ3にif十大しつつある。

f~J~::jはそれぞれ 0.43 ， 0.49, 0.55 , 0.86 m であって p その比率はそれぞA 1.., 78 : 89 : 100 : 

156 である。クロマツ 26 -{}は約 1.6 1:'\，に相当し対l[Hに比:li交して~j(沼に増大しつつある。

材fJ'fはそれぞれ 0.001429 ， 0.001291 , 0.001937 ~よび 0.004358 m:1にして， をの比率は

それぞれ 74 : 67 : 100 : 225 である。すなわち，クロマツ 26 号は同期jlt\] rl~に対照のクロマツ

のが:J 2.3 併の生長をたす。

枚目言はその比率にたいてクロマツ 26 号ーは 107 であって， かえって前年より減少しつつあ

るととを示す。

以上"止I~j したように p 樹齢 7 1，F4 カ JJから 8 年 7 カ月の時期にゐけるクロマツ 26 号の生長

は対照クロマツに比しp 直径生長以約1.2~ 1. 4 倍樹高生長は1.3~ 1. 6 倍材積成長に至つて

は1.9~2.3 倍という顕著な生長をなす。 第 174 去に沿いてわかる通りクロマツ 26 号の生長

は次第に増加lの方向に向っている。幼齢期にむけるクロマツ 26 号の生長の旺盛であるのは種
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子の巨大性にJたくものではなし先天的形民によるものであると考えられる。

宇都宮大学岱学部1!í;J木健治氏は，クロマツ 26 J号子孫の材質および生長量の優劣を調査する

目的をもって);:.土山試験地にむける試験木を伐掠し (1949 年 6 月 19 日)樹幹析併を行った。

その結果は tr~ 8 図に示す通りである。クロマツ 26 サP クロマツ (35 号)，アイグ口 γ ツ (45

号)沿よぴ、地元産の隣接木(クロマツ)について p 手キtM極のほVfLI'-Jとjの il~元Lι径，樹高を有す

る個体を訓査したものでるる。クロマツ 26 号の生長のE大性をヲ官分表わしている(外 11I ，永

岡 p 岡本p 吉 !JI 1952) 。

以上要するにクロマツ 26 号の幼歯髄Jは ftfj邑のクロマツに比し直径むよび、樹高生長1.2 倍以

上，材積成長は 2 倍以上の生長をなすことがIIJJ らかとなった。

CIll) 細胞遺伝挙的特性

クロマツ 26 サは以上述べたように p 外tfl\ゐよぴ内部形態学的，生玉虫学的に種々の特性をと有

するのであるが，とれ~l~;の特性に関する研究はさらに細胞学的ゐよぴ遺伝学的研究と相f突って

充分なるがrJ.!~ を期待するととができるのである。 しかしながら林木にゐいては，その研究に種

々の不便があり，また，悶花結実，生耳{I生Jlj!等にt;mしては不明の点も多く， ，訟にその成果を期

待するととは|吋;Y%である。またp マツにたいては授粉後の結実は翌年となり p な主f またその子

孫が生長していwæ結実し Fl の種子を得るまでに少なくも 6~7 年以上の年J1を要する等の困

難がるる。従来の実験の結果現在までに判明した:rjι実は九牛のー毛にすきーや，今後の(r)f究に明

待するととろが多いわけで、ある。ととには，クロマツ 26 号の減数分裂の観摂ゐよび交雑実験

に関する 2 ， 3 ，乃 h士山についてのべる。

1. 細胞学的特性

1950 午、 4 J L!-_'Í i]ゐよび 1951 年 3 月下旬の 21日]にわたりクロマツ 26 号H:樹立三7守地に赴き材

料を採取して花粉分裂を観察した。分裂の時期は年により多少の変動がある。クロマツ 26 号

の花粉分裂の 11年間は一般のクロマツより約 7 ~10 1"1 川遅れる，。

雄花は新条の正子市にかたまって生じ京、赤紫色色市び，基部は柁円，先端は flj鈴)1予である。薄

い胞子葉が中lhのまわりに集まれ各ノト胞了1AEの下WÎに 2 miづっの小胞子設がみえている。クロ

マツ 26 去の雄花は一般のクロマツより大で、るる。同定に i尽しては外側のi!~~片をどンセットで

除去するととが必要である。

11主rr_f， j-f:-í村，狩野氏(1943) が述べているように p アカマツなよびクロマツは n二 12 ， 2n= 

24 の染色体を有する。 氏斗:のアイグロマツに沿ける観祭では複合染色体或いは 1 価染色体を

J.!.II\ している。すなわち， 17 観察11 1 ，

(1) 1w+10lI (10 制胞)

(3) 1m十 101I十 1r (HIII胞)

(2) lllI+21 (3 市111胞)

性) 121I (3 和11胞)
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なる結果を得ている。 1211 は比較的少なく多くはイ~);J，~JlI]な岐??をなし雑極性であることを;Ii.仁川

している。

さてクロマツ 26 号花粉分裂に沿いては千古代等のアイグロマツの分花分裂にたいて観主ちし

たような複合染色体或いは 1 価染色体は全然みられなかった。 l司氏等が一般クロマツにむいて

観察したのと類似の 12][ の分裂像が観察された。 すなわち，クロマツ 26 号は市111胞学r'1!~1亡は

雑屈のものではなく，円i:illIのクロマツと同じj染色休陥成を有するととが証明さ札た。

2. 遺伝学的特性

木項にゐいてはクロマツ 26 サの稔性を中心とした交雑実験ゐよぴ、 Fl 形態の分離， Fl に

若生した珪-児および郁子の引ナ[ôについてのべる。な1ままた交雑実験に関連してniJ1' tのfI.ÿllJJ ， 雌

雄花の着生歩合，也出の1m鱗I正予WJ!乙関しーとも便宜 l二本引に本、いて注べることとする。

(1) 開花時間

杖[!j7J.)は租により生長の時期!や生荷主の時期を異にする。[， í]-'Ff(でも地方的に趣をと異にする。マ

ツ類は通常 4 月から 5 J.J Iこかけて['，日花し交雑を行うが， ;JI水1'(←l千，

いその趨君坊期1足!が異なる。 IHJ花の n寺J{:JJに最も大きな)]0枠を与えるのは温度である。北方のものをI行

方に移航すれば一般に花WJは早nに現われる。 出111tの ;fG{E.çにより[山花の時期を具にするので 1 ，�1 

一地方でも年により交雑時1+Jjが具なる。

1938 年(昭和 13 1， 1三)中ii子lf::z国千J林に冬、いて行った観慌によればp クロマツは 4 JJ 15 EI ~ 

20 日 p アカマツは 25 1"'1 とろまでは雄花が飛散しない。 交雑を行う場合にはとのとろが袋掛

けの迫真FJである。交雑のiIぶ由民)jはクロマツ 4 月 22 fl ~27 [1 , アカマツは 5 JJ 1 " ~ 5 [1 こ

ろであった。

~j(に 1943 年 5 JJ 1 fI ~ 5 J:I 15 日の i調査のあrf!.l~ ~三点示すれば1f~ 175 去の泊りである。 1938

1， 1てに比すれば全較的に 1 ~ 2 m:J l l\1ゐそい。 5 rJ 2H の制査では雄花の開花が 0% のものから

100% のものまで間々の段階がるる。また， ú甘[花の/lI J花時期!も 111，J体により異なり， 5JJIEI か

ら 5 月 12 日まで 10 円 以上の主還があり袋掛けのH叫}jを見にする。交雑J盛期も 5JJ2 F1から

5 月 14 日まで極々である。クロマツ 26 号は 5 月 2 rJ には耽花は全部問花している。花粉11~

散は 4JJ -:f<から 5 汀はじめである。交雑は 5 J:J 2 日とろを最泊とした:。クロマツ 26 号の花粉

分裂はクロマツよりむくれクロマツとプカマツの r[qj\]でるるがp その伎の発述はすみやかで花

期は平い方である。

一自立にクロマツはアカマツより/)日~iヒヵU，Lい。 しカ込し同じクロマツま 7こはアカマツでも 11司{本に

より J仰とまたは岬[花の悶花時期 ~8~にするものが多い。ある 11占1t4，は雌花が光lこ I~日くがp ある 1/1!l

休で、は/f.Wj'tが jU亡 1m <。目誌に沿いてはなるべく自体の花粉を受けないように雌雄花のIifFfとに

やれがるるのである。 しかしある例休はほとんど [;í]期に雌雄花が/\ln'とする。

アカマツゐよぴ、クロマツの花粉の寿命は相当長い。発:!:i:-:試験を行うにはI.Ì!:糖 5~20% 加月J，
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第 175表開花期
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備考: (1) 1943 年， 5 月 1 日 ~5 月 15 日調査 (2) ーーは早または B なきもの

2% 主χ土庁主主，cJ}}:&: し 20 0 C r[ 1で 48 時川で完全に発茅する。発51:'家主Fであり，寿命も長

い。 '[IJJ子Jji1.国千f林のようなアカマツゐよぴクロマツの出生林ではクロマツの花粉がほとんど飛

散した後でも， 生気小に花粉がf百件して残るか p または遠隔の地から飛来すれば， 1ω!の会く

れたアカマツの Uf珠へクロマツの1日~}iJ，附荒して長粉される機会が起る。ク百マツの方が一般

に /)1J花WJが早いのでP クロマツヘアカマツの干と粉が飛来する機会は荷台fí よりは少ないわけで、;J:ふ

る。 しかし沼 175 炎で・わかる illl り，クロマツの1)川ヒのゐそいWS!休と，アカマツのn日花の 1jLい仙i

休はその日14花江Hがある Jmll\Jは一致するからそれ等の il\Jでは交雑の機会があるものとJιわなけれ

ばならない。な必またアイグロマツは一般にクロマツとアカマツの中1111的同1鴎ÞJ を有するから

三者聞の交雑の機会は起り得るものと想像される。

相子紋国有林は日本海岸から直新佐ー離にして約 6~8km 奥地にあれ海抜高は 200~300m

である。海岸よりは 2~3 度気温が低い。併i子取固有林の北方海岸防風林をなす西大野固有林

は前所によヒし数日開花期がlf1い。また，西方にそび、える大山の中腹i乙位する大山国有林は気温

は数度低く，年により 4N上旬まで雪をいただく。大山国有林では一般に開花期は 10 日たそ

い。かようにifl隣る同一地区に沿いても海岸からの距離F 海抜高等により開花交雑時期は数日

~2週1m異なる。
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.L:J、J二のような関係にあるので，アカマツ，クロマツむよぴアイグロマツの混生付:樹林である

/pil子 1&国有林は I ， d~*内の各樹木の花粉が互に交雑するほか，前記の回大野，大山等から Jft\tに乗

って飛来する花粉によっても多少は交雑の機会に高まれるものとみなければならない。 χr.~~生

林である関係でp その組光にむいてアカマツ，クロマツ沿よびアイグロマツ 1mに複雑な交雑が

行われた結札柁々の段併のアカマツとクロマツの雑加が混生しているととが想像される。ク

ロマツ 26 ←ザの DIHt!~Jは石川、方に局するからその雌花はクロマツの 1日分を '2ける機会が多い

が，多少はアイグロマツ辛子よびアカマツの?日分も受ける可能性がま》るとみなければならない。

以J)必ずるにクロマツ.2(;ぢ・Jコ IHrn:HJJiま IILい JJIこ伝;し， :=ì~としてクロマツの干ヒA;;} を'乏ける tm:

会が多いが，多少はアイグロマツゐよびアカマツの花粉を受ける可能性がある。

(2 ) 批ffU4t花tf(生一歩ー合

アカマツゐよび、クロマツ l主制[准Fd株であって， 1 ， ;J-1I，'，'休に雌花ゐよびl准花を荒生するととは

J ，I;J';:IIの泊りである。 しかしながら各1/0'01休ごとに雌?とむよび雄花を荒生しているとは限らない。

此It佐川?とを均等に所生しているものはむしろ少なく，大部分・の111" 休はいゴド;ALかを多く着け p 極

端な場合は全〈一方の?とを舟生しない。 ク口マツ 26 古サ禍と i比F七ヒ較のため lに乙加官作削.'，川"附付休〈について観察

した車私針ll刊1

1刊0，十iiMのものを O として 10 段附に区別して11"'1休ごとに附[花たよぴ百:tt花の清生歩合を観照し

t('; 176 表アカマツ，アイグロマツおよびクロマヅの雌雄花分間表

雌花|雄花| 母 樹 番 号 l 空襲 l 比率
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50.0 

た。 しかる後/IiJー1[.'，1休J二の útíß

b:jj~の前二千七率をrrll\ し・亡夫示し

たので、ある。との判査を j-Jっ

たイ:}:出はいやれも /):ntJ~Jに IT

しt<:11川4:t(' けで、ある。

附[花のみを清~t して雄花を

全然xf生しないWM1，は 30 1110/ 

休tl I 34 サが 1 本だけである。26.7 

侃 l 皆

(0) i (10) 
I 3.3 34 号は樹齢約40 1" ミ p 雌?とは3.3 

| 相当多量に着生している。他
100.0 

4 

計- 30 

註1.母樹番号にO印をF付したものは雌堆の着花歩合 5:5 にして全
く同程度のものである。 同欄のその他のものは 4:6 または

6:4 の着花率を有するものである。

2. 本調査は 1943 年 5 月 1 日~5 月 15 日の調査である。

と比較し全体的にみた場合は

が) 60% 程度の相当多量の着

花率を示している。しかるに

全然堆花はみられない。

34 号とは反対に雌花皆無で、雄花だけを着生しているものに 4号がある。 4号は樹齢やや若

くがJ 20 年であるが，雄花は 40% 程度斎生しているにかかわら十雌花は全然みられない。

附[花多く (9 ~ 7 1'切)，雄花少ない (1 ~ 3 削)ものに 31 ， 38 , 40 , 42 .%0'よぴ 46 号の 54ヰ
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がある。い十れも 30 年以上で、あるが， UtfWlôが強い。との反対に雌花少なく( 3 ~ 1 tt,:IJ) , "4t 

花多い(7~ 9 許11)ものに， 8 , 10, 28 , 29 , 30 , 36 , 47 j訟よび、 49 ~)‘の 8 木がある。 い宇

れも 30 /'I~生以上(多くは 40 年以上)であるが雄竹が強〈雌花が少ない。

雌土産両花をみ~< [;:ûl'f，度 (5 : 5) 1<: 着生しているのは 15 ， 33 , 35 , 43 の 4 本あるのみであ

る。 lZ ぽ[i'i]等 (6 : 4 または 4 : 6) に靖生しているものに， 9 , 26 , 27 , 32, 37 , 39 , 41 , 

44, 4ち， 48 j;~よぴ 50 号の 11 本がある。全く fìiJ等かほほ「同等であるものは付JZj 30 木 Itt 15 

本でちょうど 50% に相当する。

クロマツ 26 ぢ・は附[花 90%，雄花 70% 相l立所生している ι すたわち， 問[花対枇花のよとは

5.6 : 4 .4である。 f主かに雌花が多いがほぼ1'11今年しいとみられる。若干ヒ歩合は良好な方である。

着花状況は :\I~により何 l遣がある。その後 2 凹の"dJM奈 Iてたいても 4号は問[花を 71今生せや， 34号

は雄花を着生しなかった。また，雌花が多いか，雄花が多いかの ftri向は毎年その後件試験木と

も同f頃向が現われている。

以上の観ぞをî;，tì~~i土資料僅かに 30 1ml休にすぎつ九比率には誤差の介入するゐそれがあるがか

ような{頃向の存在するととは否定できない。なj'.;'"また，かような傾向 l土スギにもあり，ヒノキ

ではさらにはなはだしいがととには宥略する。

以上要するに p マツの清花歩合は雌堆ほとんど[，i]税!立のもの(雌雄竹均等) 50%，いt:~Lか

が多く一方が少ないもの(雌性強またはMむ'l"1強) 43%，会〈一方の花を777生しないもの(完全

雌性または完全批判:) 7 %であるがp クロマツ 26号は雌堆ほほ・均等に恭花する性状を有する。

(3) 出*の/lIJ鱗H寺期

農作物のみならや一般林木にゐいても県実または冊子の成熟期は種により異なる。同ーの樟

または品種内で、は 1[占l休により差遣があるが，その変異は区々で、ある。生育環境が異なれば成熟

期にも早n危があり， [司一環境でも遺伝的に異なる場合がある。同一地区では気製状況により年

によって異なる。 ;:J( に， 1940 年ゐよぴ 1941 1， 1と中11子llÏZ国有林たよぴ回大町固有林に jEける観

察の結果についてのべる。

1940 r，!と11主も平< IHJí怖をはじめたのは 32 号(アイグロマツ)で 9 JJ 27 日に僅かにnm愉しp

同月 23 日には 20% の岱県が問鱗した。 32 サはDH1'とも平い。 32 号-についで早かったのはクロ

マツ 26 号で 9 月 23 日に問鱗を1m始した。三たに 10 月 10 日に 9 号(クロマツ)， 33 号(アイ

グロマツ)， 37 号(クロマツ)が僅かに問鱗した。その他のものはまだ全然問鱗しない。 10月

20 日前後になって 28 ， 44, 45 , 46 号がようやく閃鱗を開始したにすぎない。 その他の大多

数のW， I休は 10 月末或いは 11 J1 Jづりに至りようやく問隣をはじめた。

1941 年の問鱗の状況は前年とほ ('g"[， i]i素であったがp とれを来示すれば、第 177 表に示す泊り

である。前年と H様 32 -g・11主も平く川鱗しp クロマツ 26 号はとれについて、早い。かように也E

J!~の問鱗時期は側休により異なるので搾取に際しては時期を犬わないように注意しなければな
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らない。

以 1.述ぺたように， 9 J1 20 日前後からIlJJ鱗をはじめるものから 11 J Ll-_íuに玉りようやく

川桝するものまで、IlLいものと遅いものでは約 1 ヵ Jn~の /JJJ きがある。アイグロマツは慨してJj1.

〈アカマツとクロマツは遅い ftíirむがある。 しかしてクロマツ 26 号J)jJ日鱗はきわめて1ft.い方に

制する。

(4 )交雑

布花粉Jは交M~の A"I j三によってしば、しば受附

ブJ ，すなわち，松'f"J:が低下する。 稔十J:が11~下

すれば突粒の生産少なく和子による哨前は不

仰となってくる。 したがって士件前をけ的とす

る場合には一応捻性を調べてむく必裂があ

る。とのJll1~こにたいてクロマツ 26 号をr! "l:、

として1''í(々の車11合わせの交雑を行った。

交1-'1] )J を夫わずには花々の方法があるがp

安川氏 (1940. p. 502) は I~乏粉花に対す

る相子数」で示すのが故もイ刊1\(1句であるとし

たb 林水EIFf!ト?にアカマツやクロマツ等では

第 177 表毛ß果関鱗率 (1941 年 10 月 16 日調査:l

番号!樹 種間炉|番号|樹 極 (関野率

8 7 イノゲロマヅ 20 37 クロマヅ 30 

9 クロマヅ 20 38 アカマツ 5 

12 クロマヅ 10 :1 39 アカマツ 。

26 グロマヅ| 40 40 クロマツ 。

27 1 クロマヅ l o 1: 41 クロマヅ 。

28 クロマヅ 10 42' クロマヅ 。

29 1 アカマヅ l 5 11 43 !クロマヅ l 。

30 アカマヅ 5 44 !7ロマヅ 10 

31 クロマヅ 5 : 45 アイグロマヅ 30 

32 ァイグロマッ! 50 46 アカマヅ 10
33 i アイグロマヅ 20 47 アカマツ 0 

34 1 アイグロマッ 5 I 48 アカマツ 5 

35 クロマツ o 49 アイグロマツ 10 

36 .ク口マヅ o '50 ，クロマヅ 5 

1 店県内に多数の純子が合ま ~l，間了・の外JIヨはほとんど fìiJ様でも内存の充実した実枇 CKrN:)

と小味の主である1;lt粒(不T(.[::j:&:)とがある(色は i斗味を守?びるi品合に多い)。 したがってとの

場合交精力，すなわち，稔性は「受粉出t~~1乙対する実主計，n子数」で示し，さらに 1 也県内に合

まれる実杭と ~1t粒の比率を実杭率冬、よぴHtN:率として夫わした。またp 千争中11.合わせの稔十'1:の比

率はクロマツベ?:{$交雑の場合の稔'1.'1:を 100 として1;;[/1 \した。 ;:ý(に実験給処についてのべる(第

178 夫人

A. T(，E:性

(A) ^然交雑

第 178 去にたける:/く然交雑の jf~Jをみるに受精力を示すところの 1 砧県内実粒数は対HHのアカ

マツ，アイグロマツエテよびクロマツそれぞれ 30.0 ， 16.7, 54.0 粒であるのに対してクロマツ

26 号は 65.5 粒である。比率で示せばクロマツ 100 に対してクロマツ 26 号は 1263b"に相当

する。実粒率も最大でアカマツ， アイグロマツたよび、クロマツそれぞれ 86.9 ， 71.6, 84.83垬 

であるのに対してクロマツ 26 号は 96.03í{ で〕壮大で、ある。 持活クロマツよりは稔性(受精

力)カザ三で‘ある点は増続上有利な点である。

われわれが也林JIJ種子として利川するのはとの天京交雑種子であるが， マツ類の種子はス

ギ，ヒノキ等と異なり ・般に発芽良好であって y そのん部分・は 80Jr; '!':J.J::.の発芽率を有すると
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第 178 茨 マヅの天然，種I1dj，種内および自家交雑におけーる稔性
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×クロマ'J
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NIl考 (1) 1940 年 5 月 3 日 ~5 月 17 日交雑， 1941 半 10 月 15 日 ~25 日在E:!J~採集。

(2) 障子数。実粒数および批准数は珪来 1 箇当り粒数を示寸。

とを It:B、めている。たとえば林~~t~f.え験場ーにゐける精子検奈1定結に徴しでも I~J らかである。その大

三ドは 80% 以上の孫子率を有する。 iliÆ.本川股子の場合は 80~90% の陀子よりも 90~100% のも

のが多いが，とれは一般にJ!l\UtttによりイIlJほと、かのお目立が除去されているからでるる (i主体行山

林M 1937~1942)o 111添，斎)j1，fr~dL\: (1934) はエゾマツ，アカヱゾマツむよび、トドマツの・芭~~

;J:;-よぴ加子に関する研究を行い，拍子はー出足r̂ .Jにむける若生部fなにより枇粒と実1'\Lの 't;'l1-';守を異

にし，発~，率たよび発~，辿!立の呉なるのをみているが，一般のソく然ー交雑Frn.の場合にはとAL等

の混合されたLI'-J{JのがLが'l;T!i'，さ j しているわけで、ある。

以卜.裂するにクロマツ 26 号のノ〈然交雑で、は対!日iのクロマツに比し稔'1>'1:大 (126%) である。

アカマツはクロマツに劣り (56~%') ，アイグロマツ lí:ú主も劣る (;)1%) 。

(B) 杭i i\ J交雑

天然交雑の場合に比し概して拍子数が少ない。また，受精力も劣る。

(クロマツ 26 号×アイグロマツ)は実粒数 5.20 1主であって， 花性は低〈稔性比率は 10

%にすぎない。

アカマツ，クロマツ，アイグロマツタリキタaマツの相互間の交雑はいやれも詑性f，l.~ <, 1;芭

県内の実粒数は 10 1立以下である。 稔性比率は(アイグロマツ×アカマツ) 17% の(王かはす

べて 10% 前後またはそれ以下である。
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以上裂するにクロマウ 26 --lテHiH\1交雑は天Ç1.~交雑 l亡比し:];-;(:"<1:が1b.h 、が(約 1/2) , 対照 l亡比

すれば、4干しくブーである。

(C) 極内交雑

ととにいう極内交雑とは Ilî]--Ni内 i乙必けるかI休を異にするf:J:木liiJの交雑P すなわち， (クロ

マツ 26 号×クロマツ〉必よびその逆交雑で、ある。

(クロマツ 26 号×クロマツ)では 1 笹川刊の実位数少なく 9 ， 85 1;Í[，稔"<1:比率 18% であ

り，その逝交雑ではやや多く 25.80 j;i'[，松竹比率 48% である。 アカマツ相互川たよぴクロ

マツ相互川の交雑ではそれぞれ 30.40 1i�7. 56% 点、よび 28.21 杭 52% である。

日2長不和 l合I陀は一般的現象であるが，工夫る間または北る I i,WiG: I 土 p それ等の極またはIPi極II\Jの

授粉では結実しない現象のあるととが521陥れている。とれを交雑不手[[介性或いは交雑不稔と称

するが， .!.!~樹に沿いてはその例が多い。たとえばナシにたいては， -11'-111:紀と菊/1\，長十郎と青

青E，菊;J(と祇閑，その他(菊池1í: 1927) にみられ，サクランボにもllïJ様な現象がある。また，

農作物で、は柿崎氏(1930) は BrassÌca Iと必いて， East (1919 , 1923) 寺尾(1934) 戸苅L 河

原(J 942) 氏等は1目的乙ゐいて交雑不平[[合性現奴を観察している。また， Alam 氏(1936) は

Eruca ~ativa について自家不平[[介 .l(~ びに交雑不平[[合性の程度ーに汗しいえ号泣のあるととを報

告・している。 しかして交雑不平[[合十1:の IJjWI については， 花粉発月三が不良なる J必介(たとえば

WeIlington L�: (1913) のタパコにゐける場合p その他)や花粉は正常に発芽しでも花粉れ:の

生長が根回日kいは異状(たとえば牛越， 1忠安両氏(1930) の日本梨にむける例，その他)であ

る場合等が};II られている。

さてマツ類に会いて多くの組合わせの交雑を行った結果， :j(に説明するごとく組合わせによ

ってはT:t，!主がきわめて異なる上場合があるととがlリj らかとなった(第 179 夫参加入

a. クロマツ 26 -g-x クロマツ諸1/1， 1休

実験例は少ないが

クロマツ 26 ~テ x9 ぢ・(クロマツ) ....••••....•.....•••.•. (1) 

クロマツ 26 ぢ‘><36 -'i,r.. (クロマツ) . • • • •. • . • . .. • . • • " • . • • (2) 

の 2例がある。極子教は (1) 必よび (2) それぞれ 18.3，ゐよぴ 4.0 粒であり p 実粒数はそれ

ぞれ 16.2 ;)なよぴ 3.5 粒である。 先に報告ーしたごとくクロマツ 26 王子の盛山土一般に優良種

子を多数産するのであるが(外LLJ 1949) ，との 2例では稔性は比較的低<.特に (2) の紐合わ

せでは p 不和合性が強い。 211""の桂月Lのうち 11聞こは全〈種子を合まなかった。 かえって種

|間交雑であるアカマツの花粉を掛けた場合や，自家授粉の場合の方が実粒数が多い(それぞれ

33.8 粒必よび、 22.7 粒)のは興味深い。

b. クロマツ f苦1fiM本×クロマツ 26 号・

6 キnの実験例がある。その組合わせば第 179 表にみるごとく次の泊りである。
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27 号‘(クロマツ) )(クロマツ 26 号. • . • • . • . • • • • • . .. • • • • • • (1) 

37 号(クロマツ) x クロマツ 26 号・" .• .• •. •. " " •• •• " • .(2) 

40 号‘(クロマツ) x クロマツ 26 -1)タ.. " •• •. •• •• •... •.•.• .(3) 

41 号ト(クロマツ) )(クロマツ 26 -1フ戸.................... ..(4) 

42 号・(クロマツ) x クロマツ 26 .号.. •• " •• " •. •• ......• .(5) 

43 ぢ~. (クロマツ) x クロマツ 26 -1)‘ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ " •• (6) 

ます羽:子数をみるに (2) ， (3) , (4) , (5) はほぼ類似し 40 粒前後であるが， (1) はやや少なく

25.8 粒， (6) は 14.5 粒にすぎない。 これ等の杭子Ij-Iから 1tlU立を除いた実粒数は (2) ， (4) , (5) 

は 35~40 1:ι(3) 23 粒 (1) たよび、 (6) は 10 1;主j，jíjf交にすぎない。:/，えも ~u.~いのは (6) の 8 粒で

故良は (2) の 40 粒であり大芸がある。クロマツ H志の交雑でZうるから類似の位性を示すとと

が予却されるが，事実はとれに反して交雑不手11合性の現匁がみられる。

第 179 去には参与ーのために (34 -8' (アイグロ) x クロマツ 26 サ)の*"合わせが附記しで

あるがp とれば完全なるイミ稔性を示す。

実験例は 6 半[fである。

C. クロマツ，ilf1li，IH;x 9 サ(クロマツ)

番号 組合せ

26• o ! 26 号×天然花粉
26-7 : 26 号 x9 (クロ)

26ー13126 号 x36 (グロ)

26-19 I 26 号 x A (アカ)

26-31 26 号 x33 (アイ)

26-S 26 号 x26 号

27ー 13 I 27 (グロ) x26 号

37-2 I 37 (クロ) x26 号

40-8140( クロ) X 26 号

41-8 : 41 (クロ) x26 号

42-10 i 42 (クロ) x26 号
43-7!43( グロ) x26 号

34-9 I 34 (アイ) x26 号

9-'0 9 (クロ) x一天然花粉

12ー 1 I 12 (クロ) x9 (グロ

15 9l 15( グロ) x9 ゥ
26-7 I 26 (グロ) x9 か

37-15 1 37 (クロ) x 9 か
41-13 : 41 (クロ) x9 か

34ー 13 I 43 (グロ) x 9 " 

34-16 I 34 (アイ) x9 " 

第 179 表親手n力の相違する例
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12 J':;, (クロマツ) x 9 号~ (クロマツ)

15 ぢー(クロマツ) x 9 一号(クロマツ)

26 サ(クロマツ) x 9 サ(クロマツ)

37 号(クロマツ) x 9 サ(クロマツ)

41 ~サ(クロマツ)χ9 一号(クロマツ)

43 サ(クロマツ) x 9 号(クロマツ)

. . (1) 

. .(2) 

.. .(3) 

.. .. .. " (4) 

.(5) 

. . . . . (6) 

ílíj白ì b の場合とほとんどお!似の関係がある。 (1) ， (2) , (4) ゐより: (5) は実枇数いやれも 30

ね以_I-.であり p!jL?に (4) は 62 1~'LI乙沿よぷ。 とれに反し (3) は 18 事むこして fJír4 Xーの 1/2~1/3

以 Fである。

参巧のために (34 サ(アイグロマツ) X9-(;うのw合わせを附記したが (34 号(アイグ

ロマツ) x クロマツ 26 -~・)号のJA介と /fïJ 様捻'I''tはきわめて低<， 51/<'， 1の控県1/ Iji臼斗こ 1 粒の

加子を行したにすぎない。

以 1:述べたととろはクロマヴf/I，jfタil \Jのお'1"'1:の +11泣についてで‘るった。実験数があまり虫17Jで

ないうらみがあるがp との実験のが;恥からクロマツには交雑イ三和合'1"'1:の現象があると併してぷ

昨ないのではなかろうか。

Buchholz l¥: (1944) ばマツ kr!，の交雑を行い，不iなの )!;WI は (1) 出県内の路上米の成熟が i~1í分

により見なる叫イト， (2) 授粉が定全に行われないi斗ー介， (3) JQî'N後IJf珠が発ff しない場合の， 3 つ

があるととをi主べている。

う七十 (1)の川合についてみるに， ~IJ出'2l_i:，したようにk.然交維の住民は一般に結実良好で 1 芭込内

の拍子量は概して多い。 と i しは[，可一二店県内の IJf珠の成熟が先端と J左打1;では多少q~~なるが，各断

片1刊の IJH~;が成立~~するごとに出 rfqこ汗1J/jーしている干とj:i汁:なを受けるととができるからであろう。

しかしながら[，，~J~I:Jニイ三一 1: 1こ去し、て/， ïJ~条1'1'のもとに/， ïJII年に行われた示11合せを異にする交雑にた

いて，をの合打開子数が拝しく )]11なるととの必るのは， IJf珠の成~~\時期!が異なるととだけが同

1 1，1ではないととを ~[EI リj している。

(2) のJ受粉が完全i亡行われない場合「は，ヲセ分'Ú'立して行われた人工皮粉の場介は泊?;?あり件

ない。

(3) の授精後)]モ珠が発育しない場介は考えられる。実際l乙芭果から由子を 1f'Z/I \す場合， 多数

のゴ、マ粒j三の極めて IJ、型の不発育担子(もちろん rl'味!主主である)が飛出してくるごとを経験

する。場合によると多少大きくなったものがあれ台工辿の枇粒に至るまでの中IUJ的の大いさを

有するとともある。ただしp かような場合は比較的少ない。との不発rHill子が授精後発育を停

止したものかp 或いははじめから授精しないものであるかは不明である。マツ属は一般に授精

に長期!日j を要し，川!Jif氏 (1948 ， p. 38) によれば授粉は初夏に起に授精は翌年のfJJ夏F つ

づいて任発生も夏の川に完成する。 またp 安 1111立 (1947， p. 27) によるも 4~5 }]I乙授粉を
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したものは東京では設春の 6 )J にならなければ長l"!j'が行われないという。との点から考えると

授粉した花粉の刺快により発育しつつあった臨珠は， ~I~~Iミに;去り授精の行われたものだけが実

粒となり， しからざるものは1北京止となるものであり，不発7守向子にとどまる小粒の枇紋は.J5<'1';}

による1't:*かの刺椛カ:iiQPJに if'ì欠したのではなかろうか。ポJ越したごとく IlïJ-1:]:船上にゐける呉

なる車1 1.合わせp 或いは r， ïJ 一花jなによる具なる*"合わせにより生じた也県'1 1の純子量に梓しい主

泣がみられるのはおそらく J'.に述べたような:rJl~'IWによるのであろう。と ~L::与に関する詳細Iiは今

後の研究に悦つほかない。

裂するに間内交雑ではだr.!i交雑の場介にす'J 1) '1三五j は'1 1佼の稔'l"t を fJするが，交雑不平11{'f'I"I:の

おL認とがある。

(D) 白京交雑

I'I'~~交雑については諸学析により多くの研究が行われている。 Dengler1¥: (1932) は Pinus

silvestris の白衣授精加子には枇粒の多いことを在Jl~:fし， Wettstein l~ (1940) も l ， ï]:H:にゐい

て自家十完結の[1，1難性をみている。 Acatay l~ (1938，小川氏訳) も口家j受給開子は他家授精拍

子に比し発立ヲJが劣ると称している。 Allen l~ (1942) は Douglas fir で交雑1式験を行い，

日家不捻現後のあるのを観察し Johnson 氏(1945 ， 1946) は P. strobus, P. silvestris たよ

ぴ P. resinosa はいやれも自家段精が悩めて凶男fIであるのをみ， Ulmus 同でも不Tf，t性カザ.J い

という。また，わが国の鮒杭については萩川氏(1926，マツ)，雌井氏(1942，マツ)， rll村氏

(1943，一般) , JJj{ 川沿よびWp沢両氏(1949， トドマツ)等も等しく樹木のほ家交雑は不位1~主

の多いととを注べている。

さてクロマツ 26 サ，アカマツ，アイグロマツ必よびクロマツの rJ家段粉の実験に~いては

1 ・日;県当 1) の実1~1~数はそれぞれ 22.70 ， 2.35 , 2.24, 14.88 杭であって一般に位 1''1:が低いが，

クロマツ 26 号は誌も花性が正:iい。ィ:'&'[11:比率はそれぞAL 42 : 4 : 4 : 28，%である。

lソU:裂するにアカマツむよびアイグロマツのLl家.jQ;j~}では詑:十tが側めて11~ <白家イミ手11 0" 1')ーの

現象を呈するが，クロマツではやや日く q ，\，にクロマツ 26 号では白家不平11介ttの現奴は顕;平で

ない。

B.・ rm子数と実1立たよぴ枇粒の関係

1 出足内の種子数は天然交雑アカマツ p アイグロマツ， クロマツそれぞれ 34.50 ， 23.30 , 

63.71 粒であるのに対して p クロマツ 26 号は 68.20 1なであり故大でるる。和j}\J交雑， 極内

交雑，白家交雑に公いてはいす;;AL も少なく 36 :j~立以下であり 10 粒にみたないものも多い。か

っ種子の少ないものほどまlt粒多く枇位率はえである。クロマツ 26 号はいす;;ÆLの科|合わせの交

雑にたいても他よりお目立少なく， 実粒率が大でるる(第 178 去)。しかしながら第 179 去に

示した通り交雑の相手iこより稔性を異にし，またp 白家長粉は天然交雑の場合の約 1/3 の稔a肢

を有するからクロマツ 26 号のクローンをもって採極H樹林を設定する場合にはi助1(すべきク
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ロマツの父系ド1:樹の泣択に汁:立を払わなければならない。

裂するにクロマツ 26 号の 1 ・珪県1" 1の町子数は他のいやれの中rr合わせのものより多くかっ実

粒率六で枇杭は少ない。

c. 也足立ょよび、1Ji子の )1ラf庄の泣伝

)~然交雑の」iJイトと人工交雑の場介p 或いは人工交対tのうちでもその，j:IL{ì-わせいかんによって

芭弘治よぴf冊子の形態に利|泣が生やるか否かについてごえにのべるとととする。クロマツ 26 ~テ

は 1 ()(住民および団子を生産するので p と~ L'~i;を比較するのに{足利である。

CA) χgR交雑の場合

χXB交雑也~!~のんし、さについてはすでに応 74~84 衣に示したととろであるが，と )l~rtの去

と m:180 炎とを比較するに，ノく?D交雑の店県l主人工交*ír~のものよりも例外なく大で、ある。長径

は 2cm 或いはそれ以上j心知径は多少にであり，!I[量!土一般に 20?/o' bxいはそれ以[.)市:い。

との現象は[，，)fiEIÃj'交雑に￡、いてもお1似しているのでおそらく袋1.tl・けによる;形平年であろうと考え

られる。[， iJi設なn~5交は即 111 ， 1J}[l沢両氏(1946) もトドマツの人工交配l乙沿いて記、めている。

次に)(二[: [1 1 試験J:lMII'r栽の幼的位J' (天然交雑 F1 ) に所生した陸~I~ を保J!k して訓査した。 住民

第 180表 交付L組合わせと毛色果および障子の形態 (1941 竿 10 月 15~25 日毛E-!J~採取)

毛色果 関 子

組合せ 泰子扇面画扇面 ~ 態 !大きさ| 色
臥， cm' cm gr cm:1 

26-0 1 26 号×天然花粉 l叫 8.33947 〈552 黒松型，臨みあり !巨大 l 淡黒灰色
26-7 126 号 X9 (クロ) 1 45.82.9117.dl8.5( 同 | 同 l 向

26ー 18 126 号 X 36 (クロ) 21 5. 7 3. 1 20.011 7 . 5, 同 | 問 { 同
26-19 i 26 号 x A (アカ)146313330 0I275i 問 問 i 向
26-31 126 号 x33 (アイ) 4! 6.3 3.121.5'19.8 同 同同

26-S 126 号 x26 分 l ヰ 6.2' 3 知 7124 . 0，同 1 同 l 同
ト13 ド7 (l;' P) x26 号 I 512.91 1.81.5.01 4.21 ~服型 |ノj、|県灰色
37-2 円 7 (タロ) X 26 ->手 i l 114.612.5114.0113.5i 同 |梢大 l 黒褐色
40-8 1 40 (グロ) X26 号 2 3.4 2.2 7.5 7.0' 黒松型，多少フL味あり| 小 氏黒色

41-8141 (クロ) x26 号 6: 5.4 2.614.315.3 N\1長引 | 大 i 淡J廷梅灰色
42-10 ド2 (グロ) X26 号 1 1332610 叩 oi 黒松也先端梢尖る ; 大 1 黒灰花
43-7 143 (グロ) x26 号 6: 3.4 2.2 9.0 6.7; 黒絵型，丸味あり 大 黒灰色

I 'l.ﾆ (-? --I� v'J?. E!. 01 ~ p. 1 R ?.. 1 c; A: _I'E! ~~~)''''''-'(;.Rl .H.~*I-!yJ"' 'Z.. rh:f 黒褐色
34-9 同(アイ) X26 号 9: 3.8 1.8 6.1 5.4 黒松型に類し先端夫る ! 中 it 赤怒に類似
9-o J9( クロ) x 天然花粉 IÜd 6.2' 3 ・ 123.329.2 黒松型，光紺Lい l 中 黒灰色
12-1 12 (グロ) X 9 (グロ) 9 4.2 2.510.712.3! 

15-9115 (グロ) x 9 3 4.6 3.210.3,1 5.0 

26-7 , 26 (グロ) x9 6 5.8 2.917.018.5 

37-15 137 (グロ) x9 1 5.8 2.920.020.0' 
41-13141 (グロ) x9 5.4.5 2.614.213.4[ 

43-13 143 (クロ) x9 13 4.6 2.916.415.5; 

34ー 16 , 34 (アイ) x9 5 3.9 2.0, 7.0 6.41 

番号

黒松型

黒松型，丸味あり

黒松型，張らみあり

黒松型

黒絵型

黒松型，丸味あり

黒松型に類L先端尖る

中
中
駄
駄
大
大
中

淡褐灰色

淡黒潟灰色

淡黒灰色

黒褐色

淡黒褐灰色

|黒灰色
1 黒褐色
i 赤松に類寸
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の形態はクロマツ 26 号付:樹にtLf生するものとおíH以し I正大で、ある。各間iI-の??部には5:1・状のと

げを有する点も似ている。

店子は ~'ç 181 去に示 Lノた泊りいやれの111， 1休も例外なく稔極子数に対する枇1，主数がや~めて多

く， No. 2 の 42.4%を除けばい十れも 50% 以上で、あって設も多いのは No.5 の 83.%，で

るる。なゐまた，発育不完全位を 1'11 当数合むが， 1/1，1休により差泣がある。試験地の 1，'，1間 300~

500m の地点には点々とマツの以残本がイj市iするがp 試験地内には1tJ~}を生歩、る大本がない。

したがって充分・交r1iQが行われなかったために枇位が多かったともι1、われる。

1000 粒当 1) のÆ量は1Jt1~l:を合んで叶主とJ 1l .83gr であり， 一般のクロマツ初子iこ比i!i交すれ

ばい十れの1/.'，1休の種子も巨大性を犬わない。しかしながら姐の色むよび形態は1Ii，1休により若し

い主~がある。題の長さ，壮大11'日本f よぴ形状比は第 182 去に示すllillJ でるる。

第 181 表 クロマヅ 26 号天然交事[Ë幼齢樹 Fl に着生した種子 (大土山試験地 1948 年産)

番号|綿子数|突粒数 枇世主主 |! i i 重を粒含量当む枇粒:事 発育粒不完数全l発育粒不完率全l|f(Tjt粒 )gr. 

No. 1 327 88 207 70.2 32 9.8 12.44 

No.2 179 99 73 42.4 7 3.9 15.77 

No.3 142 37 86 69.9 19 13.4 12.01 

No.4 396 124 176 58.7 96 24.2 16.55 

9 44 83.0 1.9 7.24 

NO.6! 1 II 30 36 54.6 45 41.4 6.97 

(計・L1 (1209) 
平均!

(387) (622) 61.6 (2∞) 16.5 11.83 

何~i考 (1) 枇fit率 11:突桂数に対する枇粒数の割合(発育不完全粒を含まない)
(2) 発育不完全粒率(士総極子に対する割合

(B) l司fま木 x具花粉の場合 第 182 表 クロマヅ 26 号天然支計lガ]鮪1~IFI に

着生した樋子の麹

クロマツ 26 ~J-'こi'J[ 々の花粉を交雑したJbj 番h 号二ご\説\別 長 さ I 最大柄
形状比mm  111m 

イヤの，店勾L3ξ よび
29.9 No. 1 24.0 7. 1 

去にみる泊りほぼ類似した形態をとる。すな No. 2 23.1 6.2 26.7 

わち p 店*は天然交雑の場合に比すればtlíTj.遭
No. 3 23.3 7.1 30.0 

23.5 7.2 30.8 

のごとくやや小であるが，一般に巨大性を犬 No. 5 I 21.8 6.0 28.0 

わない。しかも 1日会の 1;1 1i主により形態は変化 一No. 6 19.9 5.5 27.4 

しない。種子の形態のE大性たよび色についても同様で、ある。

(C) 異母木×同花粉の場合

同去に種子の異母木にクロマツ 2C 号;k-よぴ 9 号(クロマツ)の花粉を交雑した場合の例を

示した。との場合は (B) の場合と異なれ毛主果むよび桂子の特徴は全く母木の性質には1来し

花粉により影響されるととがない。全く区々の結果を生じている。

(D) 種子の生産が1主少または皆無なるごとき組合わせの場合

交雑組合わせのたlイjiJ，特に異種聞の交雑に沿いては種子の着生が僅かであるかp または皆無
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のlJ/J合もあるととはすでに述べた泊りである。とれ等のJ弘介の自民の形状も全く母木の本来の

'ド1:伐と同様で、p 花粉の見なるとと p または種子の少ないととや無いととには関係しない。

以上要するに天然交雑に 111来したクロマツ 26 号 Fl 1/"'/休 1- に靖生した出!J~は母樹とほぼまn

似の形態を有し五大で、ある。な必また，それ等の店以の '1'の組子は巨大で、ある。すなわち出

県本‘よび種子の豆大'1"1:は便性JIラfT として F1W材料乙交われている。 しかるに趨の色ゐよび趨の

形態は1/母体により著しく異なる。 しかしながら同一例休のものは川一傾向を有する。との場合

Xenia の現象は認められない。

D. 樹脂道型の遺伝

クロマツ 26 号母桓lの釘土史の*ìHJJ片道はクロマツ型 99.7%，アカマツ型 0.3% の;切合で分布

し(第 56 表)，また，その )(f.{~交雑干{(ôrl占'は針葉の樹11片道がクロマツ~ 95% , '1"同型 3%アカ

マツ型 2% の伺休を生じた (tr~ 120 表)ととは先に挫ぺた泊りである。 さらに引続きクロ

マツ 26 号人工交雑 Fl ゐよびノ〈22交雑 Fl の樹脂む12!について迫力日記述するとととする。

〔実験1J 人工交雑 5 中11合わせから得た Fl 稚l官 Offi:l' ífî:後満 2 カ年)

第 183 ヨミ クロマヅ 26 号人工交雑 FI のJ~iL~

組合せ 黒松型実|中/l1l塑験!赤í'i~I~数11 計 |同比型|中間型率同型| 備 ょペミラι 

26 母 x26 号

35 

1 1100.01 ふ o I 0.0 1 1 )時褐色，臨禄色その他は搬の
26 号 X 2( グロ) I 35 , 1∞ 01 0 01 0 0 形態をなす

26 ~訪 x 9( グロ) 20 20 ' 100.0, 0.0: 0.0 2)芽は赤褐色，その他の形態は黒松型!
26 号 x 13( グロ) 45 21)2) 47 95.7 4.3! 0.0 3) 芽はやや赤褐色，葉は細長〈して柔
26 号 x 15(錦松) 50 1 :l) 51 98.0' 0.0 2.0 ' 軟かつ濃緑色，茎は寅褐色にして外

音i‘ 151 2 154 98.11 1.3 0.6' :1叫はほとんど赤おミ

備考 本実験試料(土 1937 年春交事{i， 1938 年秋種子採取， 1939 年春播種， 1940 年春 1 回床替の後
1941 年 4 月 23 日調査

tl;県は第 183 表に示す泊りである。 (26 号 x13) に沿いて 47 卒:のうち， r↓rJ甘l却を 2 本生

じ， (26 号 x15) に沿いては 51 水中アカマツ型を 1 本生じている。 うく系に川いた 15 %は

第 184 表 グロマツ 26 号天然交宇佐 Fl 幼鈴樹の形態 クロマツ系ではあるが，迫常錦マツと称する

一一一一一一一一一一一 樹皮の非JAi-に)早い観賞用品種である。針外葉形の 1 茎幹色 I 新条色 1 実験値 1 比 率
42 61 
21 32 

中間型 i(il 伏F賀 白町白 | 内白口
4 5 

69 100 

傍考 (1) 1939 年秋天然交雑の種子を採取しS~: 1940 

年播碕 1 凹床替の後 1942 年大土山試験

地へ櫛栽， 1949 竿 4 月 29. 30 日調査

(2) 針策の外形が中間型を示した 6 本の個体に
ういて樹脂道の位置を検したがすべてクロ

マヅ型であった。

〔実験 2] 大土山試験地植栽の F1 ()d1.i 

交雑)幼l治樹

7b亡~:I~m率むよび生k量のiJlIJ定を行った試

験木について調査を実施したものである(満

9 年生)。その結M~は!訂~ 184 去に示す題りで

ある。

試験木の主七誌の外観は 69 ンド1['1 63 本はク

ロマツ型を呈し同IJuïな感じの主 l古5を有し， 6 
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本;はクロマツとアカマツのi[ lJ i \J r内外観を呈している。それ等の茎J1iちの色または þ)j-条の色は炎に

示したiilllJ である。i1t古5の外観がr[lJ i\J型をポした 6 木の各11'， 1体からそれぞれ5 本の針t肢を11'耳え

してその杭断l白{を検1t? したがi!-!!: いす-;;~しも刷I!行道は柔市111)]包r[ 1 にあり，下夫J之に接するものなくす

べてがクロマツ型を示した。

先にたRべたようにクロマツ 26 古川:J:樹のみならや ， FIWm，にはノ〈然或いは人工交雑を川わす、

ごく僅かではあるが， r[lJ i \J m!或いはアカマツ型の樹JJ行道のるる針主を持った11iiJ休を生歩る。ま

た，タト飢はアカマツとクロマツのr['i i \J I'I'']'ドJ:'i'fを元ミしなカ:ら位jJJ市立はクロマツ主'!である場合もあ

る。 クロマツ 26 号f手樹は 12n の染色体{耐えを千JL，一般クロマツの染色体fI'r'j;成と I ， ;J様でア

イグロマツではないととを述べたが，それにもかかわらデモの F1 には i['i日j型或いは附にアカ

マツ型の外形を示し， r[ lli\l翠!の樹脂巡のある針葉を有する似体を生十るのである。一方樹Jl日遣

のかような変異性はアカマヴたよび一般のクロマツにもイ{-{I: し，それぞれ他型または'i 'i i \J:ß'!の

刷i片道のある釘ミ!廷を有する似体を生やる。との事実から判断すれば，樹脂遣の佼世を決〉とする

|必子は多数{{-tlこしアカマツゐよびクロマツいす、れの染色体1--.1こも分布しlJuこより，また川休に

よりその間売nと組合わせを呉iこするもののようにι!.11コnる。その詳細lは今後のiiJI:究lこ伐つほか

ない。

以上!必ずるにクロマツ 26 号の F1 にはχ然交雑のみなら-j-;;人工交雑にたいても，アカマツ

との中川型の樹脂遣を生やるが，とれは一般クロマツゐよびアカマツにもみられる現象で，お

そらく樹脂j立の位世乞ジじとする遺伝子が多数作イ1:するために起る現象で、あろうと，141われる。

111 考察および結論

現今わが国内の各地方にむいて浩林され森林の -1';1;を形成しているマツ林は，特異形ft を有

するいわゆる林:Yl， fM'1i:或いは地方，:M， r[をなしているものもあるが，ただ?'_~~，ZR と布(l栽されている

場fp も多い。1'1旗マツタ茂辺マツ， rllj庄のクロマツ， fI日]マツ，むかさマツ等のように，TJ(子

産担の名物tで|呼ばれ，秀れた材Tf と生長量を千f し， -____...， frlr阻または地方，fMili とし亡認められたも

のもある。.方地方rl/~に気候風土がマツの生存i亡泊しているために優良マツ林を形成するよう

になった場合もあるようである。 1 ，，1 一地方にむいて H じ名称で|呼ばれているマツ林の '1 1 にも p

詳細に制杢を実施すれば，かなり広い範囲の変異を有する。 un編にむいてスギを例にとって

;克明したように，われわれが一般に匙林川樹障として IIJ いているのは各種の7f~Y-lを有する混系

であって，純粋または純粋に近いものはほとんどないといってよいっ特にマツは種干ーによって

榊航されているので，スギとは俗f止の十f~泣があり，ー林分rl.11乙同-'11月Tを有する樹木はほとん

どないといって過背ではないで、あろう。とのように間々の形民を有する林木が雑然と入り混っ

てー林分を形成している場合，第 1 編に沿いて注べたように比校的分布頻度の高い遺伝子がp

その林分を構成する林木の品種としての特徴づけに有力にír!I}jいているわけで、ある。山 i法のクロ
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マツはJill也にして松下山j <使良な佐J)I';を有する W，I休が多いが， 似にとの 11 五 TTカ: !ーIlj法の気候風土

の;;び特によるものでなく，泣伝子の作IlJ によるものであるならば， Ll I陸地方にはとのような遺

伝子の分布Mi庄が向いというととになる。iJ l陸地方のマツは生長も良好で必ると L 、われてい

る。とれも :1 ;:1"[l11}，ドJ' または気候1'，1ニ{.の第二次(I"J な作 IIJでなく:泣伝[.による第一火作川によるも

のであるならば，とのj!，1子の分布も山陵地方l亡.;~....いては多いといわなければならない。大i民営

林川竹内でも優良I吋M材、で、ある IfJji子Jljz同千f村、は， J必.cぇ泣伝子ーのう)"1Ij則自が向く，低.L~}IヨEJi を{T

する樹木が多く，月/1うるに気候風土の第二_;j(rY~ ;;t;~f.-9!~が有効に{~)Jいて成\!:しているのであろう。

かように仮此JI:;'tT を多く有する樹木が広〈 77・{Ij している森林では，その 1[1でまた!日に優秀な形

伐を有するイ1 ，'， 1休が作たする;切合が，不良林分よりは多いわけである。たまたま i仕[-.二大，

ゾ大三な陀子子-を Jf;「f「生ずると Uい、う 4針立をJ4寺ミつていたために立淫~I川11 さ JれLたク口マツ 26 号号‘lは:守:J:t倍樹古釘Jは強一)(な形

j態出を千有Jするのみなら 1示やF炉、什f汀生1::.づi長毛量きわめてブ大〈でで、 P また， H[Tの生産量も多いというり'1''1:を有し， m

有{U: もきわめて好都合なので、ある。

クロマツ 26 サ I;J:附は京IIIJJ~学1'1'0 には 12][ の染色体行加点を{jしp 一般クロマツと I'ÎJ楼であり

雑N['I"I:のものではない。クロマツ I"JH:!!\Jの交雑によって生じた優良立1伝子の*n合わせを fîずる

例休である。 雑極性でないととはまた捻性の rl:J い間二子を Jμl三多量に生やる:rjf実とも付!一致す

る。クロマツ 26 サ1:上樹そのものに 7;rf~I:. した引'店の1[ 1のみでなく，その Fl W，IH~に iti:_é[::.する針

%の rll にもアカマツとのI[ II!\JL\~またはア刀マツ型の樹脂むを有するものをほ率ではあるが混じ

ている。しかしながらこのような事実は一般のクロマツ名、上び、アカマヴにも将泊みられる現象

であって p 必樹1'1附j巾庁氾の f依.rr:ü"山[だ lけナ vでε引lは主 I厳厳滋世牟:術宇与i な〉冷トM去B知J九!の y

ように P とのような寸E実が生十るのは， 樹IJ庁i立の伶むに関与する遺伝子が単ーのものではな

く p 茂~W，Iかのj立伝了・が i司 11 年 lこ作JIJ していることが泡(像さ ALる。アカマツ l乙 1 ，1;1 イIなすと色11:とクロ

マツに 1 ， 1 ， 1有な染色休が， jJ;jH:の交雑によって共有されることとなって生じたので、はなく，おそら

くもはJJ沿道の位世に関係、する I'~I子は仙riN[に存在し，むろ一??日は I"j --でるる場合もむるうが ， J(部分

はその組合わせとf!f[xf!を具にするためとのような現象が生やるものであることが4ff:川される。

とれに~J1似のことはクロマツ 26 -~}独特のiLE峰な生L己量についてもいえるのであって p との

J:]:.耐の生1)('r大は団f.iI1J交雑による雑Hf強弘、の説集ではなくて P 回内交雑によるili伝 rの組合わ

せによるものでるるととが推測される。いヂ;Ælにせよ，クロマツ 26 すは他に類例をみない優

良遺伝子を有する佃休である。しかしてとの優良時樹から件られる子孫は生長i正直，耐乾性強

〈付損率が詐しく少ない特徴を千干しているのである。

現今i亡名、いてはマツ類の晴殖はもつばらf童子ーによる。クロマツ 26 号には多数の雌花が若生

し，またp とれより生十る陸果には持活のクロマヅよりは多くの実粒を生やるので増績には有

利である。しかしながら日家交雑の場合は白家イミ稔ではないが，天然交雑の場合に比し透かiこ

位性が劣にまた， 同店i/\Jでは交雑不手11合の現象がある。したがってクロマツ 26 号母閣で採
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，H:I :J:位j;{:_，j，を j丘l次ーする叫合にはこれと llf1'll'[すべきクロマツ W， j休を JI今1涼しなければならない。

クロマツ 26 サI:J:樹そのものをよ??航するには，一般のクロマツまたはクロマツ 26 号 Fl の

Ill-木の新保ヘクロマツ 26 号の析僚を早春接木を行えばよい。かようにして仕立てた接水戸7の

生長部分はクロマツ 26 号と全く I ，i]--:JIヲ伐を有する佐保を生やる。将来はとのような)万本を法

林して 1:主役j 材、をfI:ウ:て，その I l\ J に辿当なクロマツのうζ系組を iWII'Iして天然交雑を行わしめ，そ

の向子をと咋11瓦してj??産を百十るととができる。

結論

，L;;Jf)(県東1!'nil~八il[j- III]"ljJi i子JIÍ(_ fIj 千j林|搾JE民有林 (fT7T営Æ*宮古1;14) Ij r に発見した似tRクロマツ

付:樹について実験した市制~_:J:の Jj文民必よひ:品11fj命を l'ふた。との優良吋闘をクロマツ 26 サと|呼称

する。 1952 /'1主現{J: 38 年生。

(1) クロマツ 26 サ時樹の外観は附近の-般のクロマツと苦しい利|建点はないが， 何年生

十るがj-f，時ミJ)1ミi毛が;I[出で、ある。

(2) l'iJ刈:加の .:IiR古~I土 [ì明庄でその休wは 160.% に j主ずる。 との府大は主として*11111包数の府ノり/1

による。

(3) I ， i]-l法制の生JUJ はきわめて/l E盛で、対!!日本に比し胸高也径 137.5.%，樹高 109.2%" 材

lJ'tは 188.3.% すなわち約 2 ↑ r~.の生k)J を有する。

l任) [, iJ ほ出にはI二f-j(なる E主-~~ (対J!日の約 3 ↑;りたよび種子 UE量約 21:'0 を治生ずる。と

の性ttは係性I1ラZT として遺伝する。

(5) [μ]刊:出は稔十1:高(，対J!H よりは多くの実位向子を産する。

(6) [, ;J-I:]:捌の F111イ三(天然交雑)は強大である。それは市IIIIJ~~数の多いととに)，~Iqする。

{7) FlU:-!'， 'î木は !ñit 11 t..'1士辛子よび:-lni-tJJ~性強く， Ll l土同日xV'つ 1;むを必よびその後の l:Wl率が少ない。

(8) 同上iY[木むよび幼治組の生Kはきわめて旺盛である(イサも!t生長約 21)'(-以上)。

(9) クロマツ 26 号時樹の花粉分裂のi僚の染色体+b\;h\(は一般のクロマツと[，i)i是 12 rr であ

る。

側 ['iJ上f:J:樹は交雑不平11介'1-1];の 'I-It'{'[があるから父系樹の選択には l中川ミを要する。

{1l) 以上のような特性を有するので，将来はクロマツ 26 ←別手樹を栄芸繁位して叫樹林を

治成し優良和子を供給するよう取計うととが望ましい。
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第 3 編人為突然変異

1'1然に発生する突然変具体は de Vries や Dobzhansky の討をかりるまでもなく生物匙化

の)Jj(到 }J となっていることは一般の学 I-í"のあまねく泌めているととろである。合7下1[[仕削fl-'問-'11

7立0~\味味でで、 lは土人為「的|内句江進t化の{促足迂担匙tでで、￡あ》る。 人為的に突然変異休を~~h発するととは生物の也化を:tlil進め

ているとととなる。突然変~j~休の発生方向は一般に不定で、ある。したがって突然変具体がむち

に育相r-r的と介設するとはかぎらない。汗むしろ従突の実験例によれば笑川価値の少ない:11手口

がしばしば発明する。

しかしながら突然変異によって生じた祈[J，j 子が 1 つの， tl'， :NC!i'(ôlll に投入されるととに上って生

物~jit化の~I)、!となるならば，人為的に突然変異休を読発してその析11ヨí2! を攻る，:I'，HUlYó'll に取り

入れるととは人為的におí-di"Htを創成するとととなる。かようにして作られた新杭物からわれわ

れの利IIJ の r1 (l'~に介致したものを怒び11'，すので必る。

~(l:lí-はかような ~0:il~çにむいて 1936 年以来林水に対する人為突然変異の研究IL従事した。本

耐にまTいては，

( 1) x-，j:)í~ 処正1]1によって物王Ijl学的に話発されたスギの突然変異休

(H) コルヒチン処旦Ilによって化学的に訪発されたクロマツの突然変異休

に関しその誘発j品目必よぴ突然変異体の形民について述べる。

I 実験の方法

([J 研究資料

*制l亡 4L、けるごÌ-:なる研究資料は.kの jlú りである。

1.粒J l'呪

アカマツ， クロマツ，スギp ヒノキその他

ワ 産 土也

アカマツ，クロマツ

同

スギ

l司

ヒノキ

‘つJ. 研究対象

種子， J古木，幼齢木

(種子) 鳥取県東伯郡八幡町 11'11子JTJZ国有林

(幼齢樹) '::ﾇPltYrl j下北方IUy訓J;\f大学農学部下北方実験林

(龍子) nJ良県東イlí :itg大山村大山国有林

(幼齢制)熊本県菊池ïfll大津町大i1l:苗却!

(種子) 鳥取県東イ1'!:i1l1大山付大山国有林
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Cll J 実験内容

1. X一線処理による人主主突然変異

極了・に Xーがほ 1/日射した後搭和して火の事項について実験を行った。

( 1 ) 変異休の誘発率ゐよび残仔率に関する実験(アカマツ，クロマツ p スギp ヒノキ)

(2 ) 変具体の形態学的什l主に関する実験(スギ)

(3 ) 変具体のま1I1胞学的特tJ，に関する実験(スギ)

2. コルヒチン処理による人魚突然変異

t_illT・ 4まよび、将trioiにコルヒチン処主Ilを行い三大の ~H可{について実験を行った(コルヒチンはすべ

てメルク製を flJ いた)。

( 1 ) 変具体の誘発率ゐよび、残存率に関する実験(アカマツ，クロマツ，スギ，ヒノキ，

カラマツ， トウヒ p モミ)

( 2) 変異休の形態学的車III胞学的44戸性に関する実験(クロマツ)

(3 ) 突然変児休の特性に関する実験(クロマツ)

〔目〕実験概要

1. X 線処理による人魚突然変異

(1) 突然変 ~H，の誘発率むよび残{t-率に関する実験

A. 種子の採取年)jj;- よぴ、その後の処JÆ

1937 年 11 月搾取したものを，赤崎市1:1li (前記;;-1'")]'営林寺子部!人j) に設置されている種子乾燥

場にJないて乾燥したのち，翌春まで密封して宝!^]に Jt判官した。

B. X一株発生装置

京都ん学農学部生物学教室の Xーかii発生装置を川い，クーリツヂ412球電圧 30 万ボルト p 電

流の強さ千均 3 ミリアンペア p フィルター無し， h!I-~向fI 20cm の条件でp 種子をシヤ{レ iこ入

れ，約10分・ごとにJ干Ul しながら l!(t射を行った。

c. 1照射時 nIJ

予備実験の結県続時::1]では効県が少ないととが分ったので尖の泊り 8 区に分けJl{{射を行っ

た。

対!日t (カ tf;J!H射) 30 分， 60 分， 90 分 120 分， 150 分， 180 分， 210 分，ただしアカマツ

むよびクロマツは 210 ヨ子区を'fíla存した。

D. 1片試数

各区~t 1000 粒づっJE-~身、L ただし搭種は各区とも 990 粒。

E. 擦問主子よぴ管王1[[

以上の処JlHは 1938 年 3n 25~30 日に行った。との和一子むよび対J!Hの積子を 1938 "1三 4 月

5 日前記赤附川lìJ l亡需産，常訟により古木の主成立まよぴ作正1[[を行った。
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F. 変異休誘発率の~n司査

採Ni当1， 1 ミ(1938 "1三)は j 五月 1 1" ), ::0.l， tミ以降は年 3 ド '1発:れわrjHL 変異休の発~I:.訟 J: ぴ復帰

について日)，lJ査を行った。

( 2) 形態学i'I"J!f'，\'性に関する実験

1941 1，\ミ抗 3 n i l i1d干のi42変 Ijf&休を合んで、弁処王Ijl区長よび対J!H区い v州しも 50 ィ。.iL， -!'，WnlJコ­

;!tljに;，t航した。その後ほとんど、大部公の変具fil計μビまたは ÏI:JI;;~"に HL帰したがp iIU去に残った

スギ 150 分， 180 分処王1j1区-G， l 本 p 計 2 イ、，j')変則本を 1948 I， I~ 4 }j ';:r ØI;，J大学官出吋lí ，'iî1:/l 11 こ ftfll'(

してJくの実験を行った。

2 本のスギ変具体をそれぞH- 1 号‘本， n ~).ユ{(と仮称し，タト 11予の蹴lillí-を 1948 'rH)] 診が[のi校

iqt処立l'のもの 10 本と比較した。形態q'.\'1 こ:íi.i二民の詳細|はその後 1949 年までの/1 \Jに jjった。すな

わち，品.Ni後ìr~J 10 カ年を経過した幼帥樹について行った。とのl~/j合実生)IIII・の主r~は1JiH+:変異

が多かったので対J!H本は Híj記大ìl t: "li1:/l 1産メアサスギ 5 1， 1三生幼本 4 本を川いた。メアサスギは却

水で11切{(されている関慌で 1 クローンと三汚えられp 他，:;'， :["11こ i七し，比校(I"J ，:;'，聞の q~i'/主が/，'，1定し

ているから対照木としては安当である。

!Íft~の形態を比絞するに当つては前年に生じたものですて、に 1 カ年近く経過しているものを

川いた。変異fねまし 1 号木ともに各々 150 本p 弁1Ir'rlf本ごとにk誌と短誕の 2 区に分け p 長続

架合して介計 600 イ〈を観~WlIJ定した。 4 +:の対JEt本!主長民それぞれ 15 本，合計 60 本， ?正r~ も

それぞれ 15 イ心介~J- 60 イ心長主短主総計 120 本を観主ì!lll 5:ι した。 J采取i乙当つては各1Ii[)分の枚

の:拡を l:J"与にー|二1M ， Tliíjの r，l ，j(i'n' '/J込ら.j;f:JI正した。

(3) 市II l1J包学(I'~q:~''/'tに関する実験

A. 観柄拘í 1立

1949 1,\,- 12 JJ 1 号-*公よぴ 1 サ水制'Ì"[木鉢に修fll'[ しi純益?に入ALて発艇を {jt位し， 1 J汀] 1日51日1 

3必手よびぴ、 41リJ 5 f日i の 21同可にわたり 1供共J梢JJ品;品i 剖J山:

iζ : B. 川 主メ主

Flemming 氏強液むよぴ Nawashin 氏液使/JL 同定はよl二前 11 時から午後 111年までの川に

行った。

C. 切断

パラフイン埋政担1転ミクロトームで 10~20/J. 1乙切断。

D. 染色

Heidenhain 1\鉄へマトキシリン染色

2. コルヒチン処理による人魚突然変異

(1) 突然変異体の誘発率去よび、残存率l亡関する実験

火のごとく桂子世j責法と滴下法の 2 方法iこより処理を行い苛木を育て変異休の誘発率を調杢
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した。

A. 冊子泣涜法

(A) コルヒチン濃度: 0.00 (対照水処JHl)， 0.05 , 0.10 , 0.20 %の 4 区

(B) 1支出ltJJll\J: 1 , 2, 3 rlll\1の 3 区

(C) 市I[合せ数むよびrJいt段数:対J!H区とも 10 区

アカマツ 192 1~L ， クロマツ 135 1'ìr.，スギ 187 主主， ヒノキ 44 :r立，カラマツ 134 1~l:， トウ

ヒ 1191，ι モミ 90 1i丨o 

(D) 'I':i:武r['の i!日度: 230C~恒[間保1í1!_ liJ

(E) t~tÚ開始: 1939 作 3 n 12 11 午前 10 /1寺

(F) 対J!U.区の処理I~ : 蒸H青木に一風在泣漬， 230C 'ITIi~l出1['に f!.t~つ。

(G) 弁!?間: 処J:nl後iü ちに;]'，ìJtして揺fiJL すべて -1't' j:!:Il I J) :I:壊を均一に慌った也得手J

40cm , 加さ 35c111 の村[本体にJ審問した。 t杭I[ι{白[ユオ木4氷三鉢は}了ず川lV1lJ~1l刊l

し，乾燥と:f@熱を防いだ。

(H) 部州場所: 民i:，j;行H~~I~;式験場e'Jï'， 'I-'J:I !I (東京出 11 黒区ドIl ;XD

( 1 ) 怜.f!i[: fj{ぇi目。jに乾燥のゐそれがある叫介には随時dilJ!( を行った。 バミ特は 3j司

行い， 3 (,fll f乙 -1' ， 'j'J:1l 1 の-;!tiJに定中J1'[した。そ O).~ 他の作JJllは一般の場合に準じた。

B. 1~~j ド法

(A) 11:Wドの方法: 附子発立てして初~I:.!\Sがわやかに発生したとろ， 力説なピンセッ

トで、初生:民を除き生長点を時/[ 11 してスポイトでコルヒチンi術夜を 111~jのせる。生長点の時川は

tr� 111'1の 11:::j下lÜïJÍJï乙行い ， tr� 211'111 以降の11iíjlょには行わない。 i夜がJ.!lltで?存ちないように風除け

をz泣けた。

(B) コルヒチン濃度: 0.00 (対!!(O ， 0.05 , 0.10 , 0.20, 0.40 , 0.30% の 6 区

(C) 処山1"1数: 1~5 1"1，陥 11 処JlJ l

(D) キ 1 1.介せ数字示よび供i汰本数: アカマツ 11 区 1518 本

2135 本 カラマツ 5 区 752 /jヰ スギ 5 区 195 イヰ

236 イ4

(E) 捧積場所: 民林省林業試験場ïW1:/f1

(F) 搭担年月 11: 1940 年 4 月 24 日

クロマツ 18 区

ヒノキ 5 区

(G) 初日下処理年汀 1'1 : 前JUE( クロマツ) 1940 (， 1三 6 )J 1 日午前 9 時より rJijHj し

て 11うよl二まで。隔日に同時刻実施。

後却E (アカマツ，スギ，ヒノキ p カラマツ) j，íJ "1ミ 6JJ2 日午前 9 時よりDl-J始して正午まで。

隔 I1 に I'ÎJ~寺刻実施。

(H) 台':rHl: 浸漬法の場合に準じた。
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( 1) 1[\-数休の判定:

a ÆffoJ'iiたよぴ幼苛の判定

肉眼的i乙外部形態の引:微によって判定した。 *111胞学的に判定を行っていないので変具体と呼

んで記誌する。

b 幼帥樹の判定

形態学的{VF'先のみならや細胞学的に研究を行い，染色体数を決定した。

(J) ~r， IJ査研究年n 日: 当初 1 1， 1:II:JI土毎月 5 日に， その後!土fμl三 6 )j 5 日 lこ定期的

に調杢した。

(K) 制杢: 定期に変異体の発生本数たよぴ原形への{亙;原本数を剖杢して最泊の処

理方法3E より:発生率を'l;;q-III した。

(2 ) 形態学(1明、1，'[-1，に関する実験

1947 年 4 n変異休 7 本を宮崎大学法学部にf%!( しそれぞれ (1 ， 2, 3, 4, 5, 6 むよび、 7号

木と~I乎ぶ)その外部形態，針葉必よび材令官の内部形態について詳細!な実駄を行った。とれと Jt

較に川いた対J!{~ 相ま liiJt'é下北方実験林に成育せる代表的なヂf通のクロマツ 10 イヰである。調査

当時の変異休ゐよび、対J!{~木の樹l訟はいやれも満 7 "1えと!~の幼齢樹で、ある。

判査年) J はJくの jffi りである。

外令苅部i官\J形|μ予態4沿守よび

茎?古部t郊官内f利f司11'11';]，態車 19但48 (，年lド三 4 H~19叫49 (，年Iド三 3 n 
A. 一般外部形態

大いさ，色，生長型その他についてiWJjL観棋を行った。

B. 針葉の q.\， 性

1, 2, 3, 4, 7 号木はそれぞれ 50 本， 5 -~}木 22 イミ， 6 号本 6 本，介~I・ 278 本，対J!{1.木

J土各{同体からそれぞれ 50 本p 合計 500 本，以!二いやれも前年に生じた針誌を侃JI)zし 70% ア

ルコ_ ;L-にJtì'減して実験に供した。 11/;1休により実験架数が少ないのは樹休が小で架数が少ない

ためである。

C. ;1オ部の 4 、.\' 'I''t 

材t\11の内部形伎の実験はすべて也径のほぼ類似した 2 年生の位について行った。横断f;'iÎは 2

1，1ミ生部の rlcl 央部をとった。当時の樹齢はいやれも満 8 \1三生でま，る。横断聞に3守ける測定は対J!({

木 50 視野変異木は多数#1[，川賞Hであった関係上 1 ， 2, 3, 4, 5 ~よび 7 号木それぞれ 7 ，

10, 8, 5, 2 ~よび、 6 視野合計 38 視野について観主主を行った。似導管の観察は対)!H木台よび、

イキ夏、具木約 500 本合計 3596 本について1)111):とを行った。 I制，'1 は持取後 70，%アルコールにJtì'ïA&

して実験に供した。 材材4は

itへマトキシ 1リ]ン立染主色を j行了νい、在観J日J陀担摂をした。
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イ反i主 :í~\;の大きさは材を Schulze lí:併国flな主にて処fli\ し p 似、手作を分間!してiWJj立を行った。 な

:.)-. 6 -8-‘:+:は脱皮の焼'f''/:を示し校条少なくやむを 1\1寸=村1'H)の実験を見合せた。

( 3 ) 市IIJJJi'2学 I'i'-J!n"!"u乙関する実験

7 木の変呉休はいやれもがj ド処1:1!1Iと上って発生したものであり，また，多数の変異休は後辿

するごとく次抗i乙 )!j〔月五に復帰した関係j二，地_ f::/)-j)の_J :)ÎI~ftn) Jì分裂キ1 L織を~I'.Jぺて日数休であるか

否かを決定する必1ぜがある。よって共のようにして染色{本を観察し， j!日11の有無をi}，七定した。

な:Þ，との研究は 1948 ;;1ミ 4 JJ ~1951 ;;1三 5 IJ の1i\J 1乙行った。

A. 観察 tll 佼

4IJ下旬ないし 5 JLJ--_1U新条に治生しているポ北が主tiilJjカ込ら抜111て生長を l土じめたとろを見

計らい1;1，i;{:たをつけたままで611.cAS を J雫lrx.し，ピンセット~.よぴ尖鋭な1fJi(j'~IJ扶で，町枝の部分と葉

1Wlを除去し，杯状になった針葉の J，t有:11 を同定する。京liI!J包分裂帯は j針'dP~品よりややJ:令11杯状の rjl

Ii ll竹1Iである。

B.I;'， I 定

Flemming 氏強波 Nawashin lí:液はがi~~rばf- Benda 氏液は劣る。本実験では-11庁 2 汽・を JIJ

いた。ド'，l Jtは午前 11 fJ寺から !I二後 2 時までの l ilJ l乙行った。

C. 切断

ノ:ラフイン割引G ;j:l@lr (縦l所[i71 Îは像少なしか勺染色体が縦に長< IQi~ylj しているので観察に

イミ{史) 1O ~25/'- 切附(ダミ色H:が多く，かつ広〈 jJ文作するので 10μ では染色付くが切断される場

合が多い。 15/'- 以上の方が良*，'i~~が{守られた。)

D. f;(~ � 

Heidenhain l\':鉄ヘマトキシリン染色

1 実験結果

CJ) X 線処理による人為突然変異

1895 ;;I~. Röntogen, W. K. f\:により X 紘が発見されてから，生物に及ぼす;影響について

は広い範囲に研究が行われ， X-棋による突然変異は遺伝子の変化ばかりでなく，染色休に対

しで切断，癒合，欠タこ， :注位転庄等染色休の構活上の変異を相当高頻度i亡誘発するとと，ゐよ

びその頻度は X-棋の質量に比例するととが知られた。しかして動物で、は Drosophila を実験

材料とした MuI1εr 氏(1927) の却期的研究があり，純物にゐいては Stubbe 氏(1938) の

Antirrhinum を材料としたいl子突然変異の棋本的研究をはじめとして，応月]方面で1ま小麦，

大麦p 玉-tt;l黍，煙草，馬鈴薯，大;jl~，蚕豆のほか，作物lとゐいては非常に多くの研究が行われ

ている。しかしながら林水を対象としたこの方而の実験例は極めて少ない。特に成木の実験例

は望号無のようである。
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1. 変具体誘発率および残存率

1938 /,r 3 月下'11)前記のように x--+Jí~処却をした冊子を 4H上旬iîlH'ifi してその後の発芽状況，

i'ì'îf[l状況，山形への復帰状況を調査したが，その/'1"の生長休日:1tJJで、るる 11 月上旬までの状況

は抗 185 去に示す通りであった。

王子1---;-冠一一五一五一両京協厨!明正一可 視 受 具 体 扇面一

関 !11217Liib1-伊海11骨髄|すい lFJZJi記事
IM~I~:~i←一 一一「ー 1 990: 9 1 1 1 92. 2! 0' 3 0 . 8 903' 一一 1 : - 1. 0.1 4 0.4 

ア I 30分l 明 686 i 69.3 ム5 14 2.0 672 7 1 4 4 16! 2.3 255 28 
カ 6切子 990 552 55.8 359 13 2.4 539 1 6 2 7 6 22, 4.0 394 43 
I 9C 分 990 551 55.7 360 19 3.5 532 4 3 7 7 21 3.8 I 400 44 

マ I 120))- 990 461 46.6 450 23 5.0 438 - I 3 2 1 4 10: 19 4.1 I 492 54 
γ1 150分 9卯 I 475 1 48.0 I 4361 3 1, 6.5, 441! 一 2 3' 6 I 10 I 21 , 4.4 488 54 

180分 9卯 1326132.9158511414.31312|-il 19131  1414.3613167 

計 5940 I 3051 j - 1 14 --ー I 1! 23 12 I 37 4o 1131 3.7 

南百 9叩 19029l l d202h  ml ー 1 1 ト~ -1  10.1 
!/ 30分 9卯 I 319 I 32.2 , 583: 10, 3. 1 3凹 1 3 1 I 4 2 111 3.4 
ロ 601ri-: 990 i 381' 38.5 521 10: 2.6 371 一一 I 7 1 1 3 12 , 3.1 
190bl9問 129813O.O.16047i2.82911321 151143.7 

マ I 120分 990 ， 230 23.2 672 2 0.9 228 7 3 11 4.8 
ッ 1 150分1 990: 245 24.7 65/ 13 5.3 232 - 8 1 2 3 14 5.7 

, 18明ト 990 ， 234 , 23.6 '668 8 3.4 226 - 4 1 3 5 13 5.6 

汁， 5叩: 1707 'ー I _ 50 ー l 白 61121 1442  

1 対照 I 990 I 31 7 i 32.0 0 1 0 ・ 31 316i 一|ー(ー!ー l 一 o 0.0 
ス l

30分 9卯 87 8.8! 230' 8 , 9.2 79 一一 1 I 1 1 I 3; 3.4 I 
160分: 990 123 12.4 , 194' 12 9.8 111 1 i 1 2 1.6 

90分 990 1 16 1 1. 7 201 5 4. 3j 1 1 1 ーー一 1 1 2 1.7 
120分 990 1 1 1 1 1 .2 206 10 9.0 101 一一 1 1 2 1.8 
150分 990 117 11.8 200 12 10.3 , 105 ー 1 1 ー 2 ， 1.7 

ギ 180分 990' 130 13 , 1 187 16 12.3 124 ー 1 2 3 2.3 
210分 9卯 83 8.4 234 18 15.2 65 一一一一一 l ー 0.0

i 同|仰o 767 81 6 6 l'14 1 ・ 8i

l 湖 1990lM!352i o12106!M61 一一 1 -;  -1  11 0.3 i 
ヒ I 30分! 990: 229 23.2 119 19 8.3 210 ー l 一一 2|3l l.3 

60分 990 ， 264 26.6 84 23 8.7 241 - 1 ー 1 1 I 1 i 3 1. 1 
ノ I 90示 990 236 23.8 112 16 6.8 220 _ i 一一 1 I 1 I 1 3 し 3
I 120分 990 195 I 19.7 153 12 6.2 183 -:  1 2 1 4 2.1 
: 150分 990 137 13.8 211 9 6.6 128 一 1 1 I - 2 1.5 

キ 1 ~8?分~~? 149 15. 1 1~~ ， 1~' _~.4 140 i -卜 1 1 1- 2 1.3 
I 21句デ 990 I 160' 16.1 188, 4729.4 113 -1-I -，一一 0.0

|計飢o 1370 一一 137 ー -'-11 1 5 6 5 17 1.2 

備考 (1) 1938 年 3 月処理の上播霞，同年 11 月現在。

(2) 原因不明枯損の大部分は X一線の影響によるものと思われる。

(3) 原因の判明した枯損は主として病虫害によるものであるがこれは除外した。

(4) 対照区に対する生存数は現因判明の枯損を除く。

(5) 210 分区に斐具体がないのは枯死のためであろう。

第 185 表 X-~J勅'11里別~異体の誘発塁手

3 0.3 

マ
J

円
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白
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ぷ
U
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フ
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Q

ノ

円U
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吐
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凶n
o
n
H
u
n
o

〆
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A
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b
A
U

〆
白

1 I 0.3 

241 76 
208 , 66 
208 ' 66 
218 69 
214 , 68 
206 ' 65 
252 80 

3 0.9 

141 1 41 
110 i 32 
131 I 38 
169 I 49 
222 I 64 
212 I 61 
235 ! 68 
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ノド去を見るに p 発a-~本数は )!H身、j時;1-0が増加するほど11~ 1ごしている。反町不発芽1，肋:士i7力11 して

いるわけである ο との場合イミ発芽粒の増加lは1~J;.nj'\::j，なに合まれている枇位，虫害粒今年 X ーがí~JEt射

の有無にかかわら十元来発芽しない槙子の合量によってkイi される。したがってとれ等の胞子

副会外して計算する必泌がある。発芽すべきは jコの和子で x --r(Jj~!照射のために不発JFとなった

利子のみを算出しなければ、ならない。対照の発1月三1:，'[数(正lJl!fDû発芽数)からそれぞれの実験区の

発手数百成じたる数を正11[論不発3・:教と称するとととする。 J11[論イミ発;手数には原j[IJ として x-紘

!!問、Jのために不発31'となったものだけが合まれているわけである。

ーだに生育仁lti亡原!大l イミ IIJjのままおlî死するものが多い。約ょI!?点による jcMHは全fiß除外した。対mt

区にも僅かに発生したので， )j;T p，j不明の枯死の全部が X 械の影響とは考えられないが， J!H射

区は対照区に対して各区とも数1:'(-1ソ、ヒの 1~lî損本数を千fするので p 大部分は照射の影響で、あると

，Uわれる。発芽本数に対するわliHl率はほとんど 10% Lスドーである。照射の長短による変化は蒋

しくない。

百]視変異体にはいろいろあるがp その発生本数ば)!{{身、JII寺U\Jの長短によって大きな変化はな

い。その主なるものには火のような変異休がある。

(A) ~J主 :1犬了- .~ 

アカマツゐよぴ、クロマツにそれぞれ 11[/;]休発生。子一知士号~í!::;f:去を呈し生長は遅い。

(B) 幼茎 ;:1: I![j 

アカマツ231~iJ休‘クロマツ321f，' il休，ヒノキ 11ml体発生，正:)J茎がれj rlhするものではなはだしいの

は釣針状をなし茎の先端は|ゴ111] に仲長ずる。 :j(U~に生長衰え 1，;t l， l:.~ で、に枯死するものが多い。

(C) 発育士??大

対)!H区にも同程度の発育榊大1J，'，Jf本があるので変!，DÞ-fiドとは;，f1j\し央f[，い点もあるが p 対日立区に比し

やや多量に発生している。 ~，AI， I 三'1 1 にはほとんど全部正常化した。各位J陸とも発生。

(D) 生長減泣

各組極とも最も多数発生したがp 側体により程度を !?tにする。大部分は生長陣併を起しその

多くは枯死した。 3 1， 1と後にはスギ 51~1[休が残存しただけで、ある。現在まで残存しているのはス

ギの 150分公よぴ 180 分処担区に 2 本あるのみである。

(E) その他の変異

発生 11L状，業緑素の欠除，子葉の続制，二f・ニ:!vlの不lf.JfJ.ij，子葉と幼茎の千二均約， ;ff{'茎発注異状

等がありクとのうち若子は正常化したが多くのものはその年内または翌年J IIIこ j・I!î死した。

今， x一棋の影響を受けて発芽しなかったJII[治不発-芽数と y 発;f しでも!以 l 人i不明のために枯

死した本数之、よぴ可視変異休の木数を介計ーして変具休日11論発生数と紘し，発51':'すべき粒数(対

照区の発:J-r数)との」七を変異休理論発生率として表わせば同去にみる泊りである。非常に高率

となり 30~80%，多くは数十%以上である。すなわち，牛ば以上の間子が X一械の思響をうけ
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ているとととなる。概して照射が長い方カtil-5率である。

かように高率の影響をうけながらその犬小が発芥せやに絡したとえ発芽しでも枯死するた

めに可視変具体の数は;宇しく酌ないのである。一例をスギにとってみるに， 180 分処四 990 粒

搭極のうち 130 粒発立ê 13.1% の発芽率でるる。 JW論不発芽数 187粒であれ発芽すべき粒数

i亡対して 69% に相当する。原因不明枯ね 16 -;-ド，その枯引率 12% 可視変具体'1 1生以増大 1 ，

生去減jR 2 , ;;'1'3 本である。結局変具体副市発生数 206 木，その率 65% でるる。しかるに発

芽前むよび発芽後i乙:Yëì岐して僅かに 3 本を残したにすぎない。 3*のうち生長打すんの 1 本l土翌

年には))f(:J1ラに復帰し， ~I:J，ミ減退の 2 本が変異休として残っただけで、あった。とれは発芽すべき

粒数の 0.6% にすぎない。

スギの仙の処J}I[区ネ、よび、アカマツ，クロマツ p ヒノキの各処理区に2旨いても I"j様変異pjdllli~Íliì

発生率は前症のごとく r~:j率であるにかかわらや可視変具体は少ない。しかし，その松度は樹極

により多少異なる。:'l，;~11三はほとんど、大半が枯死または原形に1幻市し，現存する変異休は僅かに

スギ 150 分と 180 分処辺11民の 2 木あるのみでるる。

との実験により I rrl らかにされた要点を列記すれば-)~の通りである。

A !!日射区は対J!H区に比し各樹Hlとも発芽率が減退している。

B 発芽率のì";~i旦の程度は樹和により異なる。

C !!日射fI寺川がぶ司いほど一般に発子率は低ードする。

D m\身、l時11\]の長短による発芽率の低下状況は佑T間により異なる。

E 発芽後JJ~[]A:I不 IIJlの JMn率は対J!~\区に比して著しく大で、ある。とれは恐らく致死的変

化を起しているためと J旦われる。

F 王lllí:íiû不発芽，)Jj\悶不 IIJJ!cMH，可視変異休の合計ーである変異休土'Hi)r;ij発生率はJ!H射時Ii \J

が長いほど大で、ある。しかして発生率はJ!(i.!J.]時lWに比例して;上??えする。

G 変異1+:の 11ヨtt変化は杭々であるが~との主なるものにはま;j~状子葉p 幼茎hlJrHI ，発 17

i??大， it長ìhむlJ， =l\S緑休の粉状化むよび欠|除その他がある。

H II-:'ì;r;化の辿皮は粒f，f:ill: iこより 34なる。すなわち，アカマツゐよび、ケロマツは最も多く

変具体が発生したにもかかわらや故も辿〈正常化或いは村死した。ヒノキはこれに火

ぎ p スギは比較的変具体の発生率は少ないが永存する。

I J!H射時n~Jの長短と口J視変具体発現率との関係ははられない。恐らく照射時:1\1が長く

なれば致死的となり P 或る1二世!芝以上変化したわ~[子はイミ発芽となにたとえ発芽しでも

HîJ'Hするためで、必ろう。

以 1-.裂するに p ネ:実験杭!立の X一都.íUHt射を{:ífi子に行えばそのノドば以上の世子はイiij等かの;;，(;p'g~

を交けるが，不発芽に終るものが多し可視変異体は少ない。たとえ変具体を生じてもその翌

年までにはおli死または山形に復帰しp 後年まで残るものは側めて柿である。したがって乾仏羽i[[
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子x-加は!))I[!のiA介は村|当多量の附子を11瓦J及う必裂がある。

2. 形態学的特性

前記の 150 分ゐよぴ 180 分処.flJ l区スギ変異休 2 本だけはJJUf:な治生育， [t であるつ媛性的であ

り嘆の形態が将しく見なる。以ドとの 2 本の変異休について述べていくとととする。

( 1 )一般的形態

第 186 表一般的形態

幹長 (m)
樹随 I

平均|最大:段小

対照木 5.79 I 7.10 3.85 
I 号木 1.35 

n 号木 1.88 

幹径(地上 10cm) (cm) 幹f'É:i幹長(%)

比率平均最大最小比率 l 平均!比率

100 14.50 25.0 5.3 100 2.5 100 

23 1.72 12 1.27 51 

32 2.62 18 1.39 ::'6 

樹 商
校ド高 (m)

平均 i 最大最小|比率平均最大最小比率|平均比率

1支 張 (cml |校下高/幹長 (?bl

刈 HB 木 J 1.94 
1 号木 o

][号木 0.77 

2.5 1.5 100 133.5 

42.0 

200 

31 

33.5 I 100 

o 0 47 

E
A

ぷ
U

円
U

7

2

3

 

100 

40 50.0 60 37 41.0 122 

A. [サ木

(A) 生 77

生育制めて :t1Ü <経'[-1): ['1'-)で、あるととは 1，1:も?干しい![、目立である。怜長は対lf{i 本が21'-1行 5.79m で

あるのに対し1.35m で 23% に相当する。 肥大生k・はさらに忠く対照の 14.5cm に対し

1. 72 cm 12% に当る。 したがって樹刊に対ーする肥大生長の割合は対J!Fの 51% であり J;fíヅ|ヲは

判長い。

(B) 樹;j:[ I

一見してlll.[ìrJIJ尖鋭な感じを与え樹足止=しく不格'1ヲで，主JJJEは地I;;'jそで、二分し一方は生長作l似し

ていろ。な~~.， gî~t J.ti.から小さい :}J{之が 4 千二 111 ている。

(C) 校条

校条は日21王左ものが多く p 位数少なく校長も短Iい。対JE~が 134cm でるるのに対し 42cm で

31% にすき、ない。枝打jは鋭角をなし上j';J で・匹~~j.~的である。

(D) 主十 五5

長葉と短)[の 2 区に分れ，着生千何度苦しく小であり直線的で実的はなはだ大p 尖鋭江感じを

与え I 号木の苦しい特徴をなしている。色は淡武緑色を呈している。な3E，葉に IIJな形型のもの

があり店長は枝によって著しい変異がある。

B. H 号‘ オ三

(A) 生育
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渡性的で、あるととは I サ木と同様であるが， 生育は I サ本よりやや良好で樹高1.88 m，対

!!白木の 32% に当る。幹径 2.62cm ， 18% に当る。樹高に対する割合は対照の 56~'Yo で幹形

は古川長い。

(B) 位I 村!

一見して繊弱柔軟な感じを与え，また， i・}~ド高高くして樹冠は上部にあり鈍~nをなし， 1 サ

木と著しく呉なっている。

(C) 校条

校条は 1 J号本と同じく少ないが校内はよ七'1'主的組角で、一応ド向に替問i して柔l伎な感じをと与える

l.ï.iJ~ 1 号木と見なっている。 DI，~j11:;fl句な松も ;f'fCCHt!.られる。

(D) 主十 :~ 

長葉と匁i~~の差著しく，短葉区の長さ大で， II 号木の一大特徴をなしている。長主11 はなは

だ長いのに反し短葉は短かし葉身は鍬型となり内方への埠Iltl著しし楽的は少である。針ー廷

は濃緑色を呈する。

以上裂するに全体として域性的であり生育は側めて劣っている。また， i之の治生少なく~の

着生密度が叫{である点が JUillである。 しかし樹相r 枝条むよび主七民は l 号オ￡と H土木とでは苦

しく異なり， 1 号木は:;IJ校が幹足より多く分岐しているのに対し 1 号/j，:は樹冠日'1\にま〉仁枝

条は 143・ 4三は 'IIJ千で杖f{J 小， ìL出~Ícl句であるが H 号木l土校ffJ大で量的して采fj吹な感じを与える。

~針についても I 号木は;提f{rJcで、薬身は芭主主的で、粗剛尖鋭な J惑を与えるに対し 1 号木1主主的 'J 、

で架身のlλ1~jíllll 苦しく采'1史な感じを与える。またp 長業と匁l葉との~l七の2~ではなはだしし短

葉区の長さが大である。

(2) 引古5のタト=ffßljヨ ti~

A. 葉区数

枝の 1/'1三 11 \1 1乙仲長した~rm分に着生する針.!Wを観察するに一般に部分により長さを具にし 2 区

または 3 区に区別するととができる。;íIi-:n~の長い部分を1己主!:区 p 短い部分を短葉区と称し，中

IHJの長さの1f11分を中葉区と称するとととする。

対照木は.6と~，中葉1 短~の 3 葉区から成っているがp 変異木はともに長葉と慨葉の 2葉区

から成っている。との葉区数はJil'iFfuこ関係するものと J巴われるが，変具イ三では春11[ 1長問始とと

もに長葉区を形成しp 後ー短葉区白fb成する。対JHt木に沿いてはや11長1m始時は同様に長葉区を形

成し火でIII~IZ:，故後I乙短~区を形成するものと d141われる。

B. 葉区長

葉区長の長田は変呉木特に I サオえを著しく特徴づける。長葉区は対)!H木 1001乙対し I 号， n 

号本それぞれ 76 たよび 85 の比をなすがp 奴こ~区に沿いては対J!H木 100 に対してそれぞれ

5J たよぴ 117 であり， 1 号木ははなはだ短い。なゐまた， 1 号木は短葉区の変異極めて大で
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第 187 表葉区長

長葉区(C7D) 短葉区 (cm) 両区平均
種| 一一一一「ー l 

平均最州最小 i 比率!平均 i 最大|最小|比率|平均|比率
4.50 7.8 2. 1 100 2.50 6.0 0.5 100 3.50 100 

3.42 10.9 0.5 76 1.28 10.0 0 51 I 2.35 67 

3.82 10.0 0.5 85 2.92 i 10.0 0117  3.37 96 

山
川
つ

十
k
l

対照木

I 号木

JL 号木

0~10.0cm であるととも形態のS~なろととを直観して感ぜしめる一間凶である。

長短両区平均では対}!H木の 100 に対し I 号木 67%. 1I -8-木 96% であり， I 号木ははなは

だ小である。

以 1-:要するに長葉区は両変児休とも短〈短葉区l土 I 分水がはなはだ短いのに対し 1 サ木は逆

に長くなって去り， rr サ木はXlI~区が長葉区に対して比!IE交r'I'J;}( きい特徴主三千干しているのである。

C. 針葉着生的皮切-~ 188 表)

計:;ì~の着生密度l主 rfMîftにより趣を異にするものである。変具体の単位長さ当りの治生木数を

比較炎示すれば、第 188 去のhlIりである。長葉区の I 号木の舟生本数は 1cm 当り 8.2*で対JEt

;木 10.4本に対し 79% に当る。 II 号木は 8.5 本で 82% に相当する。短葉区は L rr 号木そ

れぞれ 18.8 本， 17.6 本で対J!H木 18.3 本に対し 103 ;16-よぴ、 96% で知似している。

両区の平均値は Lll サイミそれぞれ 13.5 ゐよぴ 13.1 本で対JIriの 14.4 本に対しそれぞれ

94 ;j;>よび 91% に当 V ， Vù::tJヰ亡少なくなっている。

第 188 表針葉着生本数(単位 1cm 当り本)

樹 種 I 平均長i 最ー大業最少区比率 I 平均短l 最大業最少区1 比率!平同均区平比均率
対照木 10.4 16 6 100 18.3 27 B lC コ 14.4 100 

[母木 8.2 , 13 5 79 18.8 40 9 103 13.5 94 

11 号木 8.5 13 5 82 17.6 23 8 96 13.1 i 91 

D. 葉区着生本数(第 189 去〉

一葉区i乙着生している針]\sの数は単位当り常生街皮と主:区長の--H I剰杭で、去わされる。 I サ木

会よび、 I 号イミそれぞれ対日{{木に対し必定区では 60 むよび、 68% に相当しP 同葉区では 52 jー

より:' 109%, j両主.11':均すれば 55 ;16-よび 87% に相当し， I 号木は約'1主数， 1I号木は 10% 以

第 189 表 葉区全本数

長主主区|短葉区(同区平均
樹碩 ----1--

平均比率|平均|比率|平均|比率

対照木 47 100 I 46 100 47 100 

I 号木 28 60 I 24 52 I 26 55 

1I号木 32 68 I 50 109 I 41 87 

上のi成少である。との事実

は当然栄芸生活lこ関係を有

するととであり p 両木とも

妓十I，Q;r!で、あり p 特に I 号木

がその1tffl口jが苦しい点と有 l

一致する。
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E. 1定的(2.r~ 190 J三)

~の校に777いている角度，すなわち p 史的もスギの dr'lfI(により間々である。主frjの i!!lJ ):ëは尖

のようにして行うた。すなわち，柑iに沿って主4に切り落した:誌を度数を n盛った紙上lこ故せ

て企1-;店の巾，1.'.イJii と 11\llii乙沿っで切った純とのなす角度をìW]Æ した。変異木にむけるご!v;f{Jの大小は

対!日i本によじiji5之すれば去に示す.iffi 1) 相当の;f'[ 14を示している。すなわち， 1 号本にたいてはi毛主:

矩某いやれも対J!H本よりは遥かに大となりその比率はそれぞれ 154% たよび 126% に及ぶ。 1

-g・ 4三に;j;~いては長架はややノj、となり 98% を示し， );召集l主反対に大となり 13736'である。短葉

と長某の'f-:J:)比率はそれぞれ 139% たより:-118% であって対JHt木より大で、 3うる。また， 1 王子木

はうI;ï，D民の方がノj、であるが ) H ~J--本は Lと:民の方がノj 、で、ある .I，I， i"，も .n~なる。

要するに I 号木はー長短両球ーともにはなはだ大であるが， Il号木 l土 1;E~は大であるが民主!:は対

JHt とあまり変らない。

第 190 表業 角(単位皮)

業 | 短 奨 |同業平均
樹種|

平均最大最少比率 l 平均最大最少比率|平均比率

対照木| 41 50 30 10 コ 46 55 35 100 44 100 

I 号木| 63 80 50 154 58 70 40 126 61 139 

日号木| 10 50 25 98 63 80 45 137 52 118 

F. 主|て庄の笥\l lI lf{~ゐよび母II[J!立(出 191 去)

杉の2十五w土内方または外方に'['111IJ するか或いは UJJJ~(I句である。との形 't'Iï土，:/，1J[の -!r'，~:1~えを成

す。変具体i乙ゐけるとの変化を示すために母I lI lf{J を~iJ[l]).iごした。海 1!f! f{JiJ[lJÆには度数を 11盛った

紙卜.の応辺にIj1 ，1.'.、棋の下刻iが i]!:なるごとく泣きながらIj t心協の -Jlj~î'r:tが度数日娃のいすれかの棋

と1[[なるごとく kイ ilこ動かす。 し泊か為して]主屯なつたときのf角f~!皮立，すなわち，外角 (αω) を読んだ。

とのようにしてi1洲Jl川川II川iJ:定~ιi己ミした去仏針l/MI

第 1臼91 渓 針現葉i '1問聾 H尚H 角 u単挙位度)

種 長 業|問 奨 l 阿業平均
平均 I 最大最小 l 比率|平均最大最小比率 l 平均比率

樹

対照木 II 

I 号木 12 

11 号木 28 

ζ
J》
に

d

円
u

n
J
q
u
A
A
 

v
h
i
u
R
J
Vに
i
u

0

9

5

 

(
)
円

U
E
J

1
1
1
i

勺
L

8

6

3

 

5

0

5

 

1
ι

つ
L
1
1

円
υ
R
υ
n
u

∞
お
お

ハU
n

ツ

/
O

l

l

 

0

0

0

 

0
0
7
6
 

註負の符号は外曲りの角度を示寸。

i二去で、 IIJI らかなるごとく釘-=!\~の毎IJII 角は長葉にたいては I 号木の比率 109% で対JEt木と大差

はないが， Il号木にむいては 255% となり約 2.61;'r，.の管州度を有する。しかるに短葉にむいて

は両葉とも対!日i より小であり，比率はそれぞれ 75% 台よび 38% である。かくのごとく長葉

と短葉では滑減の方向が相反する。両葉の千:J:~J比率はそれぞれ 903-6' j去よび、 160% でるる。特
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に 1 号イミは苦しい。

要するにとの母rl[J fTJ も架f{j とともに外見上著しい!I'行l止を与えるもので I 号木はも事11[J fT] irUtil史

的小で芭械的であり， II サ木ははなはだえでr^lll臼してたり両本は著しく外観を異にする。

針葉の笥'Flì1l乙対するわれわれのJ感覚は~!R十長を考lむに入~lf;こ場合さらに IIJJ併となってくる。

したがって母rlll角をオ主長 (mm) で除したる前j を引-ns'HlliIJi[と初:し，その比ìjï交を ;t ， tみるととと

する。
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第 192 表
/轡曲角(度) v 1(¥(¥ ¥ 針葉峰山皮(~-~ ~~~~~~-x 100 � \葉長(mm) ,. ---) 

樹
長業 1 短奨|両業平均

種 1------ I 一一一一一一一一|
|平均|比率|平均比率|平均比率

1 号木 138 I 110 

n 号木 85 143 88 

87 

42 

168 

160 

137 

95 

82 

対照木 125 100 210 

182 

100 100 

あるが短葉lI直線的であるのがけ徴である。 I証言葉:"I" .I:.~J比率は，とれぞれ対日立本の 95;Ya j;;-よぴ

82% である。

以と要するに I 号‘本の惇II! Jlltは対J!{~木と大差ないが. Il-号本は長葉がましく，主主11[1 11t大で，短

葉はかえってはなはだ小であり，長葉と炉斗三の極端な-~~:~泣がととにも見られる。

G. 針葉長(消 193 表)

針葉長もスギの r\r'd'"l!:により等しく異なる。 X-~JíU!日射によってね'(q加の葉の大いさに間々の変化

を起した例も少なくない。とれもその一例である。 I サ本のiξ民は対照とほとんど変りなく，対

)!日の 99% の長さを有するが1l -8-木は著しく)(で、 172% である。しかるに短葉はそれぞれ 87%

2なよぴ、 89% の比を千了する。今長葉に対する短廷の持IJイトをとれば特徴が|別瞭となってくる。す

たわち p その比は対!Kt*， 1 サ木， Il号木それぞれ 43%， 38% , 23% であれ n ~Ó'木!土先立葉

に対し長去のf著しく大で、ある。両葉子.uJI乙ゐいては対!!日を 100 として比率をとればそれぞれ

95~~6'， 148% に相当する。

1具するに， 1 サ木は長架，短某いす下れもが] 10% 短いが， U -9・本は短誕に対し民葉が著しく

第 193 ボー 針 iJli 長 (単位 mm)

長 業 短 3JI.~ 同葉平均

樹種 I 平均 I 最大最小比率 I 'v- 均最大最小比率平均比率
対照木| 4.0 100 3.8 6.0 2.7 IC コ 6. 己 100 

I 弓木 l 8.7 I 14.0 3.0 99 3.3 5.6 1.7 87 6.0 95 

E 号木 15.1 21.0 8.3 172 3.4 6.5 2.3 89 9.3 148 



林木育屈に関する知見 (外山) -159-

ブ三である。

H. 針誕の帆(部 194 去)

釘~の 11I吊の場合は!以さとややその趣を異にする。すなわち ， 1毛主は対!!な木に比し I ぢ-木73%

であって 27% の減少， II 号制土 9936'でるって対!!日木と )'-2~::がたい。炉~:J\~lf主 I サ木 91%， II 

サ/j( 106% であって fìな汗は lfiiかにお主少タ後{fーはHi.かに榊jJII している。 j~lî一応の千i与はそれぞれ85

%J:，'よび 108J6' である。

第 194 点 針葉の閥(単位 mm)

|長 葉|短 奨 同業ド均
問問 i

1 平均最大最小 l 比率|平均最大最小比率平均比率
対照木 1.0901 1.35 0.65 100 0.763 1.05 0.65 100 0.877 100 

1 号木 1 0.801 1.05 0.55 73 0.693 し 25 0.35 91 0.747 85 

J[ 号木 1.0831.80 0.72 99 0.8101.34 0.53 1 仁 6 0.947' 108 

1.針葉のはさはíÇ 195 夫)

iAl llf1川日lバ正必~やo

tにこ比し I 古サ.木は 9叫4%. II 号本 117Jò であって 11官庁は 6% ノj 、 p 後者!主 17% 大で・ある。また，

飢!むのはさは対-1Ií:i木に北し I 七ー本 103% ， 11-号本 12136'であってそれぞれ 3% むよび 21% 培

大している。 したがってその長伝子l三iりに訟いては I サ木は 98% ， n -I}* 119% である。 ま

た ， ~(i誌に対す一る長~の比率は対J!{{イくたよぴI. II そ片手それぞれ 82 ， 89 , 75% であれ対j日

本と若しい~;Il泣はない。

第 195 表 針葉の!享さ(単位 mm)

長 喫i 業 |阿葉平均
1古J 局

;平均最大最小比判、17:均最大最小比;主 I jf J訂正平
対日夜木 1.110 1. 55 0.85 100 

l 号木 1.047 1.35 0.65 94 

n 号木 1.2ヲ3 1.65 0.95 117 

J. 主|古5の長さ，中日- J以さの関係

(A) 主七葉の横断面形状比

横断面[の形状を示すには

測定値の大小だけでは充分

でない。その形状の変化を

表わすには l~íI編のマツにさま

けると同4菱形状;比(申高/厚

さ)をともってするのが安当

樹 種

対照木

1 号不

旺号木

0.802 1. 15 0.50 100 0.956 100 

0.824 1.35 0.35 103 0.936 98 

0.970 1 1.44 0.62 121 0.1134 119 

第 196 表針葉憤断固形状上t (申I~í厚さ予告)

長葉 1 短葉!同業平均

平均比率|平均比率;平均 l 比率

98.2 100 95.1 100 96.7 100 

76.5 78 己4.1 88 80.3 83 

83.4 85 83.5 88 己3.5 1 86 
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である。

去により明らかなように対1!花木は長楽に冬、いては 98 で幅と)手さが大差ないが， 1 号木ば

77, 11 サ木は 83 でいす九も k下に剥|長い形をしている。短葉にたいては対照i木が 95 で長葉

よりは僅かに細長い:11予をなして去り， 1 サ木たよぴ 11 サ木はいやれも約 84 である。両葉平均

比率は I 号木 83%， 11 サ木 86% であり変異木が約 10数%細長となっている。

主要するに横断固形状比はいやれも l早さが幅より ;1020%大で.J二 Fに長い菱形をなしている。

(B) 釘-~の械的fNiî積

:Mi断 ri'i j を菱形として計算

して表示したのが第 197 :]ミ

である。長葉短葉とも I 号

木は対)!{t木より小， 11 サ木

は大，その平均に沿いては

対J!H木 100 に対しそれぞれ

第 197 茨針葉の横断面積(単位 mm2)

長葉 i 短業 同業平均
1'ib1 関

|平均|比率|平均!比率|平均|比率
対日茂木 1 0.950251 100: 0.480601 100 1 0.71542! 100 

I 号木 1 0.65867: 69 0.44848 93 0.55357; 77 

J[ +1 木 1.10406 116 0.61708 128 0.86058 , 120 

77 :f6'‘よび 120% の比率を有する。続誌に対するld~の比率を見るに対.lH1木むよび、 I サ木は綬

葉が長Jìgの約半分(それぞれ 51% ;j;;-よび 563-0 であ 3が， 1 一号木は比較的えで 68% とたっ

ている。

(C) 針:民の体積

主I'~の休積の大ノj 、は;íll"'!\~

の長さ必よび、横断il'I j間が閣

係するほか，替f1打)皮が関係

する。しかしながら計羽:を

簡単にするために釘古Eの:11予

は支0fUI予として算H\ を行つ

第 198 表針葉の休積(単位~ mm3) 

長嘆; 短業 同業平均
樹間 1-- --1----1------1--------

平均|比率|平均|比率平均 l 比率

刈 mi 木 2.7874 i 

1 号木し9101

n 号木 5.5571 
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表で|別らかなように顕f子な変化がある。すなわちν片山両葉とも対)!{1，木によ七し[ -0-*は小で、

あり llJザホ;は大である。したがってその千五JIこゐいては I 号木l.j:対.!!H木の 71%， 11 号:本は 184

%の比率を千jL. 1 号木は減少しているのに対し I 号木は 2 1J'(.j[ê くの休ら5を有する。

(3) 針誌の内部形態

断面は一般に変形をなし'1\"1\-1\の二週は腹部J!二辺よりやや1;\X< .背腹各部はそれぞれほぽ二

等辺三角形をなし弁辺の巾 yとt'H\fこは気孔がIlliC列している。夫1主来、の最外屈は f{JJ立でその内部に

表皮細胞があれさらに内部には下表皮細胞がー!ぽ稀に二!什をなして接していろ。気孔の{t:{r:

する場所には下炎皮はない。炎皮系の内部lこは架緑位を合んだ荒肉があり，との柔軟な *111長い

削胞が上下iこ:どなり中心荘を支持している。 11 1心柱は上官f\に木i'f!; ，下部に 17柿:1\があり，との飾部
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の下il!ljに相11行むが接してむり J ，I;lPH!ま修入*1 1.織で‘ I州まれている。結Jf恨むは桁川/I'~で汗泊は /]\:11三 i乙

横たわっている。Ij l-~と椛IIJfIj'jjについて火の順序で、記述する。

A Ij t央部出断阿形状

B 皮/1号本IW~

C 主Srヘ!

D rjl心中l:

E 樹)J行泣

去1主， T夫1L 気孔

来最111胞，業緑粒

J多入車I!.織， *H哨ζ束

う;j- ì必制111包

まや)liíiJ j': としてIj t 火引:横断町形状から述べるとととする。

A. r[ t リと郎防11打 ft'IÎ Jfよょ伏

(A) ll)f f(lî IJlJ辺形の形状(抗 199 ， 200 夫)

第 199 表 背部高(単位 μ)

長 業 短
樹 f電

業

l 平均最大最小比率平均最大最小比

対照木 490 704 304 100 366 528 272 

I 号木 445 704 240 91 362 704 192 

11 -{，号木 523 760 340 107 470 750 350 

両業平均

率平均比率

100 428 100 

99 404 94 

128 497 116 

変形近W31ヲで CI'r-r\:lí服部各

々二等辺三角形状をなして

第 200表背;'\i\高に対する奨(祈凶厚さの比率

( 背開 %) 
奨i句t而厚さ

いるが.. ;.lri\:!; と 11亙抗告とでは

その正2 さに :Jf:ヵ:あり???守lí iJ;:

小である。とのニi'r1~';.時五を il!!J

メごして町市i)f;~犬の観?千三をH

った。三ミに方とされているよ

士三 業 l 短 業 ]，可主主平均
1樹種 l 

平均比率|平均比率平均比率

対照木 44.1 100 45.6 100 44.9 10Cl 

I 号木 42.5 96 43.9 96 43.2 96 

j[号木 40.3 91 48.5 106 44.4 99 

うに I 号‘:ぷたよびIl -'d-木の長実は対J!Hに比してそれぞれ 91% 必よび 107% であり民主!:はそれ

ぞれ 99% ゐ.J:び 128%，同，j=l\8 -'j'-均比率はそれぞれ 94% ゐよび 116% である。対mt より I

号木は低く， Il号本は高い。しかしながらこれ等の変化は特別に取り上げるほどの大きな変化

ではない。

今述べたのは背部高の実iJ!lJM[の変化で、あったが，~間而!早さに対する背部高の害IJ合f主主11M と

いうに表に示す通りでるる。本支によれば長葉に沿いてはI， Il号二本とも対J!H木に比し僅かに

減少し 96% :;守よび 91% である。短実にたいてはそれぞれ 96%， 1叩06% でで、 4るうり札，七

している O 垣~と長;!廷のコ|三j:f，Jではそれぞれ 96%， 99% であり大した乏当主は表われない。

要するに背部高は実;JlI\他に公いても，また，断固のほさに対しても長葉短葉ともに変化少な

く p 断固四辺形の形状はほぼ類似のものであるというととができる。
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(B) 税の形状的íÇ 201 夫)

杭町fiM各辺の境をなす校の JIヲ状をみるにタ ~I 'f !J立二段は類似し， rJM! !lJ肢はともに同型で品うる。

;~JI列えを尖郵2なるものカ込ら)Ln~ーを 4iFび、る!lltiIこ A ， B , C , D の 4G:件?にうf去月して観君主した。

下去により IIJJ らかなように伝来に本、いて:ií止も多い'1G'!はタ対J!H/f三では7刊Imf交 D 型， þlijl]j~技 B

:ßI!で) 1 f}木， 11 サ木では~I 'f /J反政 C IfiQ , jJ叫IJ伎 C 型である。すなわちFTT腹肢と両f!!ljf去の形

状は Hーのものiが多いのである。 J;\X !Wに沿いて11主も多い型は対J!H本では7T版伎 D型，両官m校

C 型である。 L n ぢ・木もほぼIdJ じ jt{! I(，J にあり ， '1 '1 11立肢はし n サユドとも D11;r!]，はも多く，両

側校は 1 -{J'二十三は C 引が多く ， H 号木l主 D 型が多く)LI\ぷを，J1Fぴ、ている。

i之町j~q]gを LIi..J[jすれば、， ，''1 11羽交では C 型は対J!H木， J サイミ) H -8・二本それぞれ 15， 41 ;1;，'よ

ぴ、 64% の /[1税率を示し D :ß~はそれぞれ 84 ， 58 jξ よび 33% で ib 1) ，反対の関係にるる o

B ìE2はごく ffJかであ i人 A 型は持J!!~である。 j;Iíj{Jl師会に会ける土と店とう:~IT~nsの -'1 i..Jf.jは多少の変化

があるが一持しくない。

安ずるに校のJI:;状は対lEt木11止も丸く l 号本， n サイ〈のIii(lに尖っている。

1姿

第 201 表 綾の形状 u日明卒予告)

| 長 業 tiI 奨 j， l~ 業平均
型

!対照木 l 号木 H号木対H茂木 l 号木 J[号木!対照木 I 1 号木 間木

A I - : - I 一|一|ー l-ii
B I 2 2 I - :ー 1 6 1 1 3 

C JO 53 82 29 46 15 41 61 

D63  45 18 100 70 43 84 58 33 

2 10 8 2 3 11 2 7 10 

51 38 26 17 30 25 34 34 25 

37 44 66 61 48 25 49 46 1 46 

10 8 - 20 19 39 1 5 1 3 19 

背限稜

1¥ 

j;可 1J!~ i俊 B
C 

D 

CC) 樹脂迅の位i世(出 202 ， 203 J<J 

必jJJ円mは横断日'IÎに沿いてr! 1央filí よりやや下方にあり目立ちゃずいN:世にある。その位四は I

-g...ニ札 l! ~ひ本では多 /!;.y~なっている。一応 l二世ít~n~i日からの %ì!!IJfùで、その変 I~の状態をと去示したが

(第 202 去) ，相対的には葉横断厚さにより異たるはすであるから，別にその比をもって表わし

た(第 203 表)。断固とすJJf部からの距離は，記廷に沿いては I 号木"'Ii..均 638μ で対日立とほぼ同

長

第 202 表樹脂道の位置(上部からの店離) (単位 μ)

葉 短

平均 i 最大最小比率!平均!最

対照木 641 816 4∞ l∞ 510 

I 号木 638 8∞ 384 1∞ 526 

E 号木 734 I 920 5∞ 115 位 l

704 

864 

850 

葉 iTi可葉平均

大最小比率|平均比率
352 100 576 100 

288 103 582 101 

450 122 678 118 

樹 種



じ， II 号木は 734 ，1lで115%

に相当する。 1，\，i'民に沿いて

は 1 Jô・木 526μ で対!!({*の

510/l に対し 103% となっ

てj;，~ 1) , Jf号・>f~は千.1:.'1 621 

μ で 12.2% とたり大とな

。ている。両足ヱドj:~1比率 l土
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第 203 表 奨断面に対する位置 ( 1-，ち百葉九位I折田争厚のさ出現ftl/ 

t1i1 
|長奨 短業 向葉平均
00; 
|平均比率 lτf 均比率平均比率

対照木 57.7 100 63.6 100 60.7 100 

I 号木 60.9 106 63.8 ‘ 100 62.4 103 

n 号木 56.5 。リ 64.0 100 60.3 99 

それぞれ 101% 台より:' 118% であり 1 サ木は約 20% 大となっている。

~j，くに'!\S/l2jflj'jjに対する相対的位世をみるに， 1-号本長誌は l町刊以さの 60. 9~%' ドüì: ， すなわ

ち， rl吠部より 10.936'下側に， 1 号木は 56.5% で I1 I央部より 6.5% 下位に士〉る。 ~'\HSに

沿いては対J!({と Jl1似し 1[1リとより!以さの 143;;下 f'，!:にるる。 しかして長.J}~と問主の -'1 三l:Jfltlは[

I 一号木いやれも対!日{に似ている。

以上製するに樹11行むの位百は対!!({J乙比し符しい変化はない。

B. 皮府宇1 1. M;~ 

(A) 去皮

1 )j+の肢の!以い桁pj状の市111胞からなり J，Ii] 凶は f(J[之で包まれ℃いる。

a. 去11[*111胞の長さ(第 204 夫)

表IHfI I JJt!のl之さは大きな変化はない。すなわち， L H 号本の長支は対mt木に対して比率

91% および 108% であり，短:立!:は 99% ゐよて):' 10136'である。日;jc!.\~.LF，j:~Jl七率それぞれ 9536'

台よび 105九であって， 5% の哨械があるだけである。

第 204 災 表皮細胞の長さ(単位 μ)

長 葉 短 lli~ 同業平均

最小比率 l 平均比率
樹 間

平 ~J 最大最小比率平均 1 最大

対f1茂木 14.9 19.0 10.2 100 13.7 19.1 9.3 100 14.3 100 

I 号木 13.6 17.5 10.2 91 13.6 17.5 9.5 99 13.6 95 

E 号木 16.1 24.0 10.5 108 13.9 20.5 9.2 101 15.0 105 

b. 去皮細胞の幅(第 205 表)

表1:1am胞の幅は， 1 号木は対J!H木よりノj、または /ìiJ程度， II 号木は主主かに大で、ある。したがっ

て長短両主平均すれば I 号二本は対!!な木に対して 97% ， n サ木は 115% であり，全体的には I

号木小， 日号木コたということになる。また，長案と短葉ではいす~Aしが大であるかは， ~との比率

にむいて明示されている泊し I 号木は短葉が大であり E 号木は照葉が小である。変異木はい

やれも変z見の幅が大である。
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第 205 茨 表皮細胞の府(単位 μ)

私! i隠平均 I 最大 I 最一小比率平一均 ll 最大最小 1 比率平均!比率
文Fit126 5.1 100 8.8 I 12.2 6.8 1C コ 100 

I 号木 8.7 I 14.1 5.6 94 8.9 I 14.1 5.8 101 8.8 97 

H 号木 I 11.3 寸 5.0 5.0 122 9.7 1 15.5 6.8 110 10.5 1 115 

c. 夫!之*，111胞のんいさ(断而杭) (第 206 炎)

第 206 表表皮細胞の阿国債および形状l七

|初面積 (μ2) i 形状比(問/長さ X l ∞) 

日 lEtJi:一色--1JF174i五五司、-一言了tli __~ _1 両葉平均
平均 I Jtネ i 平均比率|平均 l 比率!平均比率|王子均 I Jヒ率|平均比率

対照木 I 1札 8! 1∞ 94.7 I 1∞i01.8 I 1∞ I 62.4 I 1∞ 164.211∞ I 63.3 I 1∞ 
1 号木 92.9 I 85 I 95.1 I 100; 94.0: 92: 64.0 i 103 I 65.4 I 102 i 64.7 I 102 

H 号木 |1429J131 105.9i 112i 1244i 122i702!l13169.B i lω70.0 I 111 

表IJZ.和 11胞l旬f ñ'l iHi を H'JII J と仮定して計'1;'/した。 1 -~.木 l土対!!日木より小または/iíJ脱皮であり ， H 

4J-木は長1I.Ïia;， n~ とも大で・ある。 したがってその千均は 1 -U'木は対-J!({~，の 92%， 日号本は 122%

である。 1 ーサ木lま減少， 1Iサオミ l土明大している。裂するに和11胞の大いさは I サ本は小， H 王子木

は);_の jJ fJ'，J をとっているのである。

c1..去IJZ.*，/l 1胞の形状比(力(~: 206 夫)

夫IJZ.;j;111胞の形状比はいす.{L も 60~70% 前後である。文、l.1 1H本!土伝法， Z1145それぞれ 62% .:t' 

よび 64%， 1 ~J.*は 64% 台よび 65% ， Ilサ本はいす寸 L も 70% である。すなわち，形状比

は l サぷは対!!日本とほぼ同等であり ll-8-二本は数%大， i丸7干すればトザ木より II サ木の }JがHi

かに丸味を"官びている。

CB) 下夫 J:1.乙

夫1之の内側に杭たわり *'IIIIJÍi IJ先制めではく山色透Iリjでイ 111r:に封印こ辿絡して機械的rlil強 f'l:) IJ を

なしているが，気孔の千(-{I: する辺の1[ 1 リ414日には全く欠|設するか或いは ，'，'i..(l"するのみである。 *'111

胞の形状は一般に川 11'; ，符川:fl';，六frj， }l.fíj :l l予をと呈して).;_いさも相当変見がるりlJíI郊のものは

大で数も多いが，背部わものは小さく数が少ない。との傾向!主短=!\~に著しい。稀に*，111胞が 2 )母

またはそれ以上の砕をなしているものがあるが，多いものでも数向を越えない。

第 207 表下表皮細胞の長さ(単位 μ)

l 長 業|短 葉 両業平均
樹 十 一一一一一一一一一一一一一

|平均(最大最小 l 比率 l 平均最大最小比率平均 l 比率

対照木 117.3[19.9' 13.1 1∞ 16.3 ! 21.9 12.6 1∞ 16.8 1∞ 
I 号木 1 17 . 5 1 26.2 12.2 101! 17.3 I 26.7 I 9.2 I 106 17.4 104 

E 号木 I 19.6 I 27.0 i 11.3 113 18.0 I 31.6 i 14.5! 110 18.8 I 112 
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a. ド火山高1I1胞の i之さ(抗 207 夫)

t己主短~1~いす"Aしも対!!日木よりゾミで、あるが I 号本l主壮大で・ある。 両，j:1~-'1 ,_ j~J比E判土 10430"むよ

ぴ、 1123-6'である。

b. ド去!昨111胞の相(第 208 夫)

士長:民短濃いやれも I サ本は刊日ゐに小， ll -B.本 l土長当P.: ，短:民小，事，riJ"Jrll ，j1~jl~χj比率!土 I サ木

小で、 96% ， H}木は対J[{{.と ;HI等しい。

第 208 表 下表皮細胞の限(単位 μ)

I川 TIl1 
長 奨 短 業 I ï，可業平均

平均最大最小比率平均最大最小比率平均比率

対照木 16.0 I 19.0 12.2 100 15.3 21.9 10.2 100 15.7 100 

1 号木 15.0 19.7 11.7 94 15.0 21.4 9.2 98 15.0 96 

][号木 17.1 21.0 10.0 107 14.2 ' 20.5 10.9 93 15.7 100 

C. 下夫fえr.11I胞の大いさ(/釘岡千六) (第 209 衣)

F夫j之利I1胞の形状をどかりに十f's /11 と比倣 L ~I叫して比1変ずれば出 209 去の jffi リである。ム江主

は 1 -8.;.1三の大いさ対JEt木によ仁し 95% であってがJ5 'Yo 減少。短:廷は 104% で b り大した変

化はない。 1 サ本はi品~ 12U6'，同地 102% で九十れもん。古川約三j~J比率は l サ木 9)% ， [ 

tJ水 112% であって， 15-木は 123-6' }件大している。

第 209 表 ド表皮細胞のlí;Jifúi積および形状比

1引面

倒庖|長年で短

l 平均 ， 1ヒぶ l 平均
対照木 217.4 100 195.9 

1 号木 I 206.2 95 203.8 

JL 号木 I 263.2 I 121 200.7 

積 (μ~)

業 ;岡英平均 l 長

l 比率|平均比率 i 平均

100' 206.7 100' 92.5 

104 205.0 99 85.7 

102 232.0 112 87.2 

d. 下去!えr.1 1I胞の 11:;状比(第 209 去)

形状比(個展さ X 100) 

~~短 事長 岡奨平均

比率!平均 I J凶 I ~問|比率
100 I 93.9 1 1∞ 93.2 1∞ 
93 86.7 92 86.2 i 92 

94 78.9 84 83 ・ 1 1 89 

ド夫!之市1I1胞の)1';状比は対!!日本に i仁しいす"ÀL も小となっている。すなわち， :JJ:;jlqが利 11 1<':くなっ

ている。その程度は 1 号木短~~の 16% 械の(王かは数%の減少にすぎない。両:束三i三ιJでは i 号

木 8% i成， H 号木l1%ì成である。

e. 下表皮細胞の数(第 210 表)

一断岡に支われた下表皮申111胞の数を 4枝川にiJ!l[定したが，一般に腹部に多く，??部は少なく

鮫楽には欠如しているものさえある。第 210 去にはーiJ斤面の合計数が示しである。

長主!;にむいては i 号木はその数が対!!日木の 79% である。 H 号木iこ:i6"いては 103% で ib i) , 

対)!H木と大差ない。短葉にたいても I 号木少なく ll -g~木は対[f{{木とほぼI;Î]様である。結局長短
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第 210 茨 ド表皮知1 !I凶数

樹碕ー
|平均最大最小比率平均法

対照木 100 I 128! 45 1 ∞ 54 
I 号木 79 I 125 35 円 45
f[号木 103 I 148 68 103 56 

長 業. f立 場; 両奨平均

大最小比率平均比率

四 26 1∞ 77 100 

94 11 

100 20 

83 62 81 

104 80 104 

jïlifN.?F.j::Jにむいては，対!日i木に対し I 号木 81% ， H]・本 104% で I サ木は少なく， n 号木は

対J[H木より liú:かに多い。短荒:は長':n~ と比Ii交してその数がL 、ゃれも 55% 前後である。

(C) 気孔

気孔の佼世，数， )1予主主よ '0::ブル、さ立与は rf71f店;i，&lj Jjや 1汗数性十[1'[物午Jj5.l:_I-.のイ認識として川いられて

いるがp イー尖'般にゐける変異木も気孔数(土減少して苦しし、!I:げ改をなしている。気孔についての

観察!土!f l央断)i'iiに現われた気孔数j凸、さ等について行った。

a. 気孔数

(a) J'.fi'liゐよびドmÎの気孔数(第 211 ， 212 , 213 去)

一般にス Fの気孔は，他の中[r[物が:mの干~r(liに多いのに反してJ-.TIi iに多い。←bf!iにゐける気孔

数はUC21l炎で判る辺り変異*は対!!日木よ iJ J;f・Jl~むよi~iJ，î~とも少なし 41 に長正:に沿いては I

サ木 60% ， 11 サ木 63% イj'.;(J.:_するにすぎない。照;廷にたいても I サ本 74%， II サ二本 65% で

あって少ない。とのととは変異本の;午しいLr~-S:11えである。また，長混と知:~~では短jiEの 4むが活か

に少なく約 112 である。

下町にたける気孔数は抗 212 売でみるごとく上li~i と同じく変異木は対!!白木の約小分である。

すなわち， 民地に沿いては i 一号本 44%， 11-':;:・-+: 55% となり;午しい減少を示している。鋭τ民も

第 211 表上国の気孔数

問
| 長 梨; 短 君主 :戸i 奨平均

局|
平均 l 最犬最小比率平均最大最小比率 l 平均比率

対照木 6.7 I 11 

I 号木 4.0 I 7 

E 号木 4.2 I 10 

100 3.1 7 100 4.9 100 

2.3 3.2 60 7 。 74 65 

63 2.0 6 65 3.1 63 

第 212 表 下閣の気孔数

長 葉 短 奨 filiî 葉平均
樹種←

|平均 i'最大最小比率平均最大最小比率 i 平均比率

対照木 3.2 I 9 0 100 2.2 7 0 100 2.7 1 ∞ 
I 号木 1 .4 6 0 44 O. 8 6 0 36 1 . 1 41 

E 号木1.6 I 5 。 5C 1.5 5 。 68 1.6 59 
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また， íJijJ誌の_L I'-:li-j比率はそれぞれ 41% むよび、 59%Ilサ本 68% である。減少し I-U

で l サ木のつI_jが少ない。

第 213 表上下両国における気孔数比

(ド面気孔劃上回気孔数文 100)

1 f<~j 奨平均
葉 i

l 平均比率

71 60 100 

35 35 58 

75 57 95 

~j(1 乙_I-.n'ri と Frniの気予L数の lflJ合をとれば消 213 支の泊りである。

本支に沿いてはトJl'Iiの気孔数に対ーする Fn'ri

の気子L数が%で示してある。一般に長廷で

は少ないが変異本は対J!H木よりさらに Fレな
長 iぢ現i

只
U
R
U
Q
U

A
-

つ
υ
q
u

巳
打U」

信
州r

対照木

i 号木

][号木

1主J
い。短;!廷では対!!古木によじし I 一号本は汗しく少

なし、が I-u斗〈はブ〈でるる。 fili

II -~-本は対)!日本にl'n似l サ本少なく 58%"

し 95% である。

数(れ 214 夫)子L気/、
乙]二(b) 

バ5上TI'riゐよ .0::1、:fi'iiの気孔数を合計した全気孔数を比較去示すれば、第 214 去の泊りである。

211 , 212 夫からもおおよそ想像されるととろであるが，変県木はいやれも側めて少ない。長問

I サ木と』サ木ではまた，li サ本[主 62% である。両主+1勾にたいて 1 -{j~本は対!!日本の 57% ，

さらにまた p 桁~廷の気孔数が長誌の気孔数に対する割合は対Jm木 54% ，f走者四の方が多少多い。

H:i戸木 60% であって対!!日木l王どは数の遣いが大きくな\， '0 I .!é5.本 57% ，

/ 気孔数(コ) ¥ 
¥ 奨湖面積(mm2) J 

短 業 向奨平均

比率平均比率

100 

51 

上下両国の全気孔数および密度

気孔数密度

帯手
"ミミ

計数

同奨平均

均比半平均

第 214 表

,A. 
仁1

h
づ

面
一
短
;

k ド

長業

均比率

長1現;

10.7 

7.6 

5.5 

100 

63 

52 

平均

11.0 

6.9 

5.7 

比率

100 

79 

51 

10.4 

8.2 

5.3 

100 

57 

62 

比率|平

7.6 

4.3 
4.7 

∞
目
的

平

5.3 

3.1 

3.5 

100 

55 

59 

平

9.9 

5.4 

5.8 

陸樹

対照木

I ワ木

11 号木

気孔の件，: Ji.t (江~214 去)( c ) 

辺の長さに対する気孔主党をみるために，辺のiふさに比例関係にある杭/l1fl古i:J'l'f 1こ対する比をと

I り，かりに気孔椛!主として去に示した。両業ヱ|三l':J比率は対J!日水 100 に対して l サイ~( 71%, 

号本 51% であり特に I 号木に長いては筏度は約半数である。

気孔数が全数に沿いてもまた容度に沿いてもはなはだ少ないととは生王ill作用にも影響を及ぽ

すものであることカf主lf'象されJる。

幅(第 215 去)0) 孔b. 気

気孔の間生1m閉の前後で異なる。 ü!ll定は fl弘、たものと閉ぢたものについて行ったがp 開いた

ものはその数が少なかったので、省lif存した。以下気孔が閉ちた場合の孔辺細胞を合めての幅につ

いて考察する。 i奈さは不明瞭のためìJllJ定ずるに王らなかった。
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第 215 表 気孔隅(単位 '1)

|長 業 短 奨 l 両奨平均
樹 積 1- 一 l 一一一一一一一十 一一一一一一一一 ----ï

平均|最大最小比率平均最大最小比率平均(比率

対照木ヲ~三。 1 21 ・ 9 i 1∞ヴ7 ア-ZG 2l ヲ 100 27.2 I 100 

I 号木 I 28 ・ 1 I 36 ・ 5 i 21.9 j 103: 28.6 i 38.9 i 21.6 I 105 1 28.3 104 
H 号木 I 34.0 57.0 20.2 1お 37.0 61.7! 24.5 137 35.5 131 

去により l川らかなように， 対)!{{二本に対比して， 1長i長毛♂4切恒匝p回向1刀Aつ弘引j，1陥，1山ι]j

が 11 ←号号木は長:架1提5に 3必去いて 12お5;!-6'，短~に沿いて 137% であり， 25% *子よぴ 37% :1合大してい

る。Il-J，)‘木は変見の隔もんで、ある。照架と IAi広では両変異木とも大差なく， 1H{かに担架にたけ

るものがブミである υ

c. 孔辺市111 胞(第 216 ， 217 , 218 支)

孔沼市fII胞の長さ，帆，ブミいさ(断刊誌)たよぴ形状比についてみるに第 216~21g 去に示し

た泊りである。全体的にみて長さ，帆，プ山、さは，対!!な本に対比して， 1 号本はほぼ同等であ

るが， 111切迫に減少の何[向を示している。 しかるに JI サ木はかなり哨たしている。との何{向!土今

まで詑ぺた各rJ'l l;j に主的、ても同様で、あり， J 号本!主大いさ i成少の ftfW，] あり』号本はとれに反し

第 216 表 孔辺細胞の長さ(単位 μ)

長 主主 短 業 [1可業平均
制
1¥TI 1 平均 I 最大 l 最小!比率平均最大最小!比率!平均|比率

対附ミ 14.2 100 14.1 17.0 1 11.7 I l∞， 14.2 I 100 
I 号木 |147 19.9 9.2 103 14.1 17.3: 101 102 

]l 号木 19.1 134 17.4 22.5 10.0 123 18.3 12守

第 217 表 孔辺制胞の幅(単位1-')

1対種
長 業 短 奨 i 両業平均

開木 12.4 5.1 i 1 ∞ 98 124173l  l∞ 981100 
I 号木 12.9 1 5.6' 98 1 9.4 12.4 I 6.8 96 9.5 1 97 

11 号木 16.5 I 8 ・ 4 117 I 10.4 I 14.5 5.5 1 飴 II ・ 0: 112 

第 218 表孔辺細胞の断面積および形状比

| 断 面 積 (μ3) 形状比(幅/長さ X 100) 

樹種 j 長業 J 短葉 l月竺長----竺-i1J1i 両葉平均
[豆一両川三日平均|比率[平均|比率|平均(比率(平均!比率 l 平均|比率

対照木 I 1 10. 1 I 100 I 103.5 I 1∞ 1109311∞ 69 1∞ I 70 I 1∞ I 70 : 1∞ 
I 号木 i 110.8 I 101 104.8 1 97 1 107.8! 99 1 65 94 1 66 1 94 i 66 I 94 

1I号木 1 172.5 1 156 I 142 ・ 1 I 131 1 157.3 I 144 i 印 87 I 60 1 86 1 60 I 86 
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府大のNì日]がうかがわれるのである。

"':70亡長さに対する帽の割合を%で、表わしp その形状比をみるに両店~F"均比率は対J!H木は 70

%, 1 ~号木 66%， H 号木 60% であって記iliXの1IfL'Iに市111長となっている。

.tU二裂するに気孔数短廷は長荒より少なく，両:延平均いやれも約60%で両干?とも少ない。 I

号木ば下回の気孔数著しく少なく(上回の35%) ， H 号木は対lHt木と類似する(上回の約60%) 。

栴度いやれも小p 特に 11 号木は小で、ある。 ブミいさは I 一歩木は対rrn木と英M.以し ll -B"木は大(131

%)，孔辺市111胞の大いさも 11司傾向であり形状は多少申III長い。

c. 葉肉

;店内は 11;J化采*111胞より成り下支!えと1[1心中r:の 11 \1にあり業緑粧を有し|司化作川を?守む。

(A) 同化柔細胞(第 219 ， 220 , 221 , 222 表)

H 化;f~*If\胞の長さは長:~，飼葉いやれも対IIf{木より大で p 両葉.iF.均 I 号木， ll~)・:+こそれぞれ

125% :t-よぴ 122% である。いやれも 20%，以j二t??大している。しかるに幅は1， rr 号本いす、

れも 98% で対照とほとんど変らない。

Ilfr n'rÎl1iは長さが増加1 している関係でそれぞれ 123% ゐよび、 119% でいやれも 20% 前後の

I?大である。

樹

第 219 表同化柔細胞の長さ (単位 μ)

間|長業 l 短業
|玉三日7長瓦li7l五可孟-F工i可比

58.0 I 

58.0 

75. 。

1 jItj 業平均
1 ,,_ .u~ I 

率!平均 l 比率

l∞ 81.21 1∞ 
III 101.6 I 125 

127 I 98.9 122 

対照木 82.3 111.8 , 53.5 100 I 80.0 I 102.1 

l 号木 114.1 182.3 72.9 139 89.0 123.9 

11 号木| 96.6 168.0 23.0 117 101.2 135.0 

第 220 茨 同化柔細胞の 111]j\ (単位 1")

長 奨 短 奨|同業平均

均 i 最大 l 最小 l 比率 i 平均最大!最小川判平均比率
樹種

|平

対照木 35.1

I 号木 33.8 

JT 号木 36.5 

48.6 26.7 100 I 32.0 I 41.3 24.3 

51.0 21.9 96 31.7 48.6 21.9 

75.0 27.0 104 : 2ヲ .3 42.0 I 22.0 

100 I 33.6 

99 I 32.8 

92 32.9 

100 

98 

98 

第 221 表 同イヒ柔細胞の断面積および形状比

対照木 I 2268.8 I 100 i 2010.6 
I 号木 13029.0;13412215.81

E 号木 i 2769.2 122 2323.8 

| 断面積
樹種|長葉 短葉|両業平均|長葉 短葉|両葉平均

|干瓦[辰平均比率!平均 l 比率|両1主平均比率円瓦「日
l∞ 12139711∞ 1 42.61 100 i 40.0 I 1 ∞! 41.3 i 1∞ 
110 2622.4 123! 29.6' 69 35.6 r 89 i 32.6: 79 

)
 

町
G4
 
rr 
(
 

形状比(幅/長さ x 100) 

1162549.0; 119' 37.8 , 89' 29.0: 73 33.4 81 
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11¥; 222 J( ー針葉閥均iTI'li柔細胞数

民業 短葉 両業平均
樹符\ ------------

平均|比率平均 t 比率|平均比率

1 418.8 I 1 ∞ 2川 ICO 323.9 1∞ 

217.4152202.41 851209.963 

i 398.7 I 95 265.0 III 331.9 101 

対照木

I 号木

][号水

j:!，'l!1jrl t'IÎJIラ状比(主ノj、となり

それぞれ 79% むよぴ 81%

で p いす-o;j L も約 20% IJ、で

む i) ，細胞のJIラカネ1I1 t::くな

っているととを元ミしてい

る。

JCに刻印1'1日=it千均を[， ;J 化柔和1111包断D'riWで、除したる 11~j を似 iこ ;H庄の 1 [l)rn'li 内の[， ;J化柔和11胞の数

とみなして夫示すれば第 222 去の泊りでるる。勿論[11']化柔和11胞には大小あ i) ，また，多少佐隙

もあるのでき伺訟はとれより計千少ない数字となるであろうがえ休の見当はつけられる。 :L~I:主と

版業でj也を ~~I~Iこし，而iî~ を~-"1-'-1::Jすれば， x~J!~{，本に対して l 号本 683'.í'， II 号木 101% であり，

市111胞数H: J サ:-+:は '/'[1当少なく H 号本は対 !fri と f.'n似する。

CB) ~緑粒(第223 ， 224, 225 去)

~絞粒は:~\S緑主主左千f し[， ;J化作)iJ を営み干1[[紗~~U，~-ーには必要欠くべからざるものであるが p その

大いさ，配列う}・11iは切ji-の1''i[í分・により多少の変化がある。色にも多少記.'~igtがある。慨して rj'心

に近いほど p また，下古|;に位するほど:':n~緑枕やや大で‘あリ色は淡色となる。しかして変異本の

濃緑粒μJくのような q:.\;l~止を千け“る。

架線粒はæ・ 223 去に見るように士<-FIi日言葉にさ子いて 1 , II サr~1Î本とも ir.，k 少してし、る。 しかるに

15緑粒の大いさは変異木がかえって大で、ある。すなわち， 1ぷ川尚喜宇I-'-EJに沿いて 1 , H 号本は

対l仰木によ七I[攻して 120% ネ、よぴ 122% の大いさである。

.:-ý(に葉線1，な量の柁;[111討をと μl'算するに， 今単N:TI'rf:Ut (lCO +-JJ ，"-)当粒数と大いさ(〆)の干'J'iを

もって似に灼柔不良量を示すものとすれば抗 225 夫にみる泊りである。すなわち， ], II 号本い

第 223 表薬品粒数 (24ρ 当)

|長 12; 短
f:i11 侃 1-- 一一

l 平均|最六最小比率平均最

対照木 1 13.0 i 18 

I 号太 9.3 I 16 
rr 号木! 8. 己 23

IC コ 13.4

72 12.1 

65 12.1 

0

5

3

 

1
 

ぷ
U
n

ツ
勺

J

125 |同業平均

六最小比率 i 平均比率

内
ノ
〕
K
J
V

円
フ

ー 100 13.2 

90 ' 10.7 

90 10.3 

100 

81 

78 

第 224 表 葉禄粒の直径(単位 μ)

葉l 長葉 i
樹 種←一一「一一一一一÷一一

|平均 i 最大最小比率 l 平

対照木 4.9 I 5.6 I 4.1 100 

I 号木 6.5 1 1 1. 7 4.4 I 133 

E 号木 6.4 1 9.0 5.0 131 

!両業平均

均最大!最小比率(平均比率

4.81 5.6 I 4.1 .1∞ 4.85 1∞ 

5.1 9.7 3.2! 106 i 5.80 120 
5.4 7.0 2.0 113 5.90 i 122 

一
一44
Z
7
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ゃれも長鉱n， l仏ヒとも架線位

量が大であり両足-'I-'-J乙J比率

は，それぞれ 138% むよび

137% である。いす7-，1しも約

40% の榊加である。

:!j\!緑l'立に関して附言した

第 225 表 現:但こう位i歪(粒数×体積) (100μ2 当，単位 μ3)

樹隠
長業 逗業 r司奨平均

平均比率平均 j 比率 i 平均比率

文J }!日木 品斗5 100 3233 100 己281 100 

l 号木 5569 167 3480 10" 4::25 138 

JI 号木 48~9 146 4157 129 4503 , 137 

いととは，変異一本には民緑l'なの ~î:!犬休とみられる粉1~Lが多く千{-:(1:する点で、ある。 1~;}t立は 1 -D・;1(

にI1、?に悲しい。粉粒のイi'-/!:Iこより主I~Jは〉出Jltの透過がさまたげられて蒋しくイミ貯!りとなる。粉

1~Lは恐らく X 一線!!立与j のために主討議粒カ:此壊されたのであろう p

D. r!，心中1:

rl' 心中 1:は;民間1Mのほ 1 f' 11' 央干;日に点り J"JfじWJf.;:k: 1乙 JJH まれている。また，制l'竹=取の外部は移入fIL

織が樹脂;立の接する下部をJí~;いて取り在ーいている。移入組織は外府lまど市111胞が大で，湘てたJ ， ð化

市ILM止に修行しこI:IJ然とした区別がみられない。な主九との r[ ，心1'1:内にはド}V之様の}':~/J~~*lIl胞はほ

とんど無いが.ごく時に I サイzt江北:に}Jtわれている。

出!とit二点の←U\:jíは木部て、}'/IJ児となり p 下部には手I1織のやや柔軟な飾部がるる。 Îlfi抗日のド部には

刷l行むが接している。 k:fI~汗:~~の 11ラは阿川ないし川知似!fjで，七社に日-"1'-となり木ii"t; と前前日は山*Jj~

で境をとなしている。

CA) 中11' 作求

ますコ木古'/1 と前j 市ii とを介した利ffî~i;JiIについて観2をするとととする。

a. 剖1;官>lrvコ大いさ(有1"; 226 , 227 , 228 , 229 '}ミ)

*W:ìfi:>I，WI~/l;If7íJ i の}~;~さは ;Ú226 去に示す泊 1) J ←号木!土土<júI11，î~Sとも対J!H木より小， II 号イミは大

第 226 表 縫管東の!享さ(背ー←腹) (単位 μ)

制 極
長 奨 | 短 業 !同業平均

!平 均|最大，-最小|比 率平均 i 最大最小(比率平均 J 比率

対照木 1 63.8 

I 号木 1 49.9 

]1 号木 79.0

80.2 48.6 

1850250  

105.0 65.0 

100 

78 

124 

48.2 

36.9 

62.2 

58.3 

60.8 

95. 。

36.5 

22.4 

45. 。

100 56.0 100 

77 43.4 7S 

129 70.6 126 

樹種|

対照木

I 号木

江号木

第 227 表 経管束の隠(左←一右) (単位 μ)

短 葉 l 同業平均

平均最大最小比率平均 l 最大最小比率|平均比率

80.9' 123.9 46.2 1∞ I 47.5 75.3 29.2 1 ∞ 64.2 1 1∞ 
67.9106.934.0 84 35.8 77.814.6 75 51.9 81 

129.9 198.0 84.0 161 75.1 143.4 26.7 158 102.5 160 
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第 228 栄 吉iE ;1出来の1;91:国債および形状比

i 断 面 積 (μ") 形状比(厚さ/閥 x 100) 

樹極|長業|短英一 崎平均|長 業「吉一葉イ瓦語ら
トド均 l 上協 FI石毛 i 手九示引平均比率 l 平均 1 比率 iEZ1函

刈版木|仰は8 1, 1 ∞ 11798.2 i 100 12926.0 100 I 7 己 .9 100 101.51 1∞|札2|l∞
I 号木 12661.1 I 66 I 1037.5 i 58 I 1849.3 63 I 73.5 94 : 103.1 102 I 88.3 I 93 

且号木 1 80肌 9 1 199 1 3668 ・ 8 1 204 I 蹴

第 229 装組管来の断国債と奨断国債との比(単位%)

|長奨|短奨 I 11r，j 業三V t.饐 
碕 樹一一一 | 一一

対照木

l 号木

11. -q木

|平均比率 l 平均|比率|平均比率

0.427 I 100 0.374 100 0.4005! 1 ∞ 
0.40.1 ! 95 0.231 I 62 0.318 I 79 
0.730 I 171 : 0.595! 159 0.66己 165

である。長短両~+lf，JIこむ

いては 1 .14・木は78% ， Hナ

イミ 126% でるり悲しく減少

むよび増大している。

MHS'!.j_[描I1lfrJ'liの $liîについ

ても /li]Í業な MìliiJがあり ， t.r� 

227 夫に示すjffi り I 一号本は長短両業とも小， H 号木(ま大である。長距両業千i与すれば I サ木は

対JE~，本の 81% ， H 号本は 160% でるる。 1 サ木は!手さに;j;;-けるとほぼ/iiJ様1'\1)芝の減少である

が， II 古水は J~訴さにふ吋る場合よりさらに苫しい哨大を示している。

したがって杭町li'íi'fj'Iに本、いては当然さらに苦しいi成少￡、よび榊jくがある託:である。 すなわ

ち，第 228 去にみるごとく長短両業一千均にむいて I 号木は対.liH木の 63% にすぎす ， H 号木は

200% となり 21/\.の h'liV'i を有する。

しかしてばさゐよびI!q;-jし、ゃれに公いても変具体は変異の中J付:えであり， !I'，\'にその傾向は1lサ

木に率、いて苫しい。

Jくに材/:竹:東横:Jfrn'liの形状比(J以さ/悩%)をみるに i三~jm と続実では若守二JFrimえがあるが，その

+1りに冬、いて対HH本 90 ， r 号・木 88 ， H モナイ，- 72 である。いやれも J54 さは帆よりノj、で、あるが，変

具体にふ、いては I .~)・本は対1!日本と到似しIf -~.木はがj 18，% 小である。すなわち ， 'H ~J~木の方が

JmFf三である。

谷変異{イヰの市:1[6f:味の大いさと針葉町拍jの j山、さとの関係主比較するに第 229 去に示す泊り I

号木は両業千1tj比率対!!日木の 79% でるり小， H 号木は 165% であって大である。

以 l二要するに， Mt;f8'ポ全体の大いさは対.!Ht木に比し I 号木は小， H 号木は大の傾向にあれ

またその変異の幅が一般に大である。

b. 木部と fiffi 部(第 230 ， 231 表)

木部ゐよび飾部の隔は五j[i:ì'i'束の~I~と同ーであり，また厚さは木部の厚さを測定すれば，その

残余が Mli部の厚さであるから p 木部だけのほさについて観察を行った。

本合1;の厚さは第230 表にみるごとく長寂両葉とも対JíH木に比し I 号木は小， H 号木i土大であ



材:木育極に関する知見 (外山) ー 173 ー

第 230 表 木 fí\ í，豆さ(単位， μ)

長 業 l 短 業 1 同業平均
樹随 一一一一 l 

平均 i 最大最 1)、比率 l 平均最大最小比率 i 平均比率

対照木 27.9 38.9 1 ヲ .4 100 21.6 31.6 17.0 100 24.8 1∞ 
同!万木 21.1 36.5 14.3 86 18.5 I 26.7 ; 12.2 I 86 21.3 86 

j[ J，_}木 I 39 ・251 0270  141299450  150113B346140  

る。長短両葉の平均にたい

ては I 号木は対JHt木の 86

%, II 号木は 140% でる

る。 l
 
-4 1
 

1
1
 

屋

第 231 表木部と維管束の厚さの比

(一木部厚さコ X 100 単位 9~)
維管束!芋さ

.H: 葉 | 短梨i jir~ 奨平均

平均比率|平均比率 l 平均比率

100 44.8 I 100 44.3 100 

111 50.1 112 49.2 111 

114 48.1 107 48.9 110 

木部とがjj部，Tl I~./ さの訓合

が如何になっているかをみ

るために，イ三時11の!以さ l乙対

対照木 43.7 

I 号木 48.3 

If号木 49.6 

する対[~1~~東の!手さの割合を比較すれば第 231 去の泊りである。木部は 50"0/0 ]ÌÍj後またはそれ以

下である。飾部の方が多少大で、ふる。長tTI両~-'F..J工J比率に:;:;.いては I サ3むよび E 号木いす=れも

対)111木の 110% 前後で、ある。

以上のごとく木部の!早さのみを比脱すれば I サ木小， II 王子木々の ftfìit，]に 2うるのであるが，維

管*の厚さに対比した場合は比率には大した変化はみられない。

(B) 移入組織

移入組織の外部は緑色市Ili胞に修行して判然とした境界をなさない。また，移入車l附陥|リ胞内に

も淡色の小さい:応緑粒状のものをと有する。

移入組織の帆は長航両業とも， 1 号本は対JEt木に比較して縮少し， II 号木はすしく榊大して

いる。長短両架を午均すれば対!!日本 173 .4 μ ， 1 ぢ.* 160.2fJ., n.号本 268.1μ 担度であって

その比率はそれぞれ 100 ・ 92 .4 : 154.6 である。 H ..サ本は約1. 5 れとなっている。

移入車n織の ijJ市と共店街TM幅とをど比ijïえするに l 号木iと誌では対)!{t木よ 1) ゾーであるが卸業では小，

I 号本は長距い-P*Lの=!\~にゐいてもえで、あり，キ.'i}，;j丘駅両:!\宇ji..J:;:Jにたいて I 号木は対J!日木と大

差左いが E 号木はすごしく大となっているのが目立っている。

E. 樹脂道

スギの主十薬にたける樹脂道は Ir，)一品種で、も立地，枝踏令，着生部位等によって多少相泣がある

が，一般に長j~j] i を水平方向に有する楕円形樹脂;立が多く，他に円形のものや，或いはまた長軸

を上下に有する楕円形も僅かにみられる。樹脂泣は飾部の下側に接して 1 筒あれ周囲は 2)音

ないし 3 )否の *111胞が;主左上最内l否は細胞膜iむし粒胡旨の含量多しついでその外居も若干の

樹IJ旨を含む。故にこれ等を内分也、細胞ゐよびタト分i必細胞と名付けた。内外両分泌J細胞には葉緑
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lht状のものを↑~l!~[かに合み，マツの分泌事111胞とはその趣を Ipt~にする。

とのjJl'JJJ日j立の大いさ， JIヲュ!犬::-3'上ぴ、内外分泌制 11胞について叡祭したが，その一)(いさ土よび7Fb状

は変，~~角本;の 11止もえギしい ![:J6設をどなしているととがう子った。

(A) 樹JJ}Tむの人・いさ(第 232 ， 233 , 234 , 235 夫)

第 232 茨 樹脂遣の厚さ(単位 μ)

1 長 葉 ! 短 奨 I司奨平均
樹極 i------.--------c--

l 平均 1 最大!最小|比率|平均 1 最大最ノト比率平均比率

対照木 I 123 , 0 I 1札 1 I 63 ・ 1 I 1 ∞ I 1 回 .8' 148.2 I 弘 5 1∞ 1112.9| l∞ 
l 号木 46.1 I 82.6 I 24.3 I 37 I 14.5 I 87.5 I 17.6; 43 45.3 i 40 
J[号木 1 86.61 135.0 I 51.0 1 70 1 71.31 135.0: 35.0' 69 78.91 70 

第 233 表 樹脂 i立 ω 幅(単位/ん)

|長業短
樹 福一一一ー「 一一一

|平均 l 最大最小|比率平均 I長大最小比率平均比率

刻目白木 I 13/.9 I 182.3 I 72.5 I 1∞ 115.5 170.1 
[号木 61.7 I 94.8 1 34.0 I 45 54.0 97.2 

n 号木 I 1 ∞ .5 I 1仏0 1 仏 o 1 73 I 71.4 145.0 

現; [，可葉平均

札 6 1 1 ∞ !I丸 7 1∞ 
22.4 47 , 57.8' 46 

25.0 62 86.0 63 

第 234 茨 樹脂道の|祈閣僚

-
f
 
j
 

M川
川
ド

国 積 )
 

e
b
 l
 
(
 

形状比(厚さ/師 X 100) 

樹碕 1 長奨 短葉:両紫二|同 i 長葉(短奨 l 慨平均

一一二:己子出リ Jb伴率|平均 Jt竺空巴:l0j J:戸?戸子|十二ド均竺竺子 l 平均 比率 i 平判均|比率
文刈J i照民 木 |い13321.7可I 1ωO∞O川| m 
1 4号壬木 I 223お3.9引:げ7 Iい1887.3引 2却01 2却06ω0.6 1凶8! 7目4久.7γ84! 8白2.4 9目3 I 7河8.6 I 88 8 

51 i 3998.31 431 5417.0 18' 86.2 i97 1 1 ∞ .0 j 112 I 93.1 I 104 

第 235表樹脂;立の断国債とl}[の断面積との比

(町道断面積一一一xlOO 単位%):決ゆf面積

ます下位jJJ斤むの!以さについ

比して著しく小である。両

~~平均にたいて I 号木は対

J!~~木の 40% ， H 号木l土 70

%にすぎない。またp 幅に

むいても同様で、 I 号木は 46% ， II 号木は 68% であり p 厚さの場合に類似する。したがってそ

|長葉 |短薬【両葉平均
種樹

|平均|比率|平均!比率平均比率

対照木 1 0.14ω100 10.1940 I 1 ∞ iO.1671 100 

I 号木 I 0.0339 I 五~ 0.0421 I 22 0.0380 23 

44 : 0.0643 1 33 0.0634 38 

てみるに去に示す泊り変具

体は長短両葉とも対jITt木lこ

の町面積は I 号木は僅かに 18% で約 1/5 ， II 号木 48% で約 1;2 である。

樹脂遣の断面積と葉町厄汚貞の比をみるに第 235 去にみるごとし長短両葉とも r ， n 王子木い
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十れも符しく小であり長l:lI n1íj葉-'I~JLJすれば、 I 号斗三 11対jki木に比較して 23%， H 号本 38% にす

ぎない。

組J1日立1の形状も変異木の ι汗しし、 q ，)'í止の 1 つで，対JEt木がWhlh を水中lこもっ正常なトml~!1予のも

のを千fずるのに反し変異:-Kは JIラが不4迄であり， Mfl~のほか， fl~類似形p 或いは長軌をi二ドに持

つ杓fl~ JI〆ヨーがあり， -;_ëの )1予をÆめるととが!付期である。特lこ I す木は;ギしい。よって変異木

の形状比をとると変異が非しく大で・あるが， 21;:J~Jノ!I';状比[土第 234 去に示すごとく iと主に沿いて

I サォーは 74.7% で対)!(t木の 89.2% に比し約 WVo も減少し，日千な{白mlDI';をなしているも

のが多い。 II サイ((土 86.2，%，でfJt分同.Lli..な桁 flDIヨが多いととを示している。短架に会いては I

サ木は 82.4% で対!!な木に近いが， 15-イミは 100% で fl~ JI主である。長混と府主を比較してみ

るに p 対J[{i_木は長?;T，~架Jコ I1予J伏ltはほとんど IlîJ じであるがp 変呉イ木三はいす守コjれIIもも 7駅5ぷ-t~架b虫民!5:の比率がゾ大〈と

なり札F 侭問l

l梨必する lに亡叶十枯樹立封釧J引川J1附j市行辻迅iは j，1凶両，1雨尚E可iリj変呉f什休イ本4 とも汗しくノ寸小jト、でで、あるが， r吋 JTのうちでは i 分木の方が什に小であ

るという傾向は i也の車111胞片品竹;1こゐける場合と/lîJ様である。

以上必ずるに樹脂むの Ii/:世は I ジ-:+~は対JEi.と主j'jW. し， II サイ41主 ;Yr1Iff~ との日 1た1)がiふ、(約

120%)。拭i1Jfmiの大いさは I サぶ!iI初当に 18，%， ll-ﾇ}-+;: 48，%でるる。 ~11îf r白{との北きわめて小

さし q加こ I 号木は非しい (23%)。形状は不整なものが多く叫に i サ木ははなはだしい。

(B) 内分泌市111 胞は(~ 236 , 237 , 238 , 239. 240 炎)

l什うj"ト区制l胞は樹J1行むの 11止Iλ1 )討をどなし，十(7円形の判11胞が辿なっている。細川ÍQ fJ~~ll!;~< , :j:ff:t日行を合

んでいるがマツのように充{抗していない。

変 ll~*の内分-1必*[1]胞の数は苛\:236 夫にみるごとく ld立両民とも少なくなっている。[Ilíj'n~+l~}

第 236 表内分泌細胞数

長 奨 短 英 同業平均

最大 l 最小比率|平均最大』最小 1 比率 l 平均比率
樹間 l

|平均

対!配水 24.4

1 妙木 I 16.4 

Jl号木 I 21.0 

l
B
Q

ノ

ハ
ぇυ

勺
/
】
ペ
ノ
臼

の比率は I 号木 68 %, 日

号木 87，%であり I 号二本少

なく 1 ←吾オ三はと jしより多

い。

内分泌細胞数と樹脂道の

厚さとの関係をみるに第

237 去にみるさとし長短

5

1

5

 

i

l

l

 

10::l 19.2 28.0 1 15.0 

67 13.1 21.0 8.0 

86 I 16.7 江o 12.0 

100 ; 21.8 100 

63 '14.8 68 

87 I 18.9 87 

第 237 表 内分泌細胞数と樹脂道の

厚さの比 (jぎ xlOO 単位%)
\厚さ / 

長葉 短葉
樹種-----，

|平均比率!平均比

対照木 19.8 100 18.7 

I 号木己5.6 180 29.4 

E 号木 24.3' 123 I 23.4 

両葉平均

率|平均|比率

100 19.3 1 100 
157 ! 32.5 168 

125 I 23.9 I 124 
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第 238 表 内分泌市11111包の長さ(単位 1')

長奨 l 短
陪!
平均|最大最小 l 比率(平均|最大

19.0 24.3 14.6 I ∞ 20.3 24.3 

14.8 19.9 10.2 78 16.2 22.4 

17.1 23.4 13.5 90 16.7 I 27.5 

現~ íìl~ 業平均

最小|比率}平均 j 比率
t!li 

対照木

I 分木 l

H 号木 l

14.6 

12.2 

11.5 

100 19.7 

80 15.5 

82 ! 16.9 

100 

79 

86 

第 239 表 内分泌細胞の l陥(単位 μ)

最大
一
5
6
8

一

一

6
5
6

一

一
長
一
点
\
い
い

一
一
均J
J
A

一

一
一
勺

4
1
1
1
4

一

帰
仰
木
水
木
一

一
郎
サ
号
一

削
対

I
H

一

奨 | 短 奨 |同奨平均

小:比率|平均|最大(最ノj、 l 比率|平均 Jt 半

9.5 I 100 i 12.1 1 14.6 I 9.7 I ∞ 12.4! I∞ 
6.3 I 89 11.8 15.6 i 7.0 I 98 11.5 93 

9.0 I 94 1.3.0 1 I7.5 I 9.5 I 107 12.4 I 1∞ 

第 240 表 内分泌細胞の断面積および形J伏比

|司f 国 債 (μ2) 形状比(伺/長さ X IC コ)

樹間|長業 短奨[，t可奨平均 長業(短集 i 両業平均

了司izi 平均 i 比率 |λ乙人比率|平均. J白河町比率|明 i 比率
対照木 I 188. I I 100 i 192.9 I 100 i I 卯 5 I I∞ 1 66|l∞ I 60 I 1∞ I 63 I I ∞ 
I 号木 1130.21691150.1: 78i 140.21 741 76 11151 7311221751119 
Jl号木 1 I見 4 I 84 1 1札 5' 88 I I仏 5: 86 I 69 Iω78 i 130 I 74117 

両実とも変主基本はその上七が側めて大である。すなわち ， 1ぷ否両:~のヂどJにおいて対!!H木 100 に

対して 1 .~抄* 168%, H 号木 124% であるσ 樹脂j立のほさの割合に内分泌車111胞の数がはなはだ

多い。 !I~\;lこ[←号木にたいて苦しい。

内分泌和11胞の長さは第 238 去にみるごとし数の場介とやや頼似の関係にあり p 長J;O:j両:~.t-3"

よび、その 71王均とも変異木は対!!(t イーよりノj、で、あり p また， 1 サイえはIlサ本よりノj、である。

内分泌制11胞の闘は郁 239 去にみるごとく対)[{t木と大器なし w;m~の LIi..l'Jに主、いては I サ木

93% , Ilサホ: 100% である。 Y汁二ではあるが I 号木よ 1) H ~土木は大でるる。

内分泌細胞のj享さゐよび、幅は大休にむいて変異木がノj、で、星うるからその断面積は当然小でる

る。すなわち p 第 240 去に示した泊り長短両葉ともノj、となれその+1'J比率は対照木 100 I亡対

し I 号木 74%， H 号木 86% でるる。特に I 号木はノj、で、ある。

内分泌細胞の形状は如何というに同去にみるごとく，長さに対する qJ日の割合タすなわち.形

状比は対!!日木の長短両葉王子均は 60% であるのに対しp 変異木はそれぞれ 73% むよび、 78% で

ある。すなわち p 変異木の方が芦Ln~とをitFび、ている。その程度は I 号ゐよび 1 号木で大した差遣

はみられない。



林木育種に関する知見 (外:勾) 177 

以と裂するに変異二十二の内分泌細胞の数，大いさはノj、となり形は丸l床 ~;;;i~びている。なた，

t土木はIlサ木に比し各唄目ともその程度がはなはだしい。

(C) 外分泌細胞(第241 ， 242 , 243 , 244 , 245 去)

内分辺、制|胞の外1!llJ を囲み，とれよりやや Aょでるる。樹脂の含量は内分'1必;f:IIIJ出 J: り少ない。

タト分十店、市111胞の数は I長奴両某:とも I 号木は対!!白木より小， H 号十三は大でるる。仙，j'民の千10) をみ

るに p 河川木 17.8 仰に対し I 号木 13.9 何 ， H ぢ・木 19.3 白，その比率は 100: 78 : 108 で

ある。

第 241 表 外分泌細胞数

| 長 葉 l 短 葉 l 同葉平均
樹国 1-- --,- ---,- --

|平均|最大 l 最小|比率 I .IJL均|最大':f& IJ' Jt 副平均|比率
対照木 1 19.5 1 24 13 100 1 16.0 1 28 12 100 1 17.8 � 100 

I 号木 I 15.3 I 21 13 78 I 12.5 18 7 78 I 13.9 78 

n 号木 I 21.7 I 34 16 1 1 1 1 16.8 1 23 1 1 105 I 19.3 I 108 

内分泌創11胞とタト分

も対UH木必よび I -gト木は外

分泌細胞より内分沼市11胞の

数が僅かに多い。 fJïj架71王立j

対LfH木 82% ， 1 サ木 94%

である ω しかるに H サ二本は

ほとんど両者ーが同数で 102

%である。

第 242 表 外分泌細胞数と内分泌細胞数との比

({欧州醜 x 州
内分泌ι細胞数

長業 | 短 J~ 1 [r山]奨平均
樹 極| ーァ一一一一|一 --,- 一一!一一 一一十一一

平均|比率|平均 l 比率平均比率l.vu ~ I ,- ~-:; )-u "'f~ 1|  

対照木 80 1∞ 83 I 1 ∞ 82 1∞ 
I 号木 93! 1 16 I 95 1 14; 94 i 1 15 

J[号木 103 I 129 I 101 122 I 102 I 124 

第 243 表 外分泌細胞の長さ(単位 μ)

樹積 1__ :゚ ~ _ rl!ー キ I~可奨平均
|平均|最大|最小 l 比率;平均 i 最大最小比率(平均 l 比率

対照木 I 27.7 i 34.0 21. 9 I 100 I 27.2 1 33.5 I 17.7 I 1∞ I 27.5 1 1∞ 
I 号木 I 20.5 I 28.7 I 14.6 I 74 I 24.5 34.0 I 17.0 90 I 22.5 , 位
JI 号木 1 21 ・ 1 i 27.3 115.0 I 76 22.2 I 32.6 1 14.6 田 2 1.7 79 

第 244 表 外分泌細胞の師(単位 μ)

長 業 i 短 葉 両主主平均
樹種 一一一---~- -1  

平均最大|最小 i 比率 1 平均|最大 l 最小|比率 i 平均比率

対照木 1 14 . 5 I 19 .0 9. 7 1 100 I 14.0 1 1 7 . 5 I 9. 7 I 1∞ i 14.3: 100 
1 号木 1 13.2 i 18 ,7 1 9.7 1 91 1 14.8 20.2 9.7 I 106 1 14.0 I 98 

11 号木 1 14.7 1 19.5 1 10.5 I 101 I 14.3 I 23.8 1 9.5 1 102 I 14.5 1, 101 
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タト分?必制l胞のkさは変異本のかがしゅJしも対)!{{本より小である。すなわち回~，ühj:~~~1三よりは，

対m{本 100 に対し I ぢ・木 82% ， II 号木 79% であり約 20.9'6'小となっている。

<7(に外うトト店主111)山の Ijl日をみるに I サ木の必定が対J!H二本 iこ対し 91% の比率を示すのほかはflIiか

に大である。長j、f'iJIìî:民主F-lf.Jにむいては対!!日イ~ 100 に対し I サゐ上ぴ p)イ(!土それぞAl 98.9íÍ, 

101% でるり大きな変化はない。

第 245ポ外分泌細胞のI;~illii債および形状比

陶f 出. 積 (μ~) 形状比 (liJ高/長さ X 100) 

樹街|長葉 原英! 1 ， 1;j 業平均 長挺J;"Ð.紫 i IJ喋平均

l 平均比率平均 l 比三与平均比半平均比二転平均比率平均 l 比率

対日白木 1 315.5 1 100 2凡 1 I 1 ∞ ~07.3 ， 1 ∞ J2 1 1∞ i 
l 号木! 212.5 I 67 284.8 95 243.7 81 64 123 

J[号木! 243.6 I 77 249.3 1 83 I 2仏 5 80 , 70 1 お

∞
円

m

一
したがって外分j必*Ill胞の断/líÎf'úは第 245 去にみるごとく i兵士引JìîA!計三lf.Jにむいて対!!江本 100 に

対して I 号本 81%， 1Iサイミ 80% となり約 20% 小さい。 変異本は一般に事111胞 l 1]r /l'II1R小とな

る。

タトうトト肘111胞の形状比は/， ;J夫にむいてみるごとく， l，jT，~I ，rW民千J~JI乙沿いて対一J!日木 52% にして

はなはだ制IIk< 'JIiî -"j'-であるのに対し， 1 サイミは 62 ， n サイ〈は 67% て、府1-'1三Ift!J、で、やや丸11~とを帯

びた十fj川をなしている。

3. 細胞学的特性

まだ地花を !tl:~I:.ずるに王らないので花粉分裂の観摂をfj うととはできないが ， 11~y'i'ra車111胞の休

制11胞分裂H寺にゐけるなと色11>:の行動はJくの iffi りで必った。

( 1 ) 1 号 木(沼 4 図版)

スギの対)!{i木の桜山'M*III胞にさrける染色体はよじiji万I'~長い。 しかるに I 号・木にゐいては 1 ないし

数コの知い染色休を有し不別JlIJに行動する。おそらく X--，J:JíU照射により杭/Jïr されたものと dUわ

れる。 長い染色体もやや遅れて行到するものがあり，後lPJの格りさろのj象にはよくその特1~えが

表われる。全体的に不mWJな分裂をとしているのが!f!J'i設である。

(2) II 号 木(第 4 図版)

H子木にみるような染色体のノj、町jJAはみられないが，分裂像がやや不先日J(Ijである。染色体の

或る物は集団的に行動する傾向があり p 将j邑染色体より遅れて極に向う。この不規則性は程度

の相遣はあるが大部分の分裂品fll胞にみられる。

4. 考察および結論

}~ rrJJt'処理のスギ変異体 I 号木;1;'よび I 号木は p 前主.ííにむいて述べた通り種々の特性を有し

ている。ニヂくにその著しい特i主について項目を別けて考察する。
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( 1) 11I,:f 'lfi 'J 恒:

いかなるね!立をlIfな214 というかは問題であるが， !ìト、

るふ。 I 号Lオ木木イ本本、~Iにこj;己、いてはt長手恒葉とも;持午しく勿奴:しい、釘民をもつ校をを:有有[ずる。 ま fたよ ， J爪周R巧j 倒に戸汗所f守?生する葉

よりも針;誕4虫足!5;の F配i~日臼チ列リ臼治が:1不二整でで、 P 実f[jゐよび誇rHjf(jが J干しく異なる針案を 2 ， 3 4~i.必じ ι いる校が

みられる。 ll-8';...j-(1こ沿いては，校の分・校点が!t'，'i;[i~に !Ji!JAL ， また， oÌ:llilliが~Ll.fP炉問して側校がこ

れに代ってwびたものがるる。かような形態は他の 11:常なものには全くみられない点から， 3y

そらく突然変異による-1'垂の崎型的形態と ιlわれる。

(2) ~安性

綾性でるるととも-;fITlの崎型性である。 j{ -'~:JJt処旦I!の結果，竣位相[物を件た例(式加p ノj、麦を

はじめ多くのfJ![物について報去されてし、る。 CooI王(1914) はとの経性JI手口を分刻して，全体

としては短性で‘ Zうるが，むの去のの器官以縮小しない Br2.chy::.:m と，全体として綾性である

上に各器官二も千íl して縮小している Nanism (True dwz.rfing) との 2 つにうH'J'!している。し

かして従来稲で見 11\ さ ALた遺伝的竣性には f走行が多いととが千t~-;5 されている。との緩'I'tである

ととがスギ変具体の壮大の*1'徴で、あるが， [， íJ じく妓性で、も L n 号配本1/\1で性伐を大いに異に

している。

第 246 去J， L 1111こ示されている泊りほとんどん部分の禅哲三市11仙之、よぴ*111胞の数p ったい

さが， 1 七.オ木〈はノ小jトい、" ll-号5

る場合でで、も I 七サ‘木よりは泊か孟なリ大で、あるのが千背f;:j通i且8でで匂ある。 これは比較対日立の基ilf，;.j(の【眼mに某

国する結県であうて，総体的にみた場合には， 1 サ木は減少の方向にあけ， II サ本は p メアサ

スギに対してlJ1似または増大のN[ [II] がみられる。例外的な71予貨とみられるものをあげれば同化

組織の:fç*1I 1胞，架緑1，立の大いさゐよび、総;量をあげ、るととができる。とれ等はいやれも対JEt木に

よ仁し 20~40% の明大を示してはいるが I 号木とIlサ木を比較すれば大きな差泣はない。葉緑

粒の場合l主粉状化しているものがあるととに~WI!，I しているようにもう与えられる。

いやれにせよ l サ本は縮少， ][サ木は1??大の削lí，J にあるといわなければならない。とのとと

は Cook 氏の分知が池用されるゆえんであるが，突然変異が実際どの1む樹立で及んでいるか

は断定できない。しかしながら Johnson 氏は[，'，Jr [ ~廷について， X寸浪処割によって髄主111胞たよ

び木民主!II胞がい歩、れもノj 、さくなっていると報奇しているがp これ斗G'の実験例から類推しても iリj

らかに架部変具の結果で、あるととは川泣いない。気孔の数の:1と減している現象は変具木の-![、T

42である。

裂するに 1 -8-木は明らかに Nanism ， 1I号木は Brachysm の形態を有しているのである。

(3 )変異の程度

スギは林業，fr' ， H[が多い_I :I こ[;，'j-' ，:，'， t '0:て、も極めて変異大であり-tr-しい{間休変異を示す。しかし

i 号木と E 号木が必互にm反する変具を表わしている説!誌は，単に1[r'，[休変異として íul単に);.づ
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類 J.lU 

長

3定 千壬
ユ守て

男主
短
葉

イ直

上七

両
葉
平
均

率

けるわけにはゆかない。とれには，両諸問に x-械による全然別方向への遺伝子突然変異の影

響を含んでいるととも恕像される。すなわち p 外観的には 1 -号本が組問1尖銑な感を与えるのに

対し， n 号木は柔軟繊弱なl迭を与える。組織市IH胞の大いさゐよぴ数の最小から設ノにへの変異の

範図をみるに変異木は例外なく変異が大でるる。 との l.J~はまたスギ変具体の 1 つの412微でる

る。特に表皮3むよぴ一 F去11[*1川l包のプミいさ p 維管束のAいさ， 1 サ木の内分泌細胞のブU、さゐよ

ぴ外分泌細胞数p 子L辺市111胞のえいさ等は著しく E サ木より I 号木の方が変異が大で、ある1tIflt，jが

みられる。変異のIP百が大である事実は比較的同定しているメアサスギを対照木に選定したとと

も関係しているであろう。しかしながら対11日木は 4 本の合計であるから例休変異を若干含んで、

いるべきはやである。一方変具体は各1/ii!休について観察したのであるから， ;1[11:むの最古果変異体

の初w変l!'i;が大であったととは X一線のl怒号告であると考えてさしっかえないと J品う。

(4) 葉緑粒

主婦枕の変化については X一組処理により稲に白子等の葉緑休異常を生ぜしめた今井氏

(1935) をはじめ多くの研究が行われている (rl 'l1l， 1948, p. 17, 29)0 f(i'i)-は白子の現象は

みなかったが) I -B戸木にゐいて葉緑1~l:が砕けて粉状となり葉禄，{笠;たいさのìW!定に困難をIrl.X， じ鮮
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lリ j皮が低下しているのを多く観祭した。とれは I 号木の色が淡貰色を帯びているのと関係を千f

するように，141われる ω な主子，民緑粒の大いさ L土明大しているのであるが単位ìfii;f}i当葉緑粒数は

かえって少なくなっている。とれば張緩1;立の粉状化が起ったためであるとも解釈される。とに

かく来続1~Ì:のi~ト4犬イじのために f!.\下 iりJ!立の{民下するととは X 料2処王mの)j6~年であるととは昨実とJι

われる υ

(5 )樹脂道

針葉に;J;'ける柱JH旨道の大ノj 、 P 形状は|江l一，:Millで、も立地，樹齢，着生部位によって多少の;j'[~泣

はあるが，慨して品花岡有のものでるると考えられる。樹脂遣の縮小は変異木の最大の特徴で、

あって p 樹脂道の厚さ，幅はともに著しく小となり，その断而積に至つては I 号木立対照木D

1/5, n 号木は 1/2 に縮小している。 樹脂道形状については対照木では正常な楕円形をしてい

るが，変異木は著しく不整な形状をしているものが多く， 1 号木は特に著しい。内外分泌細胞

は樹脂道の縮小i乙伴い y その数，大いさを減じているのはもち論である。

以上樹脂道の縮小，形状の不整は，品種の差，たよび、1llil休の訪佳変異に基く差が合まれてい

るとはいえ， ~切らかに突然変異の結果というととができる。しかしてとれは変異木がいす下れも
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第 246 ヨ< x-線主11 J'!H スギ金l 奨の

干し | 

数 !大いさ| 孔辺細胞 | 柔細
別 ! 一一一一一1-1 一一一一一一ー イ

「面下回計界比密度 jl 長さ 11羽田積 i脚1 長さ 阪;面積 l
W I Z W十 ZXloo llx Y 叫m x y lx汗l-- 41 x1001 

コココ μlμμ μ2 μ 1" μ2 

|長 i 対照木 i 6.7 , 3.21 9.91 48110.4: 27.3 114.2 9.8 110.11 691 82.3135.1 ?268.S 

I 号木 i 4.0, 1.4' 5.4 1 35 1 8.2 28. 1 1 14.7 1 9.6 i 1 10.8 65 1 1 14. 11 33.8 13029.0 
突葉 J A 011 1 t.::1 r:::: 0 I '10 r::: ') I 011 n ! 1 n 1 I 1 1 .:: I 1/') r::1 CJ� I nt:.c..1 '1,( r:: I !* rr号木 1 4 ・ 2i 1.61 5.8 1 38 i 5.3 1 34.0 i 19. 1 111.5 1 I72. 5i 60 1 96.61 36.5 1 27札2

結対照木 i 3. 11 2.21 5.3 1 71 1 1 1. 0 1 27. 1 1 14. 1 I 9.8 1 108. 5j 
験 i 叫 I 号木! 2.31 0.8 3.1 I 35 1 6.9 1 28.6 114.1 1 9.41 104.81 
1 1装， IT号木 12.011.51 3.51 75 l 5.7137.0117.4110.41 142.11 

{E[l E| 対照木 14.9: 2.71 7.61 60110.7 i 27 ・ 21 14 ・ 2! 9 ・ 8: 109.3 
ラに 司木 13.2: 1.1 4.31 35 1 7.6 , 28.3 I 14.5: 9.6 , 107.8 平| 万ノト<J."<::'， 1. 1 '�. V I 0.1! 1. U I "<::'0. V I I <t. J :1. U 

均 旺号木 1 3 . 1 1 1.61 4.7 1 57 5.5 お .5 18.3 11.0' 157.3 

l 長 1 対照木 l∞1 1 ∞i l∞ 100 1∞ 100 1∞ l∞ 
事 I 号木; ω441 55 1 73 1 79 , 103 1 103 つB
尋喜一

比 l 呆，lI号木: 631 5059 1 79 1 51 i 125 1 134: 117 

短対照木 I 100: 1 ∞! 
i 事 I 号木| 刊 361 59: 49 1 63 1 105 1 101 I 96 I 
宋 H号木 651 681 66 106 1 52 1 137 1 123 1 106 1 

率|両|対照木 1 1∞1 100 100 100 100 100 100! 100 100 100 100 100 
|華! 1 号木 1 651 41 57 58 71 104 102: 97 99 94 125 98 
1 均 |II号木 1 63 , 59 62' 95 51 131 129 1 12 144 86 122 98 

h 

7.1. I司 レ
いf
 

類

8 1 .21 33.6 2139.7 

101.61 32.8 2622.4' 

98.91 32.9 2叩 .0

10ヨ 10 コ

96 

100 

1CO , 

123 I 

119 , 

:J.'f 'f''f:であるのに関{系ヵ:あると，141、わ才Lる。

(6 )変異の )J;f IJ,I 
X -*!JtJ!H~れこよって生する突然変異の油類には泣伝子突然変児p 染色体突然変晃，ヂノム突

然変異ゐよぴ中IIIE包貨の変INiJ~ 5:11 られている。 遺伝子突然変見は稲p ノj、主主等にむける貸ド]:，=民

紙f;j~異常等相当高iPJîl互に現われている。 染色体の変化の例はJti佼1'1句少なく， 三l士数休は木b;し

片山 lí;のノj、麦をはじめ 9 例， 3 1:'日本は市島氏(1934) がfiì}で;dE発に成功し， Tol1ená2.r 氏

(1931) は国立花、 4 1E-休と，I目、われるものと S~数休を持ている。

木川flí; (1942, 1943) 並びに二十三)lj(必よぴ山下lí; (1947) は一粒系小麦 Triticum monococ 

cum ゐよぴ T. aegilopoides の付，.IIl ~f'げ・に 100 KV, 1111A，フィルタ-，i!l~し，距離 30cm ，

100 分必よぴ 2CO 分の X一線照射を11い遺伝子突然変異p 染色体ずさr.D変異(利 [li:転座)，細胞質

変具(~緑栄)を訪発している。

X 叫による突然変異率は!!rt身、j 量と山叫r'I!~比例関係があり波長や強さには }!!Ç，関係である。ま

た， jl民肢の発生率も遺伝子完結変異のijJイヤと I ， ;J雄政射おiiの波長にJ!!\'関係であるという (MulIer

1940)。との法)[Ijにしたがえば同じ発生条1'1ーで、は J[H射時1mに比例して変児率が多いととになる。
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形態総括表 (11) 

mﾉI. Rw 新E 管 東

iJ包 l 葉緑粒 17 ぃ'ðて-示部術部

rl 数(紅直径(時服|厚さ U1lrf事[厚さ 1細胞JF 長さ i細限
× lcol 当) 1 当)' X Y I (A'/) XI∞ XI∞ y'llXl∞ 
|ココ μl 川 μ|μ ，.2 %μJμ C;:ó iμlμ 

42.6 4 I 8 . 8 1 3.0 4 . 9 3335 80. 91 63.8 仙3.e 78.9 ' 0.127127.9 ~ 5.7 I 43.7 ! 35.0 i 4.6 
29.6;217.49.36.51556967.9!49.92661.1173.50.40424.l i5.148.3i25.74.2 

品7.8 398.7 8.5 6.4 4859 , 129.91 79.0 8059.9 60.8 0.730 39.2' 7.0 49.6 , 39.8 6.2 

40.0 1 2川 13448 lm3i47.4482|1798410150 九 21.6 5.2144.8 1 26.5 i 4.4 
35.6 1 202.41 12. 1 1 5. 1 , 3480 35.8 36.9 11037.5.103. 1 0.231 18.5 4.9 1 50. 1 ! 22.5: 4. 1 

29.0 I 265.0' 12.1 5.4' 4157 75.1 62.213668.8' 82.8 0.595' 29.9 6.8 48 ・ 1 1 32.3 6.0 

41.3 I 328.9 13.2 4.85 3284 64.2 , 56.0 :2926.0 90.2 0.4005! 24.8: 5.5 I 44.3ω.8 4.5 
32 ・612ω9 10.7 5.80 i 4525 51.91 43.411開 3 88.3 0.318121.3' 5.0 149.2 I 24.1 I 1.2 
33.4 331.9 10.3 5.90' 4508 102.5; 札 6 :5864.4 71.8 0.663 I 34.6 6.9 I 札 9 36.1 6.1 

l∞ I-~oo 10寸両日両市而 100 100 100• 7J7zi iO「示
69 I 52 72 i 133: 167 i 84 I 78 I 66! 94 , 95 86 j 89 I III 72 91 

89 I 95 65 i 131 146 161 124 199 i 77 171 141 123 114 I 114 135 

100 100 100 

89 85 90 

73 111' 90 

∞
前
日

100 100 I 100 100 

103 75 I 77 58 

129 158 I 129 201 

100 100 100 

62' 86 

159 I 138 

100 

102 

82 

94 

131 

100 100 10C 

112 I 85 , 93 

107 I 122' 1 お

l∞ 1∞ l∞ 

79 68 81 

81 I 101 78 
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100 100 100 100 1 100 

86 91 1 1 1 78! 93 

1 40' 125 I 10 1 17: 136 

本実験車iI;県もた休にたいて也市Jí~(I"J変化をなしJ !~t身、j 時IHJI乙比例する。しかしながらスギたよび

ヒノキの 30 分以射区は発芽率ポ忍くとのι械からはすコれる。その)J;( I 人l はイミlりである。

.-:7~ に対)!{~区はいすコj しも Uô 以下であるから無1!fi射区と 30 分区の I l\H立制めて~~~に発生率が榊

加することになる。したがって， f.呉服射の場合はおそらく Mul1er 氏の法T[iJからはすれるよう

にjιゎi〆Lる。

生物休lこ X 線をjki身、j すると染色体が切町されることがしばしば報ぜられてしもる。その場合

切断め頻度は染色体の長さに比例する (Helfer 1941 , 松iJ lI会よび芳賀 1946) という。とれは

Drosophila pseudooæcura 去よぴ Trí11ium kamtschaticum にむける実験であるがp 仮に

林木に沿いてもあてはまるとすれば，スギの休*/11胞の染色体は長い方に属するから X一線照射

によって切断される機会が多い。 1 号木l乙立甘いては切断された染色体の切Jì'がみられ，不規則

な分裂をなしている。 1 号木の形態が特に震性的であり，しかも Nanism の形態をとってい

る大きな原仏|であろう。

ll -5・木は単なる遺伝子突然変異であるかまたは転座或いは逆位を起しているのか不明である

が，不規則な分裂をなす細胞が多い点カ為ら 7与えると p 染色体にイfiJ等かの変化が起っているとと
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第 246 '1ミ X-K~~ 処 JQl スド針葉の

|樹

1古( t?l 大さ
'fji 別 | 一一一一 | 

IhC� ff:f....l，~面積 業面積
|背耐!?離 l 対馴面|似 l 厚さ 形状l七 AiTi
f--1II]J.lrj_'.r';'JII: /':J-:5f.<::'ilj_!::1_j I X y XY}附 YjXx 1∞ X1∞: 

/ι 9i μlμμ~ 9/0 
長 i メJ 照木 641 57.! 137.9 I 123.0 13321.7 89.2 0.1402 

三足
奨 i 1 号木 638 ω.9 61 ・ 7 45 ・ 1 2233.9 74.7 O.ω39 

11 号木 734 56.5 1∞ .5 86.6 6835.6 i 86.2 i 0.0619 

j!決

短|対照木 510 仏 6 I 115.5 102.8 I 山江3i 肌o 0.1鮒

I J 号木 526 63.8 54.0 I 44.5 1887.3 i 82.4 0.0421 

奨 I JI 号木! 日 1 61.0 71.4 71.3 I 3朔 3 I 100.0 0.0618 
値 -r日|対照木 576 60.7 126.7 112.9 11323.5 89.1 0.1671 

準! ]号木 582 62.4 57.8 45.3 2060.6 丸6 O.ωω 

均 i 11 号木 678 60.3 86.0 78.9 5417.0 93.1 0.0634 

長 l 対照木 100 1∞ l∞ 100 1 ∞ 1∞ 100 

上七

奨! 1 号木! 100 106 1 45 37 17 1 84 24 

1, H 号木 1 15 93 73 70 51 97 44 

短|対照木 100 1∞ I 1 ∞ 1∞ 1∞ 100 100 

I :r +-}木 103 1 仁 J 17 13 20 93 22 

奨 ]H 号木 122 1∞ 62 69 43 112 33 

i事 同|対照木 100 1∞ 100 1∞ ! l ∞ 1∞ i 100 
事] 1 号木 101 103 46 40 18 88 23 

均 H 号木 1 18 99 68 70 48 104 38 

は椛実である。 その討f県として， 1 ぢト木ほどではないが， ;J;到生となり Br2.chysm の休{I，IJ をと

っているものと 41LLわ :!L る。

X一線JEt身、j による突出変異休の古川学(I'JjJ:義についてはJIお止川出となっている。本店\1\がx­

机 100 分J!{t身、j 区から q'.}.た-tì%系小麦の11 '-立た1;[: は他にイミfJ.Jf5 J:Tが1'1'わす=花粉も_t:t/，(y.で稔れ1:も T[:常

である。 Gustafsson (1941 a b) は大麦を x-机処正11\して収量の多い突然変異休を iぜた。しか

しながら 1 つの優良突然変呉休を件るためには /'iJ Il年に 700~別O の不良変具体を訪発しなけれ

ばならないといっている。

筆者会は p アカマツ，クロマツ，スギ， ヒノキ各種とも約 6000~7000 粒の乾燥種子を X 線

処即して，結果に沿いて幼帥樹まで ffて i1J.た突然変異休は僅かに 24三に過ぎなかった。しかも

現症のととろいすれも実f1j的価値は見/11 していない。しかしながら各種形質沿よび染色体の観

察によって，遺伝子または染色体に変化をきたしているととは llq らかとなった。したがってと

れをほ木として交雑を行えばその子部には遺伝子，または染色体の陀々の卒11合せを持った伽i休

を得るととができるはすコである。われわれはそれ等の rl:lから第二段rYJに優良なものを選ぶこと

にしたい。とれ等に関しでは今後の研究に期待するわけである。
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内分泌細胞 l 外分泌細胞

数二長さいl話 152Z 面積形状比 jl:;旬、fll 長さ! 中高!而鼠形状lヒ
w X' Y' W/Y~~ X'Y' 空 Y'/X~~ Z ZjW~~ X" Y" X'~Y"~ Y"jX" 

X 100 4 X 100 ~ X 100 

ゴ 1"μi fbμ2 コ pbμμμ2
24. 4 [ 19.0 12.6 i 19 . 8 I 88. I 66 , 19.5 80 27 . 7 I 4 . 5 3 I 5 . 5 52 

16.4 [ 14.8 I I .2 35.6 1;)0.2 76 15.3 93 20.5 13.2 212.5 64 

21.01 17.1 11.8 24.3 158.4 

19.2 [ 20.3 

13. I [ 16.2 

16.7 16.7 

12.1! 18.7 I 
11.8 [ 29.4 
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(7) 結
ご色 、

iillO 

アカマツ， クロマツ，スギ， ヒノニ干の乾燥H:rに対して 1938 ::I~ 3 )J 
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クーリツジ作五J(，電圧 30 万ボルト 電流の強さ-'!三J:) 3 ミリアンペア
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100 100 
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フィルター)!\~し ， b't!古住 20 j中[!

J!{t身、jfl 出川 30 分， 60 分， 90 分， 120 分， 150 分， 180 分 210 Jト

の条1'i'により谷区それぞれ 990 粒処X~I. を行い， Hrrをと掠附して ii'î-~三を firて， ド記の結論を fi}

Þ.こ。

1. Xーが~J~J!F射によりキ11当数 (20~80 %)の障子が種々の影響を受ける。その主なるものは

不発芽，生育中の原因不IlJjの枯死，発 1す異状，外部むよび内部形態の異状。

2. 上記!!な射範囲内でj照射時IIlJ と変異体発生率とはほぼ区域的な iE比例関係がある。

3. 変異{貴子の大部分は不発芽に絡に発芽した可視変異体は少ない。たとえ変異休を生じ

ても翌年までにはほとんど大部分が枯死するかまたは原形に{託局する。

4. .L'J.Jュの処理中現在までに生([.変異 j本として残ったのはスギ 150 分必よび 180 分処理区か

4ら僅かに 2 本( 1 号木なよび 1 号木)だけである(形態実験は満 11 年生の時実施)。
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5. 後年まで生育する樹木の突然変異休を得るには，['11当数の利子(少なくとも万単f{[ l-;tr-.)

を処理する必要がある。

6. 1-5・木は Nanism ， ][サ木は Brachysm の形態を有する。

7. 1 号木の休細胞染色wのl'汁二は切[îfr され小片をなすものがあり，全体的に不JNWJな分裂

をなす。

8. n 号木は染色体の小切断はみられないが，分裂がやや不規)[JJである。染色体に変化を受

けている。

9. 1 号令よぴ 1 号二千三の :IJ:;伐の変化は染色体の変化に j主 1 1，1するものと，I品われる。

CD コ jr...~チン処理による人為突然変異

人為的に倍数植物を育成する研究は下等tJl'[物の存知にj;--ける Marchal， EIie ;j;> J: び、 Emiel

(1906) , Wettstein (1923) 等にはじまし高等植物では Winkler (1916) のトマトとイヌホ

ホヅキの接木雑種の研究がlft欠で dうろう(西山氏 (1S'47) による)。その後物理学的.)[~ぴに生物

学的方法としては交雑法p 切断法，多!座店:子を利「けする方法等が行われ， 1]}数植物の育成が実

地されているが，い十れの中III[物にも咋:j届的に応用で、きるとは自主らづか，また p その発生率も極め

て低率である場合が多い。

供数性布1'[物は天然にも(i';(I~ している。[広t.<分イ布i日[するも(のyハ;1ωjυ、;1j加!日肝!民t芯亡口I

』故lほ主むう分ト以主知Rされている。たまたま (111)]包:泣伝学的研究を行ったがf~H:~-数植物で、あるととが分った例も

少なくない。例えば Aesculus carnea は Upcott l"¥: (1936) により Ae. Hippocastanum 

(2n ニ 40) と Ae. pavia (2nニ 40) の交雑によって成立した呉氏~lr~~数休 (2n二 80) であるとと

が証明され， また， .:iF.1r, r! 1村両氏(1943) によ ~Lば Sequoia sempervirens のヂノム椛

成は p 相同ヂノムの単なる ;[C1'瓦ではなく見11' 61主体であるという。 ポプラの 31f'i休は天然に

も発見されているがp 一方交雑法によって作られた 31{{-休， 41庁休等が観察研究されている

(Eergstrδm 1940) 。 人為的抗数休を誘発することは従来多くの学在の関心をひいていたにか

かわらや千数と工夫を裂するととが多かーったので、特妹な純物にかぎられていたのである。

しかるに 1937 年 Blakedee， A. F. ゐよび Avεry， A. G. j，l ，j氏のコルヒチン法が制介さ

れてから多くの杭物カみら比較的本易に供数休を誘発するととができるようになってきた。その

結果育問研究にも広く応j:JJ されるとととなり， lIíE判亡命いてはコルヒチン訟により誘発された

fE数休の例は枚挙に暇ない状態でるる。林木に対する研究は比較的少ないがp まや， Mirow 

むよび Stockwel1両氏 (1939) は pinus po紅白rosa の種子をコルヒチンIxt立法によって処

JJ1[し部分的似数休の実生直を創成し1:千数植物は将来林木7切l[IJ二千I川でるろうと結論した。つい

でたnsen むよぴ Levan 両氏(1941 ， Sequoia gigantea) 、戸 ITi 氏(1942，ハゼノキ) ，合同

氏 (1?42，キリ) ，金沢氏(1942，茂むマツ p キリ， 1?48，タイワンギリ)， ß'[小j氏(1947，ス

ギp カラマツ，アカマツ p クロマツ)， -'1 "'1fT氏(1947 ， ヤマハゼ， 1950，キリ)手の研究が相



林木育簡に関する知見 (外山) -187-

ついで発火された。しかるにとれ等の研究の多くは，コルヒチン処王i!l也後p または-ffíi'ijt切の観

裂で 4うり，幼l託金jリ!以降のfjhj数'1:1:1*木に閲する研究は少ない。 "'F.1fl1(: (1950) のキリ 1f{.数日ω観

察は部柿後 4:'1三に入ったW.jf1.:について行われた。

加により形態位ひょに生:fi11生態(I'~'I:'I:，[T を異にするのé'，必やしも同一方法で誘発できるとはか

ぎらない。航紗Jにより難易があしまた，場合によっては工夫を裂する。コルヒチン処別法と

して枇も広く川いられるのは，filî:'r或し、は仙物体の生長点i必立法必よびil:~fF法であるがp その他

場合によってはラノリン法p ミ』ミフdl~ ， 或いは噴霧法むよびとれ等の変訟がITJ いられる。いす;}.1

の方法が効民的であるかは予測できない引合が多い!

との実験にむいては，クロマツを1/ 1心として ， r&:木の日数休を育成するにはいかなる処IJll法

が故も効県rl'~で‘あるかをまや検討し，ついでその成木のq:;\"J主を研究したので、 4うる。前遣のごと

く 1939 :'.1 三 ~1940 /'1'. 多数の林十;柿ごy-ゐよて川fh'/îlこ対してコルヒチン処理を行い変異休を14}.た。

現在一子許に満 11 :'.Tミ生クロマツ変具体 7木が生TTしている。以下その実験結決についてのべる

とととする。

1. 変異体誘発牽および残存率

(1) 間子泣m法による変具体の誘発

〉七にitぺた実験方法に主きクロマツ，アカマツ，スギ， ヒノキ p カラマツ， トウヒ，モミの

7 i'1tJ'HIをコルヒチンiWi夜に泣潰して f':}.た変具体は tr~ 247 去に示すifIIりである。

第 247 ボ 林水箇 1 ーのコノレヒチン i受漬:J:.、による~異体誘兎 4-i C I) 

闘将 im 皮肉吋播問別協 J~!J::?込 iA訴訟 ldd払缶
0.0 (刈照) 1 15 14 93 0 0.0 

ク
1 15 15 100 1 7.1 

O.OJ 2 15 13 87 1 7.1 

I 11515  1∞ 1 7.1 

1 15 12 80 1 7. 1 

0.1 2 15 11 73 0 0.0 

て才 3 15 1 1 73 0 0.0 

1 15 11 73 0 0.0 

ヅ
0.2 2 15 12 80 0 0.0 

3 15 12 80 0 0.0 

計 (平均) I 135 112 83 4 (3.2) 

0.0 (対照) 150 116 77 。 0.0 

23 10 44 2 11.2 
ア

0.05 2 20 つu 15 。 0.0 

3 21 。 。 。 0.0 

カ 25 5 32 2 10.4 
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樹吋種ιi 波 度引l 泣吋播臨薗問配ιl 剃叫粒糊数 緋即%1
o仏0.1 2 20 3 15 0 0.0 

マ 3 1 22 1 5  1 0 1ω 
1 1 20 8 40 2 12.9 

ッ I 0.2 2 I 20 4 20 0 0.0 

1 321  1 500.0  

|計(問) I 192 I 38 20 6 (4 ・ 0)

I 0.0 (対照) I 1 15 14 93 0 0.0 

15 12 80 1 7.1 

ス oω2 I 20 12 60 0ω 
3 20 10 5 0I  5.4 

20 9 4~ ---- - 1 I 5.4 

O. 1 1 2 22 1 1 50 0 0 

3 20 10 50 0 0 

引 1 25 13 52 0 0 

干 0.2 2 25 11 44 0 C 

3 20 7 3 5o  0 

F百 187 下 95 -51 3 (1 ・7)

0.0 (対照) i 1 15 10 67 0 i 0 
1 5 5 100 0 0 

ヒ 0.05 2 5 4 80 0 0 

|ー-LL-1斗-Lfー 0o
1 5 3 60 0 0 

ノ 0.1 2 5 3ωo 0 

3 5 2 40 0 0 

1 4 0 0 0 0 

キ 0.2 2 5 1 20 I 0 0 

3 5 2 40 1 30 

計(判) : 41 25 57 1 (3.4) 

|仏o (対照) I 1 15 11 73 0 0 

1 15 5 33 0 0 
カ

0.05 2 15 3 20 0 0 

3 1 56  40 ﾜ 0 

ラ 1 15 6 40 0 0 

| 0  1 121  l;1;33!:19;  

¥ 一一 l 一「 l 17「つ一三。一 一 1 9.8 

0.2 2 15 5 33 0 0 
7ヲ I 15 3 お 01 0

計 (平均) i 134 47 35 3 I (3.1) 
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11�) 1屯 )玄 i出演日数 橘雨粒数t~~ 

I~~ O~O (対!一 15 

15 

ト

15 

1:" 

ウ

。
ノ

C
J

民
d

l

l

 

0.1 つ

3 

ヒ

10 

0.2 2 10 

l|3!15  

i 計 (lil-均) 119 

発手件数

189 ー

主" のノ 2 カ月後の 2 カ月後の
引二子。 I 創4体本数 i 愛奥{木誘発，名

9 60 。 。

k
d
ζ
u
n
u
 

33 。 。

ぷ
U

ウ
J

67 

47 

日
〉
ハ
u
n
u

n
u

ハ
U

ハ
U

57 48 

11 73 

(1. 4) 

0.0 (文Jffct) 15 。

0.2 

l日昔計l ο 
術考 1ω93鈎9 年 3 月 1臼3~1日5 日 j播番隠， 5 月 1臼8 日土切p 在訓査の結呆宅たど，炎犬示し7た4。

長 2 カ月後の177数{本誘発二与は:un論発芽数(すなわち，対照区発子学)に対する誘発率をもって

90 

示した。

3 ハ
u
n
u

円
u

q
v

フ
-
「
/

。

n
u

ハ
U

円
リ

ハ
U

ハ
U

ハ
U

フ

7 

4 ハ
U

円
U

ペ
リ

4

1

0

 

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

42 47 0 (0) 

10 

4 40 

モ 0.05 

日
u
n
u
n
u

つ

3 

0.1 

円
u
n
U

円
U

2 

3 

10 

フ 10 

3 10 

3 30 

発314する君主子を観1G しているとコルヒチンの影響をと受け-C fl日々の形態をした利こ 117が伴られる

(第 5 図!山)。千字削聞に jiJ泊な一般!1 ，\"I"1:を挙げれば欠の jffi りである。

A. ;f:[~がり巴ブ〈している。その程度 lこは舵々あり，はなはだしいのはf.;J切手またはタやルマ状

をなしjljlK も必い。かようなものはやがて仙t口するものが多い。

B. 茎は太く短くなる。

c. 子葉も肥大する。中には先端だけ肥大し℃担棒状をなす。かそらく子葉発生当時係

数'r-主であったものがタ後から生じた基部l土原型 iこ復帰したのであらう。また，上向き

に生長するものがある。

D. 葉色(土濃緑色となる ω

E. 尋常葉も肥大し太く短くな h また雪山するもの， 1 本のもの， 2 本の針葉が癒合

するもの等の崎型的のものが多い。

8 80 
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F. ~I:J毛は一般に :UI~い。

との実験は伏試本数が少ないから変具体発生率の多少を各区別に論Tるわけにはゆかない

が発生率は概して低率である。発:!f.当時変化していたものも 11 数を経るにしたが口問型に低局

しp 或いは 11\1もなくあlìH\して， 2 カ)j後に玉~~Lぱfltかのものが変具体として認められるに過ぎ

ない。ごく 吊:1\ を除い亡は数%以下であった。

つぎに↑{{.数休を多数千リる! 1 (1句をもって 0.1% コルヒチン溶液にクロマツ，アカマツ，スギ，ヒ

ノキの多数の拍子を約 52生街反抗し， しかる後水洗して3'，Hill し，発i月三本数に対する 2 ヵ Jj 後の

変呉休本数乞'，V，'Jぺた。そのあ刊~I法第，'248 夫にノjミす辿りである。発芽11肝炎才γf二13の被告や根切虫

第 248 炎林木種子のコノレヒチン~i償法に

よる安具体誘発率 CnJ

樹 侃;制二階苗数 liZ宝宝探 誘発率
本!本|%

グロマヅ 1556 25 1.6 

アカマヅ 977 20 2.0 

スギ 555 5 0.9 

ヒノキ 935 9 0.9 

計(平均) 4073 59 ( 1.4) 

[町j，考 '(1':;数休せと多重立科る日 n甘をもって 0.1% コノレ

ヒチ:/ Ir~液にがJ 51昼夜浸潰したる後適I播隠

して得f ものである。

による初ιtF今ーもありず色月三率の11_ç'F~;!(況

や変具体誘発率を 11:椛に去示するとと

は εきないが，大fぷの{ばI;可をみること

はできる。 5 枯JNi:千日卜 4073本 :i 1 59 イ J

の変具体が f'J. られた。発芽本数に対す

る変異[+:訪発三容はアカマツの 2.0%，を

|みれ、てはいやれもそれ以下である c 極

めて11tネであうた。

以上の十ìllHlのほか， JIJ干のil#.j~Wj'Hl

子tt よび;支JJj5産林イ(Hi子について行つ

たがい十れも l'iJ杭!主の低率のものであった。かようにして折frJ訪発された変見休!土スギの 111.'， 1

休を除きいやれも 3 :\1三をとイ jIたす=して形態が!lj〔型に f江帰するか或いはj・ r!i1t l した。スギ 111M休は詐

しく綾'/11:で釘民?n大，架色濃続色で、 4'-r- 1て|まで生育したが，そのうち針主に消却Eを生じ薬剤を

撒布したにかかわらや火箔に去弱しついに 4 '-F，L!の互にあl[托した(第 5 図版スギ変異休約 4年

生参加入

以上必ずるに林水間二子に対ーし 0.05~2.0 冗 1~数川I\J コルヒチン?支出法をほどとして得ら

れる変具体は 2 カ n後には一般に数%以 Fとなり，大部分は 3 年内に!JX型に j則帯する。 1~漬

法により変具体の成木 tcf'JるととはなかなかH;iJ~tのようである。

(2) 生長点滴下法による変異体の誘発

泊i下法の場合は浸漬法の場合とその趣を異にする。実験の給処を去示すればお 249 表の通り

である。誘発率ゐよび、残イj三率は浸漬'の場合に比較すれば遥かに多い。いす'{l の樹種も大体同傾

向を有するので，ますっ:最も処J1H寸く数の多かったクロマツについて晶l呪する。変異体 1 年目の誘

発率ゐよび 2:\{三目の残存~は第 9 図によってよく却:解するととができる。

クロマツに関する実験私12月Lを要約すれば次の通りである。

A. ~Îij下法による変異体の発生は浸漬法の場合より多い。
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第 249 表 コノL ヒチン滴下処Jl!I法による受具体誘発率

- 191 ー

??LFJ?ナ川弘|長日比品42414品店長
1 O.ω(対照) 0 129 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

0.05 52 1.9 

52 

0.10 
q
u
A
t
z
J
 

1,/ 

p 0.20 3

4

5

 

ーマ

0.40 

品 93
ツ l

1υ2 

3 145 0.(,0 
4 132 

5 79 

ザ(平均) 53 213::' 

221 

136 

83 

66 

178 

183 

76 

3 

4 

72 

203 

222 

i O.OO(対照) 0 125 

0.05 1 79 

カ

0.2つ

計(平均) 27 

1 O.OO(対;照) 0 

1518 

ス
0.05 

0.05 4 

。 0.0 

1 1.9 0 0.0 

42 1 19.0 6 14.3 

54 I 29.0 10 18.5 

37 I 44.6 

5 7.6 

戸D
f
O

つ
ο

••• 6

フ
】

l

q
u
A

・
一

υ

R
d
n
u
Q

ノ

〆
O
Q
U

勺
υ

7 9.7 

103 

104 

50.7 

16.8 

63.3 62 

11 29.7 2 

o 0.0 0 

10!15.4 

9 11.3 2 

5 12.8 

。 0.0 0 

8 7.8 

10 9.6 

3 4.8 

。 0.0 

o 0.0 
1 2.4 

3 5.6 

5. ,̂ 

O.G 

1.5 

2.5 

2.6 

0.0 

ハ
ツ
Q

，

•• 1
l

弓
，
ム

?
-
η
J
 

。 0.0 

9'  11.0 1 11 ・ 1 0 Iω 
93 64.1 10 10.8 1 1.1 

75 56.8 7 9.3 1 1 .3 

33 札 1 1 2.6 0 0.0 

815 (33.2) 91 (11.2) 

。 0.0 

17 

1.3 

。 0.0 

0.0 。 0.0 

(2.1) 

。 0.0 

ア τloll 「 691l;1401ωo 0.0 

3 175 14 8.0 0 0.0 o 0.0 

1 日 1 1 ・'\ 0 0.0 0 0.0 

3 180 27 15.0 0 0.0 0 0.0 

7ι-J-1」竺)土 I 33と 4 7.8 1 2.0 

181 60 33.1 0.4コ.'-' ~ '-J'-" 

4 183 94 51.4 

ツ i------' 一一ー 一 一一一一一 I 

3 222 84 37.8 
0.80 

4 I 2 こ 6 88 42.7 

。

3 ~.o 。 0.0 

:l;:;i:i::: 
421 (27.7) 

28 o 0.0 

19 (4.5) 3 (0.7) 

。 0.0 。 0.0 

27 

3.4 

0.0 。 0.0 

3 58 2 

0.10 3 

キ 0.20 3 

| 計(平均) i 13 

。

o 0.0 

。 0.0 

o 0.0 

195 

55 

55 

24 i 12.3 。 0.0 0 0.0 
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樹種濃 度 l仙llHi ll数!剣山本数 1 年 131 l 年 1"\ I ';L~/;~le~I:LI ~年目 3 年 11 1 3 ま ~J
')(!~J:'-l~ L!->""zx. 誘発本数(誘発半 If日本数|筏存率|筏存本主主|史実存ギ

I O.OO(対照) 0 31 o 0.0 0 0.0 0 0.0 

ヒ o. 05 3 92 2 I 2.2 0 0.0 0 0 . 0 

j 
0.05 4 23 1 I 3.6 0ωo 0.0 

0.10 3 60 2 3.3 0 0.0 0 0.0 

キ 0.20 3 56 3 1 5.4 0 0.0 0 0.0 

河;両「「-云6Jl ii 。 o.0 0 0.0 

o ∞(対照) I 0 30 I 0 I 0.0 I 0 I 0.0 I 0 I 0.0 
カ ーー一一一一一丁一 一一一一一--一一一一一

O. 10 3 142 10 1 7.0 0 0.0 0 0.0 

ラ 0.20 3 153 21 1 己 .7 0 0.0 0 0.0 

""{ 0.40 2 212 26 1 12.3 3 11.5 0 0.0 

';1 
0.80 2 245 60 1 24.5 5 8.3 0 0.0 

計(平均) I 1o 752 I 17 I 15.6 8 6.8 0 0.0 

B. 当年の発生率は濃度が高いほど，また，処fl[Ul_I1数が多いほど高率で、ある。

C. 変具体の 2 51'. 川残存率は各濃度とも11'日処正II!のものは O または秘めて低率で、ある。

D. O.lJi' の脱皮処王I!l.のものは処理問数が多いほど、残({ネが大である。すなわち， 3/'U 

→ 4 回→ 5rm (小→大)

E. 0.2 むよび 0.4% 区ではに 4， 5 目処迎区は 1"1数によるお主小である。

F. 0.8;対区ではかえって処理回数が多いほと、残存率が小で‘ある。すなわち， 1 ゚'I+-3 

Pll• 4 fi'T 1~-5 IIJI (大←小)。 とれは(.~可能皮多 /"1数処氾l'のものほど，高度の形態の変化

がおとり生f山亡辿せv州・，ljiJiするものが多;わったととに)，I~.凶する。

G. 3 年目の残存率(1(，1三目誘発率本数に対して残イfーする率)は濃度ゐよぴ処Jlltl'~l数と

は関係がないようである。ただし， 1 同処主pのものは各濃度とも例外なく残イr率 O で

るる。

H. 故;直処王刑法は 0.1;:-0 或いは 0.2;:-~ 3~5 凶処旦I[!I 、?に 0.1% 4~5/m処民1'. (陥rJ)が

有効である。

クロマツ 2135 イーを処理した場合当年の変児休発生本数は 815*38.2% に及んだ。 2 年目に

は 91 本残りその残存率は 11.236'， 3 (， 1 ミ 11 にはさらに減少し 17 本が夜具体として残り他は

全部山形iこ復帰した。残イjミ率は発生本数のfff〔かに 2.1% である。従来しばしばII~はられたよう

にせっかく誘発した変異体は時日を経過するにしたがい大多数は形態が)JjTMへ辺元する。結局

クロマツにふ、いては 3 年 [1 まで変具体として残存したものは 2135 本の処却に対して 17 本でる

に 0.8.%，に相当する。処坦1\日リに最高であったものは o.Ui' 5/'~1 ， 83 本処正1[ \'1.1 2 木残し処

理本数lて対して 2.4%，発生本数に対して 5 .4，%， I乙相当する。発~I三本数に対して残存本数が最

高であったのは 0.1% 4 [81処理の 5.6九である。



次に 4"1ミ 111こ;;;~ける状態は女/1イi'J と

いうに， 3/'FII に残った 17 本 rl13

本が還元して 14 本が残にさらに

翌 5 1， 1三日には 2 本復帰して 12 -*が

変異休として残った。しかして 5 年

目以降は壬:定し今日に至るもイi'I等変

化1J.<健全に 5!-:YTをつづけている。

アカマツも概して高濃度多回数処

;(1[の方が変l!'\1-fイ〈の百必要E率よく 0.4%

4 回処理が11主tGで、ある。アカマツの

処珪IW~o1ミ数は 1518 本でるりクロマ
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第 9 図 コノレヒチン滴下処叫によるクロマツ

安具体の誘発率および筏存率

ツより少ないので， 3 !J I三目の残存率をみるにはやや実験数が過少であるがJ 大休に沿いてクロ

マツと 1 ，1] 1t([I(, Jである。アカマツは 1 1， 1 三 11 に 421 イ;:， 27.7% の変具体を件たが， 2"1と 11 には 19

本， 4.5%，さらに 3 I， I~ I~i には 3 本， 0.7%の変具体が残ったにすぎない。 35ド 11 まで辛うじて

変具体としての形態を保持した 3 本も， ~~4 "l~ i=-I には 1 木となった。との 1 本は興味ある特徴

を表わして生育していたが， 5 年目に王りついに形態が普通のアカマツに泣元した。 4''1'.[1ま

では針葉は知大，かつ， i濃緑色を呈しややクロマツの変異体に類似していた。ただし， 新条の

色は赤招色を犬わなかった。 5 年目に王り全く判泊のアカマツに伝言しp それまで生長も遅れ

皆1:1的であったのが， ~Zt'亡生長も旺盛となった。

スギは 195 本の処J1I1に対し 1 年目に 24 木， 12.3% の変具体を得た。 ii止も有効であったのは

0.2.% 3IüLX1 JIIトC、，処王!日本数の 30.9% にj主した。 しかし残念ながら 2 1， 1三日には全部原形に復

帰した。

ヒノキは概してスギと同傾向であるが，とれより誘発率が低い。すなわち， 236 本の処現に

対して 1"1三 11;活発は 8 本， 3.4%である。とれもスギと I，~様 2 1， 1三円には会'i";I\泣冗した。

カラマツは 752イーの処理に対して 1 年1=1 の;誌発 117 本， 15.6% で、あった。 ii_.t r:';jは 0.8%2 回

処理内 24.5_%' であったが ， 2 1，[二目残イ/-"2本はかえって 0.4，'Yo 21亘l処理のみが五lk['で， 212 本処

迎して 2 年目に 3 本， 11.5% を件ている。しかしながら 2 '~Iミ 11 まで変具体として残った合計

8 本の州体は~~3 斗三 pi には会?祁!日引退に f瓦帰した。

1:tl'，述べたように相当数の1JiH~ (クロマツ 2135 本，アカマツ 1518 :4ζ，スギ 195 本，ヒノ

キ 236 札カラマツ 752 本，介;\1' 4836 本)を 1~数凶処.J'ill したにかかわらすコ 5 :;1三目以降まで

うたJjごした変具体として得ることができたのは111かにクロマツの 12 本があるだけである。

との実験により日JJ らかにさ i した長lJ. を }jl]記すれば失の泊りである。

A. アカマツ p クロマツ，スギ， ヒノキ，カラマツ二与のコルヒチン処理による変占引札訪
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発には種子i土漬法よりは稚首生長J

B. 最;出処正I_p_法は 0.1 或いは 0.2% 3~5 凶処翌ll， !f:;J'に 0.1% 4~5 回処理(いやれも f;南

日)が有効である υ

C. アカマツはクロマツより誘発困難である。

カラマツはさらに困難である。ヒノキ，スギ，D. 

E. したがって ， -'iz工定し〆た変異イ団体をと得るためには利 l当多数の何í4~K処理する必要があ

クロマツでは処-flIH前 1 年後の変異例fイ〈の約1. 8% が安定する。る。

形態学的特性2. 

前誌のクロマツ変具体 12 本r[ t 7 本ど自

〉じゃ一般外部形態からのべる。性を明らかにした。

一般的形態
、
、l
ノ

吋a
よ

/
。
‘
\

ゲノムの倍力nに作う形態或いは生理的変化については従来多数の学者によって論ぜられてき

たが，植物の倍数休の有するー特徴として形態的変化が第一に挙げられる。r-jlでも外観的変化

としてー放に平丈は高く茎ぷくいわゆる巨大型になるi品介や，かえって享丈低く rí前町~:カt竣小

ヂノムの 1;})JII によっ℃形態的にはかえってとなるいわゆる震性型を示す場合が知られている。

ケイトウ， tr,'!",'Lbi,), Smith (1939 , ~白日日kn:) ， 二袋小になった例としては相反(1938 ， 1939, 

クロfJ 市 (1940，棉)， l~?îH' (1941 ，トマト属)の諸氏の実験必よび、その他多数の報 iJj"がある。

その変異の脱皮はイIlrl休によって異っている。光十クロマツ変具体は樹高は低くなっているが9

マツ変異休の外部 }Eb1lL~r'-1句一般特性についてみれば['j"; 250 去に示す通りである。

グロマヅKé異体の一般的|生質 (1947 年 4 月現在)

|幹径 l 校長!校径 i 校数|分校角|主呈 11支{主 校長-1-1 !.--L.;. ,......... ,.._..... j "l-̂- ~= Lx.... .:,?v>. I ./J 'l/~' J 幹長 校長 l 幹長

一夫陥ld曾比率;;~~rl比率!?i比率|実験:l凶!?14マ|比率|守|比AF 比率
(C3)l(cm)l(cm)||(mmr,","P1 11i'( (使) (矧(%) 1>-，"，---r~1 (%)| 

対照 1170.d lﾜO s.2llﾜoI 53.111日 6.9 1I∞1 21 1I∞1 80.d lﾜol 3. 1 1 1O0' 1 ・ 30|100131211∞
(2日体)! | l l つ | 1 ~. ~ I I ~'I '~~I ~~'~I '~~I ~.' 1 '~~I "~~I ~，.~: 

B4.650 1.8 135115.012315.lJ74110148!B5.0!10612.l|6813.401262117.7| 

74.0，刊 21lJ 19.413756181 814778| 州 2819012d 〆 26.2184
60.31 351 1.6 31 13.8 26 4.3 1 62 17 811 50.0 62 2.7 1 87 3.12 240 22.9 73 

63.71 371 1.4 27 9.3 18 4.4 64 13 62; 73.6' 92: 2.2 I 71 4.73 364 14.6' 47 
351121!1.0 198.6l64.159314171.48912.9l944.771367124.5179 

25.71 15 , 0.5 10 3.0 6 3.7 54 3 I 14! 45.11 56~ 1 ・ 91 6112.33 1 湖 1 1. 7, 38 

70.61 42 2.0 お1 11.0! 21 5.4 i 同 15171171.8190J2.8190|4.91373|15.650

平均 1 59.11 351 1.5 1 29 1 1 .41 2114.7 1 何 Io 1 48167.81 8512.5 1 811 5 16 1 吋 19.01

第 250 炎

ー
フ

}
q
υ
4
4

民
)
〆

b
7

己主

主丈幹個
体
番
号

62 

幹径地上 5cm の部分のl直径

校径各校の中央部の出C径

校長，校径，分授角は平均値守ピ示寸

( 1 ) 

( 2 ) 

( 3 ) 

{椅考
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各ìJII1 J:ë 1J1'[は11<'，1休により相当のif:~泣が表われている。 j(中長は 25.7 ~84. G cm タ -'1'1勾 59.1cm と

なってゐり，対)Ht木の 170.0 cm に比政して組めて生長ーが悪いととがわ山る。 q:!J'1こ 5 号木わよ

ぴ 6 -8~ホ:Ij::);壬小であし 幹需はさらに小さい。 変異本のylfirI長JドーとJは対JE{，'~~の 35 %, )~~í~千字1'-より

は 29% でるる。

!:~~Jdこ対する iltiE径の;作IJイヤは大1i 1. 9~2.9% ， -'1'-l~J約 2.5% となっているが，対.I!H木は 3%1"1 

外であるからとの点はやや類似している。

村数は 3~17 本p 千五J 10 本であり対!!:J.*の約半分である。

校長は21'-ιJfl11の最大は 2号本の 19 .4 cm ， 1[，(小は 6 サ木の 3.0cm で発育が似めてJ&~い。松

平J[Jは 11.4cm で対J!H木の 53.1cm に対 L 21% !乙るたる。

校の ïli径の変異l主 3.2~9.2mm の純国内にあり， -'1~JfJfÚの~立大は 2 サオミの 5.6mm ， 11主ノj 、

は 6 -tJ.木の 3.7mm であしま~+J:fcJi 土 4.7mm で対J!H木の 6.9mm に対して 68% でま〉る。

校長に対ずる位径の~f;:!J合をみるに各jlM休の -'1'-んはおよそ 2.9~12.3% で給千EJは約 5.2%

である。しかるに対照木にむける訓合は1.3% であるから変異休は対!!日十;の 2~10 1;L 千~J

3-..4 t.;:~. とな 1) 校の長さのす;:Ij介に校径は大である。変JH本の外観を m奇異に Jぷぜしめる一郎凶は綾

ノj、な附休にぷ〈航L 、』交が 11\てし、る点にある。

う}松戸jは全体としておよそ 20 0 (6 サネ:) ~1050 (1~)木)の変異をと千f しヂ均fn'Lの jlk大は 1 サ

木の 85 0 ，最小は 6 サ二本の 45 0 でるって稔::i l三とJは約 68 0 となっているが，対]fH木はん休 80 0 内

外であるから変J~休が!?11カミにノj 、である。また，一般にうよ校fí~は_I-.方に行くにしたがいノj、となる

傾向がある。ただし，分牧fíJは樹j~'i'を J凶f，として校のJjJ1ùの ffJ J1t ~ìJ!i1Æ したものである。

;;J(に H:の !n~[.:f\~ Ü'Ïにより変~:~休の "1'. 々の生長量百IllIÆ して去示すれば訂~251 去にみる泊りで

ある。本去により lリj らかなように各自，'，1休は年度lこより iI! 1長量に許しい差)~を表わしている。全

休として 1"1'- 1 1\ 1 のやjl長量は1.8~2.38cm の変 1~::.の隔を有し，谷11，'， 1休についてみれば， 2分木

が1[，(-;).，: f!l'[を， 6 号木が此小fúを千fする。

以上もH:JI';を之配する外部形態|人l子についてillべたが， 6 -t去二本はほとんどすべての測定lli'.Lが?

第 251 表 節目1I長(平皮別上長生長近) (単位 cm)

...._平皮 1940 1942 I 1943 1944 1945 1946 合計!
市均

坦ーたごとー竺2 ~I竺 ~1竺一一三l問 ~1946 ~1947 (幹号J

14.5 7.0 l�.3 17.3 7.7 19.5 84.3 14.1 

2 6.8 11.3 11.0 23.8 4.3 11.8 69.0 11.5 

3 6.3 15.0 12.5 14.0 7.0 5.5ω.3 ! 10.1 
4 6.6 4.0 13.8 15.5 7.0 16.8 仏 7 10.6 

5 3.2 3.8 8.1 10.0 3.5 6.5 35.1 5.9 

6 4.2 6.8 1.8 6.2 2.7 4.0 25.7 4.3 

79.0  19.5 10.o 20.2 5.7 6.2 70.6 11.8 

平均 7.2 9.6 10.8 15.:) 5.4 10.0 58.3 9.7 
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に iルj、仰を示している。他のj!i，l休はー閲したftIil，'，j がみえない。 6 号二本に必け乙堤小なる}1';1L~1土

』仙目なものであり，ー午、ト則'1.:.を夫わしている。

公ーするに変呉休は無性的でありたく照L 、 1;1作から太〈伺い校が /1\ているのが!日1~1i~である。すな

わち，祭休として I昨も:校も圧市，íii された形態をなしている。

(2) 金I'=~の外部形態

A. 一般的 !Iふ '1''1.:.

fJ? 霊k1:11'[物の一般的!/"\'徴として民の IJ山手，政緑色というととが挙げられているが，クロマツ変

0\11休も例外なくかようなれ:M ，'，]が夫われている。との引に会いては針:症の外1'Hí:Jf~1l長の外観的'1 't't1

について;主ぺる。

(A) 外観

一般的にいえばたく ~;iÎ. <一見して強大な感じを'乏ける。しかしながらかような感じの杭皮は

弁11M休によって兎る。:~~のt~fLの杭!史は少なく毘むに 11 1 1びているものが多いが ， q:!fに架の問い

引，'， 1付くほどその何!日]が強いようである。 7 本の変児休のうちで!f:!J'に 7号木は独q.J:の禁状を呈し，

基部より先端にかけて弧状に rliJっているものが多い。また， 6 号本は他J)'1fl， 1休に比してこ35数極

めて少なく Hiかにイ文明Hこ Jtf生しているにすぎない。 1 ， 2-E去二本たよび 3 ， 4, 5~士本はそれぞれ

知似している。

(B) 色彩

一般に濃緑色乞呈するが，泰季から夏季に診るにしたがって浪色の!立を士f!? し， た付41ff緑記色

(Deep Turtle green) から浪黄緑[11色 (Chrominum green) IC変って〈る。

(C) 111な型葉

対J1(i. 小;によヒしてIlr~j~!葉が;年しく多い。 ー対をなすべき 2 木の針集が先端ftlí ， q Ij I\J叩または法

制に泣い部分に沿いて癒介して，全く 1 本の&YA~のごとき仰を呈するもの，戎いは 1 本の針葉

が1~怖を 2 つ千了するがごとき外観を呈するもの等がある。癒合Jよから w対日こ王る川は完全に癒

合せや ， :1日:庇の) j'{!j!jがi'Iそかに 11立込みを生じて癒イヤ前の~it~~i を 11:めているのがみられる。

かようなIll ，~m'.!ご店を有する frJltは古川本によって辛子しく呉る。 jl止も多いのは 7~土木で約 80 本，

企業数の 20~30% 内外iこ j主している。ーたは 1 七、木の約 50 木であるが， 1えも少ないのは 6 号

本の 2 本となっている。 しかしながらとの本数は実際数よりは少ないで、4うろうと，I2.われる。何

となれば7J向lに植栽されている関係 L 参観者によって無意識に人為刊に持取されたものが若

干なかったとは断言できないからである。

また， 5 そナイミに沿いては一対の釘古切~3 木となっているものを見出したがp これは普llilのク

ロマツにたいても時折ー見/1\し得るものであるから p コルヒチンの影響による変異であるか否か

は疑わしい。その他，針葉の位置と葉の変異のブミノj、との1mには明瞭なる相関々係はないようで

ある G
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B. ;íW~~vì必さ， 1/1日， J以さ

主 lでA!;のプ'(\，、さは内部卒1 1.織とも関係、を千f し， その，}(!j、は生1'1/].r'1'0 に J;(;縛するところがたであろ

う。イ叩'H乙j;_?いては， 1長さ， IIJM，りさ JE よびそのm.lJ:関係についてのべるとととする。

(A) j廷の長さ(出 252 夫)

~vコ E之さは対!!日に比較して一般にう京い。その限度は各j[，'，lf本により呉っているが， j-~f1， (I'~ にみ

て 20~99mm の/Il Jにあ i九千均値のI比六は 7号木の 72.7mm ， il主小は 3 サ木の 30.0mm で

総-"1、立jは 52.3mm となり変見の 1/1日の此も大であるのは H}本の 28~88mm でその設はゐよ

そ 60mm となっている。とれに対して対!!江本vY'I5.. J~Jは 89.8mm であるから一般的に変異休

は対照木の 50~80% ， -'1三とj*'j 60))6' 内外の長さのこ店を千fするととになる。

裂するに架長は;午 L く矩<.変具体の大きな付刊の一つである ω

供試木
1負別

平均 55.5

最大 88

最小 28

比率 62

第 252 表葉の長さ(単位 mm)

2 3 4 5 6 7 平均対照(川本)

65 . 7 i 30.0 i 44.0 4ム 7 54.2 72.7 52.3 89.8 

82 46 56 64 87 99 128 

34 20 28 34 21 37 ー 56

73 33 49 49 60 8158  I∞ 

(B) c;)Sの 1/1日 (d~ 253 去)

従来f!1J数十I!r:物の誌の IJ山手というととは一般的!I日;交として挙げられている。クロマツ変呉休に

公いては例外なくとの削向を示している。その示，'，';，)!:} /'=!.\!Iは強壮にみえる。

業の師l土全体として 1200~2300 /，-で叶三均ln'[の壮大は 2 サ木の 1866 ，1J.， 主主小は 3 号木の

1442/J. で *~--'I5..均は 1684/1. である。そのうち変異の|陥の11l:)(なものは 2~子水の 1420~2300/Lで

結局 880μ のをを有する。これに対して対.I!H /f，の --'1王山は 1284，/J.， 変異の帆は 580/1. である。

議与するに変異木J)誌の ~Ii ，'î t土対!!日本に比し1O~50% ， :t 1 5..Yj約 30% 広くなっている。

第 253 表 葉の帆(単位 1") 

{1h試木| 2 3 4 5 6 7 0下 均 1 -対照 (2ní:本)
私'j ~日Ij

匂 1823 1366 1442 1514 1721 1703 1712 1684 1234 

z自z 大 2100 2300 1760 1860 2200 2000 2060 1640 

最 1240 1420 1200 1320 1340 1360 1320 1060 

比 三事 142 145 112 118 134 133 133 131 100 

CC) 主E の さ Ct(cÇ254 ':tミ)

葉の)享さは葉の lPr;'îに会けると同様の結果を示している。すなわち，葉の厚さは全体としてゐ

よそ 900~1560μ で， _j1'J勾 f!立の J正大は 1 号木の 1259 ，11.， 1長ノj 、 l 土 3 号木の約 956μ で、給千Jfj t土

j;，~よそ 1120 ，/J. 内外で，そのうち最も変異の幅の広いのは 7 サホ;の 900~1680μ であり，大と

小では 780/1の差を有する。とれに対して対J[~1.木は 700~1020/ノ，平均 863μ となっているか
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第 254 表 葉の厚さ(単位 /ι)

151B\E\~供試\木~I 2 3 4 5 6 7 !平均 l 対照 (2nf本)

平 均 1259 1229 956 1001 1143 1090 1169 1121 日63

最 大 i 1480 1480 1220 1260 1560 1340 1680 1020 

最 ! 1040 920 800 820 90C 940 900 70C 

J七 率 146 142 111 116 1.32 126 135 130 10C 

ら， ~t{的にみて変具体は対!1日木より約 10~50% ，主|ζ 1:[) 30/0{ 肥厚ーを示して去り， :~の店J‘さ

とほぼ近似的に肥厚している。

またp 釘葉の長さ，師， ).以さの変化と幹長，校長手の変化との間に千行的の相関々係は認め

られない。葉輸については後述するが， 2廷の長いものが必やしも葉鞘が長いというとともいい

初、ないようである。

以上針葉の長さ p 的， )立さについて並べたがp 変具体はい þれのf同体も長さが続くなり， 1/1百

台よぴ厚さは肥厚して太〈奴くなっている。とのととは一般的にいわれτ いるのでその九をl吟

l引とするとと iこする。

C. 針葉の長さ，陥， )手さの相互関係

葉の長さ，幅， I早さのヰ11互関係については従来しばしばのF究されてきたところであるが ， q'¥� 

に倍数和[物にJ;~いては)]巴比三の皮{-rをみるためにこの点がiì:芯された。ます下第一i乙長さと耐との

関係から主主、ぺる。

CA) 葉の長さと ~J日との関係

クロマツ変異f去の針民の長さは焼くなり， ，隔はかえって大となっているととはjjíj越した。と

れ等の関係fr:対)-!H木と比較した叫介，如何ょう Iこなっているかというととは，一方その生辺jl的，

内部形態的の諸項とも関i酷して，興味深い問題 εある。

a. 葉の縦問問主!f C長さ X~Jì'l\ xπ14) C第 255 炎)

:J\sの縦断商積を桔川)1予の 1/2 にお工仰の位を有するものとして計算した。との位は:\gの下市[々

杭の大ノj、を生i1るうえに参考となり，また，表面積の広さに対する一定指標ともなりうるもので

ある。

葉の縦断阿fk すなわち， C長さ×明xπ/4) の他は全体的にみてゐ J: そ 24~182mm2 の聞

にあり， -'I~l川氏の最大は 7号木の 124.5mm3 ， :1，主ノj 、は 3 号木の 43.3mm白39 稔王子立Jは 96.6mm"

第 2日表 業の縦断面積(単位 mm~)

hIゴ竺;I 1 I 2 I 3 4 5 6 7 "17，均|対照肉体)
平均 101.5 I 122.6 I 43.3 I 66.6 I 75.2 I 92.6 I 124.5 I 96.6: 115.3 
最大 162 164 79 91 I 115 I 155 I 182 - 189 

最小 44 54 24 43 46 42 57 73 

比率 8810638 58 65 8o I 108 78 10 コ
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となっている。 とのうち此も変異のブくなるは 74J‘木であって 57~182mmヘ すなわち， 125 

mmロ 1^J外の来を有している。とれに対し対!日{木 l土 73 ~ 189mm" , ，[~-均 115.31111ηニであるから

変異休は対.)[U，木の 22.~i の i吠少を示していることになる。ただし， 2 主沿託 Jよ:ぴ 7 士古;

!!照!日町{任{木よりブ大〈で、ある。

裂するに縦/l]ff:'!j杭はイ[，'ijfイ〈により主があるが ， i[~ J:~)fJI[は対J!U木より約 20% í/，j(である。

b. .~の給'É/Hi i i'li ll';状i じ (市川+1之さ x100) ( d~ 256 夫)

:nsの縦断r(rjl[三状北 J士一~Lξさに対j る帆の訓イ?を%にて :1;tl!'I したものである。すなわち p

嘆の長さの割合に帆がÝ.1l何ように広くなっているかを示すものである。実kが照いというとと

も強んなJ占じを与えるが，誕の一店長さに対する市Mの制作も大いに関{系する。ーiふさ，帆がJ各1//， 1

休により~;[ !当のノ:~::泣のあるととは jjíjに j主べたが， 中{[~.'J< さの場合においても各作rl11:ごとに初liJJi

なずr:jj1・を夫わし， 1村['rI1去のQ ，)ó12えを /j-~ し℃いる。

第 256 表業の縦附10形状比 utJ/長さ xlOO) (!単位%)

。l、試オ: 2 
類 JJ Ij

υ 4 5 6 7 |平均(湖({ (2n{本)

平 均 3.29 2.8'[ 4.81 3.44 3.94 3.15 2.35 I 3.40 1.43 

11;1 じく 大 5.63 4.71 6.96 5.43 6.17 9.52 1.16 [ 2.50 

最 1.93 1. 97 3.39 2.59 2.81 1.81 1.66 0.90 

J 七 ヰ主 230 199 336 241 276 220 164 I 238 100 

~休f'l1;Jにみて変 )T~(T'l ~J~IÎ! 土1. 66~6.963ò の li'，J 1こあり， ~H~) f! U.の壮大 l主 3 サ木の 4.8%，故小

は 7サ木の約 2 .4 ~ui で，給:，[三J:~) /工 3.4% となっている。換汗すれば架kiJ: 10 cm の場介i乙

帆は 3.4mm あるととにたる。とのうちji之も変異に日むものは 1 号本で1.93~5.63% の;[む閥

内にあり， I:. と小では 3.7.% の ~;X~ を有していることになる。 と ~LIこ対して対J!H木は 0.90~

2.50%, ~[ζμJ 1. 43% となっているから長さを一定とした場合変具体は対]!(i，木の約 2.4併の怖

を市i-rることになる。 しかしながらとれは全体の '['-J::)の昨IJ介であるが， 3 ←ザ木は対ø)!H水の 3 .4

05の比を有している。

妥 tるに p 縦断riJîJI';:f!dtは対 [r~{木ハ1.6~3 .4 1fL -'[ζ J::) 2.4-1:f となり p 変異休の一大山性を

なしている。

(B) 架の幅と厚さとの関係

幅と!宇;さによって関係づ、けられる葉の蹴断而の形状は内部形態にも関係を有しp また，ひい

ては生:rm作)[J にも影響をと及ぼす。

a. 架の横断固右't (幅 x)享さ Xπ/4) (第 257 去)

3震の砧閉而積は字桔円形として計算した。

全体的にみて1&/苛町政(店x厚さ× π:4)は 0.84~2.69 mm~ のi! IJにあれ平均値の最大は

1 号木の1.81mm~ で結;平均はなよそ 1.5ml11"となっている。とのうち，最も変異の大なる
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第 257 茨 奨の例附函積(単位 mm")

有事木[¥ 

7 3 4 5 6 7 平均 i 対照(川本)百jJ.lIJ

ムド 均 1.81 1.80 1.08 1. 19 1.54 1.16 1.57 1.49 0.87 

L四7. 大 2.32 2.67 1.69 1.84 2.69 2.03 2.22 1.31 

ilを 1.12 0.77 0.84 1.05 1.00 1.00 0.60 

lt 率 203 207 124 137 177 163 180 172 100 

は 5 -tJ~木であって， 1. 05~2.69mm九すなわち， 1.64mm2 の設を行ずる。とれに対して対照

木は 0.60~l. 31 mm九すなわち， 0.71mm2 の主を有し 3 1f~.強の変見の 1/1日を有する。対!!(~/f三

の 'I~J'-jは 0.87mm2 であるから変児休は対)!(~木に較べてが) 1. 7 11午となっている。

との事実は後述するr[ t ，L.、:fI:の)Jjif}í:lt と対HU，して興味深いものがある。また，ととに注立すべ

きは 1 サ木と 2号木は大休にたいて liÛf!I'[ を示して対J!H本のが} 21:'\.となにまた， 5 , 6, 7 サ木

は近似fp'[を有して全体の 'I'-J:CJfn'[に類似し， 3 号木のみは他の11<'11休に比して;平しく小さく， xt)!({ 

木のl. 2 似内外であるつかように11川休によって類似するものと，趣を廷にするものとがある。

長するに変異休の横断而杭は対J!H木の約1.71汗であるが川休により趣を異にする。

b. :現~提i足Eの 十仏出』此'[1断想折「何川Hげ的而'r可引刷rÎ山iυ川1月|

と JれLは架の一1定i立:帆に対する引)P!3」L さの;告引訓fil川lリ介を%1にこて示したものでで、ある O 全体的にみて 51~100J&

の/i \J にあり， 'i'-J~jfí(Lの故ブ〈は 1 号木の 68.9 %, II止ノj 、は 6 号本:l) 63.8 %であるが大した泣い

はみられない。給千J匂は 66.5% となっている。とのうちjik も変 1!2:に?;むものは 7 サ木の 51~

100% で約月0% の)'~ちを有する。とれに対し対J!H:本は 53~77% ， -'1 i:.J~J 67.2% となっているか

ら変異休は対J!H木に比して大差ないととになる。千事変具体の比率をみてもいやれも 95~103 の

Ii \J にあり対山本とお{似する。

*Nr--;j，一般的に常って12;の横断n'iÎの形状は対J!H本も変具体も変りないと育って主之えないの

である。

川
下
最
長
一
比

第 258 表現;の tö'1刊行Î!Î形状lt (f'J-さ ir)1 x 100) 

怖木 1 2 31415  61  

均 68.9 65.9 66.3 66. 1 I 66.4ω.8 
大 97 84 74 79 76 71 

小 61 55 58 51 61 53 

率 100 98 99 98 99 % 

7 平均|対照 (2n休)

68.3 I 66.5 i 67.2 

100 

51 

102 

77 

53 

100 99 

CC) 葉の長さ p 杭p 厚さの関係(第 259 表)

葉の長さ，幅， }豆さは諸蛇の国子に支配されて変りうるものであるが，イJt:試の各変異体は全

く同一環境に育成されてきたのであるから各1[/，J休/i\Jの相互関係を比較するととは無意味で、はな

い。またp とれ等を迫じて栄養器管の大小を比政してみるととは樹休の生理作用と関聯して有

意義な事柄であろう。との項にゐいては誕の休松を横断両誌と長さの相剰もなをもって表わすも
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第 259 表 誕の 1-1，積(単位 mmヨ)

ー、 供試太
'A~j JJU 

つ 3 4 5 6 7 |平均 1 対.~ (2n; 官)

ムド J勾 100.2 118.3 I 32 . 5 I 52.3 67 . 5 79.2 114.2 80.6 7 . I 

z匡l克t 大 158 175 76 90 107 153 198 151 

i辰 36 39 16 26 33 35 42 40 

比 ギ 128 151 42 67 86 101 146 103 100 

のとしてをのた小関f系の上七*交を;試みるとととする。

誕のfイ，'fúl土全1iとして 16~198ml11 ;l の !Hj にあ i) ， '1 '-1:-; f，立の ./1主えは 2 サイミJ) 118.3 mm" , :iえ

ノj 、は 3 サ木の 32.5ml11:!で、総 '1土よりはむよそ 80111111" となっている。とのうち変!/~のJl之も jl!，;し

いのは 7号木で 42--198 111m3 , すなわち， 1561111113 の志がある。とれに対して対!!日本は 46~

151ml11"で約 105ml11えの 75がある。一般に変呉fiの方が変叫がえでイ三揃いな:店とが多い。対J!:~

木の :'1;'lLjfJi'[I土 78.1ml11'となっているから， 103% に相当する。とれは誌の長さが悲しく続く

なったにもかかわらや:民の帆むよび、以さの肥大に)1:くものであるととはいうまでもない。誕の

休干:iiの大小と樹[1.:のえ小とは一致しない。

1必ずるにー!日~Jコ{材15の千1:-;1五対j旬、本とほとんど変らないがW，J休により趣を異にする。

(D) 葉 粁'ì (出 260 炎)

変 li主体の;店仰は全体として 3~6ml11の純白Hの変呉を有し， その-'1'-J~Jfil'r_の:ll t!çl工 7 号本の

5.1111111 , )1州、 3 サ木の 3.3m!n_，総"1; 1~-; は 4 .4l11m でるる。対J!:t木の 74% の l~さを有し26%

ノJ ，'C' まうる。

当日するに主主干tìの長さはいすて:~LのWH-1，も対!!日本より慨し千五Jは 74% にあたる。

以上裂するに， ]SOつ外1， i\)1ヨ tiqのうち ， q年に汗しい変化は，史Jコtとさのì'iK少(対!日付去の約 60

%')，相45 よぴ~M/ さの市加， ひいては十l，n折削杭の増加1 (対J[({，本の 172%) である。 そのi山県縦

断n'rÎ形状比は著しい哨刈1 1!:なしている(対!!日本の 238/0/0')。

第 260 表 奨鞘の長さ(単位 mm)

\。E試オミ 2 
類 J31j .-----V" • .' I 3 4 5 6 7 |平均対;男、 (2nf本)

エ[L 均 4.96 4.42 3.34 4.60 [ 4.00 4.33 5.06 [ 4.39 5.9己

1ft 大 6 6 5 6 5 5 6 9 

長 4 4 3 3 。内 4 4 4 

lt ミキE 84 75 56 78 I 67 73 85 74 100 

( 3 ) 主|昔Eの r~J{í'1羽生JE

~の解長1]学的性質を観察するととの必要性については今あらためて赴くまでもない。 ~lの横

断IT'rîに粘:通し，同時に変異の|民界を失11ってたくととは極の識別上価値がある (Shaw 1914) 。佐

藤氏(1931) によるばかりでなしまた，植物の生翌日生態的研究の茎礎となる。林木の供数体

の内部形態に閲する研究は比1史的少ない。さえに針葉の内部形態，すなわち，併存IJ学的肘i士を述
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べるにあたり皮肉車rWæ，架l札i[ "L，tl，の IIWIに述.:-j(.記述するとととしたい。

A. J:t h守車[1. M� 

従来供数1'[1'(物の判定または推定を行う際は皮肉i~'I I.織がjはも都合がよいとされ，JfI弘[視されて

いる。一般に夫皮市111胞は大型となしまた，・その変)1'5である気孔の大いさも大となり，単位iúi

杭当りの気孔数は減少すると祢せられている ('II~\・林 1939 ， IJ!f'f1 1941，金沢 1942 等)。 クロ

マツ変異体に沿いては如何なる変化が夫われているであろうか。とれをつぎの 3 つに分けて Ml

ziするとととする。

(A) 炎 1之(沼 261 夫)

1ft]数枢[q骨jの去l:t和IIJJ包の jミいさは 1/下数性の百:j11~と一致する場合が多いことは一般に認められて

いる(川本 1940 ， Rusmuswn and Levan 1941 ，凶， 11 1940，野 11 1940 等)ととろでるる

が，クロマツ変具体に必いても同様のととが;泌めら ~Lる。

すなわち p 去l:tの以さは全体的にみれば約 13--- 33 lt の1i\Jにあ i九千JL)他の壮大は 1 4}*の

25.8 ,1l, :l l ，( /j 、は 6~ひ木の 21. 0μ となって本、 l人総~I:î. JI) fH![は 22.5，1l であるけとのうち故も変異

に 1J;むものは 3 サ木の 13~33 /J.， すなわち ， 20/J. の苦こを夫わしている。 とれに対して 2 ↑主体

は 13 ~29，1l， ';1 ζJ~J 19. 9/J. であるから，変異聞休は対!!日木よりも 6<~0%， ~I 三Ej 13% の哨力11 を示

している。 K}( ;j;;.よびjIKノj 、{JI'Cの一致しているのは 2， 5, 6-ジイ三である。

第 261 表表皮の厚さ(単位 μ)

町i 5JIJ 
\供i武木 l 123'[  567 平均|刈照 (2n休)

均 日 |22712141 山 2 1. 9! 21.0 2.之? 22.5 19.9 

ß反1 大 33 29 33 33 29 29 29 29 

lp氏t 13 

J じ ヰ主 130 1 14 108 1 13 1 10 106 1 12 113 100 

日、 l二の iJli!~とは]~の 'i'央部の切J iーについて行ったものであるがp 仙の部分にたいてもほぼ!ilJ様

であり p 火山~IIII]包の大小は-般に格っている。去1えは弁刊行トい -NL も 11ドf をなしているから p

との測定{jl'Cは市111胞の大小を夫わすものと見1，吹してもさしっかえないと Jιわれる。

裂するに変具体の去!之中111胞はいす吋 Lのi品i休も対lE{木よりたであり， --'1'-ιJ 13/oi 増大している。

(B) 下支皮(第262 去)

下表皮の!手さは他の一般の組織が肥厚の ftri下]を示しているのに反し，間して ~'~J;~ くなってい

る。ただし， U二、よび 2 サ木のみは対!!日木よりも厚くなってし・る。下表皮細胞は極めて不斉で

ありその大ノトも甚しい。各部に会ける細胞居は一般に 1~4 Tt千をなす。下部の両tlki-ffßßH.5lÎに沿

いては迅常 41ti-程度であるが，稀には 71芹に j:iーする場合があるし表皮のごとき斉ーさはない。

引に気孔の孔辺に沿いては不斉と左上大小の市111胞が混在している。一般的傾向として曲ffJit状

をなす上而1f1i]の細胞に比して p 下而rWJの細胞はやや小でるる。
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第 262 表 下手2 皮の九二さ(憎{:~: v) 

-
円
b
Z
1
1

￡
主
一
え
レ
〕

1
1
日

U
A
R
一
司
ト
ム

ー昨
川

供試木 l

大

1 ! 2 3 4 5 平均刈照 (2ní本)

39.5 15.2 

55 62 

27.2 

46 

17 

75 

34.2 

52 

20 

94 

33.1 

49 

20 

91 

30.0 33.7 

39 52 

20 20 

82 ヲ2

34.7 36.5 

59 

20 

95 100 

IJ、 20 26 

，t~ ! 108 124 

ドd(l之の)がさは会{イ〈として 17~6211. のi/ \Jにあり，一'1ζl~Jfùの JIど k. は 2 サ木の 45.211.， H~小は

3 サ木の 27.2/1.， 全体を泊じての総-'1斗与は 34.7/1となっている。とのうちiik も変 I_~に 'l;fむも

のは， 2 サイミヱコ 26~62μ，すなわち， 3印の主を有する。とれに対して対)!({.:1(は 20~5仰の

川にあり ， +l~Jは 36.5μ となっているから変具体のドJ毛皮の!以さは対!!日木の 95% にあた 1)

Hi1Í込に il，~少している。 4， 5 むよび 7 ..~.・木は '1三 l~JfJi'LがJ!J1f以している。

裂するに， T去11乙市111胞はイ;斉なもの多く，対!!日木より小なる 11母体がある。千l~バ'/1'(はでYiかに

(5%) 小で、ある。

(C) 気孔

fi?数布1'[物の気孔の数または)(いさについては多数の学才;により iiíiõ'l議されて L 、る。竹 IjI氏

(1947) によれば、同氏供数休にないては 5 j川本附近まで大いさを府し， S~ 'tT1i~.数H~に沿いては

かそらく 10 j汗休以上になっても ff!?大ずるで4うろうという。 Bergström (1S'40) !土ドロノキの 2

七千体と 31引タを交雑しそのう--fÆ'l を !iq:jt:して，気 .=f LJjJふさをよじi!i之し， 21;'\-1イ.:， 31:'(-1イ.:， 41iH本の

比率は 100 : 116 : 132 であった。 p'JL内 1<:: (1947) がコルヒチン処r.tJlにより育成されたアカマ

ツ，クロマツ，スギ，カラマツの利(， l'I'jにむけるござ験では， 11'~'数休の気孔のんいさはいづ川しも 2

fiE休上りえであった。 また， Ijll:f~数 J主 L 、ゃれも少なかった。しかるに Jom邸on (1940) のド

ロヤナギの liJI'究によれば，気孔のA~ ，さは必歩、しも 3 'f/~-休が 2 1;'\.fイ4 より大であるとはかぎらな

い。 21.f~.休にあっても誕のえきなが[物では気孔が 3 抗体より大なるととも心る。金沢氏(1948

a , b) はタイワンギリたよびカヘデ同の気孔のんいさと染色休数のUQ1系について注ぺ，気孔の

明大はジとして 1[\.数'r'l:の絶対 I'i'~指紋とはならないが，しかし，選抜をなすJ~，)合の子11;;[的'mr1Jをとし

ては役立つであろうと;.jj，t し， 11 年に t つてはがけトn'~JLjイ干のあるととを十行.J1;ìj している。

以上のごとく気孔のたいさについては極によれまた，採取したyf;f;'l如何によリ時に例外を

示す勾合もあるが，大部分の植物にないては倍数体は 2 倍休J: i) 気孔自身のプ凸、さのみなら歩

間))~*Ill胞の大いさも拡大の (tlf向を示し，それに件って単位而干lit るたりの気孔数は減少している

のが詐泊でるる。

筆者は気孔については中央横断同に現われた気孔の大いさ，数主?よび単位同干;Hあたりの気孔

数について観察したっ

a. 横断同上の気孔数(抗 263 去)
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第 263 表 中央防相汀瓜上の気孔数

記_i~~~*1 工三亡汀土工三三 7E月扇百
平均 I 16.8 16.1 11.1 1 ふ o 13.0 13.2 
最大 22 20 I 1 7 20 1 7 I 18 
長小 12 13 7 12 9 8 

比率 106 101 70 101 回 I 83 

14.1 14.3 I 15.9 

20 一 25

8 ー 10

29 90 100 

q ，央H~的ymu:にゐける気孔数は全休として 7~22 i/ijの ii \Jにあり， '1三i主)fji'î.の故大は 1 号本の

16.9 iiij， 故ノj、は 3~サ木の 11.1 fZijであったo 総;ヂどjは 14.3 iiij となっているが，とのうち故も

変~'，~I乙 'flfむものは 7サ*で， 8~20 川，すなわち， 12 ドiの主を有している。とれに対して対J!H

千三では1O~25 f:i:j , '1'，均 15.9 t;'ijで、あるから変具体の rll 犬横断げlîJ-.の気孔数は対JHt木よりも千

ιJに才よい'ては 10% 少ない。対JEi.:，.fくと対比してその大小を白川 (1句にみれば 1 ， 2, 4 サ木は↑・~I~~か

に多く.その仙はいや~L も少ない。

必するに tùii1frfi'rU:の気孔数は対)!{i，木よりも僅かに多い11.'ilf本もあるが一般に多少少ない。 '1'-均

自)'[は 90，%である。

b. 気孔の-)心、さ(第 264 夫)

気孔の大いさはlrl:-}(II日たよび壮大深さをもって夫わすとととした。スンブ法による測定が困

却であったので， r-[I央tl~断rúîiこ夫われた気孔 rll ，ほ Ifrl' ソとを切IW したと jιわれる気孔の大いさ

をiJllIえした。

気孔のiJlMはむよそ 32~58/1. の i l\ J に b 1) , --'1'-- j:~Jfji'[の叫んは 2-~.木の 46.1/1.， 故ノj、は 4 -B‘木の

41. 6，1J.， 総 '1三i与は 44.711. でむる。とれに対して対J!江本の ~I;__均航は 34.711. でるるから変異体は

千j:~J 128，%にあたり 28% 明大している。各1j，'，1休についてみれば351ki木上1)はいやれも 20，%以

[..ブぐむある。

第 264 ii定

~_i!1ポ木? 穴
主再別 ~ ~_I ~ I υ 

隔 |τF 均 45.8 I 46. 1 i 44. 1 
!最大 58 58 58 

(F)l 最小 i32135i35|
比率 I 132 i 133 127 

i 平均 97.0 I 108.4 i 96.8 I 
ぎ l 最大 128 I 144 128 

11最小 67 77 70 

(川|比率 I 94 I 10己! 94 I 

り平均 14叫 4997 4269 

議 l 最大 6960 I 7930 5590 

さ最小 I 28C コ I 3150 I 3200 

(μ3) 1 比率 124 I 139 119 
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気孔のj犯さは全休としてゐよそ 64~144，"-の II\J にあけ~ Ji三YJ仙のおよ大 l土 6 -ひ木の 114 ，1んま

た， :'I~J叫1'(の 11~七小は 4 七十本の 96 ，"-， 総-'1三1:Jは 103.6 ，11. となっている。とれに対して対山本の

千J~J f!I'(は 103.3/1. であるから変具体は対H{i.木とほぼ、 I ， ilf!l'(である。11>'<1休により多少のん小はあ

るが大休対!!日本と矧似したものである。

JCに気孔Jコ 11fT/l'rﾎ fj fの}(\. 、さを ry!Mと深さの杭をもって炎わしてみるに，全休として 2800~

7930 ，II.~ の ilむ凶内にあり， -'1 三 J'JfuJ:乃故えは 6 号本の 5112/1.']， JI，(:，j 、は 4 号木の 3989 /I.~ で総千

J~Jは 4606/1.~ である。とれに対して対!!佐木の千とJÚI'1 は 3585//' となっているから p 変異休は対

J!H木の 129% であ j) ，約 29% の哨}JII となっている。 しかして各自'i[付4 とも対!!川三よりんであ

る。

気孔の11Mは各11111休とも対.l!H木より大であったが深さは 1 ， 3 ， 4 も;ー木は「汁二ノj、であった。しかる

に償断同ih'L すなわち. ~I日と深さの的に~.いてはいすコれも対!!日本より淫かに)\_となっている。

以上裂するに，気孔の数は対!!日木よけ多いWrlf~ と少ない例休があるが，たいさの方は例外な

く大で‘ある(-'F- J:.'c)がJ 30.% J() 。

B. ~ 1勾

J\ll l勾については[iiJ化中11尚ゐよび樹脂j立の 2 つを %;\1摂した。

(A) 1司化キ11 純

1，可 itW械は炭素[riJ化作川を営み，とれを+î"\ 成する菜市111胞には架線杭を合んでいる。しかして

との制胞も他の各事11織にたける市III)J包と同様，一般に肥えの ftii向を示している。しかしながらそ

の程度は市111胞によって趣を~~~にし，えなるものは山径 180/1. にも j主ーする。また，内 ftWの市111胞は

外Il!Ijのものよ 0 もたきい ftíiri'J を示している。との市1I1)J包ハ大いさと一応の大小の 1 l\] 1こは:i1'-fQ!Ï関係は

必められない。外市111胞のJf;は斉ーを欠き 4g)k~詫 (arm) を ;íîするととは対!!日木と 1，サ様であり， 131

位の lふさは一般に外IWJのものが長い。また， l ， iJ 一市111胞の qlでも側めて変異l亡日み， JJ/)介によっ

ては，そのネ111胞の反対(!!IJVヲものと出走行し 1 つの陥'::，t:!f， をなすものがある。との現!奴は皮肉中1 1.織

に接した車III)J包 lこ多くみられる。その長さは p 痕跡を残すl'YJ主の微小なものから 70 ，11. の1<さに

及ぶものがある。 1 和11胞 rlllとゐける敏度数は 3~13 í:i;îf 'iJ主であるが，その市111胞の位。1の内外に

は関{系カtないよう vεある。

との組織内では，対!!日木のものと同様に柵状組織むよび海車'111状組織の区別は明瞭でなく， 2 

~51奇をなし，皮/j引lL尚に接する 1/吾のみがほぼ同様な形状を呈している。

1 横断面l:二に表われている約|胞数については，対J!H木との比較は未だ明らかでないがp f?を休

的にみて肥大にともないjl>X少の傾向を示すもののようであり，単位i面積当りの市111胞数は lリj らか

に減少している。光RJJ~吸収fl'íÎ干Jfを大ならしめるとし h われる (KjJiil\: 1931) 敏壁の長さは長くな

っているがpbJハ数が全体的にみて減少しているか存かは疑川である。単にそれ等の外部形態

上の問題のみで同化能力を云々するのは避けたいのであるが，一般の農業作物にむいては IliJ化
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能力の榊んしているものが多いようである。

~j~慌の数について森川氏 (1936) はいやれのマツにむいても出の数は各車111胞につき 3、7 例

休であるとしもい p 佐藤氏(1931) は数がiから十数臼と述べている。

?任什の 1叫討さによると変見11，ゐよび対!!日木いやれも 3~13 í:(;jJヲ柏聞のものが観察され佐藤氏の

致している。制ペミと

:必ずるに， Ila化中11織は J.:H，に 1与いて苅.!!日木に )ij'f似している。

i立(第 265 去)己
川fJﾏJ' 

、
}
ノ
R
U
 

主ljの抗的Tllljに必ける樹JJ iTi立の位世沿よぴ、放はマツ主nの分支11に jTî~裂な f注目を Ilí めているととは

11ÎHこも~ぺた泊りである υ 樹JJ iTi立の設は舷J~の所生佼世，被l法の皮等によっても J凡なる。

クロマツ変 1~1ノドにむける樹JJ片道数はiiども itfl すべき ~JçrJIJヲ一つでましい減少のftl'irむを示して

いる。全休として 0~4 仰の川にあり， .:i1'.1:~J似のJl主大は 6 サ水の 2.33 í;.';jであり， A一刻、は 3 号

これに対し従来の学行Jコ観察では 4~14 í:~'j (1同長木の 0.78 'i/:jで総，"'1'-1:りは1. 16 í/;jでるる。

また p f任jfの }IJいた対J!H本!士 2~8 í;~j ， -'1'- 1:~:J 2.98 í;;'， jであるから変異休のもの19:-31) であり，

ことでn:立すべき :;'j;:XHは 6 ， 7 サイ4を lí~~ く仙の全11.'，1休が全然佐J'JJ市立をは対'~J!H木工") 39% 、ぜある。

そのき定数は各fIr'，lfi， 50 本'1 1 7~21 本にJ: i) ，谷fIr'，I1水

5 号本l土 mlJjと本数その11止も多いのは H土木と 3 -5-オぐむある。

とれをと:ti免~5Tすると 50 .+~のうち 15 -{>:を千f-t るととになり，

有しない架を多数千f してい乙}.'..仁ε あって，

公民数の 14~42% に相当する υ

4 号木と大が 22 イヰであるから，

6 ぢ‘とれに反し 7サ木は 1~4 í九千五:J 2í:引を千f し他の変異本と 1屈を~~~にするつ休一致する。

水はii，ti:干の関係で1!~;1jJ;;本数が少ないが"'1'- 1:り 2.33 í/，'jでふる。

i勾: Jt 
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(39) , (1. 16) 3 4 

106 

98 ﾄ 'iolｭ
仁ヱロi

1 I 500 , 2.98 1∞ 10 31 43 対照

とのことは切片を作る場樹脂j立数の減少は I~q らかに樹脂量のj成少を示唆するものであり P

合p 樹脂に対する4おjリの考慮を払わないで、も容易にブレバラートを作り得たととからも想像す

ることができた。

主樹指道は=u~のj釘刊から〉凶可lこ至るまで貞通しているが， h\IJfJ)'j"fJ片道!土葉の生長如何にかかわ
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らでF、中央1T官間近にかぎられるから樹脂近数の i誌も多いのは Iドグと部であるといわれている(佐

恵三 1931)。変 1)''114えにないてもとれと同機のととが認められた。すなわち， M!J樹脂むを有ずるも

のは少なかったが，主樹脂道の 11-1央世間刊に去われないものは芸部或いは光哨(\1\1亡必いても見

J:Uすことはむきないようでるる。樹脂泣数が似めて変身|主に宮むものでるるとはいえ，樹脂道

の芭化して全く J!l~いものについての報官はないようである。各倍数?千三のnill.!lii白， iU4背が拡大また

は縮少のいサ寸しかのプJ向を辿るとしても， 1 #i~f:ìi::が全く泊犬したという株台は凡11\すことがで

きなかった。出JJ t-r j立の退化の問題{土非常にBi). Ii，\こ開く J事ぜられたので第8 図版により退化の順序

を示した。

樹脂illの位世はほとんど全部が!司化組織Ijl にあし皮膚組織に接するものはほとんど見出す

ことはできなかった。 しかしながら内皮組織に接しているものは佳かに諸められた(第7 図

版)。 また， 11 1 心部卒11織内にたいても，a;j中fH'i' ，kの川に樹脂むと思われるものを 2， 3 見出した

が，全体の1!1，:Ji.i\:~\!l?JZたに比べて極めて 1fl'~か εあった。またp その位置と大小との1l\Jには関係は無

いようである。 l'州n:rillのえいさも種々あり変具に山'むものであるがp 一般に対J!(:~木に比して大

型であり約 180/，-にも達するものがある。

保護持jの j三いさ冬、よび数は，樹脂道により一定していない。数の故も多いのは 13 i:立に淫す

る。また，分泌%111胞はプレパラートによっては明瞭に区叫するととは凶却であった。数は不規

則であるが 7~lO 山内外のものが多い。

裂するに変県水は樹脂j立が極めて少なく(千J:~J 89%) ，全然とれをと有しない針必が 14~42%

イ子、在する(ただし， 6, 7 号木引認さく)。

c. "1 1 也、柱

[ド心中 1:の )1ヲ ]L~ ， 大小等は従来分類にlRきをなしていた。筆者ーは特に I叩之の数量たよびプミノト関

係に重点をないつ乙・制容を行った。便宜 1. ま十*ff;W~-;から;主べるとととする。

(A) 市ff; 管束

*j[;管点はみキII 織Ij 111之も複雑であり， --tætにその大いさを判断することは IRïill でるる。各細胞

は一般にえ引となにそれに伴って組織もん21目となっている。しかしながらみ%11胞の肥大は必

やしも比{ý0的にはJifプミしていない。 とれはf也の組市最初w包にゐけるとい]様である。側々の品!日胞の

大いさは変異に官んで丸、るが他に比すればやや斉ーさをと保つ℃いるつ

Ýlíイ骨伯ii

多く， .;f三買部と移入部ぷ'ii( (Transfusion Tissue) とのんυltは IIJjl!なで、ないものが多い。対JE~ /f(

は一般に 2 つの椎管}1~がflHW をと dii下びその|叩は移入組織によって|川崎に 2 つに分けられている。

しカ J るに変具体はその区)JIJが判然としないものが多い。 しかしてその河列犬は両維管水のh'l:i~J~ が

小なるために;J1'J円形を呈しているものがるる。また， l~州H:'i'点の 1/11の遠いものの中には樹脂む

様の組織をなすものもあるが， はたしてそれが樹脂立]:-C'-あるか百かは断言できない。対山本:の
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クロマツ iこ去いては p 占1f;廿;tN~のJ二 n'rÎ に ;If[当接近しtd:i;iJiJî" l'C ';1;<状， T守土'!l;1~或いは I 字引に;忠告lE; し

た)手膜細胞の集合がは受けられる。変異体に沿い℃はかかる形状の市[!i胞を観察したりJ??はほと

んど無 c 一般に厚IlVi*'II[胞の数は減少の傾向を示し似体にどっては全く見受けられないも乃

も Jうる。その位置は*f七千点のJ二日Î I!ltlに多し下而保IJには少ない。

必するに p 対)!札木は 2 í/:î の市f[;干1;点が明瞭であるがp 変異ねま修入組協;との境界がlリJt僚でない

ものが多し区別が判然としない場合が多い。

(B) 内 JJ乙

内Iえはマツの葉の杭!却ni'lÎには政も1，1+ミl引に表われる。 lλJ!之の)[刻犬は種々の因子の影響により変

形しやすい。本実験i乙必ける iJ !lJÆ偵は Chamberlain b 液による 1m定像に対するものである。

1'''1皮の形状は一般に1f'Í円 )1予知似形であるが，~のド!(iî I乙近い[i'!Îは中央に対する毎11111支がえで

あり y むしろ中窄柑rqllラと，町、するのが安当であろう。しかしながらその脅I民度は， :t\Sつ形状に

よって支配されるととは少ないようである。一般的にいえば変具体の内皮は対HH木iこ比して側

めて不斉形である。とれは後述する各細胞の大いさのイミ斉と関山じて変異体の形態(1'0特徴とし

て挙げ得るものであろう。

各箇J)内皮細胞はそれぞれ rllul1j'f，j を有|接して環状に II~i~ )íIJ し，葉!々と境をなしているのである1

がy 中には 1 箇の内皮和11胞が:j)t内に民入しその部分は 2 hEr をなしているもの， Jixいはまた路間

かの細胞が~;rl辿結して葉肉K突111 しあたかも触角のごとき感じを与えるものがある。後者のJ場

合は樹脂j立の保護細胞と辿iiij している。しかしかような例は極めて稀に出現する。また， 2 本

の針葉が癒合して 1 本となったものの中には函â r!1心性は辿枯し，したがって内皮は完全に癒合

し 1 箇の中心柱の下1Mが圧迫されp 極端なる中窄桁川形を呈するものもある。と ~l;#はいやれ

も内皮の変形しやすいととをぷ~fH‘きするものである。

内皮細胞の形状むよび、数は間々で対!!ぴ木に比して不安r)1予であるととはI請にj}1ì:ぺた泊りで、ある

がp 各細胞の大いさは誕の下町に泣い側のものがp 他の側のものに比し遥かに小である。大な

るものは長笹約r-;o μi乙注するがp 大休 20~50μ 内外である。 $IH胞数は仙i休により苦しく呉

なるがy 大体:W~の大小と比例している。一較に 22~52 何であり 110 白内外の細胞数を千fずる

J\8が多い。対照木のものはとれに比して去の数も少なし金沢氏(1929) はアカマツ p クロマ

ツいすれも内!以'!I.が&$耐巴数は 23~33 í:i;jと控べているがこれと大休一致している。したがっτ

変異休の l^Jrkキ[LÍ\抜高II[胞数は持引!日の傾向を示しているとみてよい。

以上J裂するに p 変異休の内皮は不斉'11ラでありr[ 1窄楕円形が多い。内成制l胞の形状;t-よぴ数も

不斉で数は多い傾向が3うる。

(C) tjl'L.、柱の大いさ

rj:t心*1:の拡大は変異木にたいて注立すべき 4)i.引の 1 つである。

a. 11 1 心柱の幅(第 266 去)
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第 266 表 中心柱の隅(単位 μ)

刻印j fjiぷ木 i 1 2 3  1 5 6 7 平均(対照川本)

平均 888.0 87υ.8 i 661.4' 698.1 779.4 770.0 839.8 788.4! 599.5 
最大い180 1320 1060 10∞ 1226 1∞o , 1160 - 800 

Ht 小 660 660 1 5∞ !ωo 560 520 , 6∞- Iω 
比率 1 148 147 I 1 1 1 1 16 I 130 123 , 140 I 132 1∞ 

:誌の肥!むよ i乙1'1ぞいI[ t ，亡、宇 1:の拡えも ÙÏちに与え件るととであるが，観さをの~:N-;，j~は炎にみるこ、とく

:症の )(/J、と戎る関係を有するととがIIJJ らかになった。

日は全体として大体 400~ 1320 ，Il の I Jl Hこあり， :'1"均 f!!:Lの此えは 1 号本の 888/'- ， 1[1: IJ 、は 3 号

木の 664 fl で全休を油じての総; 'i 5..J:~J!土 778/'- となっている。 このうちJはも変異に1;fむものは

2 ゐよぴ、 5 号木であって p その Jfjは 660μ に注している。とれに対し℃対J!H木は 420~800/1，

~15.. EJ 600，1l となっているから変￥叶相主対!!日水の 132% であしが)2-0% の哨}JII を示している。

7*のWHJj~ l[ t 3, 4 -'t去木， 1. 2, 7 ~号本はそれぞれi王ぼ'1m似の J|三均 f!l'[を示している。全変異木

が対.IEt木よりんで、あるつまた，とれ;;:tt と誕の怖との閣係をみるに，大体に必いて :-1斗了 (1句 l乙変異

している。

b. I[ t ， CAI: Oì}cメさ (;;r~ 267 夫)

去に示すごとく1["ふれの ~J日と/， d様 lこi仔犬のflIifÍ'l を示している J手さは全体として 300~820，u

の i[\J に(b 1) , + JtJfÙの壮一)(は 1 サ本の 632 /'- ， :4刻、は 3 サ木の 413p ， 全休を辿じての総'15..均

は 522 /'- であろ。 11止も変811に出'むものは 7号本であしその::;~Eは 460μ に j_tしている。とれ

に対して対日付木はたよそ 320~560 /'-, 115..J:{J 411μ となっているから供数休は千J!...J 27% の榊

んをえミしているととになるつ

rft心中l:のほさも=民のIl}:さと "1汁 j(1句に変化している

第 267 表 中心柱の!享さ(単位川

、 fjh試木 1 2 3¥4  5 6 
期日Ij . ! _ , V I 

平均 !ω.0 612.2 413.41ω.2 1 4江 6 528.3 5札 8 I 
最大 760 1 7ωI 520 : 660 氏 8 640 820 

最 IJ 、 5∞ I 180 I 3∞ I 300 I 360 I 430 3ωi 

均|対照何本)

日 9 '1 410.6 

560 

320 

比率 I 154 150 I 101 I 1凹 I 115 I 129 134 印 100 

C. 中心柱の横断面積(第 268 去)

中心佐の横町商積はi'ÎJ円として計算した。 全体を通じてゐよそ O.13~0 .40mm~ の間にあ

り p 平均値の最大は 1 号木の O.44mm九最小は 3号木の 0.22mm' であり p 全体を通じての

稔平均は O.33mm2 でちる。 このうち最も変異に富むものは 2号木であって 0 .49 mm~ の差

を有している。 とれに対して対J!H木は大体 0.11~O.35mmコ， 平均は 0.19mm" となってい

るから全体を通じて変異体は対照木の 173% に当り 73% 滑大している。
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tí~ 268 表 中心住の11'句祈国債(単位 rnm2)

会 irfjE試木 1 1 2 1 3 1 4 5 6 

エ区 均 0.44 0.42 0.22 0.25 0.29 0.32 

lli 大 0.69 0.75 0.40 0.52 0.58 0.50 

最 0.30 0.26 0.13 0.15 0.18 0.18 

lt 主苓 232 221 116 132 153 168 

7 1. 平均|対照(制本)
0.36 0.33 0.19 

0.57 一一 0.35 

0.19 

189 173 

0.11 

IC コ

針~の多くのj!!IJJ.íご他の ql で， 夫対jm山K町{イ木王に対する変呉f休4本〈の J比七率カが::ilは之も大なるものはi葉t廷5の縦!悶祈酌州f

状上比七の 23犯8%，とれについで大なるものは ql心杭の，lri杭の 173% 沿よび誕の椛旬r /l'ri肢の 172%

である。:tVlの 111仰向ij干1'[1こ J 壬 I~r比例して "1心中 1，もんとなっているのである。

d. "1心中tの刷所前{形状比(1.以さ/帆 x100) (第 269 夫)

Ij l 心、粧の I!J[iÎに対するりさの'/;:IJ介を Jò で夫わしたものである。

ヨ!ミにみるごとく形;[*比l土 40~103% の]I\ J にあり， ~Iリ勾胞のJKえは 1 号本J) 71. 2% , 11主小は

5 サ木の 60.83'Òで

ーザ:本であり 63% の主がある。 これに対して対照木は 47~91%， +.j::O) 68.5% である。一般

的にいって対J!H木とほとんど変らない。

第 269 求 'í:r心l住の tll'ö，jil凶形状Jt (厚さ/胴 X 100) (単位%)

類別- 1J~きで111213! 451 6 1 7 平均|対照何本)
平均 7 1. 2 I 69.7 I 62.2 i 64.3 Iω.8 1 68.6 i 65.6 , 66.1! 68.5 

最大 I 88 93 I 81 加 I 75 I 103 103 91 

最小 I 56 I 52 I 45 I 52 I 49 I 53 I 40 I - 47 

比率 I 104 I 102 I 91 I 94 I 89 I 10096  I 97 100 

以上のごとく変異の11日の広いことは 1[1 心中 1.:の形状の変りやすい性ftを示すものであり p 特に

63E よひ:7-~‘木にむける 103% は /q'l手に j泣い I1予を示すものであり，一加の/!I，'，j型(I'~のものである。

iソ;.1:必ずるに p 変異休の I[I ，C.、tJこの 111日必上び以さはいすれも平均約 30%， 11川i'il土約 70% :1-怜え

している。しかるに形状比はx-fJEt木とほぼI"j様である。

(D) 架の大小と 1]1心柱の大ノj、との関係

a. ~l"心柱~J~\の~*百に対する割合 (r]1心柱の中市/誕の幅 x100) (都 270 表)

とれは;症の幅に対する 111心柱の帽を %で表わしたものであるが，葉の内部組織~]:llこむいて

rj~心本主治:いカ刈王どのブミいさをなしているカミを失日るととカtできる。

去に示した泊り全体として 29~66.8% の !IIJにあり，千JbJfltCの最大は 7号木の 49.1 %, 1淀

小は 6 サ木の 45.1% で全体をと泊じての総千j~Jは 46.8% となっている。とのうち最も変異に

官むものは 4号4木でるって約 27% の差を示している。とれに対して対J!H木ば 36~60%，平:J:~)

46.7% であるから変具体は対ーJ[{{木とほとんど全く同値でるる。
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1;r'>; 270 茨 中心柱隔の'!lIil!刊に対する制合(仁t，心U:の阿Il[の胴 >C 100) (単位?~)

類別
~1Jjミ拭木 つ 3 4 、J 6 7 平均í:~H在 (2n休)

平 均 45.1 49.1 46.8 46.7 

:Fr~ 大 65 52 66 ι。

長 42 40 39 29 41 37 41 36 

比 'f~ 104 101 99 97 97 105 100 100 

またp 千会引，'， 1休の 'l'EJfl!lのIi \J!亡は脱却jな ~Y~jkはなく，大休i以かょった数値を示している。全体

的にみて1/'心主1::の帆は~\~の 11日に大休比例して明大の ftIi日]をジJとしているとみて良いであろう。

b. 1/'心位以さの誕の !12 さに対する }ilJ合( 1/ 1 心中 u山梨Jv: X 100) (部 271 d<.) 

とれは;!主の一定以さに対する rll心中1:の!立さを%て、表わしたものであるが， ilíjJfi と[， îJ様な ~0~

~~を千了するものである。

1/ 1 'L.引:の誕の)以さに苅ーする制合はむよそ 29~69 .%の川にあ!)， 21、-Js:J fJilの 11}()(1主 1 号木の

50.2%, 11主ノトは 5 -1ひ木の 4l. 4.% で p 全体を泊じての松王I~ J:~Jは 46.4%となっている。とのう

ちiik も変 \'~Iこ 1:fむものは 7 -B戸水であって， 40% の~'(:~を有しているつ とれに対して対!!日木は 38

~58%， ""F-J::-j 47.C% であるρ .2 15..J::J比率をみるに変主主体は対J!{~，木の 98% にして大-}'Ç::Iまない。

供試木|
紅!別|

ムド :I:cJ 

最大

最小

上じ よキ;

第 271 表 *心柱厚さの撲の厚さにヌ、Iする割合

(中心柱厚さ/業!手 x100) (単位%)

12345  

札2i 49.8 i 43.2 I 44.9 I 41.4 
59 6ヲ 54 54 46 

45 44 37 33 , 31 

105 I 105 i 91 94 87 

6 7 平均|対照 (2n休)

48.5; 47. 1 : 46.4 1 47.6 

66 69 ー 58

44 29 ー 38

lC2 99 i 98 1∞ 

上去にみるごとし変具体の1判[I，11iの+J::Jfúは対j仰木の -'1斗:Jfù より mかにたなるかまたは 'j 、

であるがp 大休にゐいておl似しその主のiはも大なるものに￡、いても 6.2% にすぎない。とれば

i'ìíjrJ1の1/'心中 [:!11日の数値と!日]様て、あり ， rl' 心中 1:の!?:さは大休に~..いて主の lL1 さに比例してJ合i!'riX

L-，変化は少ない。

C. 中心柱町干支の葉百î;füに対する剖合(中心性問積/業面的xlCO) (第 272 表)

とれは葉の一定面積に対する rl'心主主の同誌の割合を%で示したものである。前者は葉の

(陥×厚さ× πí4) ， 後者一は'1.，亡、主1:の (11'ßxí手さ Xπ/4) をもって町新を示すものとした。

去に明らかなるさとし全体としてゐよそ1O~34% のIiりにあり， 千五Jí!庄の最大は 2号木の

23.5%，最ノj ，(主 5 サ木の ]8.8%，総三円以土約 22% となっている。とれに対して対!1;1，木はゐ

よそ 13<'-32% の 1mにあり p 平均は 22.2，%であるから変具体は対J!~~木の 98% に相当し類似

している。
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第 272 表 r.tJ心院面積の奨面積に対する川合 (r[寸心性I日程V奨の面積 x 100) 

(単位 9í))

6 I 7 l 平均 l 対照何本)
2 1. 8 i 23. 1 I 2 1 .9 22.2 

29 34 - 32 

て~~:-{cj涌くー 1 2 -3-1-~~~1-; [ 
類別 ¥ 

平均 24.4 23.5 19.9 I 20.7 I 18.8 
最大 33 34 I 29 I 28 I 23 

最小 19 16 15 I 10 I 13 
比率 I 1 10 ' 106 90 93 I 85 

16 

93 只
υ
Q
J
 

つ
u
d

寸

1

0

 

ー

13 

100 

前述したるごとく，架の jj'IÎTùは対HH木の 172%， 1[1' I.'A[;の I(J日'/éはがJ 173% である。しかして

1[ 1心、柱町債の葉面積に対する作IJ介は今法ペたごとく対J!H木J) 98% に相当する。したがって変

具体の葉:の両院の増大と r[1心-nの増大は樹めて似たものであるととが分る。

以上必ずるに y 誕の大小と 1 [1' L.-11 の犬小との関係は1[.仏!早さゐより:而積いす=れも側めてそn似

したものである。変具体は平行(1'~に判示たしている。

(4) 茎の内部形態

林木にゐける倍数休の!Pl'i"tに関する研究は.ff('iWII'，'f1tのもの多く p 成体について制恨の例は少

ない。しかも主として茎の外部形態或いは一般的な誕の内部形態の研究が多し林水育成の主

![ (11.]たる茎に対する詳市[1ほる {i)[:究は少ない。僅かに繊Mff民の測定があるのみである(金沢，却j

，t:i古，安藤 1948，タイワンギリ )0 q，\ôJ[j村[物の供数休の繊維l~‘に I~ しては回山(1941 ，大附) , 

渋谷 (1940，柏)， ~J I 下(1940，柏)の諸氏その他の研究がある。

Jくにクロマツ変異休の茎部J)半[[布'{t 細胞について実験観察した結果についてのべる。

A. 表皮革n 織

生長したマツの表!之市[1[胞はすでに制枕して内部に後生分.}，~キ![織に属するコルク形成松を生

じ，その分裂によって淡赤制色の車11怖を形成している。とればすなわち栓皮で、ある。 )l~剣山え

の)手さから述べる。

(A) 栓皮のほさ(第 273 去)

各WM本に長ける :'>1'-l~J f!LLは全体として 83~330，u の !1 \J 1こあ ì) ， Jl~ J~J値の技大は 5 号木の 263，u ，

:1 1刻、は 4号木の 150/1 でるる。変具体の総.2[三J"ijは 198/，-，そのうち変呉の幅のi最麦大なるものは

7 号木の 11ロ7~3幻30仰fμt で枯ん同J 213μ の差ををと千有了する。 と ALに対し対J!出!~~汀i イ木〈の三千I~主均位は 1臼33，1.んf

の 1帆1白侃P日\1，は主 3部3~18剖Olμ1 でで、あつて 9町7μ のゴ主巴を千行Tけすず-る。 したがって，比率に沿いて変具体は対!!白木の

1493iÍに当 1) 約 50% 府大している。

第 273 表 栓皮の厚さ(単位 μ)

{)日試木|
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(B) 横断rl'IÎに必ける怜1之の!早さの詐IJ介(沼 274 夫)

茎の杭Wfn'IÎ'ノ|モ怪に対する徐1えの!立さの哨減についてみるに p 全体として 2.0~1l .6 .'Yoの I Ji J

にあり， -'1三l:Jfúの壮大は 5 号木の 9.3%， :11刻、は 4 号-:+:の 5.2%. しかして変異休の総~F.lりは

6.9% である。そのうち変児の 11I日のJええなるものは 2 号本の 2.0~11.1% でふり"j 9.1% の主:

を有する。 とれに対して対!!日木のl刊行は 4.6%. 変異，;-:，析は 2.3~8.8.% であって 6.5.'Yo の

主を有する。 したがって，変具体はその千EJf!立の比率は対}!{i，木の 150% にお l当し 50% 府大し

ている。

第 274 表 横断面における筏皮の厚さの割合(桧皮厚/1横断一画半径 xlOO)

(単位 %) 

:~員別 J\実試木 i(!官平大， 最均ノl、 )1 対照 (2n体)2 3 4 5 7 

平 均 5.2 9.3 6.9 6.9 4.6 

最 大 9.4 11.1 8.5 7.0 11.6 9.3 ( 11.6) 8.8 

最 3.6 2.0 4.5 4.1 7.0 4.2 (2.0) 2.3 

比 'i主 143 137 113 200 150 150 100 l 己o

以F トj主ぺたように変具体は対)!~{.木に比し炎比中11純の実際の惇さが 49% の榊大，茎の横断n'rÎ

rド径に対して 50% 二たであるつとのととは:誌にたける気孔の大いさの明大とともに変具体の汗

しい4、円設である。

B. 制[; 色二 点

t却ff;;甘管口

(A) 伺怖; 庁m部l目: 

前j'(fB は?;，'jj作， f宇和 I!U包 p 飾部繊維， f:rU部柔和11胞必よび飾部樹脂むよりなり P 栄琵分の通路に当

り{:E.:flJ l一 i二 ~íi~裂な役;ヰIJ をなしている。変異木のとれ等の椛L主要素の抑制lこは変るととろはない

がp 飾部品刊行;立は対!!日イ4 とやや趣を具にする。先サコ飾部のJ-~/ さからのべる。

a. 飾部のりさ

附内部iの J'以fV叫/さ を 』砧JI\此'I~I断釘卵I日川f口川1可IÎ'小ドf筏晃に対する芹訓lリげイ介ヤ (ωh的i/j{;バ治出f竹刊部iリ治川叫|日山μ肌;}立山)店一5字立~J:リ/ 杭11附1î併j万「印仔fTI'ii'

27目5 夫の泊りでで、ある。すなわち，全体として 18.2~42.2% の 11iJにあ i九変異が大である。 '1'­

lCJf!Llの壮大は 3 号本の 33.7%. 此 '1、は 5 号本の 22.9%，変異f.1~給二I~EJは 29.6%. そのうち

変異の幅の壮大なものは 2 号木の 28.8~42.2 %, その差 13.4%である。これに対して対照

第 275 表 横断面における筒部)享さの割合(締部!享/積所面半径 x100)

(単位 %) 

間
三
1
1
v紅

白
一
平
目
沢
里
震

つ 3 4 5 7 平均対照 (2n体)
(最大，最小)

29.6 i 31.6 
(42.2) 60.6 

(18.2) 20.3 

94 100 1:1: 
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イミの+1::jは 31. 63%. 変}~.の中日l土 40.3% である。 したがって P 変JJ叫+;はその-"1'.J:1位j土率にた

いて対JEi，本の 94J6 に当り多少出くなっている。

要するに変児木の的j持1\のほさは対.II~~木と$(j似するかまたはW.J1生により多少刊i くなる傾向があ

る。

b. 樹 JI片道

fmri'm内にイf-点ずる樹)J行;立は二本fn;のそれによUji交してはなはだたWJではないふ

(a) 樹 JI片道数(tF~ 276 夫)

的消防lJ1i1むは l.(在しその数も少ないので単枚目[杭当りの数を1下山するととはかえって副主を

まねくおそれがあるので，切Ji-fλjにむける総数をもって示すとととした。当初jに述べたごとく

校の直径は類似したものを選んで切パーを作ったから大I!併の樹JI行道数を察)，11するととができる。

_ NI，;ii\木
住j 1]1j ~ 

平均

最大

最小

比率

10.5 

15 

8 

76 

第 276 炎筒 ;'¥i¥ h'H IJfj 泊数

2 3 4 5 7 d長 J刊対照州，)
9.4 i 8.7 1 10.4 6.0 6.2 8.~ 13.9 

14 1 12 12 8 15 (1υ) 24 

4 7 8 4 7 (4) 6 

67 62 75 43 45 61 1∞ 

全休として 4~15 白イ{{I' するが.il工1;..1 ÍJ1' Cの批えは Hj-木の Hl.5 附. :![，(/}、は 5 サ木の 6.0 í/:jで

ある。変異休の給三1':J:~jfju~は 8.5 何p そのうち変異の1IP同 JII~~えなものは 2-[}木の 4~14 í/:jで、その

主 10 í/:j に J.tずる。とれに対して対!!日木の 'l~l~Jは 13.9 í[:j. 変異の'"日は 18 í::ijである。 したが

って P 変具体はいすれも対照木より í8j数も変具も少なしその-"F.. J:.-Jlù比率は61%1こすぎない。

約 40% 減少している。との点はf受注する*1iI\にむいてはその数は大会がた.. ，いのに対して大き

なi'[l泣}jl.Î、である。

(b) 樹JJi1むの大L 、さ 0\277 夫)

~Jc v亡悩JI市立の/山、さについてみるに去に示した辺 1) 変呉休は全体(I'~Iこ大いさ(也径)が小で

ある。全休として 42~123，1l の大いさを有し. JF-Ejí!lCの1iV，:/主 2 -+J-木の 108/，-. 11止小は 5-8"'木

の 53/1. である。 変 .í~f.イ止の総.il三Jfjは 78.5μ，変異の怖の故んなものは 1-U木の 65~117p で

その差 52/，-であるがp 対!!白木に比較して一自立に変異は小である。対!!白木の千均値は 132μ で

あるから変具体の比率l土 59% に相当し著しい縮少を示している。

第 277 表 飾部樹 IJ日道の直径(単位 f1.)

\供試木l (一最平大p 最均小) 対照 (2n休).. '~fj 1]lj .... 2 3 4 5 7 

平 均 95 108 68 85 53 62 78.5 '32 

3巨I又1 大 117 123 98 105 58 75 ( 123) 200 

7ttヲz 65 72 48 77 48 42 (42) 50 

上七 率 72 82 52 64 40 47 59 100 
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以 UiJi1'，:lír"J の枯JJJ行むの数本、よび大いさはいすτれも約 60% 減少している J ペトイ!止に t~ ，JJJ行の分i必

量は，樹脂j立の数ゐよて広大いさに比例するものとすれば，分泌量の将しい減少をむこしているは

やである。:誌に 3二ーける揺りj片道のi邑化とう汚えあわせて変異木の大きな特性である。

(B) 木部

木部は似;g:;:ì;が ì:休をなしp ととろどとろに}，'.î，;(I:する樹脂む3己、よびそれに附随する~!汁二の和iI

1包より左る。

a. 木市のほさ(第 278 支)

茎の蹴1m両にふ、ける木古1\の!早さは，三|竺径に対する告IJ~~ヤタすなわち， (本部!与さ l問所町三I~径 x

100) で示した。

全体としてお.0~62.7 %のIUJにあり千均航の故大は 7 号木の 54.3%. 1ルj、は 2 サ木の

47.3%. 変異f1，の松戸F.l~Jは 50.9% である。そのうち変異の帆の北大なものは 2サ木の 33.0~

53.2J~ で 20.2% の去を有する。 とれに対して対!!{{.木の '1i..l':Jは 44.1%. 変異の帆は 47.1%

である。したがって変具体はそのヱ内f，Jが対JH~木の 115% に相当し 15% の府大である。

裂するに変異休の水子'，:1\の割台は多少、(ヱi三i勾 15Ji) 明大している。

第 278 表横断面における木部厚さの割合(木部厚/横断面半径x100) 

(単位 %) 

供試木 , つ
:J!fl JJIjム

平均 48.8 47.3 

最大 57.5 53.2 

最小 45.1 33.0 

比率 110 ， 107 

3 

48.4 

56.2 

37.6 

110 

4 

52.8 

62.7 

4己 .5

120 

平均対照 (2n体)
(最大，設小)

53.9 54.3 50.9 44.1 

比o 弘9 (62.7) 71.0 

53.9 46.5 (33.0) 23.9 

122 123 115 100 

b. 1 "I~生村耐に対する 2"'1三生材中M (2 "1三生材幅11 11'-生材中Mx100) (部 279 去)

茎の J，iJ F究子f料は iJÎI述のごとくすべて 2 年生杖の rjl うJ~t&断f]'ijによったっ 2"Hl三位にふ、ける年輪

帆の発注をみるに p 初年度と 2 :.r:.111乙ゐける木部の II'liiの 11\lには対J!H水と変具体ではその発注の

状況を具にする。今とれを抗 279 去についてみるに. 1 "1三生材帆に対する 2 年生材附 (2 "1三生

材陥/ 1 年生材帆x 100) は全体として 49~363% の範凶内にあり. .L 1i..:[t，Jfj立の壮大は 4~土木の

196% であってほとんど 2 倍に近く，最小は 2甘木の 82.% である。変異木の泳三f~JtJI土 134%

であってそのうち変異の幅の故大なるものは 4サ二本の 52~363%. 結局 311% の去を有す

第 279 表 1 年生材の幅に対する 2 年生材の幅 (2 年生材儒i 1 年生材幅 xlOO)

--:-----_供試木 1 2 3 4 
類別

平均 162 82! 129 196 

最大 236 I 153 249 363 

最小 75 54 I 70 52 

比率 156 79124  189 

5 

127 

158 

96 

i23 

平均
(最大，最小)対照、 (2n体)

111 134 104 

227 I (抑) 285 

49 (4ヲ) 17 

107 129 100 
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る。とれに対して対j仰木の千均は 104 ，%，変異の帆は 268 ，%である。したがって変呉木はそ

の千:!tJ他が対照木にi七較してがJ 30，%の増大である。

以 kのごとし変具体の校の i山荏生長は初年度の ~I'_kが少なく 2 年度の生I長の 1Jir:明大する

ftfi向がうかがわれる。

C. 偽作i[t0r

変異体の枝の横断n'rÎ'こ必ける 1 つの大きな特徴は偽作'!i~ITの多いととであるむ対J!~t本の千字句m

に沿いてはほとんどとれを認めたもの無く意に!とめる必必がなかったのに反し，変1品木に 3ぶ公己守、い

ては 3犯8 枚の旬切j刀)二jわi

主必Tける，芋j魁也睦一とか虫:咋f存子2等辛に Jよ: り生』十弁るのが普;油巴でで、あるカがと JれLし-等4与5実験;式武比:料1，1外ご午}の枝の生t長心l則切i川!日川;リlド川Iけ巾|ドI にカかゐ

ような現象はなカか込つfたこ。 したがって，偽年1愉発生のJ!;[ Iはは(I'J I'I"1のものであるととが組像される G

d. 春材と此村(第280 去)

変具体にさ子いては偽年陥が多い関係で春材と秋材と区別がつかない場合が多く生じたりその

区別のつくものでは，恭材に対して秋材幅が著しくんであるととが，一大特徴をなしている。

その測定結果は去に不す泊りである。

春材'申請に対する秋材ql日すなわち秋材率は全体として 46~770% のI!\Jにあり， -，]、必Jfll'[V主主ん

は 4号水の 402，%， )1主ノj 、は 3 号木の 68，%である。しかして 3サ木を除く他のものはすべて対

仰木より著しく大である。変具体の稔平均は 220，%で 21;'(.以上の生長をなしている。そのうち

変異の幅の最大友るものは 4-H戸水の 192~770 3"; で 578% の設を有する。とれに対して対!!日

木の平均値は 83，%，変 ll~の 111 1'S I 主 239，%である。変Jfè川4はその，[，-均値比率が対山本の 265% に

当し変異木の伏材率は対}!H本の 211円三以上で dうる。

第 280 表 秋材率(秋材師/春材幅 x100) 

供試木 1 2 3 4 
海i 別-~~ ..., 

平
最
最
比

大 i

小!

率 i

7 I (品副ρ~'f日{木)
恥 151 220 83 

389 229 (770) 260 

5 

均

104 (46) 21 

182 265 100 

以上のごとく変具体全休を泊じて 3 サイくを|泳〈他の1J，'"日三はいで付しも欣季に IIE盛な生長をな

す。刊に 4-沙むよび、 5 号二本は 5 倍近くの生長をなしている。かように秋季の生長が苦しく顕許

なるととは 1(ljt!)~'lt との関連性が予期i される。

e. Vi !享管

(a) 仮導管排列の斉牲!」E

変具体木部にたける特徴の 1 っとして似埠竹;;J~I，列の不斉整というととが認められた。すなわ

ち， Ijíj岐に記述した上うに偽年i陥多くとれに力11 うるに後述するごとし似，W~~:;の幅必よぴ1享さ
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l乙ラ1号泣をJJUコじている。 ととに異例I'i'~な大抑制止導??の f子山するととに!五(11，1ずるものと Jιわれる

が， i民的f阿にむける放射本、.J:び切紘いやれの方向に 23・いても詳しく主it雑をきたし対J!江本土 i節目午

な去な逮を夫わしている。

(b) 11i導廿のたいさ

( i ) 似導作の長さ(第 281 表)

過ミ去j夫士に 3去守ける;紛研d咋f究でで、， 1仮反キ砕導主2:竹作ニに主類[jしたものとしてはイ木三蛾古制紺紘j[仕ffの i2別川測Il卯川liJ:定4ι:があ lリ1) (金沢， i釧1刈此山山II~ I幻“，~よ品r，

1臼94却8 ， 4 j;'\-'['I: タイワンギリ)供数休が長さにゐL 、て 30%，ぷさは 44% :l行大をみているが，

~TtHの実験に公いては--'j'-EJí!l'tの lぐさはほとんど j~~:i主主どみなかった。しかしながらいす=れの1[，'，1 11-:

に沿いても変 l~l1の帆l土大である n

すなわち ， l1i導作の長さは全休として 216~2464 /'-の II\J にあり，之内~J1j!，(の 115:大 l 主 4 ~)..本の

1219 ,11 , 1，刻、は 7-'.ひ木の 1020/，-，変異休の経;-'j;"l:JI土 1100/，-であるつそのうち変異の帆の1!土え

なものは 7-号本の 216~2415/，-で 2199/'- の去を有する。これに対して対JH~木の-'1三iりは 1097，11.，

変異の 111日は 1487μ である。 したがって，変具体はその千必JfJi(比率に長いて対 )!{t本とJrrj等で

るる。

裂するに対J!(~本より変児Jì~I/;'Î!士大きいが，ぷi;l~J fp'i.I士大'ì.y::がない。

第 281 炎 仮道管の長き(単位 μ)

¥ 供試木
'Jjfj 5.HJ 

平

最

長

lt 

フ
3 4 5 7'  (占長ι長弘， fs点品P弘弘!ト刊、)ρ文対J杭}f
l 川川lハlロ2 1ロ21円9 1ωOω99 1ω02却o 1日l∞ 1ω09切7 

2149 2015 2015 2415 (2464) 1939 

q
u
 

c
υ
 

ハ
ノ
}

「J
4

〆
。

Q
J

7

6

0

9

 

0

4

3

 

1

2

 

均
大
小
半

1073 

1932 

98 

っ
υ
1
a

二

j
v
n
u

つ
υ
v
L

383 

l
 
l
 
l
 

316 

1C コ

216 (216) 

93 100 

452 

100 

( ii) 似導管の IPM (第 282 去)

似i針(ì;の ijJ~'iはtえさの l~JJ介と異な 1) 変具体は対J!なイえによヒしJ147大している。去に示すごとし?で

休として 7.5~35.0 /'-の柏凶内にあり. "'1 三 l~JfJl'[J) 11よえは 4-~"木の 18 .4 ,1'-, 11主小は 3 -~-:.;-よぴ

5 号、木の 16.3/，-である。変 W11~の ";%:-"1三」与は 17.0九そのうち変呉のIIJ0\)):1t之ーんなるものは 4-U'

ゐよび 7-~"木にしてそれぞれ 7.5~32.5 /'-, 10.0~35.0 /'-であり 25μ の主を有する。これに

対して対J!{~木のヱl王l~Jは 14.3 ，IJ.， 変異の幅は 19.8μ でるる。 したがって変異休はその千~l:Jf!l'[比

率にむいて対HF木の 119% に当り 19克明大している。

第 282 表 仮導管の幅(単位 f.L)

供試木 つ '1 "- 今
類別一 u

平均 16.7 '16.4 16.3 10.4 16.3 

最大 32.8 I 30.6 27.5 32.5 32.5 

最小 11.0' 8.8 10.0 7.5 10.0 

比率 117 115 114 129 114 

平均対照 (2nf木)
(最大，最小)

17.8 17.0 14.3 

35.0 (35.0) 28.5 

10.0 (7.5) 8.7 

124 119 100 
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受命するに似導官?の 11日は，い歩れの変具体も榊大し ""1三 J:~J約 20% 明大している υ

(iii) 仮導管の)以さ(第 283 去)

(似b反i_ぶ以L応ぶi)/与埠1与掠‘主P

ち， 表lに亡示しjた1ヒこ泊り f金b休と しては 1叩O.9~1目9.5/μt の|川i日川\1 1にこあ iり1)，九P l斗千!いL叫ι均:J fl仙位D立[の j最i詑及花-大人.は 5 号号4オ木三の 1口7.2

/μ1..， 1故比命づ小j 、は 3 サ〉木-j(の 1臼3.3/μt である。変民休の総;-'1 叫:J!ヰ 14.7/1 で，そのうち変異の11I日の最大な

ものは 1 冬、よび 3 -8‘木であって，それぞれ 11.6~17 .4 μ ， 10.9~16.7，11 ， 去はいやれも 5.8 ，11

である。 これに対して対)!{{.木の平均は 11. 1/，-，変異の帆は 7.5μ に出ーする。結局変具体はそ

の+j:~Jf[UJ 七ネ l亡命いて対JH~木の 132% に及び 32% 肥大している。

必ずるに似持作のぼさは各変異休とも川大しp 平均 32，%， J令している。

第 283 茨 {反導管の厚さ(単位 μ)

供拭木 1 2 3 4 5 7 斗L 均 (対照 (2ní'判
官i 別 ~ O...J --r v (最大，最小): 

平均 I 14.3 ! 13.4 I 13.3 15.3 17.2 14.8 14.7 11.1 

最大 I 17.4 1 16.0 i 16.7 I 17.0 19.5 16.0 (19.5) 15.0 

最小 1 1. 6 I II ・ 1 I 10.9 I 13.6 15.0 13.7 (10.9) 7.5 

比率 129 i 121 120 133 155 133 132 1∞ 

( C) 似年汗の長さ p 幅， J立さのイ、1111:関係

( iυ) 1似l反[，0等淳竹:，槌t位凶占泣[加的断[1川川/1げ的川(J白川'ri引ri行JI

イ似反主可早Ç(げ1"r:竹竹(i'0)の|札rlll川/J川Ih首á柔沿T よもぴて灯!序手さは対J!川!;幻:江i木にI比七しそ jれLレ，ぞぞぞ、 iれL 1刊9% 立沿子よぴ、 32% 前大しているととはすで

にのべたととろでむる。その日巴)以ネカff汁二県なり後一i行が大でるる。したがって，蛾íJfri白[の形状は

全休としては;(Li吹を，;iFびているととになる。その計'i;rfjiiは去に示した泊りである。すなわち p

対m~水に;t.いては)早さは析の 77.5Jò でるるが，変:]l休はいす"lL も 80% .!;.U士、で、あって， I1去に

5 サ木は)以さのブJがrlll~'i より 5% 大となっている。 ji七Hl/uこ公いても変具体はいす.41 も対JHt木

よりは数fjr'[カ?にとなりメLi味をよJJFびている。 11止 J;:fjr'[ も 1 サP3 サ木を I;~; くのほかはいやれも大で、

ある。

主与するに 1Jx:弔〔作杭!師、)i'íÎ河河川七は対j仰木より 12% たであり;.[Li引こをたびている。

第 234 表 [反専管凶i切町i形状比(厚さ/隅 x100)

2 3 4 57哩子|
平均 l
最大

最小

比率

5 |平 均 l 対照 (2n体)
(最大，最小)

I 83.0 I 86. 7 ~~ .: 
160.0 1 (226.1) 172.5 

39.5 (35.6) 25.2 

107 112 1∞ 

85.5 I 
l札21
23.6 

110 

81.5 

181. 9 

36.2 

105 I 

5

0

6

5

 

・
・
・
:
1

9

9

1

 

Q

U

/

O

Q

U

 

ー

83.1 

226.1 

41.8 

107 

105.5 

195.0 

46.2 

136 

( ii) 仮導管位断面詰(厚さ×幅) (第 285 表)

仮王手:菅の幅p 厚さはいす=れも対照木に比して増大しているのであるからその伎断面積は当然

大である。去にみるごとし全体として 98~63411~ の範囲内にあり千均値の最大は 4号木の
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第 285 表 {反導管慌|研国債 o享さ XI隔) Uìif古川)

、供試木 つ
釘i別-ム

3 4 5 7 (品。晶、)対照州本)
平均 239 220 217 282 278 264 250 15ヲ

最大 571 I 479 459 551 634 552 (634) 428 

最小 128 I 98 109 102 150 137 (98) 65 

比率 150 138 136 , 177 175 166 157 100 

282μヘ故小は 3 ぢ-木の 217 l'-~ であるが対J!H木の -'1;:1計ú: 159 /J.~ よりはいすコAL も相当の榊大を

示している。エ|三均自立の比率をとれば対H{{木の 136~177% に相当し千l~J比率は 157% であり，

57% :li't大していることになる。

前述したJi1lりよ止さの変異の!!:市は ~;II当広いが， -'1三均値はほぽII;J等で、あった。 したがって似導管

の休肢の哨i成には大してお枠がない。横断同肢の比率をもってほ I~休もなの比率を察知するとと

ができるので休杭については行IH汗する。

1与するに悦草作の凶l軒両もl品、よぴf公的は111， 1休により~~~なるが 36~77 %, :<1叫J 57 % Ji1大し

ている。

(iii) 仮導管の縦IJ7TH'!Î形状比(焔/民さ x100) (第 286 友)

似導fJ:ì;の縦断li'ljの :11外夫をi ヒiì攻するためにその形状比を示せば抗 286 去の iffi りである。

第 286 表 [反導管縦断面形状比 (1隔た長さ xl00)

コトoh試才、 1 2 3 4 5 7 平 均;文慣 (2n体)
類別\~ v (最大p 最小)

平均 1.75 1.85 1.58 1.63 1.61 1.84 1.68 1.49 

最大 5.0 I 5.2 3.9 3.6 4.8 5.9 (5.9) 2.9 

最小 I 0.8 0.6 0.7 0.6 0.5 0.8 (0.5) 0.8 

比率 118 124 1郎 109 1叩 123 113 1, 100 

全体として O.5~5.9% の拘同内 lこるり千l~JfJl'Cの故大は 2 -~~木の1.85% にしてJI，(小は 3 号

木の1.58% である。いやれの1J.'t!!本も対.IEt木より大で、ある。すなわち p 全休として長さの割合

に I!i{?iが大となっている。 結、"'Iqf')は1.68%，そのうち変呉の帆の故大なものは 7 J..土木の 0.8~

5.9% であって 5.1% の差を有する。 と 4LI乙対して対)Ht木の"'1;:ιJは1.49%，変異の幅は

2.1% である。したがって変具体はその千均値比率にむいて対照木の 113% 1亡述する。すな

わち，各{国体とも長さの割合に帆は大であり p 全体としては 13% の増大となっている。

(d) 仮導管壁の厚さ(弟 287 ， 288 去)

変異休にたいてととに秋材部の仮導管の厚さが対照木に比し増大しているのであるがp とれ

に伴って仮導管壁の肥厚が認められた。とれを l りj らかにするために，各切片内の春材ゐよび、秋

材各部上り仮導管の槙準的なものを任意にそれぞれ10伺づっ選び，その測定fJi~[を平均して各切

片の春材秋材各部の仮導管壁の)JZ さを算出し，さらにかようにして算出した全部。切干の平均

によって各個体の数値を算出した。とれをもって各11川本を代表する仮導管壁の厚さとし対日立木
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とのよ回交を試みた:ので、ある。

み'~ 287 夫によれば，春材t'nl1反主(~.!:~~lltの!与さは -"1-'-- .l:lJI!!'Lに去いてはfi，'，1休により若干の芸j主を示す

がp 変民休会休の21'Ejfil'[は 1. 74 ，11 であって，対)!{1，ノドの1. 7β /1-と大?主主ない。 各f官1，川J川f

帆は 4 サオ木t を引i除徐く他のf官作1，'川，'，川，J削付休4は対j山!(幻(江i イ本壬に i北仁しいす歩十tτ:~れL もノイ小jト、である。

第 287表春材filí(反導管法の厚さ(単位 μ)

イ民跡i l l f「-7 -i- 5 7 平一五7 刈照 (2口体)
以別 , 1 -" 1 C> I --, J ( 畏大， jlR小);

」ぢ 2.10 1.94 1.60 1.90 1.50 1.42 1.74 1.76 

hさ 大 2.50 2.20 1.70 3.( コ 1.50 1.50 (3.00) 2.50 

2r1t 5E 1.70 1. 70 1.50 1.50 1.50 1.25 ( 1.25) 1.00 

Jt ヰ4 119 110 91 108 85 81 99 100 

第 288表秋材部仮追l 管恨の)'1 さ(単位 μ)

り同水 2 3 4 5 7 平 均|対照 (2n{本)
似別 ~ '1 ~ 1 v., I(最大，最小)1

平均 I 3. 12 I 3. 12 1 2. 80 3. -15 2.62 3 ∞ 3.02 2.25 

最大 1 3.50 1 3.50 1 3.28 1 4.00 2.75 4.∞ (4. ∞) 3.∞ 

f法小 1 2.75 1 2.75 2.50 i 3.00 2.50 2.75 (2.50) 1.50 

比率 139 I 139 I 124 1ω116 133 134 1∞ 

j^に出 288 次により F火付合11似導1~;恨の j立さをみるに p 変呉休各fi，'，11ィ、の 11'-1川削土いすコ~l- lも対)H1.

木よ 1) 大で、あ 1) .総:-1 '.t.CJfil'(は 3.02/1. であって変異休の 2.25fl. I乙 l七;1'交すれば 134% に相当し

34% 日目以している。 各fi，'，J 1余 i乙去ける変 _I~~の 111 /守は 7 号+:を|段〈他のfi，'，1休はいす;JL も対.J[E木より

ノトである。

以_[.._:f!.するに変}j~~1イえの似噂(:{ì;!~lií~の)以さは対j仰木l乙比し春村fiiiは大会がないが，秋材合1\1主各11<'，1

休とも大で叶王1:-) 34% よ月十六している。

(e) E ノに似導管

今まで、述べた似J手作l土各1J@;Jrri'Ii 1こ現われる作泊の転手:;tr;:IC 閲するものである。 しかるに変具

体に jむいては JI 切により /!\J見ljt を ~l!1にするが 1Hf泊 1~3 11，'ilの呉例的な大型{反容官が発見され

る。そのえし、さは司素材むよび欣材を川わや1m; 18~40 !I.， りさ 15~40f!. Iこ注する。一般に帆に

対して厚さが大である。春材部よりは:f0，材部の方 11:多く現われる。豆大仮導管の Hi現は偽年輪

とともに仮、手管排列の不斉整の原凶となっているとと前速の通りである。

f. 樹脂道

針葉むよび材部の飾部にむける樹脂誌はその数が苦しく減少しまた，退化している場合も

多くみられたととはすで1こ遮べた通りであるがp 木部にむけろ樹脂遣はいかようになっている

か次に述べる。

(a) 樹脂遣の分布

樹脂遣の分布状況は変具体と対Jff1_木では趣を具にする。一般に対Hな木にむいては，木部の内
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ブ'.1J: 1) 外方に I(， Jつ -CjJイliJjMiJl品工，~:i5iÝ: 1と減 fJ; ずるのに反し，変具体ではさほど、念日tなる減少をご

みタ，切J\'によっては終始一様な分自を示すものが多い u

(b) 樹 JJ斤也数(前 289 炎)

組問ili数は切J\ーの'i\:lí シ}によりうj';{Ii J)状況をご処にするので切J\ーごとに仔:12:に 5 í;";j川を iliび，方

IIH ミクロメータ{によけ一定h'ijらせl人j の樹J)[ii立数を'f[/ëし， しかる後各切J \ーをイi寸1'~I5..ιJ し 1mm2

当 i) 制Jfíi立数を WII'，した。去に示したように全体として 2 ， 7~13.5 附 ~'íf し+t'JfJ([i}) ]j，()(は 3

号本の 9.79 向，故小は 417・木の 3.60 仰である。変具体の稔-'1三均は 6.80 í;i;j，その変異のJ比

大なものは 3サ本の 5.3~13.5 f:niで品，' iJ，;j 8.2 í; ，';iのえそを有する。と A LI乙対し℃夫n!1~.本の千ιJは

6.92 何 p 変異の 'I'i;-;は 12.6 I冷iで、ある。 したがって変具体はその千均似比率にたいて対m{~+:の

98，%に相当し，全体としては対!!白木と大主ない。 しかしながら1Ji，jI+:によっては相当の琳減が

あり一定しない。 !I'S'に 4-'0"'本では 52，% εある。

\、、 {~Iミ試木 1 

'fu']別~~-

平均 5.63 ~ 

最大 7.6

最小 3.5

J七半 32

第 289 表 木部 ttil 脂道義[ (lmme 当り)

2 

8.92 

12 , 9 

5 , 9 

129 

3 4 

9.79 3 , 60 

13.5 4 , 5 

5.3 2.7 

141 己2

、ド均
I(最大最小)，刈照 (2n{本)

5. 斗8 7.40 6.80 6.92 

6.6 6.2 (13.5) 14.7 

4.2 4.0 (2.7) 2.1 

78 107 98 lC コ

( c) :M'JJ1斤i立乃ブ山、さ (江'Ç290 夫)

柑J1旨泣の7ぺいさは切J'，' 1付の樹JJ:ii立全部についてì!!lJ/ëするととは歪1))/(不可能で， Jlf読や測定も

~L等により 11412を生やる公それがある乃で，弁υJ) Jーごと任立に 10 tqを選んでil!l lj.LしP しかる

後件切J J' ごとにとれをイ日 I'Jl~んしてもけJ1行むの Y山、さを'i;rll\ したυ 々の詳$111は去示した泊りであ

る。すなわち y 全体としては 20~40 /1. の I/\J にあり， _:'1'-1~Jf!l'[の ]1どえは 5 サ本の :'31.7p ， :1[，(: 1) 、は

7-(} 十二の 23.3ft である。変具体の給三1'-1勾は 27.3，11.， 変異の ql吊の壮大なるものは 2サ木の 25.0

~40.0 /1. で主 15.0/1. であるのとれに対-して実1-J!~1. イ〈の JI 三HJf!l'(1主 34.2 ，11.， 変異の ~q，';1土 35.0，11. で

ある。したがって， -'1辺見!'[:t~よび変呉の帆は変呉 1'-のいやれの111，IH~ も対J !~i.木よ 1) ノj、である。 -"1三

J;Jfu'l比率に点、いて変具体は対!!日本の 80，%に相当し 20% 減少している。

以上要するに樹脂道数の変化は少ないが大L、さは減少している。結局案や筒部に沿ける樹JJ庁

迅数の減少と制使って全体的に減少0=， 傾向にあるととを知lることができる。

第 290 表木部樹脂遣の直径(単位 μ)

\供試木 1 2 314 5 7 平 均対照 (2n体)
類別 ....._ ~ (最大，最小)

平均 26.0 30.7 27.1 25.0 31.7 23.3 27.3 34.2 

最大 l 札o '札o , 30.0 30.0 37.5 札 o I (札 0) I 52.5 
最小 22.5 25.0 20.0 I 20.0 25.0 20.0 (20.0) 17.5 

比率 76 90 80 73 93 63| 印 100
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(C) 髄(出 291 炎)

舶は基本組織系の 1 要主主ーであって茎の横断固ではその 11 1心にイ'"\í: し部!院にして比j[i3( (I'~大型の

*1I 11Jb!.よりなる。いうまでもなく髄は初生分裂組織によってその形成当時にむいてのみ~/Ii胞分裂

の機能を有しp 形成を絡~Lばもはや永久組織となり出111胞分裂をなさないから幼時にゐける ìJlljjと

自立によって径の大ノj、にかかわらや一般傾向をうかがうことができる。髄はほぼ、円または楕円形

であるがp 測定に当つては長知両方向へìWJ定し℃千均値で、表わした。

夫にみるさとく全体として 125~530μ の範囲内にあり， .J/'-HJ鋹LI (T)壮大は 1 号木の 407 /1，

iは小は 4号木の 329/1. c"ある。変具体の総司王ιjは 366/1.，そのうち変異の 111[;\の最大なるものは

7 -:，土木の 125~530 /1.でそのミ:~~ 405/1.に詑する。とれに対して対JEt木のぷ/5..J却ま 572 /1.，変兵怖

は 645，u でまうって大でるる。 したがって変異体はその千均値比率にゐいて対照木1) 64% に当

1) 約 36% の減少をなしている。

な3E横断固牛窪に対する比率(士気tJ[~{.木が約 20% であるのに対して変異体は1l~14%，之F.. 

i与が:J 13% であるつ

第 291 表

供試木 っ
万i )jiJ~-~ 1 “ 

平均 407 1 371 

最大 425 1 395 

最小 175 1 135 

悦の大いさ(~..j':径)

1t\'ii;ïf国半径に対 ， A 円
する刈合 (%)1 ~ ~..V 

q
u
k
d
R
d
Q

ノ

q
u

宍
U

バ
竺

E
d

q
u
η
J
2
1
 

329 

375 

225 

58 

:,94 

140 

245 

69 

(単位 μ)

|平吋(最大，則叶対照 (2n休)

町 366 572 

530 I (印) 790 

125 (125) 145 

65 62 64 100 

12..8 11..6 11..4 lυ..9 12..3 12..6 19..7 

3.. 細胞学的特性

~*本の ffp数1*の観察は発芥当づ!この干fí'''!'i'，''に関するものが多し成木についての研究は玲であ

る。 Hi子の発芽当時またはÆfU，'UUJにないては 4111，..休または 2n~4n のミキソプロイ lごとして観

おされ，染色体数の1十日11 が:JÆ 々の林木について認めらjしているととは先に述べた泊りである。

変児休誘発率むよぴ、残存率の引で l リj らかにしたように，林水の#/)合は li;l型への fJ，tJ，:[}現象(民る

}J，I.象)が多し、ので、 P 安定した供数休を f~l.るととは 4般農作物:まど j'fU単ではない。変異体が倍数

休であるか百かを決定するためには花粉分裂の観察によるのが望ましいのであるが，まだ'[}日花

するに主らないJ!J合は休訓胞の分裂像によるほかない。との場合fUJ~ しなければならないこと

は，iU叩iÎ:II/胞の分裂像では意味がないω-(IIJ となれば、泊上部は長年JJ の Il\Jには復帰現象が起り ti~

明jや牧条1\:1\の *IIIJJ包は p 当初j と J74なったものに変化している場;干の bることがごhWJされるからで

ある。 !I ，)Ôにとの実験の場合のごとくがij F処Jli'.により誘発された変 )Il~休では地 1....1\:1\の細胞分裂像

によらなければ全く意味がない。マツのJl!U:i\l\の細胞分J裂1裂の観察にJIども辿しているのは平春

新条の 1:に 1'" ぴはじめた幼葉のii~tl\である。この'1\'1\シナを Iwj主の実験 JÎ法にしたがって同定染色
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のじ永久椋一本として観察した結果は共の泊りである(第 9 図版〉。

(1) 分裂~'/lhWil!f 11'1 iの分裂↑裂は根材1*111)]包 l乃 J:b，j介と H様多数みられるじ

(2) 分裂倣は去はむよび葉肉細胞で、観察するのが促利である。

223 ー

(3) 切)J-の !!JL さ 10 11. 以下では染色体像が切断される機会が多いので，少なくも 15μ

以上のほさで切断する必要がある。

(4) 染色はむしろ過度に行い(拡染ゐよぴ染色各 24 /1寺 :11]) ， IDttたを充分-にしキシロ{ル

に長時IHJ (2~3 時IlrJ以上)浸潰して透明化を計れば厚い切パーでも透明な良好な像

を 1'.ふるととができる。

(5) 染色体数は各変具体(l ~7 サ)いす=れも 48 本で 41在住を示した。

(6 ) 染色体の)1'.:'態は各変異体ともほぼ、l'iJi羨で 21;'\-休に類似し長い染色体が多い。

(7) 完全な接阪にたいては染色休数の異なった制i胞は認められない。

(8 ) したがってみ変異イ三は 4 倍休であり， m数休ではないととを併'íi~H?\ した。

E 考察および結論

従来林水のfJE数休誘発l亡関する実験は多く発去されているがp その大f\"l;分は ;fWNn~] までの観

察でるって， )点本まで育て上げたものについての実験故佐は少ない。その大きなお[I~は p 管正ill.

に長年月を必する|刷イI さと p もう 1 つはタ ;}J Í"f[J誘発したfJ5数休が年n を経るに従い山形へf却帯

する現象があるからである。筆者は今fIまで多数の林木について実験を試みているがp ほとん

ど、大部分の林木が"iJ 1t�i ri'iJ を有する。クロマツほか，数種類について行った実験結果は先に述べ

た通りであるが，いやれも!卵診への{却需が盛んであり，相当多数の俳i休を取り扱わなければ後

年まで安定して残る1Io'il休を得るととは不可能で、Zうるととが分った。林木の場合，コルヒチン溶

液への種子1-1:iJ;\は由々の点で不利であった。コルヒチンの作川を受ければ根はJj巴たしてや11長を

さまたげられる。 したがって生長上種々の昨持を交けるとととなる。また，変化した地上部は

比較的不易に )J;OIヲへM訂する。すなわち p 生ld\:líの *III)J包すべてが完全には 'rf~.化が行われていな

いものと組像される。とれに反し適当に行われた拘ド法で、は変具体の発生率たよび残存率が大

である。安定した日童文体を得るためには p 相当多数の処土I!!. をと行うことが必必である。安定した

変異体はすべて 4俗体であって， i.足数f21~ではなかった。 ilf数f1~でないことが安定性を与えてい

るように三号えら}，1..る。

):1ζ ，従来，植物のf/?数1-.M~Ij;むこは予備的lこ外部形態!I.\'に気孔の大いさ等の観察が行われて

いるが，確定的には花お;}.)Ì'~g または体細胞分裂時の染色体の観察によらなければならない。し

かるに本実験に使HJ したクロマツ f??数休には雌花は着生したがまだ対li花を生する Iこ王らないの

で p 体制胞介裂によるほかなかった。 体細胞ラ沼2の îlifl l';i'きには幼誕の)，I~背E を使用したがp 泊当な

時Ii'dに同定された組織におaいては多数の分裂{裂を観察するととができた。特に前j下処:(Iil.によっ
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w
d
-

率

夫

必-)'/，木平均

第 293 茨 クロマヅ倍数休

民主皇帝日続(栓皮)! 材 部 | 仮

I r!jf.~ 厚さの木ìill日間弓下 h一一| ! 厚さ割A合|の掛 l 件情…|長さ!同|厚さ
山口 E L a 

B C D 
|μ ?ó 9"� 9i μ|μlμ 
w: ，\~.木 (2nf本)， 133 I 4. 6 44. 1 I 3 1. 6 I 104 83 I 1097 I 14 . 3 I 1 1. 1 

l 号木 I 之00 I 6.9 18.8 I 30.3 162 I 158 I 1077 I 16.7 I 14.3 

2 号木 191 I 6.6 47.3 I 33.3 82 I 151: 1073 I 16.4 I 13.4 

3 号木 122 I 6.3 48 . 4 33 . 7 129 68 1 1 12 16.3 13.3 

4 号木 1 :00 5.2 52.8 30.6 196 402 1219 18.4 15.3 

5 号木 263 I 9.3 , 53.9 I 22.9 127 385 1099 I 16.3 17.2 
7 号木 2∞ 6.9 I 54.3 I 26.6 111 151 I 1020 17.8 14.8 

窪馬問勾 19� I 6.9 50.9I 29.6 134 I 220 I 1 100 I 17 四 o I 14.7 

100 100 100 100 100 100: 100 1 仁コ 100 

150 150 110 96 156 I 190 98 I 117 I 129 

144 Iω107 I 105 I 79 I 186 I 98 I 115 I 121 
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て件られた倍数休にゐいては p 将来は幼葉分裂組織により染色体数の決定をなすのが便利と忠

つ。

かくして証明された変異体は 7本ともすべて 4 似性であった。しかるに p タf-;''il�;Jf; lL~のみな

らす，内部形態にたいても倒体により相当の差j主を有する。同じクロマツの 41;}休でありなが

ら 2れ休では到底みるととのできない11，'， 1休差を有する。すなわち，処以前の 2 1.~引いこ~、けるノj 、

変異は 4 佑化によってその形質の三'~~が大となっている。この実験に化川したクロマツの種子は

天然交雑に由来する一般活林用種子であったがタ 21/(-休 lこゐける小変 l ，rM主 JfJ!\わぬ方向へ}[:;貨の

変化が拡大されて現われてきているのである。との点からもご許起に JIJ いられているiTIÆ:.{， JFJ種子

は極めて雑種性で;b f) ，遺伝子に41泣が多いととが担保される。 6 サ木のごとき 1ß.D.~.~;iraに形12の

異なった側休が現わAL， また P 主に;J:_;-ける樹tJl1i立の j且化程度も古川次により異なるのである。

かように種々雑多ない数体が得られるととは，一方からいえば育問の IIJ能性が大で、あるととが

予期される。種々の枕liltにアカマツと交雑の行われたIj l同種の係数休は， lIL急:に古Ij成する必要

がある。似度に進化した植物やp 分化した品起ではれ数性の利用価fiJ'lが少ないようにJιわれる

がp クロマツのごとき似極そのままで何等の人為的背加の行われていない植物では ， 1.fZ;.数性の

利)[J による育種が1切符されるであろう。

本年は 2号木i亡附Ê1l::を 3 コ蒼生し 2 抗体の花粉によっ-c受粉が行われた。やがて 3 似体も得

られるであろうがp 以上の見地から多数の 411H札 3 tl~.休その他を作成してそれ等の形誌を調

査しp jl主優良の個体を育成するととに努力すべきである。

目、 l二本新111こ必ける実験結果を稔抗しでさえの結論を叫た。

(1) クロマツのfJZ数休を得るには種子浸漬法よりは稚苗(初生誕発生当初)生長点への

計îiîTflミが千f手IJである。

(2 ) 最趨処:f1[J.訟は 0.1 或いは 0.2% 3~5 [111処J'IIJ，特に 0.1% 4~5 回処叫(いすれも

隔日)が有効である(1 ~Iミ [1 に字数以上成功〉。

( 3 ) 変具体の干fUr'îは太く一短\."主 1.2Wを発生し生以劣る。

(4 ) 変異体の人・多数は原形へ復帰する。

(5) 復帰現象は数5jô.ll 'd続く。

(6 ) 満1":1ミ後まで、残った変具体の約1.8% が安定する。

(7) かくして得られた変具体 7 本はすべて体制|胞染色体 48 木を有し 4 倍休であり，同

数休はなかった。

(8) 休市111胞分裂の在日るさは幼針=A~基者1\/]>(史利である。

(9 ) 幼ji'it"l~J C7~9 1， 1~生)の 41吾体は， 21:}休と著しく形態を異にする。その主なる iii，は

ーたの泊りである。

(10) 経性的で、あり:).(くえない幹からぶ< ?互いi~泊: 111ている。
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(11) 釘2!日;うは短大である。

(12) 針葉にたける樹脂遣が減少し退化の傾向がるる。全然とれを有しない葉:を手l凶数着

生する。

(13) 気孔は大となる。

(14) 秋材率が大である。

(15) 仮専管の横断]ìrÎ積ゐよび秋材部の仮導管壁の厚さが仔しく大で、ある。

(16) 各形質の変化の程度は個体により著しく異友る。すなわち， 4 俗体の倒休変異の差

の程度は 21汗体の倒体変異の差の程度よりは透かに大で、ある。

(17) すなわち p 倍数性の利用によりキH当異なる形買を有する個体を得る可能性が大でる

る。



-228 ー 林業試験場研究報告第 66 弓

全編の総括j示よぴ結論

TrNf.lìJI"先には 4 つのf.\tIWfがある η

(1) 11ゴ来11111加の本rt を lリj らかにするとと。

( 2) ;{I:来!日聞から優良fill干 Irr:を選11'，するとと。

( 3) 交雑により{長良JIヲft を中n合わせるとと。

(4) 人為的に突然変異f.j.~を誘発して riJr，:，'，:f:ilí:を創成するとと。

以ト.の件段IWfは !Iiri.j(ftわれるとともあり，また， -'1 三行1'1句 l亡研究されるとともある。わが同の

林学分盟f'にふ、ける従;来の正!F究は( 1 )の，:，'， :H:I亡関するものが大部分を， 'î め， :it):jLLになりようや

く， (3) の交雑沿よび (4) の人為突然変呉の lìJf究が清子されるによ去った。しかして (2 )の

:{I:来 rii， H:カミら優良11川'Tfを選出するととに関しては p ごく J|止]!i. まで'h日1~! i'1'0Ic 1:士))!，~:が払われてい

なかった。ただわ1が国にむいて古来j;i!;林されているものを引つづき榊航しているにすぎない。

従来行われた( 1 )の11:来r:~'iH:に閲する研究の多くは，夫現Z型l山1 と|怯凶主引|円干子.型を区別せす十tコ:論ぜら jれLた

J叫」弘J介が多〈しP 今 I円1 の也一伝学の将蹴1念に _).J白川:1

ノ今「川行つた主実毎験に主むTいては

(1) スギを材料として (I' 来，:，'，fJEの形itを川:々の frjl立から検討して p 材、~~r:，'，N:のイザ{を IIJ]

らかにしたとと(第 1 rl，D 。

(2) {I'来のクロマツ rj'からあ!日ミ樹「クロマツ 26 サ」を選/1\しそのq'，\'.n: を 11)] らかにし，

1作I

(3幻) 交雑7育守守?不干，[(の 1必主却R礎是F1事拝ユ勾j'I怯として l川iμ斗i]札i)_Jυ_f上二「クロマツ 2お6 サ」を実験付材一半料?守}として交雑実験を行

い p 生可1'[生以i乙関し1iJj'5，111，.!.を件たとと cr，l] tj'~ 2 編)。

(4) XーがJ4処 J:I[ I によりスギの)三然変具体を， コルヒチン処正11'，によりクロマツの係数休を

人為的に創成しp その幼Hj~制のね性を l リj らかにした。しかして林木育rF[(に人為突然変

Jjl~休を利川することの "J 1ìii'I''/:が大であることを百íl:1 り j したこと(市 3~:1，D 。

以_r -. 4 I]isJIについて述べ，とれを 3耐にわたって分割記辿した。以 lごその要点を沿折rl'~に Ilf

記述すれば、火の辺りである。

I 林業品種の本質

ClJ 多型性と遺伝子の分布

1. 形態的多型性と遺伝子の分布

全国を気象関係により 6 地区 lこ分ち， ft去rl'0tx スギイサ:樹 233 本を桁;.tし天然交雑による和子

を母拙ごとに採取し， f1吉営林署赤時古i)!1内に同一環境のもとに多数の一i百二十三 (211 系統各系統

100 <lOO 本)を養成した。 しかして 2 年生)7[木について顕著な各形町を 3 段階に分・げて比校調
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査する )jil;に J 1) , JI:;'['n~，1子の分市n{~llHゐより:分千lî!j;!'i 1ftの;J:f(:J.Lを 1j う-'1J，'おを .jjl(:iJミした。と J)

jj1.去により _:j~のととをあ!;;命した。

(1) スギIII-木の炎わすJI~tr-は側めて多型的である。

(2 ) 生長iE!!， j廷のkさ，触感，続l支;J;:;-よび!以さ三与の:JIYlî:の発現に関与する遺伝子l主士山区

別に:;~:i主はあるがp ヨモ国にこ汗j且的に分布し)、(j~じによる主i主は認められない。

( 3) {支が 1:J;f犬とならす~.J:f.1~的となり/l:l~ii:状をなす-形態を去わす|主i子は北方iこ多く分布す

るが，その:j}-1iîMi庄は小 εある。

(4 ) 牧の f{J 1ft小なるものは北方に多 o見わALる ftfil(.jがあり p しかもその 1 1，1子の分fIjMil主

は大である。

(5) 校が外ブJに反るととに関与する I I(J[-は全国に分布するが p 北方よりも百fjjに主るに

したが vdfrんするつ しかるに反対に内方iこ反る }j:;'ll!主北 Jj地区が多く，しかもその分

不jî !jij11;!tはイ、で、ある。

(6) 北方のスギは1':1"方Jì スギより~廷の [fJlftカトj、なる ft(flí.jが多いが， 1'，1子分布制度は小で

ある。

(7) との方法によりその他の'II';ÿ'fについてもいl子のか布1屯同と 11'，現頻度を1ft;むずるとと

ヵ:できる。

2. 生理的多型性と這伝子の分布

前記実験に使川したスギ ~r: ~必， f ，'， N:系統のうち 193 系統を，，~地地区熊本剖ヰ，~~次大ì!tJ'，'j :J:1l 1 (1m 

木県}(i !tlilf) に養成し，よとの 2 1，1~~[:，_J'，'j二本の生長量をもj:) J 1 1"1紡終にj [[lJ J.ëして生長!!:))の変異と-[:):

樹の産地との関係を!リj らかにした。そのあり24は.;j~の辺りである。

( 1 ) 全国のスギ lVi木(193 系統，各系統 30 本)の!二i己!三長量を給千均してf~括的にみ

れば 1 1， 1'.1: \Jに 2 [1 '1の i[:J<辿!リ!がある。

(2 ) との1:}./)イト1:j， JJ の ~kkllr(Ï 1立は 9 )1→ 7)] ー>6 n• 10 Jj -'.8 nである。すなわち， 9)J 

と 7 )1 1之主主 }..:n:Jぐ川が現われ， 8 JJ は生長の芥をなす。

( 3) ggtll~むよぴ.系統が呉なるととにより H~ )j生長 1111 キ!iiには間々の~\'!が現われた。その変

~Þ\土多くの型 (34 日主J'!)に111jJlj ~ ALた。

(4) 系統別にみれば故友生長期は年2 回現われるものが多い。との場合普迫 9 月 (66%)

と 7 月 (27，%)に j九1，1~，がある。

(5) ただしp 稀に 6 JJ (4，%)または 10 月 (3，%)に]百点を有する系統・がある。

(6 ) またp 稀に年 1 r叶の:It立た生長期を千了する系統がある。 との場合その頂点、l土 6 )J (0.5 

%入 7 JJ (13-6'), 9 n (1%) でるる。

(7) 年2 回の最)..:~L長期を有する系統は一般に 8 [1が生長の谷をなす。ただし， 7 )J が

谷をなす系統がある (2%) 。
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(8 ) 各系統の辿;J ~f:.長 111! ;j: lí~ と f手加の産地との川の一般逝l[IJはゴくの泊りである。

A. 泰山 (6 JJ または 7JJ に 11主大生長!\jlがあるWD は!段地に p 以:!1'! (9 JJ または10月に

最 J:.~l:::..P~Wjがある型)は辺u也l乙多く<)'.有する。

B.I段地に多く分布する代表的生長君'11土 7F:['! (7-9-10-8 ;凶りであり~ 2~~地に多

〈分布する TM'!の代表的生長却は 91 型 (9--7-]0-6-8 JJ型)である c

C. 6 月三 7JJ または 7 月手 8JJ 成いは 9 J1手10;い1コごとき何故ある生長引は主と

して辺コ也にう子イlîする。

(9) 生長J\iJOコ変異は多型店内である。

(10) 生長期は遺伝的のものであるとM釈するのが安当である。

CllJ 林業品種の吟味

佼肥スギを実験材料として尖の実験を行った。

向Jl'.\スギは従来岩子の， f/，1=，[i_におけjリされ. !!'Í-， ~J，f:i]i:の q'c\'j\'1が列挙されてし、る。 íDê lJ巴営林~11fÍ:r)内板

谷国有林l亡 11日平1I 4 1， 1:. ， [_~i支世さ J した，~'，fí]i:試験中i:にたいて， 11附i可出f行{手和l日12泣2 1，年!ド~8 }川J 7 ，川\/，1'刊l小ιF

{引州1，日川!山川'，1臥休について各引仙仰J山川111休本H川別lリJIに乙去剖7形lμ予河f口tを乞;刈査しレ.亡J火〈の示結1占ι訂?町;ií命iû江を作た。

(1) 従来の伏肥スギの各，\7， H:についてlrl季出品川の付j~1¥t: 2 コ以 l -J~IIJ して ;U'11J査すれば，

それぞれの li111加に諸当しないイ1，'，1休が相当数合まれる。

(2) 侃IJl'.\スギは複雑な来f&:[i[!:の Ü~系とみるべきでるる η

(3) j泣品伝学「的|内句 lに乙 I川[日;'if舵i主Eのf分]'-J'知J'!を行う iに乙 lは士従来のf伏沃日肥巴スギ l川lU日M位i畳Eの4蹴説念を l耽l日陀j佐C去均却fJして川たな:観人，r.'.i:b‘IJ，

ら分主釘知J月{するととが必必、主嬰:F;でで、ある ο

II Iクロマツ 26 号」の選抜

ιllkWU-R11' 11f'[)八柿 1 1Ij'中ii子取回千f{:.j、隣接l~千日本 Cfrr=rr営林干i対日rJ'l) '1'に発見した仮良クロマツ

河:削について実験した$]'[-.児ごたの成県を 1'J た。との{必良f:よ刷を「クロマツ 26 号」と呼称する。

クロマツ 26 号はilÌj'fi':j 15.12 m , 松下位) 1. 9m，日付高直径 55.0cm，松打ii令市サ 38 I， I~ (1952 1， 1 ミ

U~il') ，天然~[:.， 風向上血~;Tr'亡生合.しているために相'~~~í、が'1'注よりやや 1111 り p 校も不.1;，1f'仰に生じ

ている。樹皮はやや貯C(. 制mtl[付英I1 故も q~'l止とするととろはji~'条の生百'側めて11iiEEF 針葉強

大p 豆大芭果を生やる点である。外観は全くクロマツ l乙類する。

CIJ 形態学的特徴

1. クロマツ 26 号母樹の針葉

(1) 針葉の長さは対照に比し僅かに長いがp 幅ゐよび厚さはい-tAL も対 J照木の約 120

%, 横断固干i!J'-は 145%，休誌は 160% 1乙相当する。

(2) 濫断面形状比はアカマツとクロマツの L[-'問である。縦断固形状比はクロマツより大

である。したがって剛直なJ感じを与える。
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( 3 ) 誕:mJ<:にはんした変化はない。

(4) 炎皮細胞のたいさには符しい変化はない。

(5 ) 下火!之の */!lJJ['Lll+数む上び/三いさには梓しい変化はない。
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(6 ) 主|古5の申Tll~j二‘よぴ~HJ-.( さの士けんは夫1之市111胞;b-よひ:下炎f之，Ý:lll胞の明大によるのではなく p

数の」??んによるのである。

(7 ) 気孔の数はJfrJJII している f約 120%) が，大いきには変化がない。

(8) 樹JJ行むの N:目.'1土ほとんど)(多数がクロマツ型であるが0.03%7'カマツ引を混やる υ

(9 ) 相JJ行i立の数!土汗しく.1怜川l し対J!~~木の 154% である。

(10) 樹脂むのtLlii1mi'j日1'tは榊大し 151% である。

(11) 保，ì{日間111!日数も多く 122J~ で&る。

(12) f4~~il_ill!J 'ì;j;fIl胞の悩!日fn'iifú!主貯えし 116% である。

(13) 分也、ま111胞は数が多少明加の ftf[l(，] はあるが主として大いさが哨大している(123%) 。

(14) 内皮を形成する市111胞のんいさには変化はなくその数がJl刊H している (119%) 。

(15) Ij l心れの蹴IJJf n'i凶fはI??たし 142% となる。

(16) Ij l心柱の JIヨ状会よび)(いさは針葉í~r凶[の 11三状むよびえいさに比例して/iiJ紅度にえと

なっている。

(17) ヰH/ìj;~i ，よ l-i!i断的i-h'i府大し 13036'である。

以上裂するにクロマツ 26 -B-叫樹の釘三店は陀々の}，IJ~でiF7 たしているがcì: として市IIlflél数の榊力11

によるものでるるつ

2. 越果および種子

(1) クロマツ泊予の也tW~は R大でるん大いさは対叩iの約 31九形状はややアカマツ

にお!する。

(2) クロマツ 26 -ひの F~: H� I~C大であり， :，[1:量的 2 1/{" JI刈えはクロマツにJ'J1する。

( 3 ) 干侃了'/^.)Oì IJぞはホリ 1.51:'{'のんいさを行し， N:J!LI^")のりい行中fIl胞(約1. 311りに上って

イiと世されている。

3. 苗木

クロマツ 26 号天然交雑 Fl 満 1 "1三生のT-Wi1îについて兵の結果を得たc

(1) 子=l~は平くより聞きその数は対日立とほとんど I~，J数であるが，長さは大である(約

138%) 。

(2) 初生薬の数は培えしている(約 131%) 。

針葉について

(3) 対l1Hのクロマツ点、よびアカマツより大で、あり， 1 th・木上の給針葉f材Yf/よクロマツの

約 2.51;L アカマツの 8 併にたよぶ。しかるに形状比はかえってクロマツよりやや小
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となりアカマツとクロマツのi[ 'I:nrlJMLをとる。

(4) 表lUnl胞冬、よび、下表皮細胞の大いさは対!!日と変りなしその数の増力11 により対!!日よ

りは大なる ;íT~を形成している。

(5) 気孔の数は対J!~~のクロマツより多少多いが，大いさはかえって小型で、アカマツとの

rj 1 1inである。

(6 )樹脂遣

A. アカマツ!ifll!j争上び、 rj'ri'M\!!の樹脂道を伯切刈乙出する。ただしその程度はアカマツゐ

よび、クロマツがそれ等の他型むよぴ~"II r:m日を出やるのとほ I:f[ ， í]程度でるる。

B. 私1)1片道数は対J1Hとほぼ')ií]様である。

C. 日IJ樹脂j立の発生はアカマツ誌も早しクロマツまだ発生せや，クロマツ 26 号はよ

うやく発生開始期に入ったととろである。

D. 有r-ffí拶lにむけるクロマツ 26 号の樹)J片道のんいさはアカマツとクロマツの中間であ

る。

E. 保護草í'ìk:111胞は数 (95 %)，人・いさ (90.'J&) ともに対)[({よりノトであるがアカマツと同

位である。またp 形状はアカマツ i乙類する。すなわちクロマツ 26 号の保護Ij~lj細胞は

数p 大いさ， 11ヲ状いやれもアカマツに類する。

F. 分泌細胞の数は僅かに大(106%) ， );;_いさは小 (89J-ó') である。 1 コの樹脂遣を取

りまく分j必制胞の横断I百[杭はアカマツとクロマツの仁1 1 1!\IfJllで、ある。形状はアカマツに

芳jする。

(7 ) 内皮細胞の数は対照より多いがp 大いさはかえって小さくアカマツとクロマツの 11"

li [Jである。 !I手状はクロマツよりアカマツ l z:: jRい'7J~三者IHIの 2店主は僅少で、ある。

(8) rjllL.'柱の大いさは対!!な木より僅かにJ.:. (:1%)であるがほぽ紅!似したものである。形

状はアカマツ l乙;迂いが三~X'ii\I に著しい~~:はない。

(9) r[.1心柱の形状は誕の大ノj、と :.<1-'-行!'I'~に変化し， :!\~の帆或いは!以さのゐよそ30~50%，

普品約 40% の大いさを有し，その形状は三 ({'Iinに著しい変化性はない。

(10) クロマツ 26 号の純情'!-lciは進歩型であり， Diploxylon への分化がll~い。アカマツ

とれ lこ次ぎp クロマツ主主も劣る。

(11) 剖t作東の大いさは;ギしく判守たしている。

茎について

(12) 表皮むよぴ、コルク)j.1.は p 子葉のJ二部で、は小p 下部では大である。

(13) 皮古1\采制1]胞の厚さは子葉の上1~1~は約 20% 増大している。

(14) 樹皮は子葉の上部はクロマツ 26 号Jはも!享< (113%) クロマツとれにJCぎ，アカマ

ツは一般に遥かにうずい。
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(15) 緋 1j!i; 刃Z

A 前j部は対J!Hに比し大で、ある。

B 木部{反主草色'1土 10% l人j外えであるが，仮i釘}:の列数は 1 1-t{~!1さである。

(16) 樹脂むは ， J之部柔和l胞むよび木市r!1\，、ゃれも対!!日 l亡比し大いさは大なる変化はない

がp 数は持しく榊力/1している。

(17) 髄は大型となりまた市111胞も大となっている。

CJI) 生理学的特性

クロマツ 26 号イ :J:樹むよび、その子孫、の生則的特性を要約すればたの jffi りである。

(1) 羽f:J'，'iは位燥に対して水分i~ì犬が少なく Iß片手性が強い。

(2 ) 山J叫'/i'(本!とに i摂しては手ヲくが続いても汗jillの1. 5~2.5 1:"{-の市77f率を /j~す。

(3) 稚了!?iは塩素IlíJJIl _1!tに対する抗毒性が料い。 したがって従来の研究給処に従えばl副主

'i'1:が強い。

(4) 有[:lYiは食塩水に対する抗'1æ'l''I:がすせい。 したがって海岸附近への植栽は不過で、ある。

(5) 母制は対)!{{.木に 1ヒし直径生長 1 .4 1:L 上長生長1. 1 係，材杭生日1. 91存である。

(6) ，fj('Niの生長は現地産 (X'，'; JIÎ(.)必よぴi段地産 U.，- p/な)のものと比較して，直径J-_長必

よびm量生長いす=れもきわめて i!王盛である。

(7) 幼帥t.Mの生長は?干i邑のクロマツに比し也径ゐよび一 I二長生長 1.2 1:~-tJ，_ 1-.. 材肪生長 2

fiP以|二で、ある。

(8) !必ずるにクロマツ 26 サのjく話交雑 Fll土 l耐1，'-i]iJJj;ó '1 主強<. +，Iî :H l率少なくきわめて

|正直な生長をなす。

日11 ) 細胞遺伝学的特性

クロマツ 26 号の$[11}]包遺伝学(/引けtを要約すればJくの jffi りである。

(1) クロマツ 26 号I:JオìHは *111胞学!'I句には雑F引'1:のものゼはなく，一件;旦のクロマツと I"J様

な染色体十日:成(1211) を千了する。

(2 ) クロマツ 26 サfJ粒Jの花H:JJI士 1，1.い方に回しp 主としてクロマツの花粉を受ける機会

が多いが，多少はアイグロマツゐ上ぴアカマツの花粉を受ける可能性がある。

(3) クロマツ 26 切手段Iは附[堆(王 17同等に着花ずる。

(4) クロマツ 26 号I手樹の悶鱗はきわめて平い方に属する。

(5) クロマツ 26 号月:樹の天然交雑では，稔性大で、ある(126%) 。

(6 ) 同間間交雑で、は天然交雑に比し稔性が低いが(約 lj2) 対照に比すれば}干しく大で

ある。

(7) 同種内交雑では天然交雑の場合に劣り， .:i j三均 rl'{-，!:の花性を有するがp 交雑不手/1合性

の現象がある。
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(8 ) トj 白家交雑では自家不末!I介'nの現イ裂は顕苫ーでない(アカマツ公 J: びアイグロマツは

1:1 家イミ稔JJ~~z強〈一般クロマツもややその f[(O ，"J がるる)。

(9) クロマツ 26 号の 1 住民内の相子数は他のいやれの中仕合せのものより多しかっ実

粒率ブーで和n立2容は低い。

(10) 也県むよび柿子の日大'1"1:/土{チH't I!， 1子として遺伝する。

(11) 姐の色むよび形態は交維の中11合せに上 1) 牝:しく具なる。

(12) 樹脂遣の位世を決定する遺伝子は単一ではなし多数イバL:するもののようである。

由人為突然変異

XーがílJ<:.'J}lllによる人為突然変異p コルヒチン処主Ilによる人為突然変具に関する実験料~I~は .. }( 

の泊りである。

C 1) x-椋処理による人為突然変異

プカマツタクロマツ，スギp ヒノニ干の乾燥附了'1乙対してケーリツヂ台引く， TE圧30Jiボルト 9

7E流の強さ 3 ミリアンペア，フィルター無し，fi!j哨11' 20 秒IL !!({Mn年 l/ lJ 30 分， 60 分， 90 分，

120 分， 150 分タ 180 分・， 210 分の条イ午により各間各区それぞれ 9901，止処正i!lを行い，間子を折こ

間して一!?l-木を77.てド日己の~:/r~~ を 1Uた。

1. 変具体誘発率および残存率

(1) )照射区は対W~区に比し各信JH: とも発:!J'率がifl~i註する。

(2) 発:!Jé率の械也の程度は樹間により見なる。

( 3) !!(\身、何年 l/lJが長し、ほど一般に発芽率は11~ ドする。

(4) !!({身、jfl!ill'，jの-l.fJ:f~~ による発:!1~~ドの fl~下状況はìtJH(!乙より見なる。

(5) 発芳子制G [i主i 不|リjのおlitil率は対J!~{区に」七し汗しく大で唱ある。むそらく致死的変化をき

たしているためと}J.I.iìコオLる。

(6) l: lll耐不安f].f) }J~T I 1(1 不 l~lNi:H l， ilJ視変則本合，;1-の変具体.fJIli命発生率は J !~1.身、jl l.'i i/Uがよくい

ほと、:たである。 しかして発生率は即刻fI年川 lこ比例してJ??たずる。

(7 ) 変具体の形町変化は種々 εあるがp その主なるものには<<Jj~.状子葉p 幼茎何 rtfJ，発育

t?大p 生長減退y 葉緑十jzの粉状化むよび欠除その他がある。

(8 ) 正常化の悲度はおj;f:iJl: 1こより異なる。 すなわち， アカマツヰまよびクロマツは故も多

〈変異体が発生したにかかわらす長ーも速く正常化または枯死した。ヒノキはとれに尖

ぎ p スギは比較的変異体の発生率は少ないが永イjえする。

( 9) !!Wlj 時r:l jの長短と可視変異休発生率との関係はみられない。必そらく!lな射時1/\]が長

くなれば致死的となり，或る程度以上変化した誼子は不発芳三となり p たとえ発~:しで

も枯死するためである。
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2. 形態学的特性

!-_記処:(Iltにより;汚発された多数の変具体は年))を経るに従い ~í( i:{~~にわlifH または !J;OI三へ í0VI}・

しp J社後 i乙 p スギ 150 分処上iIl区ゐよび 180 分処JW区み 1 本;;1'2 本の変具体を:fJ.}.た。とれをそれ

ぞれ i むよび 1 号本と称し，その!I'!i'l主を dt.すれば-7:"の泊りである。

(1)生育型

妓性的 εある。特に I 号本ははなはだしい。

(2) 外観

H土木は粗lìlJIJ尖此， H サ木は柔íl次繊市iIほ J必じを与える。

(3) ;民区長

I Eトオえはなはだ小， ﾟ ~ナ本は長~区やや小p 短~S区やや)(， jl"-1:;)は対1m木とお1M.。

(4) 引架 j{f 生本数

1cm 当り ní'生本数にはんきな変化はJH~いが 1 葉区当り i 一号木はが~/ド数 ， H サ木

は 10% 以上のì'，，\i;'l-'で、ある。

(5) 葉 frJ

I サイ三は長楽町:症ともにはなはだ大である。][ -uォーは句集はえで、あるが，$七草!Jは対

)!~t とあまり変らない。

(6 )苛 1111 fLJ 

I サ木はif!_事 IIIIrrJ比WXíI'~小で山紘(1'0 ， ][ ~サイ三ははなはだにで内 IIIJ してたり p 両木は詳

しくタト観を児にする。

(7) 埠 1111 l:tt 

1 -号本の:~守 1111 1ftは対J!~~木と大会ないが， II 号本は長mが拝しく ;f1rlh 1ft大で奴架はか

えってはなはだノj、であり p 以来と版業では j;似;'~HCÆ;II注する。

(8) 釘a 北5 の k いさ

I そj-*は lぐ架，知事を/lU~コヂ1'KUi小p 千Jてjがj 70%, II サ木はいサコiしも大9 4fに長

-[廷は 2 m- , -'1'- 1:;)約 180%

(9 )針葉の/1jf 刊杭

A. 横断而JI'~4犬はいす=れも厚さが幅より約 20広大で、上下に長い菱形をたしている。

B. 背部高は p 変化少なく断面fJ.1)辺形の形状は類似している。

C. 技の形状は対!!日木iえも丸味を帯び， 1 号

(口10的) 樹!脂j府旨 j芯立の f位立世

著しい変化はない。

(11) 去皮和"胞

大いさは I サオミノj 、 (92%) n 号木大 (122%) である。形状比は I 号木約 65%， II 
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4ぢサJナ4木 7叩0% -でε4あうり後才有(

(口12わ) 下 2去交 I皮之

長恨「尚北で多少異なるが71~Jりすれば I サイには対J!(1，木とほとんど I ， ;J等， H 号木は 112

%で 12克明大している。形状比は 1 -r)トオミ H -1子木いす.*L も長~j日現ーとも対)!~~木より 8

%ゐよび 11% ノj" すなわち，多少*111長い。 ド炎l之*111胞数は I 一号本少なく 〔約80%)

I サ木は対)!~i.木より仏市斗乙多し、 (104%)。また，短J廷では長:t!(の約小数である。

(13) 気孔

気孔数は慌liEは長楽より少なし両架~+.l城(.J 609-6'でいやれも少ない。 1 -号木は下

íi'riの気孔数悲しく少なく(上耐の 35%) ， II 号:木は対!!日木とお1f~).する U: n'riのが:; 60 

%)。 情!長いすコれも小p 刊に n ~J'木小(それぞれ対JE~木の約 70 ， 50 %)。大いさは 1

434木は対.JEt と主流似し， II 号、ユ十三は大(約 120 %)。 孔辺約|胞の大いさ 10I"j itffr，"J で、あ 1) , 

JIヲ状は対)!~t木より古111長い。

(14) I"j 化柔 *fll 胞

大いさは I 号たよぴ E 号水とも約 120% で約 20% 犬。 )1ヨ状は対J!H木よりいす"れも

まIIliとい。出11 1)1包数は 1 f.5'"木少なく (約 70%) ， II 号司木は対)!H木と主J!似する。

(15) 誕禄杭

大いさ大(I， II 号とも約 120%')0 ~昔、量大(約 140%). 数は少ない(約 80%)。

粉粒が存在する。特に I.g... ，木に多い。

(16) 中jI;廿京

tÙt町i!'1仔úは 14j4木は小 (63%) ， II {土木はきわめて大 (200%) である。形状は I 号・

木は対JHi木と類似するが I サ木はこれより I'IJ-'I;，で、ある。

(17) 木1~:!5の以さは I サ木小 (86%) ， II 号木は大 (140%) である。

(18) 移入組織

11I日は対JH-:，木と比較し I 号木(立大差なく， ll.{)‘木はたで約1. 51丹である。

(19) 制 JJ行也

A. 位世 1 号、木の背部距却は対!!日木とほぼ類似し， II 号木はやや大である(約 120

%)0 

B. 大いさ(横断面積) 1 号木は惜かに 18%， H 号木 48% であれ極めて小さい。

C. 葉断面ーとの比p 極めて小さく I 号木は対jff，t木の 23%， II 号木は 38% に過ぎな

い。

D ，形状y 対!!(i.木に比し不整のものが多し特に I 号木はご苦しいO

E ，内分泌細胞

数p 大いさは小となり形は丸味を帯び、ている。なふ、， 1 号ー木は I 号木に比し各項
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1] ともその手呈!克がはなはだしい。

F. タト うト'/，_芝、*fA IJ包

数は I 号木少なく (78%) ， II 号木は多少多い (108%)。大V ， さ小(いす=れも約 80

Mλ 形状は一般に l人j分辺、細胞よりがi 長いが!!日対木よりは多少!IJ味を帯びている。

3. 細胞学的特性

(1) J サイミのf'~く細胞染色体の若子は切断さ AL，小Jíーをなすものがま) 1) 全体的に不JJi，WJな

分裂をなす。

(2) II ガヮドは染色体の切断はみられないがp 分裂がやや不制JlIJである。染色体に変化を

受けている。

CD コルじチン処理による人為突然変異

アカマツ p クロマツ p スギ， ヒノキタカラマツその他の由子会よび、羽(C!'ii :tlサム点(初生活発生

直後)を和々の濃度のコルヒチン水溶液で処辺1\ して火の材供を得た。

1. 変異体発生率および残存率

(1) 郁子浸漬法よりは-，雄前生長iJ.への吊rF訟の方が有効で、ある。

(2 ) 故泊処Jlli法は 0.1 或いは 0.2% 3~51Y'1処理944こに 0.1% 4~5 [r '1処理(い歩れも陥

日)が有効でるるつ

(3) 変異体は年月を起るに従い大多数の íl占11+:がJJ;[形へ11心痛する。山形へのf則前去数年1i!J

つづく。

(4) クロマツでは処正!Jl.後 1 ヵ ~FI:\JJ日{形へ{副市しなかった1[1:1休の約1.8% が安定する。安

5ëまでに 5 ヵ年を裂する。

(5) アカマツはクロマツより安主.i:した変異体をq\};るととが困難でるる。

(6 ) スギタヒノキ，カラマツはさらに問主11，でるろ。

(7) したがって P 壬.').iごした変具体を仰るためには相当数(千単位以_1:) の 1~11休を処却す

るととが必要である。

2. 形態学的特性

J二日処担により誘発された多数の変具体は年)J を経るに従い.;j(uçに原形 iこ復帰し処理後 5 年

|ご|には 12 本を残したのみである。その後l土安定し今日に至うた(現在 11 年生)。うち 7 本を

't-'Ç VI 1.J大学内市t.nJfこJ.ëflfr:して実験に 1)1: した。

変異休の形態学(1'01/.，\='[:i!:を要約列挙すれば弐の jffi りである。

(1) 外形一波'[.'):(1'0で、あり， ).( <短いR~ごからぶ〈短い校が111ている。すなわち，全体とし

てJ昨も校も圧縮された形態をなしている。

(2) 主十薬の外部11三態
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A. 附型~が多い。

B. 長さが一汗しく短い(!!日対木のが) 60%)。

C. 厚さ会よび~J日が榊)(，ひいては横断市[杭がえである(172%) 。

D. 縦断商71';;[犬比が梓しく大である (238%) 。

E. 体積l土対HH木とほとんど変らないが1[，'，1休により去がある。

F.3完結、は奴い (74%) 。

( 3) 針葉の内部形態

A. 表皮京lfi胞はい十jしの変具本も対!!吉本より大で、ある (113%) 。

B. 下表皮剥l胞はイミ斉なるものが多く，対J!H木よりノj 、なる110'，1休とえいなるイ1，r，1休がるるむ

+均値は世かにノj、である (95%) 。

C. 気孔の数は対J!~{本より多い11占|休と少ない110'，1休があるが，大いさは例外なく大で、ある

(ヱ|三均約 130%) 。

D. 同化組織は大休に￡、いて対J!H二千三と類似している。

E. 変異木は樹脂むがきわめて少なく ("'15. 1;:'J 39，%)，全然とれを有しない針葉が 14~42

%存在する(ただし 6， 7 分木を除く)。

F. 対山木は 2 コのキj[;竹;~.[が明瞭であるが，変ニ}1~*はJ多入組織との境界が明瞭でないも

のが多い。したがって区別が判然としない叫介が多い。

G. 変異休の|引之はイミ斉11予であり， 1[-1穿何 [']11手が多い。内皮和11胞の形状必よび、数もイミ斉

で、 p 数l主多い ft自[1'，)がある。

H. 変異体のr["L'.'杭の~日必よび厚さはいやれも榊)(し(約 130 %), したがって rITi:fù も

増大している(約 170%) 。 しかるに形状比は対!!日木とほぼI;;J様である。

1 j廷の大ノj、と I[I 'L.,;j: 1:の犬小との関係はl陥， J以さお・よび阿fうないす""lLlもきわめてお!似した

ものである。変呉休は千行的l乙晴大している。

(4) 茎の内部形態

A. 表皮組織の!以さの~，fiIJイトは榊大している(約 150%) 。

B. fi~i部の厚さの制合は対!!江本にお!似するかまたは 11'， 1休により多少i'!j. くなる傾向があ

る。

c. '(i[ìit号店内の樹脂道の数むよぴ、大いさはいすれも i成少している(約 60%) 。

D. 木部の)享さの割合は多少J?? たしている(約 115%) 。

E. 変呉休の校の直径生長は干VJ~I~r立の生長が少なし 2 ~I三!交の E12長の方が増大する傾向

がうかがわれる。

F. 変異休には偽年前が多い。

G. 変具体J土秋材率が大である (265%) (ただし， 3 号本は例外)。
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H. 似呼:作の 1~jl ダ IJがイミ斉検である。

-239 ー

1 .似w作のiふさはんした変化はないが， 中川はいす;ALJ)変見付、t， 1\り〈し(約 120 %), 

また， )~/さもたきくなっている(約 130.%')。

J . 1bUif.'ì'i'の十/!'W{r rllih'i冬、よぴ H:fjtl 土1J，'，lfiにより呉なるがいす~AL も哨大している(約 160

%)。

K. 縦断n'I Ï} 1予状比l土榊えしている(約 110%) 。

L.変具体の似準仕;MI'~~の!以さは対lIf{本によじし春村部は大~~~ないがp 干0，村 W\)は各1/1， 1休とも

」怜大し-cいる(約 135%) 。

M. 変具体は日大11正平:官(中日 18~40 /1，以さ 15~40 ，11) を有する。

N. イザ;/\のがJ'JJi1む数は1J，'.J休により哨減があり一定しないがp 大いさは減少 (-'I~均 80%)

している。架や p 飾部にゐける樹JJ計i立数の減少と相{突って全体的に減少の iげfrí，]がある

ように:lj えら ALる。

o. 髄の大いさは減少している(約 65%) 。

3. 細胞学的特性

幼討つV，明日分裂，JiFの(公示11111包分裂を観察してJくの~;iU/~ を f~}'た。

(1) 染色体は各変 .~i~休(l~7 号木)いやれも 48 '-1三で 41iÇ"I't を示した。

(2) 染色体の形態は各変具体といま I:f/iij様で， 21;'，;イイ4にお1似し長い染色休が多い。

( 3 ) 完全な根内にふ・いては染色体数の異なった*111胞は l認められない。

(4) したがって各変異本は 4 似体で、あ i人 i昆数Hえではないととを舵認した。

以上p 本実験により件られた結県を総括的に注べたがp との実験により林~n~日臨は極めて多

型'1:'):であり選抜出Jえによる市加の可能なとと，その一例として精英樹クロマツ 26 サを選111 し.

そのけ性を IIJJにしたとと，さらに人為的に突然変異休を創成し，林業にたいても人為(I'JÝi斤， :i， Hl

の合成が可能であるととが切らかとなった。 しかしながら人為突部変異休の誘発は一般法作物

または 1，;\1芸航物f'ß' と見な 1) ，イ，11当多数のl/iil休を Jr:x. 1) .j;及うことが必裂である。材、;1(の育問も1)とし

て不可能で、はない。一段と i ì:立~~~い観主ミゾj とたえざる努力を必裂とする lli~が他と ldiなるだけで

ある。
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Sabu1'o Tm"，DIλ: Stndies on B1'eeding of Fo1'est T1'ees 

(E1'eeding of FOl・己st T1'ees and its Fundamental Studies , Repo1't 24) 

R邑sumé

The folIowing four expe1'iments may be consic1e1'ed necessa1'y in o1'de1' to 

sc1'utinize b1'eeding; 

( 1) to find out cha1'acte1'istics of common 1'aces. 

( 2) to select 駘ite t1'ees from common 1'aces. 

( 3) to combine exceIIent ch3.racte1's by crossing. 

( 4 ) to produce new Species 01' new races th1'ough artificiaI mutation. 

These experiments are generaIIy conductec1 paraIIeIIy 01' combined nowac1ays, 
but in Japanese fo1'estry ci1'cles in the past only the first 1'equisite was generaIly 

studiec1. Howeve1', they gradualIy set about b1'eeding forest trees through 

selection, c1'ossing and artificiaI mutation. Conceming selection of 駘ite trees 

Iitt1e inte1'est was taken in the past, and common races are being planted by 

me1't!a. 

Some experiments of common 1'aces (1) were carried out without taking 

any distinction among phenotype , genotype and envi1'01ID1entaI type of fo1'est 

t1'ees. These experimentaI 1'esults must be cOlTected acco1'd.ing to the basis of 

Iatest genetics. 

The w1'iter tried the folIowing four expe1'iments: 

( 1) The essentiaI quaIities of common races of Sugi (Cryρtomeriα japonica 

D. Do五) were made dear through the investigations of their characteristics 

from various angles. 

( 2 ) An 駘ite tree “Black pine No , 26" (Pinus Thunbergii PAHL.) was 

selected. among wild. common Japanese black pines , and its character was 

investigated, and it was shown to be valuable in popularizing. (11) 

( 3) Some new sex physiological facts were found out thτough inter勘and

intra specific crossing in Pinus. (11) 

(4) Mut3.nts of Sugi (Cryρtomeria jaρonica D. D()x) by x-ray and tetraｭ

ploids of Japanese black pine (Pinus Thunbergii P ,\llL.) by coIchicine treatment 

were produced, and characters of these young trecs (ca. 7 yεars oId at the time 

of experiment , C<1. 14 years old. in 1953) were studied. By this experiment the 

possib匀ity of practical application of the artificial mutation to forεst trees was 

proved. (m) 

The results fol1ow: 
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I. Essential qualities of races of forest trees. 

C 1) Diversity and distribution in gene. 

1. Morphological diversity and distribution in gene. 

The writer collected seeds from 223 mother trees of Sugi. Th巴 tr巴es were 

chosen among a11 common races throughout the country dividing the whole 

area into 6 regions according to c1imatic differenced, and sowed the ~eeds in 

the ground of Akazaki nursery (Tottori Prefecture). From all 1'ace~ ， 100-300 

seedlings we1'e raised under the same environment. By distin♂lishing various 

1'ema1'kable charactε1's among the 2 ye�1.1'S seedlings classifying into great (1a1'ge) 

(AA) , small (1ittle) (aa) and middle characters (Aa etc.) , summing up the 

genεs ， and locating the limitation and density of dist1'ibution of the genes, 

foI1owing resu1ts we1'e concluded: 

( 1) The characte1's of Sugi-seedlings are very polymorphous. 

(2) The gene of g1'own-up-type , length, ha1'dness, density , thickness of 

leaves etc ヲ are unive1'sally distributed throughout the count1'y , and southern and 

northem types do not differ in the density of distribution. 

( 3 ) The gene in which the branches do not show f1atness, but solid and 

conical character is abandantly distributed in the northern 1'egions, but the 

density of distribution is small. 

( 4 ) The gene in which the branches appear slightly in angle is apt to be 

seen in the northem regions, and the density of distribution is larヌe.

( 5) The gene in which the branches bend towa1'd outside is distributed 

in all the regions throughout the country but the density in the south is la1'g己r

than that in the no1'th. However the gene in which the branches bend toward 

inside is distributed mo1'e in the north than in the south regions and the density 

of it is smal1. 

( 6) The gene in which leaves are apt to be formed smalI in angle is 

dist1'ibuted in the no1'them regions, and the density of distribution is smal1. 

(7) W日 can come to the conclusion as to the limit of distribution and 

density of the gene by this method. 

2. Physiological diversity and dist1'ibution of the gene. 

193 races of Sugi chosen out of thbse two-year old seedlings were cultivated 

in the ground of Otsu nurse1'y (Kumamoto P1'efecture , which lies in the warm 

c1imate 1'egion) , and thei1' growth of length was minutely examined eve1'y month 

for one year. By this experiment the va1'iation in growth pe1'iod, relationship 

bεtween the above and native place of mother t1'ees were determined. 1ηthis 

experiment 30 2-year 01c1 seedlings of cach 1'ace were examined. The 1'esults 

are as fol1ow: 
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(1) Gr己at growth under the l11enns of length growth of alI seedlings 

appeared twice in 乱 year CFig. 4). 

( 2) ln this case, the orc1.er of growth by months is September--+ July • 

June-rOctober-• August (Great• smaII). The great growth periods appむa1' in 

Septembe1' anc1. July , and the curvεof growth in August greatly falIs off. 

( 3) There appeared various types of currcnt monthly increment, due to 

the differences of the native places and 1'aces. They are classified in 34 types. 

(Fig. 5). 

(4) Many races have twice of thei1' great g1'owth periods, and the maximum 

appears usually in September (66%) 01' in July (27%). 

(5) But some in rare cases have the maximum in June (4%) 01' October 

(3%). 

( 6) And others in a few cas巴s have the great growth period once in a year. 

( 7) The seec1.1ings which have great growth pE:riods twice in a year a1'e 

generalIy tarc1.y in growth in August , but a few ra軻s in their growth fal1 off 

in July (2%). 

(8) The generaI laws between the curve of current monthly increment and 

the native place of l110ther trees are as follows: 

(A) Spring type (the great growth period of this type appears in June or in July) 

is distributed in warm climate regions anc1. Autumn type (it appears in September 

01' in Octobe1') is dist1'ibuted in cold climate regions. 

(B) The typical type in warl11 climate regions is 7E勺Tpe CJuly-令September-ト

Ju前十Octob巴r→August type) , and in cold c1imate regions is 91 -type (September• 
July • Octobe1'• June• August typ) (Fig. 5). 

(C) Uncommon types (eg. June手July ， July August 01' September三Octobe1') is 

dist1'ibuted l11ainly in cold climate regions. 

(9) The variations of growth pe1'iods are diverse. 

(10) It seems the growth period characteristic is hereditary. 

C I!) Investigation of ﾎorest tree races. 

ln this experiment "Obi-sugi" was used as sample. 

“ Obi-sugi" is an inclusive race name in Obi district (Miyazaki Prefecture , 

Kyushu). “ Obi-sugi" is classified into many races, and thei1' characteristics 

are described. There is an experimental forest in Itaya National forest in Obi 

district, whe1'e 7 races were planted in 1929. The w1'iter examined their 

phenotypes on 80 individuals in each 1'ace. The results foIlow: 

( 1) If we examine more than two characters on each tree of “Obi-sugi'ヘ

we shal1 find out that many indivic1.uaIs d.o not belong to any race. 

(2) 叶Obi-sugi" is a complex population of hyb1'id. 

( 3) In ord.er to geneticaly classify “ Obi-sugi" , we. must put aside our 

common knowledge and try from another view point. 
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Above-mentioned results are summerized as foI1ows: 

( 1) The forestry races of Sugi (Cryρtomeria jαρonica D. Dox) are very 

diverse. 

(2) Er,ch gεne of aIl kinds oﾍ Sugi has differencεs of limitation and density 

of distribution , and there is no relation between the two. 

( 3) The population, of which the individuals ë,re comparatively abandant 

and have great distributed characters have generally been caIled the "fore0try 

race" in Japan. 

( 4 ) The races of Sugi at present are simply cIassified according to 

phenotype without paying any attention to the difference between the inherent 

geneticaI characters and the acquired characters indEce鐇 by infIEences of 

env叝onment. 

(5) The variated plants which are produced by f1uctuation or modification 

are describe� as races, thus confusing the cIassification of races. 

(6) It is possible that there exis�:: a differεnt race of the same name or 

a different name of the same race. 

( 7) We may havビ many chc\l1c臼 of selecting �1ite trees, because th巴 r2，ces

of Sugi arεvery diversified. 

( 8) The classification of races must be studie鐇 over again on the gmetical 

basis. 

( 9) As the characters of Sugi are diverse and. the density of clistribution 

of the gmes is d.iffεrent in each region, so we can broaden the limit of distribution 

of superior facters by artiﾍiciaI methods. 

H. Selection of “ Black pine No. 26". 

The wri ter found out an 邑lite tree of ]apallE;ase black pine (Pinus Thunbergii 

P Al:L.) in a private forest in TottoTi Prefεcture. This 駘ite tree is cal1ed “ Bl<.ck 

pine No. 26" (photo 1). The height of this 駘ite trεe is 15.12m (control13.84m) , 

the diametεr at breast height , 0.55 m (cont. 0.40111) , volume, 1.382651 m:J (cont. 

0.734250 m3リ 188.3% oﾍ cont.) and supposed age, 38. The measure W2.S taken 

in 1952. As the 駘ite tree is growing in a wind.y place, the st印-1 is rather 

bended from the centET and the branchεs are irregular. 

The bark is more or less thickened and difficult to bark. It has rιmarl王able

characteristics that the growth of shoots is very rapid, the needlEs are large 

and tough, and that it bE2,rs many gigantic cones and see饑s every year. Its 

outward appearance is quite similar to the common Japanese bJack pine. 

C 1 J Morphological characters. 

1. Needles of the mother tr�8 of “ Black pine No. 26" 

( 1) Length of needles is slightly longer per control , the width and thickness 
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are ca. 120%. cro~s sec~ion area is 145% ancl volume is 160% of control. 

(2) Form coefficient of cross section (thickness/widthx100) is between the 

Japanese black pine and the red pine (Pinus densiflora S. et Z.). As the 

co巴ffici巴nt of longituc1.inal section of this 駘ite tree is larger than that of control. 

so we feel tougﾎ1l1e:�s of the needle. 

( 3 ) There is no variation in the length of sheath. 

( 4) There is no great varia,tion in the size of epidermis. 

(5) There is no great variation in the aumber of layer and the size of 

hypod.ermis. 

( 6) The increase of width and thickne:�s of needles is produced by increased 

cells in epic1.ermis and hypodermis, and not by enlarged cells. 

(7) The number of stomata is increased (ca. 120% per cont.) , but there 

is no change in size. 

( 8) The position of resin canal is a black pine type in meny cases, but 

some of it are mixed_ with a recl pine type (0.03%). 

( 9) The number of resin canal is largely increased, with 154% per contro1. 

(10) Also the cross section area of re:�in canal is increased, with 151% p巴r

contro1. 

(11) The cell nUl11ber of protecting sheath of resin canal is increasecl, with 

122% per contro1. 

(12) The cro:�s section area of cel1 of protecting sheath is increased, with 

116% per contro1. 

(13) The nUl11ber of secretory cells is sly只htly inc1ined to increase, but 

chiefly its size is enlarged producing large rεsin canals (123% per control). 

(14) There is no .change in the size of endoderl11is, but its number is 

increased (119% per cont.). 

(15) The cross section area of central cylinder is increased (142% per cont.). 

(16) The form and size of central cylinder and of that ill cross sectioll of 

lleedles are cha:nged with the same ratio per cOlltro1. 

(17) The cross section area of vascular bunc11e is illcreased (130% per COllt.). 

2. Cones and seeds. 

( 1) The COlles of "Black pine No. 26" are very large (ca. 3 times ill volume 

per cont.) , and the form is rather similar to red pines (Photo. 2). 

( 2 ) The seeds of ‘ 'Black pine No. 26" are very gigantic (ca. 2 times in 

weight per cont.), and the form is similar to the control black pine. 

( 3) The length of embryo ill seed is some 1.5 times of the control , and 

it is protected by thick stone cells (ca 1.3 times per cont.). 

3. Seedlillgs. 

The results gained on a ful1 one yεar old seedling (F1) by natural crossing 

follow: 

( 1) The cotyledon bigins to open early, and the number is nearly the same 

with the control, but the length is larger (ca. 138% per cont.). 
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( 2) The number of primary leaves is increased (ca. 131% per cont.) 

About neec11es. 
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( 3) The neec11e is larger than that of black pines and red pines of the control, 

anc1 the volume of a11 needles on a seedling is 2.5 times 1a1'ge1' than that of black 

pines and 8 times larger than that of red pines of control. But the Fο1'm 

coefficient is a litt1e εmal1εr than that of black pines and stands in the middle 

between 1'ed pines and black pines. 

( 4 ) The size of cel1s in epidermis and hypodermis is the same, but owing 

to the increase of the number of cel1s l�.1'ger 1eaves are produc吋.

( 5) The number of stomata is more or less larger than that of black pines, 

but the size is smallξl' and is betw閃n the size of red pines and that of black 

pmes: 

( 6) The resin canal: 

(A) Red p匤es and intermediate typ色s a1'e mixed, and the degree is nearly the 

same with the control black a.nc1 red pines being mixed with another type resin 

cands. 

(B) The numbεr of resin canals is nearly the same with the control. 

(C) The development of secondary 1'esin canal quickly appears in red pine, 

no sign thereof in common black pine , and in “ Black pine No. 26" it is just 

begining to develop. 

(D) The size of 1'esin c3,na1 in "Black pine No. 26" in the stag巴 of seed1ing 

is between that of common b1ack pine and 1'ed pine. 

(E) The number (95%) , size (90%) and form of the cells of protecting sheath 

�.re smaller than those of control and simi1a1' to those of red pines. 

(F) The secretory cells are a litt1e more nume1'ous (106%) , but the size ﾏs 

smaller than per control (89%に The cross section area of secretory cells, 

which surround a resin canal , is between that of cont1'ol black and red pines. 
( 7) The number of endodermis celIs is greater than that of the control, but 

the size is rather smalle1' and is between c却t1'o1 black and red pines. Howev巴r ，

these diffe1'encεs are sma1L 

(8) The size of cent1'a1 cy1inde1' IS a litt1e Ia1'ger than control (103%λbut 

it is nearly the same. The1'e is not any great difference amo九g the three. 

( 9) The fo1'm of central cylinder and the form of crOS8 section of a leaf 

change with the same 1'atio , and the width and thickness of central cylinder is 

ca. 30-50/~ ， usually ca. 45% of the leaf and there is DO difference in form 

among those of red pines, black pines and "Black pine No. 26' ヘ

(10) The vascular bund.1e of “ Black pine No. 26" is an evolutional type , 

anc1 is quickly diffe1'entiated for "Diploxylon" , next comes that of red pines 

and that of control blackpin田 comes most slow ly. 

(11) The size of vascular bundle is extremely enl�.1'ged.. 

About stems: 

(12) Epide1'mis and co1'k 1aye1' a1'εsma11 above the cotyledons, and large 
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under them. 

(13) The parenchymatous layer of cortex is thickenec1. to ca. 120% per contro1 

above the cotylεdon. 

(14) The bark above the coty1edon is most thickened (113%) in “Black pine 

No. 26" , followed by contro1 black pinεs， and then red pines , but that of red 

pines is generally thin. 

(15) The vascu1ar bund1e is larger than that of contlOl, and the size of cross 

section of trachξids is ca. 110%, and the number of Iayers of it is 1.5 times of 

contro1. 

(16) There is 孔o remarkable change in the size in ph10em and xy1em per 

control , but the number is 1argely increas巴d.

(17) The diameter of pith and the cells are en1arged. 

C H J. Physio10gica1 characters. 

The summerized physio10gica1 characters of “ B1ack pine No. 26" are as 

follows: 

( 1) The mother tree of “ Black pine No. 26" grows very rapid1y in vo1ume 

(ca. 2 times per control) (Fig. 8). 

(2) The water 108s in seedling is smal1 in dry weather, and the endurance 

against drought is great. 

(3) Even in a long drought, the seedling survives 1.5~2.5 times per cont・­

( 4) The seedlings are weak aga,Ínst the solution of potassium ch10rate. 

According to the past experimenta1 results, they strong1y endure the cold. 

( 5) As the seedlii1gs are wεek against the solution of natriufn chloride, so 

they are unfit for p1anting on the seashore. 

(6) The growth of seed1ings is very rapid in diameter, height and weight 

increment, 1arge in comparison with seedlings of the same native p1ace (Tottori 

Prefecture) and at a warm climate region (Miyazaki Pref.). 

( 7 ) A1so the growing speed of young trees (8-year old) is great and reaches 

in volume increment above 2 times per contro1 (Fig. 7). 

(8) 1n short, the Fl of “ B1ack pine No. 26" produced by natural crossing 

is strong against drought and co1d, and shows a good rate as standing tree and 

grows rapidly. 

C m J Cytogenetica1 characters. 

The summerized cytogenetica1 characters of “ Black pine No. 26" mother 

tree are the fol1owing: 

( 1) The tree in cyto10gica1 views is not hybrid and has the same chromoｭ

some 田ts as the common black pine (12 u) . 

( 2) The f10wering period appears ear1y, 80 that the embryo is liab1e to be 

fertiliz巴d chiefly with pollen of black pines. 

( 3) The trees, male or fema1e , b100m nearly at the same time. 
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( 4) The opening of sca1es of cone comesεar1y. 

(5) The ferti1ity by natura1 crossing is the highest 026% per cont.). 

( 6) In interspecific crossing, the ferti1ity is 10wer than a natura1 crossing 

(ca. 1/2) , but much heigher tho.n control. 

( 7) In intro.specific crossing, the ferti1ity is 10wer tho.n the no.tura1 crossing, 

and its mean vo.lue is in the middle , o.nd the phenomenon of cross-incompatibi1ity 

appears remarkab1y. 

C 8) In self-crossing, the phenomenon of self-incompo.tibi1ity is not noticeab1e, 

but in red and hybrid pines, CPinus densi-Thunbergii U'mKT) , the self-steri1ity 

is great, but common b1ack pine sIightly has the tendency and the c1egree varies 

among individua1s. 

(9) The tota1 number of seeds in a cone of “ B1ack pine No. 26" is found 

much more than any of the other crossings , and the ferti1e seeds are many and 

sterile seeds are few. 

(10) The gene which shows the gigantic character in cone and seed is 

domino.nt. 

(11) The colour and form of the wing of seed is great1y different due to 

combinations of cro;;:sing. 

(12) It seems tho.t the genes which determil1e the position of resin canaI 

are not one , but many factεrs. 

As the progenies of the 駘ite tree “ Black pine No. 26" have mo.ny useful 

characters , especiaIIy the volume increment being Iarge (ca. 2 times per cont.) 

and the resistance against drynε~s strong, so it is desirable to cuItivate the 

parent-stan�.s through vegetative reproduction and to supply superior seeds. 

J゚. Artificial mutation. 

The resu1ts on artificio.l mutants , which were induced by treatments of 

X司ray and of coIchicine are as fol1ows: 

C 1 J ArtificiaI mutation through x-ray treatments. 

By x-ray radiated from Coolidge's tube in conditions of 30 KV , 3 MA , 110 

filter , 20 cm , 30 60 90 120 150 180 210 minutes , 990 靡y seeds in each class were 

treated, and they were sownヲ ancl their seedIings were transplanted and examined. 

ln thjs casε. the fol1owing plants were examined: 

Japanese red pine (Pinus densiflora S. et Z.) 

Japanese black pine CPinus Thunbergii PAH.L.) 

Sugi (Cryρtomeriσ jaρonica D. ﾐON) 

Hinoki (Chamaecyρaris obtusa S. et Z.) 

The results follow: 

、
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1. Induced ratio and dead ratio of mutants. 

( 1) Per control c1a8s , the percentage of germination of all experimental 

trees in radiate classes is decreased. 

( 2 ) The degree of dropping of percentage of germination is different 

according to species. 

( 3) The longer the time of radiation, the less percentage of germination, 

in usual casεs. 

(4) The degree of germination produced by the differences of radiating 

time is different according species. 

( 5 ) The death rate of an unknown cause is very great per control. 

(6) The longer the time of radiation , the larger the rate of mutants (the 

ungerminates due to unknown causes plus visible mutants) and the rate becomes 

largεr in proportion to the time of radiation. 

( 7 ) There are different types of mutants , chiefly among them are linear 

cotyledon, bending of young stem. enlargement of development , decline of 

growth, pulverization or vanish_ment of chlorophyll grain etc.. 

( 8 ) The stage of normalization is different according to species. Among 

Japanese red pinηs and black pines , the mutants were either normalized or dead 

at a rapid sp閃d， notwithstanding that the greatest degree of mutants were 

produced, Hinoki followed; in Sugi the rate of mutants was few , and they 

remained unnormalized to a considerable extent. 

( 9 ) There is no relationship between the time of radiation and rate of 

mutants, because , if radiated for a long time, they will become lethal and the 

seeds which are changed beyond a c己rtain degree will become ungerminate , and 

even if germinated they will die. 

2. Morphological characters. 

Many muta日ts ， which are produced by the above treatment, were mostly 

either normalizec1 or dead, anc1 only two mutants, one each in 150 and 180 

minutes radiation c1asses of Sugi , survived. The writer calls these mutants 

No. 1 and No. 2, anc1 the characters are as follows: 

( 1) Growth fonn 

The growth form is dwarfish, and especially in No. 1 is noticeable (Photo. 3). 

( 2) The appearanes. 

No. 1 is rough and sharp , and No. 2 is soft and feeble. 

( 3 ) Length of the leaf section 

No. 1 is very small. In No. 2 the long leaf section is small , short leaf 

section is more or les8 large. The mean is similar to contro1. 

( 4) There is no great variation in the number of growing leaves in 1 cm, 

but in one leaf section No. 1 has ca. a half (number of leaves) and No. 2, 

under 90%. 

( 5) Angle of leaf 
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The long leaves and short leaves in No. 1 are very large. 1n No. 2, short 

leaves are large , but long leaves are simila� almost to control. 

( 6) Bencling angle (The an豆le through the bending of 1εaf) 

1n No. 1 it is comparatively small ancl almost straight , and in No. 2 it is large 

ancl is ben�ng towarcl insicle , therefore they greatly differ in their appear:mce. 

( 7) Benc1ing gracle (bencling anglejleaf leagth) 

1n No. 1 it is almost similar to that of control , but in No. 2 the bending 

gracle of long leaves is very large , but that in short leaves is very sma]] , thereｭ

fore there exists great c1.ifference between them. 

(8) Volume of needles 

1n No. 1, the volume of long and short leaves is small , anc1 7U6' per cOlltrol 

in the mean, in No. 2 both of them is large ancl reaches 184~~6 per control. 

( 9) Form of cross section of neec1.1es. 

1) 1n cross section, the thickness is (at ca. 120%) larger than the width, alld 

it has an upward and downwarc1 long rhombic shape. 

2) 1n the height of c1on:al there is little change ancl the form is similar. 

3) The form of edges in control is most rounclish, but in the order of No. 1, 

No. 2, the form is sharpened. 

(10) Position of resin canal 

There is no great variation. 

(11) Epidermal cell 

The size of the cell in No. 1 is small (92%) , in No. 2 , it is larg巴 (122%).

The form coefficient in No. 1 is 65% , in No. 2, 70% , and the latter is slightly 

rounc1. 

(12) Hypoclermis 

There are some clifferences in size between the long leaf and short leaf, 

but in the mεa11 No. 1 , they are almost the S疥e size with those of contro l, 

those of No. 2 are larger (112%). The form coefficient of the long ancl short 

leaves is smalJer than control (90-95%) , so the form is long in some cle貯ee.

The number of hypoclermal cells in No. 1 is smaller (ca. 80.%) , allcl that of 

No. 2 is larger, a little larger than that of control (104%). 

(13) Stomata 

Stomata in short leaves is fewer than that of long leaves, ancl the mean 

is few (60%). There is very few stomata in the abdomen of No. 1. (35% per 

cont.) , and No. 2 is similar to control. The density of stomata is sma11 in 

both, especiaJly in No. 2 (No. 1 ca. 70%, No. 2 ca. 50% per cont.). The size 

of stomata in No. 1 is similar to control, ancl in No. 2 it is large (ca. 130%). 

There is a similar tenclency in the size of guarcl cells, ancl the form is lOl1ger 

than that of control. 

(14) Assimilate parenchymatous cell 

The size of the cells in No. 1 ancl No. 2 shows C8.. 120%. The fonn is 

longer than that of control. The number of the cells in No. 1 is smal1 (ca. 



-266 ー 林業試験場[rJf究報告第 66 号

70%) , anc1 in No. 2 it is equal to that of control. 

(15) Chlorophyl1 grain 

The size is Iarge (ca. 120J-� in both No. 1 No. 2) , the mass is great (ca. 

140%) , the number is small (ca. 80%) , The powdered grains are mixecl, 

especially in No. 1 there are maロy.

(16) Vascular bundle 

The cross section of the vascular bundle in No. 1 is small (6~)%) ， but in 

No. 2 it is very large (200%). The form of No. 1 is similar to that of control , 

but No. 2 is more flat than control. 

(17) The wic1th of xylem of No. 1 is small (86J-ò), of No. 2 is large (140%') 
(18) Transfusion tissue 

The thickness of the transfusion tissue in No. 1 is similar to control , but 

that of No. 2 is large (1.5 times). 

(19) Resin canal 

(A) The position: The dorsal c1istance of No. 1 is similar to control , and that 
of No. 2 is 1arge (ca. 120%). 

(B) The size (cross section area) : of No. 1 is on1y 18%, of No. 2 i8 48% per 

control. They are very small. 

(C) Th巴 ratio per cross section area of the leaf: lt is very sma11 , in No. 1 

only 23%, in No. 2, 38% per contro1. 

(D) The forl11: The form is irregular, especially in No. 1. 

(E) Inner-secretory ce11: the nUl11ber is decreasec1 and the size is 8ma11 , anc1 

the fonn is rou日dish. The degree of changes in No. 1 is larger than in No. 2. 

(F) Outer secretory cell :The number in No. 1 i8 fewer (78%) and in No. 2 

it is 80m巴what greater than in control (1083/0'). The size is sl11aI1 (ca. 80,%, in 
both). The form is longer than inner secretry cell , but is rouncler than that 

of control. 

3. Cytological characters (Photo. 4). 

(1) Some somatic chrol11osomes in No. 1 were broken into many sma11 

fragments, ancl they were generalIy irregularly separated. 

(2) There is no noticeable fragment of chromosomes in No. 2, but the 

division i8 slightly irregular. It seems that the chrol11osomes have taken SOl11e 

inf1uence of radiation. 

c n) Artificial mutation through the treatment of co1chicine. 

ln this experiment next species were used; 

Japanese red pine CPinus densijlola S. et Z.) 

Japanese black pine (Pinus Thunbergii Pλ1(1"，.) 

Sugi (Cryρtomeria jaρonica D. Dox) 

Hinoki (Chamaecyparis obtusa S. et Z.) 

Japanese larch (Larix Kaemρ，jeri SARG.) etc. 
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The seec1s and the growing point of seec11ings (the p1'ima1'Y ieaves immediatiely 

o.fte1' sp1'out) were t1'eo.tec� in the colchicine solutions of va1'ious sorts of density. 

These 1'esults o.1'e o.s follows: 

1. P1'oc1ucec1 pe1'centage of mutants. 

( 1) D1'opping methoc1 fo1' the 只:rowing point of seedlings is more effective 

tho.n the soaking method of seeds in solution of colchicine. 

(2) The t1'eatment of 0.1 01' 0.2% 3~5 times, especial1y 0.1% 4~5 times 

eve1'y othe1' day is most effective (Fig. 9). 

( 3) The cha1'acters of muto.nts turn back to its own no.tu1'al cho.racte1's as 

the time pa四回 by anc1. this conclition continues seve1'al yea1's. 

(4) The Jo.po.nese blo.ck pines, the inc1.ivic1.uo.ls 1'ep1'esenting ca. 1.8 %, of 
which cha1'o.cte1's c1.0 not tum back in a yea1' o.fte1' the t1'eatment, a1'e stabilized. 

They o.1'e stable in five yeo.1's. 

(5) The Japo.nese 1'ed pine is mo1'e difficult to obtain the 8tabilized mutants 

than the Jo.panese blo.ck pine. 

(6) Sugi , Hinoki o.nd .Tapo.nese lo.rch a1'e more c1.ifficult. 

(7) The1'efo1'e , to obtain the stabilized mutants of conife1's in Japan , mo1'e 

than one thouso.nd indivic1uo.18 must be treatecl. 

2. Mo1'phologicaI cho.1'acte1's. 

Th1'ough the above t1'eo.tment in 1940 mo.ny muta孔ts were obtained, but th巴

individuals in m08t cases turned back 01' died , and only 12 individuals were 

stabilized in the five years after the treo.tments, o.nd now 1:-3 years old individuals 

are growing o.s stable. Among them 7 individuo.ls we1'e transplanted in the 

nurse1'y of Miyazaki unive1'sity and were experimented. The morphological 

cha1'acte1's of mutants are as follows (Photo. 6): 

( 1) Outer form , dwarfish , la1'ge and 8hort b1'anches are grown from the 

large and short stem , in a word the appea1'ance of the stem and b1'anch四 are

sh�t. 

( 2 ) Oute1' cho.1'acte1's of needles: 

(A) There are many deformed needles. 

(B) The Iength is ve1'y short (ca. 60% per cont.). 

( C ) As the thickness and the width are increased, so the cross section area is 

large (172%). 

(D) The form coefficiεnt of longitudinaI section is very la1'ge (238%). 

(E) There is no difference in volume pe1' control, but some differences exist 

among individuals. 

(F) The Ieaf sheath is short (74%). 

( 3) 1nner charo.cters of needles. 

(A) The epidermis cells of a11 mutants are larger than those of controI (113%). 

(B) The hypodermis ceIls are 110t uniform, and their size is different according 
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to induviduals and some larger or smal1er than control, the mean is slightly 

sma11er than control (95 J6'). 

(C) The number of stomata is differem according to individuals, being more 

or less than control , but its size of a11 mutants is largεr than that of control 

(mean: ca. 130% pεr cont.). 

(D) The aEsimilation tiEsue is generaIly similar to control. 

CE) The l1umber of resin canals of mutants is very few (the mean is 39,%,), 

and the needles oﾍ 14~42% of mutants (No. 1 ~5) have not any resin canal 

(No. 6, 7 are exceptional). This character of mutants is very noticeable (Photo. 7). 

(F) The two vascular bundles of control are clearly separated, but in most 

mutants the border between transfusion tissue and vascular bundles is not so. 

Therefore of many needles the border between two vascular bundles is not 

clear ly separated. 

(G) The endodennis of mutants is not uniform ;cmd many of them are conｭ

stricted eIliptica1. The form and number of endodermis is different according 

to individuals, and this is also the case with their needles but their number is 

apt to be numerous. 

(H) The width anc1 thickness of the celltral cylinc1er of mutants are greater 

than those of control (ca. 130%') , therefore also its area is larger than that of 

control (ca. 170%) , but the form coefficient ratio is almost similar to control. 

( 1) The ratio between the size in the width, thickness anc1 area of the cross 

section of leaves and the size of them of central cylinc1er are very similar, anc1 

in mutants al1 of their sizes are increasec1. 

( 4 ) Inner characters of stem 

(A) The ratio of the thickness of epidennal tis8ue per cross section of stem 

is increased (ca. 150%に

(B) The ratio of the thickness of Phloem per cross section of stem is sim�1ar 

or slig;htly thinner than that of control , but there is a c1ifference among individuals. 

(C) The number of the resin canal in phloem is fewer anc1 their size is smaIler 

than that of control (ca. 60%). 

(D) The ratio of thickness of xylem per cross section of stem is slightly 

increased (ca. 115%). 

(E) The c1iameter growth of the two years old branch in the first year is 

slow, and in the second year quick. 

(F) There are many false annual rings in mutants. 

(G) The ratio of autumn wood in mutants is very large (265%) , but only 

No. 3 is exceptiona1. 

CH) The arrangement of tracheic1 is irregular. 

( 1) There is not much var匂tion in the length of tracheids, but the width (ca. 

120%) and the thickn駸S (ca. 130%) of them of all mutants are increasec1. 

(J) The area and volume of cross section of the 'tracheids of al1 mutants are 

increased (ca. 160%) , but there are c1ifferences among indivic1uals. 



林木育局に自記する~:日見 (外山) 269 

(K) The form coefficient of 10ngitudinal section is increased (ca. 110%). 

(L) The re1ative thiclmess of tracheids in mutants shows no great difference 

in parts of s.pring wooc1.. but in autumn wood , it is increased in a11 in�vidua1s 

(ca. 135%). 

CM) There are gigantic tracheic1.s in mutants , and t凡e width is 18~40/1. and the 

thickness, 15~40，1I.. 

(N) The number of resin cana1 in xy1em is various , and there is a difference 

according to individua1s, bEt their size is small (ca. 80%). And. ther巴 18 a 

correlative tendency in the 8.bove phenomena and a1so regarding to th巴 dεcrease

of the number of resin canal in 1eaves and xy1em in stem. 

(0) The size of pith is decreased (ca. 65%). 

3. Cyto10gical characters. 

1n the observation of the sornatic ce11 divisions in a division zone of the 

base in young need1es the writer aquired the fo11owing resu1ts. 

(1) All mutants had 48 chromosomes and they showed tetrap10idy. 

( 2 ) The form of chromosomes in muta,nts is very similar to diploid p1ants 

Ccontrol) , and many of them are long. 

( 3) Every one of the mutants had 48 chromosomes in a11 the cells. 

(4) Thεrefore ， a11 the mutants (No. 1~7) are tetraploid , and there are not 

any myxop10id. 

The mutants of Sugi which 三re produced by the artificial radiation of X-ray 

anc1. the tetraploid of the Japanese black pine are very different ﾍrom contro1 

plants not on1y in outer characters, but a1so in inner characters. Especia11y, 

i日 some tetrap10id of the Japanese black pine the resin canel of needles is 

degenerated. 

The writer clescribecl. the expεrimenta1 results briefly. Through these 

experiments the writer founc1. that the race of forest trees is very c1.i verse , and 

that the breeding of forest tree by selection is po主sible. As an example , "Black 

pine , No. 26" was selected and its cﾌlaracters were found out and the artificia1 

mutants were a1so produced by physiologica1 anc1. chemicaI metho�.s. It is proved 

that this method is l鑚eful in the breeding of forest trees. HoweVê:r, quite 

different from the agricultv_aI products or garc1.en plants, ¥Ve must handle many 

indivicl.uals in orc1.er to produce artificial mutants in forest trees. It is a180 not 

impossible to breed forest trees. And the inve8tigators of the bre己ding of 

forest trees should have more acute observation 2.nd ever1asting endeavour. 
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料: i日 クロマ γ26 号母1劉

第 1 図版 クロマツ 26 号ほ樹および附近の林山

クロマツ 26 号 クロマヅ

アカマツ

第 2 図版 クロマヅ 26 号および対照、木の誌果
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位

No. 1 No. 2 

乾燥種子 90 分処理 汁 3 年 l: 乾燥種子 120 分処深 約 31ド生

No. 4 No. 5 

乾燥種子 150 分処理約 5 年生 乾燥種子 150 分処班
i�:j 10 竿生( ]号木)

第 3 図版 X一線処J'1j!スギ突然1道具休

No. 1 対照木

No.3 

乾燥扇子 150 分処理約 3 年主

No.6 

乾燥種子 180 分処理

品，j 10 年生(lT号木)

倫}
対沙/

No.3 I 号木 No.4 I 号木 No. 5 JI号木

No.2 1 号木

第4 図版 X -t>fJ，lYI!:HI! スギ突然愛異体の根端細胞分裂後期の像

(約 2000 倍)



No. 1 クロマツ祁守山

対照木 定具体

No.3 クロマツ 22異体

3 年 '1:

No.5 モミ稚苗

z2異体 文す ff8 オミ

一一- Plate 3. 

No.2 アカマツ干佳苗

w 呉件、 対照木

面幽嗣凪_. ^""，"_Jllr..，-_.__市御勺占#輔副側 三唖遜邑

No.4 アカマツz2異休

3 -'ì主 LJ:

:No. 6 クロマツ有n]'î

;安呉休 士、t JK~ 木

第 5 図版 コルヒ千ン id漬処理(開[)により誘発された表具体
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No.7 十ツトパイン舵苗

対照木 ~具体

No.9 ヒノキ稚首

!fe異体 対照木

No.11 スギ枇苗

~異休 )(1 H日木

務

No.8 ヒノキ稚苗

対 H日木 ~異体

No. 10 スギ稚苗

対照木 ~具体

No. 12 アペマキ椎苗

文ナ照木

第 5 図版 コノL ヒ子ン浸漬処E唱種子により誘発された~具体
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No. 12 アベマキ稚苗定異体 No. 13 グ 1 ギ稚苗対照木

No. 13 クヌギ惟苗{2_Yl~休 No. 14 スギ皮具体(がJ4 年生)

第 5 図版 コノレヒチン i長 j責処玉虫種 Fにより誘発された定具体
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No.1 クロマヅ倍数ft: n{l l1年生

(1 号木)

No.3 クロマヅ倍数体約 11 竿生

(3 号太)

No.2 クづマ、Y倍数休ポ)11 年生

(2 号木)

No. 4 !t ロマツ倍数休約 11 年生

(4 号木)

第 6 図版 コノl ヒチン滴下処理(稚苗)に土り誘発された31'異休



No.5 クロマヅ出4数休約 11 年生

(5 号木)

No.7 クロマツ(台数休約 11 年生

( 7 号子j~)

-Plate 7. 一一ー

No.6 グロマヅ fl'~:'数体がJ11 年生

(6 号木)

No.8 7 号木の新条

第 6 凶l阪 コノL ヒチン滴下処理(稚苗)により誘発されに斐具体
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No.2 樹脂道 2 筒幸子有する針葉の横断面

て00 _,.‘ 

No.4 樹脂道 1 箇を有する針葉

の横断面(葉肉中)

J同メ'

No. 1 

内皮の災形し

た漢の lî胸rUû

No.3 制JJ日j謹 1 箇左右[する針葉の hyt断面

(Iiq皮に探知1\)

_jOO!' 

No.5 樹脂道左欠除する針葉の横断固

第 7 図版 グロマヅ倍数休針葉横断面
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よ出 μ

No.6 癒令針葉の横I'ï[瓜i (1 型)

s∞ p 

No.7 癒合針撲のj'öYI，好商 (JI 塑)

第 7 図坂 グロマツ f-r!j数休針葉11"(j'Yi回



一一- Plate 10. 一一一

No. 1 

No. 8 

負傷 8 図版樹脂道退化の11頂序



No. 2 J[号木

2n=48 

No.4 IV 号木

2n=48 

No.6 VI号木

2n=48 

No. 1 1 号木

2nニ 48

一- Plate 11. 一一一

No. 3 ]l[号木

2n=48 

No.5 V号本

2n=48 

No. 7 V!l号木

2nこで 48

第 9 図版 クロマヅ侍数体( 4 fヰ体)体細胞の染色体


